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家になる、という選択ࢶを示してく
れたのは、同志社大学でした。本に
ғまれた生活のັ力をഎ中で教え

てくれた先生、そして素੖らしいดՍ書ݿの
ある図書館は、๻に新しい世界を見せてくれ
ました。大学時代はあまりब職活動もせず、
本ばかりಡんでいましたが、いくらでもٵ収
できる時期に活ࣈに;れられた経験は、かけ
がえのない財産になっています。
　歴史もಡ書も好きで文学部文化学科（現・
文化史学科）に進みましたが、「本を人生の中
心にしてもいいんだ」とࢥえたのは、஛居明
உ先生（現・名༪教授）との出会いがきっかけ
です。膨大な書物がฒぶ御自୐の書ݿを๚れ
てি撃を受け、夢中で古本屋をめ͙り本をങ
い集めました。۩体的な職業について考え始
めたのは、大学4年次生のとき。本をಡむの
が࢓事ともいえる研究者的な生き方をした
かったのですが、自分が研究者向きではない
こともわかっていました。そこで、本を「書く」
発૝が生まれ、作家という職業が強い選択ࢶ
になったのです。
　地方から来た๻は、京都の先生にすればࣦ
ྱな学生だったかもしれません。人間関係に
นがなく、先生に対しても友達のように࿩し
かけるものだとࢥっていたからです。けれど

Tanaka Nozomi
Doshisha ' s  L i fe

識をյす。今ࢲがもっとも意識して
いることです。自分のレベルや競技
の࿮にこだわらず、୭も考えないよ

うな௅戦をすること。౦京オリンピックの
1500mで8位入৆を果たせたのも、結果では
なく௅戦に主軸を置いていたからです。
　オリンピック出場を目標とせず、より଎く
なること、自分の能力を高めることを考えて
૸り続けた結果、オリンピアンになれました。
得意種目をߜってউ負する選手が多いけれ
ど、উてる可能性のある種目をやめる必要は
ないというのが持論。可能性のある種目はい
けるところまでいこうと取り組んできました。
　1500mという上位進出が難しい種目で決
উまで進んでいく。それは大きな௅戦であり、
実現できればきっといろんな人にڻきを与
え、自分自身もワクワクできるはず。その気
持ちがあったからこそ、得意の5000mで予
選མちしても1500mを楽しんで૸り、最高
ๆの෣୆で自分のະ知の力を発شすること
ができたのだとࢥいます。
　常識を超えた発૝には、同志社大学の学び
が生かされていると感じています。自主自立
を重んじる校෩にͻかれ、スポーツについて

幅広く学びたいと考えて同志社大学のスポ
ーツ健康科学部を選びましたが、創立者・新
島襄先生の「䍸ၯ不ᠠ」という言葉に出合っ
たことは大きかったです。「常يをҳしてい
る人こそ大事にしなさい」という意ຯで、同
志社大学には、個性を受け入れてくれる大き
なثがあるのです。
定観念をもたないことの重要性は、受講ݻ　
したどの科目でも度々出てくるメッセージで
した。もう一つ学んだのは、結果よりもա程
に重きを置く࢟੎。この二つは、競技に取り
組むスタイルに影響をあたえてくれました。
従来のやり方をなぞるのではなく、新しい方
法や目標を自分で考え、見つけてやっていく
スタイルを֬立することができました。
　スポーツ健康科学部の、専門分野を一つに
決めず、スポーツ全般を学びながら興ຯのあ
ることを見つけて極めていけるカリキュラム
もັ力です。自ら関心をもってたどりついた
専門的な学びを極めつつ、これまでの自分を
超えるための考え方も身につける。そうやっ
て、自分にしかできないアスリートのスタイ
ルを௥究し続けた4年間だったといえます。
　大学では、陸上部に入らず独自の練習をし
ていましたが、所ଐをこえて、人としてのあ
り方の部分が尊重されているのを感じてい
ました。学生同士も尊重し合い、居心地が良
く、競技にのびのび取り組めたことも、結果
につながったかもしれません。
　大学に入学するまでは、強くなるための正
解があって、そのノウハウを学ぶとࢥってい
ました。けれど正解はなく、自分が強くなる
ためにどうすればいいのか、どんな人生を送
りたいのか、従来の࿮にとらわれずに考える
こと、探り続けることが学びであると気付か
されました。これからの人生に学びをམとし
込んでいくことを、楽しみにしています。
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先生方はౖることなく、学生からの親しみを
もったコミュニケーションを׻迎してくれて
いたようにࢥいます。一人ͻとりの学生をち
ゃんと見てくれていました。ී 段出ない授業
に出ると、「なんだ、今िは授業出てきたの
か」と言われるのです。気まずいけれど、喜び
の方が大きかったです。先生同士の繋がりも
強く、ある先生に࿩したことを、Կ日か後に
は別の先生が知っています。学生のたわいの
ないこともӟにしてくれて、気にかけてくれ
ているとࢥうと、خしいですよね。
　大学時代の๻は、一人で本をಡんだり考え
たりする時間が多くݽ独でした。その一方で、
先生や友人たちとの社交もありました。社会
人になった今もそうですが、๻の作家活動に
とっては、「ݽ独」と「社交」はどちらも必要で
す。一人の時間の着૝が、社交によって広が
っていく。車の྆ྠのようなもので、その大
੾さを大学時代に学ばせてもらった気がし
ます。
　近ࠒになってࢥうのは、建物や֗ฒみは、
決して人間の精神に対して無意ຯではないと
いうことです。人間の精神は混ಱとしている
状ଶがී通ですが、建物がそろっていれば精
神も整います。同志社大学は建物のデザイン
がそろっていて、また、京都という立地もັ
力です。電車のӺ名や地名からも歴史を感じ
られ、֗ の規模に対して博物館や美術館の数
が多く、ޮ ཰よく見聞を広めることができる。
文化施設に限らず密度の高い֗で、学生時代
を京都でաごせたことは貴重な経験です。
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学スポーツ健康科学部卒業。陸上女子1000
̼、1500̼、3000̼の日本記࿥保持者。౦
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Ո࡞

໳Ҫتܚ
1971年、群馬ݝ生まれ。同志社大学文学部卒
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ナッパーズ』でオールᩇ物推理小説新人৆を受
৆しデビュー。16年に日本推理作家協会৆、18
年に『ۜՏ鉄道の෕』で直໦৆を受৆。
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命がけで世界に学んだ新島は、誰よりも「自由」を大切に
考えていた。その精神はリベラリズムの伝統として受け
継がれ、自治自立の人物を育てる土壌になっている。

新島にとって学生は「同志」。一人ひとりの個性と人格を
尊重する同志社の教育はさらに進化を続けている。
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時代は幕末。個人の海外渡航が
国禁とされていた時代に
21歳の新島襄は、自由を求め、
密航して、アメリカに行きました。
理想の学校をつくるという夢を抱いて帰国し、
生涯をかけて挑戦し続けた彼の志こそ、
同志社大学の原点です。

　同志社大学のルーツとなる同志社
英学校の創立者、新島襄は上州（群馬
県）安中藩の江戸屋敷で下級藩士の
子として生まれました。
　封建社会に行き詰まりを感じ、日本
の行く末を案じていた新島は蘭学や
漢訳聖書に触れ、欧米に関心を持つ
ようになります。
　彼の直筆といわれる『My Younger 
Days』『脱国の理由書』によると、アメ
リカの地歴書『連邦志略』や小説『ロビ
ンソン・クルーソー』も読んだとされ
ています。アメリカでは大統領が国民
から直接に選挙で選ばれると知って
驚き、また、自ら困難を突破していく
ロビンソンの生き方に憧れたという

新島。自由と民主主義を求める気持ち
はこの頃に芽生えました。
　世界をこの目で見て、学び、日本の
近代化に力を尽くしたい――。情熱に
駆られた新島は、命がけで脱国。函館
から上海、上海からボストンへと船を
乗り継いでアメリカに向かいました。

世界で学び
夢を見つける
　約1年の航海の末にようやくボスト
ンに到着した新島ですが、到着後３カ
月ものあいだ上陸すら認められませ
んでした。しかし、ボストン有数の資
産家であるアルフィーアス・ハーディ
ー夫妻の援助を受けることになり、幸

運にも信仰心と人間愛に満ちた人々
に出会います。夫妻は向学心にあふれ
た新島を息子同然にかわいがり、滞米
中の生活費や学費など、一切の面倒
をみてくれました。
フィリップス・アカデミーを経て、

現在、アメリカ屈指の名門として知ら
れるアーモスト大学で学び、日本人と
して初めて学士（理学士）を取得しま
した。序列が厳しく、自由に発言でき
ない武士の世界で育った新島。一人
ひとりが自立して自ら考える力を育て
るアメリカの教育のあり方に感銘を
受けました。
その頃、日本では明治維新が起きて
いました。アーモスト大学卒業後、ア
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ふれているし、そんな京都の独特の空気感に憧れてい
ました。学長のご出身である関東と比較して、京都の
学生生活はどのような違いがあると思われますか。
২໦ɹ祇園祭や華道や茶道、西陣織や京料理などの伝
統文化がごく身近にある。それが関東と比べた時の京
都の大きな特徴ですよね。私は、日本の古典文学を専
攻していたので、古典の舞台もある京都に来られるこ
とになって、本当に幸せでした。祇園祭の時期に、浴衣
で学生がキャンパスを歩いているなんて、素敵ですよ
ね。歴史ある寺や神社もあふれています。その一方で、
京都発の最先端の企業もあり、古いものと新しいもの
が共存しています。
Ӝɹ私は山口県の出身で、中学から６年間、大阪でࡾ
暮らしました。今は京田辺市在住ですが、同じ関西で
もにぎやかな大阪とは違い、京都は自然がありながら
日本の文化にも触れられていいなと思っています。
২໦ɹ大阪も京都も、共通しているのは言語文化が成
熟していること。関西の府県には共通点もあるけれど、
独自の文化もあって、少し足を伸ばせば違った文化に
触れられる。東京は広く一色なので、その点は大きく違
います。狭い範囲に多様性があるのが面白いですね。
　　　　　　　　　　　＊
ਫ୩ɹ同志社大学は、2021年3月にダイバーシティ推
進宣言を制定しました。僕は国際交流の推進を目指す、
留学生課の組織「SIED」のスタッフとして活動してい
ます。その活動を通じて、同志社大学にはいろいろな
人がいるなという実感をもっています。ダイバーシテ
ィの取り組みには、どのようなものがあるのでしょうか。
২໦ɹ創立者の新島襄は、アメリカでキリスト教の中
でも多様性を重んじる会衆派の信仰を身に受け、日本
に戻って同志社をつくりました。その精神を、私たちも
引き継いでいきたいと思っています。ダイバーシティ
推進のための取り組みは多岐にわたりますが、当面取
り組む４つの柱の一つが多文化共生・国際理解です。
21年には国内の学生と留学生が生活を共にして学び
合う教育寮の「継志寮」が誕生しました。「SIED」は、大
学側が引っ張っていくのではなく、学生さんがダイバ
ーシティを自ら体現してくれる存在ですね。
ਫ୩ɹ「SIED」スタッフも国籍はさまざまです。各自の
個性やルーツを活かし日本らしさ、京都らしさを学び
たい留学生とローカル学生が国際交流できるイベント
を実施しています。活動を通じてさまざまな国のこと
を知れることに加え、僕自身も伝統文化を紹介するた
めに学びなおし、新たな発見がありました。
২໦ɹまさに多様性ですね。残りの柱は、障がい者支
援と男女共同参画・ライフサポート、そしてSOGI

Ӝɹ私は、卓球のスポーツ推薦で同志社大学の商学ࡾ
部に入りました。この春から体育会卓球部の主将を務
める一方、金融や商品学などを学んでいます。植木学
長は、どんな学生時代を過ごされていたのでしょうか。
振り返ってどんな力がついたと思いますか。
২໦ɹ日本の古典文学を研究していて、当時の日本は
バブル期でしたが、図書館にこもってよく古い本を読
んでいました。学問とはどういうものかがまがりなりに
もわかったのは、４年間の集大成として卒業論文をま
とめた経験からです。知識を蓄積していく中で、通説
や常識といわれているものを鵜呑みにせず、自分で納
得するまで調べる。そして、「これは違うんじゃないか」
と考えたところで、自分の独自性が見出せます。「○○
だと思います」というのは単なる感想で、なぜそう言え
るのか、根拠を持って論じることが重要です。常識を
疑い、自分で調べて、根拠を持ってものごとを論じる
力を身につける。そのきっかけが、学生時代に掴めた
かなと思います。
Ӝɹ納得するまで考える、という点では、スポーツもࡾ
共通する部分があります。私は、「自分に足りないもの
は何か」を知りたい、考えたい、と思うのは「失敗した」

と感じた時です。それは卓球の試合に負けた時。とて
も悔しい負け方をした経験もありますが、その時は、
「自分に何が足りなかったか」をビデオを何度も見返し
て課題を克服しようと努力しました。もし勝ってしま
っていたら、きっと「嬉しい」で終わってしまっていた。
負けた方が、これからどうするかを考えることができ
るのだと思います。
২໦ɹ素晴らしいですね。ダメだったと反省すること
は、成長のきっかけになります。悔しいけれど、無駄じ
ゃない。一つのことに取り組む中で、順調に進みすぎる
と気づかないけれど、つまずいたときにいろいろ気づ
く。間違えて気づくこともあります。いつもうまくいっ
ていたら、「これでいいんだ」と思ってしまう。自分の正
しさを過信すると危険な場合もありますね。自分を振
り返らなければいけない時もある。それは、どの分野で
も同じですね。
　　　　　　　　　　　＊
ਫ୩ɹ僕は岐阜県の出身です。理工学部数理システム
学科で学んでいるのですが、幼少期から池坊の華道も
習っていて、伝統文化のある京都に惹かれていました。
外国人が多く、街中には外国人に向けた看板などもあ

（Sexual Orientation and Gender Identity：性的指向
と性自認）理解・啓発です。多文化共生・国際理解を推
進するための施策の一例に京セラ株式会社と取り組
んでいる「わかりやすい字幕表示システム」の実証実験
があります。話した内容がリアルタイムにスクリーン
に文字として表示されるボードを設置していて、言語
の切り替えもできるので、耳が不自由な人や外国の人
をサポートできます。小さなことですが、そういうボー
ドが「置いてある」ことで、今まで意識していなかった
人が「そうか、困っている人がいるんだな」と思う。そこ
が大事かなと思っています。
　　　　　　　　　　　＊
Ӝɹ学長に就任された直後に新型コロナウイルスࡾ
感染症の感染拡大があり、大変だったと思います。コ
ロナ禍の中で、感じられたことはありますか？ 
২໦ɹコロナ禍の３年間を経験して、対面で人が触れ
合うのがいかに大事か、ということをあらためて思い
ました。困難の中でも得たものもあります。コロナをテ
ーマに、あらゆる分野の先生から研究を募集して、「All 
Doshisha Research Model」をつくることができたので
す。生命学の分野、経済への影響、働き方、文学、信仰
などさまざまな視点から、想定の倍を超える77もの研
究が集まりました。
Ӝɹ私も、入学して３年間、学長と同じようにコロナࡾ
禍での大学生活でした。自宅でトレーニングして、練
習時間が短い中で集中して取り組まなくてはいけない
状況でしたが、関西学生リーグ春季・秋季優勝を果た
せたことは心に残っています。学長は、この３年間でど
んなことに力を入れられたのですか。
২ ໦ɹ 創 立150周 年 を 迎 える2025年 に向 けた
「VISION2025」の推進です。初期の施策の重点はリー
ダー養成プログラムにありましたが、私が学長になっ
てからはそれに加えて「広がり」をキーワードに、全学
に波及する取り組みを進めています。英語教育改革で
は、レベル別指導をさらにきめ細やかにし、将来の職
業も意識した多彩な科目を設置しました。そして今年
から始めたのが、同志社データサイエンス・AI教育プ
ログラムです。リテラシーを身につけ、段階を踏んで高
度な知識を習得し、最終的には大学院生に専門的に学
んでもらう想定です。研究分野でも「広がり」を意識し
ており、先ほどのAll Doshisha Research Modelはそ
の一例です。また、産学連携を進め、本学卒業生が取
締役会長を務めるダイキン工業株式会社と一緒に、
CO2削減に向けた研究に取り組んでいます。
　　　　　　　　　　　＊
Ӝɹ同志社大学の学生たちには、4年間で何を身にࡾ

岐ෞݝ出身。4I&%ࡏ籍、キリスト
教文化センター学生スタッフ。

理޻学部਺理シεςϜ学科3年次生

Mizutani Yuta

水谷優太
出身。体ݝ口ࢁ 育 会 ୎ ٿ 部 主 将、
2�22関੢学生リーグय़ق・ळق༏উ。

঎学部঎学科3年次生

Miura Chihiro

三浦千緋呂

植
木
朝
子
学
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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「良心教育」の伝統は、現在も同志社大学
に受け継がれています

入学式／
オリエンテーション
新入学生履修指導期間は多くのサークルの先輩
たちが勧誘のために集まり、華やかな雰囲気で
す。「オリエンテーション実行委員会」などの先輩
が大学生活のスタートをサポートしてくれます。

݄4
݄5

݄7

݄8 秋学期開始
夏の暑さが徐々に和らぐころに秋学期が始まります。大
学生活にも慣れてきたころですので、改めて自身の今後
の「学び」など、将来へ向けての準備について考えてみま
しょう。スポーツフェスティバルや大学祭など、イベン
トも多く、あっという間に日々が過ぎていきます。

݄9

Doshisha 
Spirit Week
毎年、春・秋学期開催のDoshisha Spirit Weekは、

「同志社を学び、知る」イベントです。チャペル・ア
ワー（礼拝）のほか、建学の精神や創立者新島襄に
ついての講演、同志社大学應援團の演舞、キャンパ
スめぐりなど、さまざまな企画をとおして、母校と
創立者への理解を深め、同志社人としてのアイデン
ティティを高める期間となっています。

同志社クローバー祭／
同志社EVE
京田辺校地では、学生、教職員、京田辺市民の交流の
場として同志社クローバー祭（10月下旬または11月
上旬）が開催されます。今出川校地では同志社大学の
創立記念日（11月29日）を祝し、同志社EVEが開催さ
れます。いずれもテント出店、教室出店、ステージで
のパフォーマンスなど、見所が盛りだくさんです。

݄11

今出川図書館には、創立
時から収集されてきた蔵
書約70万冊がそろう

京田辺キャンパス
のラーネッド記念
図書館

同立戦とは同志社大学と立命館大学の運動部など
による対戦のことです。その歴史は1930年の硬式
野球部の対戦まで遡ります。春季（5月）と秋季（10
月）の対戦前には前夜祭が行われるなど、「伝統の
一戦」は大いに盛り上がります。

同立戦

硬式野球部による「同立戦」の様子

入学式後、いよい
よ大学生活がスタ
ートします

今出川校地で行われた
同志社EVEの様子

政策学部で金融政策やマーケティングを
学び、給付型の育英奨学金をいただきま
した。学外の活動に積極的に参加し、二つ
のビジネスコンテストで受賞した成果が
認められて、励みになりました。コンテス
ト参加のための交通費がかかり、アルバ
イトもできなかったので、奨学金が学費
等の経済的負担を軽減してくれることに

なり、両親もとても喜んで
くれました。

দԬ࿨૗͞Μ
弁護士になりたくて、法学部の法律学科
で学んでいました。３年間での早期卒業
制度を利用してロースクールに進学しま
したが、大学在学中は、成績優秀者に贈ら
れる育英奨学金をいただきました。家か
ら2時間かけて通学していたのですが、奨
学金を一人暮らしの初期費用にあてるこ
とができ、勉強の時間をしっかり確保でき
ました。この経験を糧に、司法試験合格を
目指します。

૔ᖒࡊඒ͞ܙΜ

奨 学 金

ೖֶલ
オープンキャンパスは入試や大学での学びについて知
ることができる機会です。実際にキャンパス内を歩き、
大学での4年間を想像してみてください。

学部入試
情報サイト

課外活動
情報

�

同志社大学での学び
C A M P U S  L I F E

4:FBST

F i r s t -
y e a r
入学・イベント参加

オープンキャンパス

オリエン
テーション

奨学金情報

入学式

※各イベントは新型コロナウイルス感染拡大の状況により実施方法の変更、
　および中止の可能性があります。
※本特集は4年間のモデルケースです。それぞれの制度やイベントの詳細は
　各サイトなどを確認してください。

クラブ・
サークル合宿
同志社大学では約300のクラブ・サークル
が活動しており、この時期に合宿を行う団体
も多数あります。高校時代とは異なる学生
による自主的な活動は、社会に出るための
大切な経験となるはずです。

同志社大学は春学期と秋学期の2学
期制です。春学期の期末試験は通常
は7月末から。今出川・京田辺の両校
地とも、試験前は図書館が通常より
賑わいます。試験後は9月上旬まで、
夏期休暇に入ります。

期末試験

チャペル・アワー
「キリスト教主義」の大学である本学が、最も大
切な時間として学生に提供しているプログラ
ムの1つがチャペル・アワー（礼拝）です。毎週
3回、今出川・京田辺両キャンパスで行われて
おり、「キリスト教・聖書」「同志社大学の建学
の精神・歴史・人物」「人生における自身の経験
や考え」などをテーマにしたメッセージを通じ
て、様々な分野の方や本学の諸先輩方の貴重
な人生経験に触れることができます。

30
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ਆ学Պ

फ教を通して
世界と社会を考える

ಉ
ࢤ
社
ݐ
学
の
ਫ਼
ਆ
を

ड
͚
ܧ
い
ͩ

ࣗ
༝
な
学
び
と
社
会
実
践

01
̏ͭのҰਆڭΛ学ͼ
৘੎Λཧղ͢Δࡍࠃ
　テロや戦૪、難民といった現代の諸問題だけ
ではなく、政治や経済に至るまで、「いま世界で
Կがىきているのか」を理解するうえで、その
എܠにあるफ教について学ぶことは有ޮなア
プローチになります。キリスト教、ユダϠ教、イ
スラームを信ڼしている人々は世界人口の55
ˋに上るともいわれています。同志社大学神学
部は、これら３つの一神教を本格的に学΂る世
界でもك有な研究・教育機関であり、फ教を学
ぶことでグローバルな視点を養います。

03
গਓ਺ならͰはの
ର࿩ڭܕҭ

04

ऑऀ΁の·な͟しΛ
๨Εͣ、ࠩ ผ΍֨ࠩなど
଍ݩの໰୊ʹऔΓ૊Ή
　元来、神学と෱ࢱは੾り཭せません。౦日本
大਒ࡂのඃࡂ地におけるボランティア活動、日
い࿑ಇ者・野॓者支援、ホスピスでのケアなޏ
ど、神学部には社会෱ࢱの活動にਂく関わって
きた伝統があります。社会的ऑ者に寄りఴい、
ࠩ別や格ࠩなど日本社会や地域の問題に取り
組むʕ。फ教家や社会ى業家はもちろん、企
業人も利५の௥求だけではなく社会貢献の責
任が問われる時代において、こうした社会実践
の経験は社会に出てからも役立つはずです。

02

ؔ৺΍໨ඪʹԠͯ͡
ΧリキϡϥϜΛ
ࣗ༝ʹઃܭͰ͖Δ
　創立者・新島襄は、型にはまらず自分の಄で
考え、自分で判断することができる人間を同志
社で育てようと考えました。建学の精神がଉづ
く神学部では「自由」を学びのキーワードとして
います。必修はキリスト教、ユダϠ教、イスラー
ムの基礎を知る「神学入門」１科目のみ。３つの
फ教を幅広く学ぶ、１つのफ教を専門とする、
関連した歴史、芸術、఩学も学ぶ、他学部の設
置科目を多数受講するなど、自らの関心や将来
目指す方向に応じて自由に学びを設計できます。

　1学年あたりの定員は、全学部の中でもっと
も少ない63人。学生と教員のڑ཭が近く、アッ
トホームなงғ気の中での対࿩型の教育を重
視しています。また、カリキュラムの自由度が高
いため、一人ͻとりの志向に合った授業を探す
ためのガイダンスをきめ細やかに行っています。
学生間のつながりも強く、お互いに勉強や進࿏
の相談をしやすいのも特長です。「自分の居場
所」を見つけやすい環境が整っていますので、安
心して勉学に集中することができます。

ਆֶ෦
S c h o o l  

o f  

T h e o l o g y

キリストڭ、ϢμϠڭ
イスϥʔϜ΋ڀݚ

キリスト教の研究・教育に取り組んできた歴史
をもつ神学部。2001年9月11日に発生したアメ
リカ同時多発テロ以߱はユダϠ教、イスラーム
も学びの対象とし、多様な文明や価値観の共存
について探究しています。聖書に「真理はೊを
自由にする」と記されているように、学びによっ
て人間は自由になれます。神学部では、学生一
人ͻとりの個性を最大限尊重した学びを通し
て、「他者や社会のために自分ができることは
Կか」を考え、自ら行動する力を育みます。

古典語を含む
多彩な言語科目

　現代語（英語、ドイツ語、フラン
ス語、中国語、スペイン語、ロシア
語、コリア語、イタリア語）の΄かに、
神学部独自の科目である聖書ϔブ
ライ語、現代ϔブライ語、新約ギリ
シア語、神学ドイツ語、ペルシア語、
アラビア語も学΂ます。これらの言
語は、一神教をਂく学ぶうえで重要
な役割を果たします。

TOPICS

ハイブリッドで学ぶ
「宗教と社会福祉2」
　オンライン授業と対面授業、フィ
ールドワークを組み合わせて、社会
実践について学ぶ科目「फ教と社会
෱ࢱ」が2019年からスタート。フィ
ールドワークでは、知的োがいのあ
る方が฻らす施設「ࢭ༲学Ԃ」を๚
れます。入居者の方と食事を楽しみ、
活動を共にする体験は、自分自身を
見つめ直すよい機会になります。

大学案内
8&#サイト

学෦Φリδφϧ
サイト

ਆ学෦
Φリδφϧ
パンϑϨット

での交流のͻととき「༲学Ԃࢭ」

34



33

同志社େֶΛ஌Δ

ʮ学部・学科঺հʯ
学部学科の詳細情報

ʮಉࢤ社େ学ͷ͋Δொʯ
キャンパス周辺情報も

ʮΑ͏ͦ͜ɺࣨڀݚ΁ʯ
先生の研究を知る

ʮ̑໰̑౴ʯ
同志社大学生のリアルな声

大学案内webサイト

ʮߍߴ生ͷϫλシ΁ʯ
卒業生が自らを振り返る

大学案内webサイト

ͰΘ͔Δこͱ

ΞϓϦ΋
Α͠༺׆ ʂ͏

入ࢼ情報やオープンキャンパス
情報をおಧけします。学部・学Պ
ൺֱができるオリジナルコンテ
ンツや、ࢪઃ情報がわかるキャン
パスマップも౥ࡌ。さらに、アプ
リから大学案内のデジタルパン
フレットやXeCオリジナルコン
テンツも͝ཡいただけます。
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Go, go, go in peace.

Be strong!

Mysterious Hand guide you!

ɹɹɹɹɹʕ Joseph Hardy Neesima
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キリスト教主義 自由主義

建 学 の 精 神

良心教育
　同志社大学では、「良心を手腕に運用する人物の養成」という
建学の精神に基づいて「良心教育」を展開しています。

その建学の精神を実現するために３つの教育理念を打ち立てています。
それは、「キリスト教主義」「自由主義」「国際主義」です。

徳育の価値判断の基準をキリスト教に置き、一人ひとりの学生を大切にし、
束縛せず、学生が自らを律しながらも自由に行動することを尊重し、

大きな視野でものごとを考えることを重視する。
これらは全て、140年以上前から同志社の中で日々実践され、

いつしかキャンパス全体を包む学風となりました。
そして学生一人ひとりの日々の学びに深く浸透し、
大学での生活をより実り多きものにしているのです。

国際主義

　1875年、同志社英学校開校の
際、新島襄は最初の授業を祈りか
ら始めました。この姿こそ同志社
の基であり、同志社独自の学風を
形成する最大の要素です。新島は、
学生一人ひとりを、神がつくられ
た「人格」として尊重し、以来「人
一人は大切なり」の精神が深く浸
透しています。その結果、隣人を
尊重し、他者に奉仕する「地の塩、
世の光」とも言うべき人物をさま
ざまな分野の開拓者として送り
込んできました。そうした営みは、
これからも続きます。

　自立していること。自由である
こと。新島襄は、その価値を日本
で最初に深く認識した人の一人
でした。国禁を犯してまでアメリ
カに渡り、最も自由な場所で学ん
だ新島がつくった学園、それが同
志社です。今出川キャンパスの中
央に建つ明徳館の壁面には「真理
は汝を自由にする」という意味の
聖書の言葉が掲げられています。
誰よりも「自由」を大切と考えた新
島の精神は、輝かしいリベラリズ
ムの伝統となり、自発的に行動し
自分の力を発揮できる人物を育
てる豊かな土壌となっています。

　自ら世界の中心に身を置き、さ
まざまな経験をし、身体全体で世
界を学んだ新島襄。彼は約10年
に及ぶ海外生活の中で、教育の
重要性に目覚めました。同志社で
は、創立者・新島のように、世界
に目を向けて学ぶ姿勢を重視し
ています。異なる価値観を受け入
れ、そこから幅広い「何か」を見い
だせる人を育みたい―単にコミ
ュニケーションの道具として外国
語を学ぶだけでなく、多様な文化
に触れて、グローバルに活躍する
真の国際人の育成を目指します。



9

C o n t e n t s

10 ଟ༷なू͕ݸ·Δ৔
16 ॾ܅Ϥ、ਓҰਓϋ大੾φリ
21 ʮಉࣾࢤʯ͕ 大੾ʹし͍ͯΔこͱ
25 ಉ501ࣾࢤ*$SʕੈքΛ஌Δ

30ɹ学෦঺հ
34ɹਆ学෦
36ɹจ学෦
38ɹࣾձ学෦
40ɹ๏学෦
42ɹࡁܦ学෦
44ɹ঎学෦
46ɹ੓ࡦ学෦
48ɹάϩʔόϧ஍ҬจԽ学෦
50ɹจԽ৘ใ学෦
52ɹཧ޻学෦
54ɹੜ໋ҩՊ学෦
56ɹスϙʔπ݈߁Պ学෦
58ɹ৺ཧ学෦
60ɹάϩʔόϧ・ίϛϡχέʔγϣン学෦
62ɹ *-"ʢ国ࡍ教育インスティテュートʣ঺հ

64ɹ�:eBST
70ɹཹ学・ྲྀަࡍࠃ
72ɹ঑学੍ۚ౓
73ɹ学ੜࢧԉ
75ɹະདྷ΁の४උ
80ɹೖ学ݧࢼ
82ɹクϥϒ・サʔクϧ
83ɹڀݚ
86ɹ学ੜೲ෇ۚ
87ɹߍ༑ωットϫʔク
88ɹઐ೚ڭһスλッϑ・ڀݚ෼໺Ұཡ
96ɹಉࣾࢤਓのԣإ
98ɹキャンパスマップ
99ɹ大学公式webサイト・公式SNSʗ
ɹɹアクセスマップ

O N E  P U R P O S E ๯಄の「One purpose」は「一つの志」または「同志」
を意ຯしており、100年以上のӬきにわたり、同志
社大学生に歌い継がれています。

One purpose, Doshisha, thy name
Doth signify; one lofty aim:
To train thy sons in heart and hand
To live for God and Native Land.
Dear Alma Mater, sons of thine
Shall be as branches to the vine;
Tho’ through the world we wander far and wide,
Still in our hearts thy precepts shall abide!

[Doshisha College Song]
Words by W.M. Vories

同志社よ、その名は一つの目的を意味する。
その学徒の精神的、肉体的に、
神のため、祖国のため、生きんという
一つの崇高な目的を。
親愛なる母校よ、同志社の学徒は、
ぶどうの枝のごとくつながりゆくことであろう。
たとえ、世界くまなく、広くはるかに、
われらさまようとも、汝の教訓は、
われわれの心に永遠に生き続けることであろう。

（児玉実英 訳）

各学部の紹介ページに学部・学科を詳しくご紹介する大学
案内webサイト、本学webサイトと、関連情報をご紹介する
電子パンフレットへのリンクを掲載しています。
˔ 掲載されている学生の学年は取材時、所ଐは入学年度による名称です。
˔ 掲載されている卒業生の所ଐ部署等は取材時の情報・名称です。
˔ TOEFL、TOEFL iBT、TOEFL ITPおよびTOEICは
　エデュケーショナル・テスティング・サービス（ETS）のొ࿥商標です。

͜ͷ࡭子ͷํݟ

੍ఆ೥ɿ1893（明治26）年　σβインɿ౬ઙ൒月（本名ɿ౬ઙ٢郎）

ಉمࣾࢤষ

古代オリエント学者で同志社神
学校教授の౬ઙ٢郎が1893年
に制作したمষ。もともと国や土
を意ຯするアッシリア文ࣈ「ムツ
ウ」を図案化したものですが、ク
ローバーをࢥわせるこの校ষは

「知・ಙ・体」の全人格的な調和を
目指す、「リベラル・アーツ教育」
の真਷を象௃しています。

スクール・カラーは、Purple＆White
はロイϠࢵ。の２色である（とനࢵ）
ル・パープルで、日本の古代ࢵと江
戸ࢵの中間色に相当する。創立者新
島襄が学んだアーϞスト大学のスク
ール・カラーと同色である。社ضは、
地をࢵに、مষをനで抜く。

4$)00-�$0-03



10

多様な
個が
集まる場
同志社大学に入学した同志社人たちは、
在学中や卒業後、社会のさまざまなフィールドで
活躍しています。
個性あ;れる方々に、同志社での「学び」や
現在について語っていただきました。
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ߴ 校時代は陸上の長ڑ཭競技に夢中
でした。大学でも陸上を続けようか、
それとも新しいことにチャレンジし

ようかと໎っていたとき、「トライアスロンが
オリンピック正式種目に決定」というニュー
スがඈび込んできました。これがきっかけで
興ຯを持ち、大学ではトライアスロンを始め
ることにしました。
　高校の陸上部は強߽校だったこともあり、
コーチがトレーニングメニューをしっかりと
決めていました。それは恵まれている部分で
はあったのですが、どうしても「やらされてい
る」面も出てきてしまう。それが、大学では一
変しました。当時、同志社大学にはトライア
スロン部はなく、同好会だったので、コーチは
いません。トレーニングやマネージメントの
す΂てを学生たちで決めなければなりません。
もちろん、大変なことも多かったですが、それ
が楽しかった。
　自分たちで目標を設定し、トレーニングメ
ニューを決めていく。個人的にはスイムの能
力を高めるため、外部のスクールに通ってい
たのですが、最ॳはࢲͻとりだったのが、気
がつけば、どんどん同好会の஥間が増えてい
きました。一人ͻとりが自分で考え、行動す
るという、いい॥環が生まれてきました。もち
ろん、競技志向ではなく、楽しくやりたいとい
う஥間もいましたが、それぞれの志向にあっ
た方法で活動していました。大学も同好会で
ある自分たちに体育会の合॓所を࢖用させて
くれるなど、サポートをしてくれました。
　2年生からঃ々に成果が出始めて、成績も
っている࢒るようになりました。一൪心に࢒
のは、4年生のときに全日本学生選手権で上

位に入り、団体として出場できる権利を獲得
したことです。トライアスロンは個人の競技
ですが、チームとして目標を立てて、それをク
リアした達成感は格別でした。
　同志社大学に進学したのも「自治自立の精
神」を教育理念としていることに共感を持っ
たからです。ࢲはこの大学のトライアスロン
同好会を通じていい஥間に८り合え、成長を
実感できるいい環境に恵まれました。ࢥい通
りにならないことの解決ࡦを一人ͻとりが考
えながら、஥間たちとともに৐り越えていく。
そんな̐年間でした。
　஥間とゴールを設定して、プランを立て実
行する一連のことが、規模はҧいますが今の
ビジネスにも直結しています。ビジネスの世
界ではࢥった通りに行かないことの方が多い。
そのときにどうするか、自分で、そして஥間た
ちと考える力が大੾です。
　今の若い人たちに伝えたいのはこの主体
性です。マニュアル通りにしか行動できない
ようだと࢓事でもつまずくことが多いでしΐ
う。「自分で考え、主体的に行動する」。同志社
大学では、それをサポートする学びと環境が
整っているとࢥいます。
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Doshisha ' s  L i fe
Hagio Kohei

プʔマ�δャパン୅දऔక໾ࣾ௕

ഡඌ޹ฏ
1973年、෱Ԭݝ生まれ。同志社大学商学部卒業。
1996年、さくらۜ行（現・三Ҫ住友ۜ行）に入行。
2012年、プーマグループ入社。18年、取క役営業本
部長。20年、ホールセールマーチャンダイジング本
部長݉任。21年10月、代表取క役社長にब任。
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Tanaka Nozomi
Doshisha ' s  L i fe

識をյす。今ࢲがもっとも意識して
いることです。自分のレベルや競技
の࿮にこだわらず、୭も考えないよ

うな௅戦をすること。౦京オリンピックの
1500mで8位入৆を果たせたのも、結果では
なく௅戦に主軸を置いていたからです。
　オリンピック出場を目標とせず、より଎く
なること、自分の能力を高めることを考えて
૸り続けた結果、オリンピアンになれました。
得意種目をߜってউ負する選手が多いけれ
ど、উてる可能性のある種目をやめる必要は
ないというのが持論。可能性のある種目はい
けるところまでいこうと取り組んできました。
　1500mという上位進出が難しい種目で決
উまで進んでいく。それは大きな௅戦であり、
実現できればきっといろんな人にڻきを与
え、自分自身もワクワクできるはず。その気
持ちがあったからこそ、得意の5000mで予
選མちしても1500mを楽しんで૸り、最高
ๆの෣୆で自分のະ知の力を発شすること
ができたのだとࢥいます。
　常識を超えた発૝には、同志社大学の学び
が生かされていると感じています。自主自立
を重んじる校෩にͻかれ、スポーツについて

幅広く学びたいと考えて同志社大学のスポ
ーツ健康科学部を選びましたが、創立者・新
島襄先生の「䍸ၯ不ᠠ」という言葉に出合っ
たことは大きかったです。「常يをҳしてい
る人こそ大事にしなさい」という意ຯで、同
志社大学には、個性を受け入れてくれる大き
なثがあるのです。
定観念をもたないことの重要性は、受講ݻ　
したどの科目でも度々出てくるメッセージで
した。もう一つ学んだのは、結果よりもա程
に重きを置く࢟੎。この二つは、競技に取り
組むスタイルに影響をあたえてくれました。
従来のやり方をなぞるのではなく、新しい方
法や目標を自分で考え、見つけてやっていく
スタイルを֬立することができました。
　スポーツ健康科学部の、専門分野を一つに
決めず、スポーツ全般を学びながら興ຯのあ
ることを見つけて極めていけるカリキュラム
もັ力です。自ら関心をもってたどりついた
専門的な学びを極めつつ、これまでの自分を
超えるための考え方も身につける。そうやっ
て、自分にしかできないアスリートのスタイ
ルを௥究し続けた4年間だったといえます。
　大学では、陸上部に入らず独自の練習をし
ていましたが、所ଐをこえて、人としてのあ
り方の部分が尊重されているのを感じてい
ました。学生同士も尊重し合い、居心地が良
く、競技にのびのび取り組めたことも、結果
につながったかもしれません。
　大学に入学するまでは、強くなるための正
解があって、そのノウハウを学ぶとࢥってい
ました。けれど正解はなく、自分が強くなる
ためにどうすればいいのか、どんな人生を送
りたいのか、従来の࿮にとらわれずに考える
こと、探り続けることが学びであると気付か
されました。これからの人生に学びをམとし
込んでいくことを、楽しみにしています。
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཮্ٕڝબख・New�#BMBODeॴଐ

ాத࣮ر
1999年、ฌݝݿ生まれ。2022年、同志社大
学スポーツ健康科学部卒業。陸上女子1000
̼、1500̼、3000̼の日本記࿥保持者。౦
京2020オリンピックでは、女 子1500̼、
5000̼に出場。1500̼で8位入৆を果たす。
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家になる、という選択ࢶを示してく
れたのは、同志社大学でした。本に
ғまれた生活のັ力をഎ中で教え

てくれた先生、そして素੖らしいดՍ書ݿの
ある図書館は、๻に新しい世界を見せてくれ
ました。大学時代はあまりब職活動もせず、
本ばかりಡんでいましたが、いくらでもٵ収
できる時期に活ࣈに;れられた経験は、かけ
がえのない財産になっています。
　歴史もಡ書も好きで文学部文化学科（現・
文化史学科）に進みましたが、「本を人生の中
心にしてもいいんだ」とࢥえたのは、஛居明
உ先生（現・名༪教授）との出会いがきっかけ
です。膨大な書物がฒぶ御自୐の書ݿを๚れ
てি撃を受け、夢中で古本屋をめ͙り本をങ
い集めました。۩体的な職業について考え始
めたのは、大学4年次生のとき。本をಡむの
が࢓事ともいえる研究者的な生き方をした
かったのですが、自分が研究者向きではない
こともわかっていました。そこで、本を「書く」
発૝が生まれ、作家という職業が強い選択ࢶ
になったのです。
　地方から来た๻は、京都の先生にすればࣦ
ྱな学生だったかもしれません。人間関係に
นがなく、先生に対しても友達のように࿩し
かけるものだとࢥっていたからです。けれど

࡞

先生方はౖることなく、学生からの親しみを
もったコミュニケーションを׻迎してくれて
いたようにࢥいます。一人ͻとりの学生をち
ゃんと見てくれていました。ී 段出ない授業
に出ると、「なんだ、今िは授業出てきたの
か」と言われるのです。気まずいけれど、喜び
の方が大きかったです。先生同士の繋がりも
強く、ある先生に࿩したことを、Կ日か後に
は別の先生が知っています。学生のたわいの
ないこともӟにしてくれて、気にかけてくれ
ているとࢥうと、خしいですよね。
　大学時代の๻は、一人で本をಡんだり考え
たりする時間が多くݽ独でした。その一方で、
先生や友人たちとの社交もありました。社会
人になった今もそうですが、๻の作家活動に
とっては、「ݽ独」と「社交」はどちらも必要で
す。一人の時間の着૝が、社交によって広が
っていく。車の྆ྠのようなもので、その大
੾さを大学時代に学ばせてもらった気がし
ます。
　近ࠒになってࢥうのは、建物や֗ฒみは、
決して人間の精神に対して無意ຯではないと
いうことです。人間の精神は混ಱとしている
状ଶがී通ですが、建物がそろっていれば精
神も整います。同志社大学は建物のデザイン
がそろっていて、また、京都という立地もັ
力です。電車のӺ名や地名からも歴史を感じ
られ、֗ の規模に対して博物館や美術館の数
が多く、ޮ ཰よく見聞を広めることができる。
文化施設に限らず密度の高い֗で、学生時代
を京都でաごせたことは貴重な経験です。
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Doshisha ' s  L i fe
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Ո࡞

໳Ҫتܚ
1971年、群馬ݝ生まれ。同志社大学文学部卒
業後、大学職員として勤務し、2003年、『キッド
ナッパーズ』でオールᩇ物推理小説新人৆を受
৆しデビュー。16年に日本推理作家協会৆、18
年に『ۜՏ鉄道の෕』で直໦৆を受৆。
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ディアというフィルターを通して
受け取っている情報は、真実でない
こともある。それが、大学の授業で

気付かされたことです。
　小学生のときから、将来の夢はアナウンサ
ー。進学先は社会学部メディア学科に決めま
した。わかりやすく事実を伝えるだけでなく、
画面から元気も伝えたい。༮いころからフジ
テレビ系「めざましテレビ」を家族で見ていた
ので、現在、「めざましテレビ」の金༵日と「め
ざましどようび」のお天気キャスターを務め
ているのが夢のようです。
　キャッチコピーについて学ぶ授業を受け
たり、テレビ局や新聞社など多くのメディア
で活躍している先ഐ方が講演して下さった
り。メディアリテラシーの勉強や情報発信の
事をする上で大࢓方など、アナウンサーの࢓
学の授業が参考になっています。伝え方で情
報の受け取り方は変わります。今は天気を伝
えていますが、ࣖ だけでも視聴者が理解でき
るように、意ຯのまとまりで間を置いて伝え
るようにしています。
　生放送は毎回、全力疾૸です。当日、本൪
10 ～ 20分前に୆本が渡されたら、まず全体
をಡんで೺Ѳし、その後、大事なところにマ
ーカーをҾく。ईが決まっているので、1ຕ目
の原ߘをಡみ終わるところでඵ数を計るな
ど、くりฦし練習をして本൪にྟみます。
　3年次生の10月からは、金༵日に授業が終
わると新װઢで౦京へ向かい、オンエアが終

わると京都に໭ってくる生活でした。でも、
平日の5日は、大学のԿॲかに出຅していま
したね。今出川と新町を行き来し、図書館の
自習室やラーニング・コϞンズ、ਘ真館2階
のصなど、集中力が్੾れたらҠ動して勉強
をしました。こっそりお࿩しすると、発声練
習や原ߘಡみなど、大きな声を出したいとき
は、人がいない場所を探して行いました。標
準語やඓ୙音と無声化の練習など、アナウン
ススクールで注意されたՕ所を໧々と練習
していました。大学時代は第67代今ٶॉ神
社の෱່代表も体験。小学3年生からピアノ
を続け、大学では室内楽団でフルートを担当
していました。
　今後の目標は、エンタメや報道、スポーツ
の情報をお伝えできるアナウンサーになる
ことです。同志社大学にはリラックスできる
空間があ;れています。「ྡ人を自分のよう
にѪしなさい」「あなたがたは世のޫである」。
今でも聖書の言葉を֮えていますし、自分の
心がચわれました。同志社大学で学んだ時間
が、自分の人生の基礎をつくってくれている
と感じています。

ϝ

Doshisha ' s  L i fe

Tani j i r i  Moe
ϑリʔアφ΢ンサʔ

୩৲�๖
1999年、京都府生まれ。同志社大学社会
学部メディア学科卒業。在学中から「めざ
ましどようび」のお天気キャスターを務め、
現在は「めざましテレビ」の金༵日と「めざ
ましどようび」のお天気キャスターを担当
している。セント・フォース所ଐ。ニュース
検定2級、スキー検定2級、中学校教་一種
໔許状（社会）́ か。
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キ ャンパスでは一人の学生、大学を一
歩出れば女流棋士。二つのଐ性を
行き来して、いつも新઱な気持ちで

日々をաごしています。文化情報学部でデー
タサイエンスを学んでいるのですが、そこに
あるのは、文系・理系の࿮を超えた世界。文
系分野のものごとを理系の手法で分析し、ゼ
ミでは芸術史をデータ解析しています。ずっ
と文系だったࢲにとって、大学数学やプログ
ラミング、言語学などは、将棋一ےで生きて
いたらઈ対に出合わなかった学び。それらに
৮れ、今まで周りにいなかった理系の友人か
ら教わります。「知識を得るのは楽しい」とい
うことを、同志社大学は教えてくれます。
　将棋は、෕の影響で༮ஓԂのࠒから始めて、
毎日、家族と指していました。今も、大学がな
い時は1日に10時間΄ど指すこともあります。
将棋のັ力は、なんといっても年齢や性別を
問わず、いつでも୭とでも指せるところ。そ
して、将棋を極めていくうえで、աڈの対局
や記࿥などで棋ේのパターンをたくさん蓄
積していく必要があります。先生たちのաڈ
の൫面データを಄に入れ、必要に応じて出す
ので、常に考えている状ଶ。強い人΄ど、もの
すごい量のデータが಄に入っています。対局
しているときは、ະ来にىこるだろう൫面を
ずっとࢥいඳいているので、記Ա力だけでな
く૝૾力も஁えられます。
　大学では、ٯに学びを将棋に生かしたいと
考えていました。将棋界ではAIが流行ってい
て、AIの内部でԿがىこっているのかを知り
たくて、文化情報学部に。AIで将棋をしてい
て、「今コンピュータのこの部分が動いてい
るのかな」「授業でやったところだな」と考え
る。それだけで楽しいです。
　単位の取得や課題の提出は大変で、将棋

の時間がѹഭされる面もありますが、一つの
ことを長時間するのがۤ手なので、将棋でഓ
った2、3時間の集中力を発شして、交互に取
り組みます。大学での学びは一種のٳଉ時間
でもあり、಄を੾りସえるという意ຯで大き
な存在です。
　2月から正式に女流棋士になったので、今
後は一૚将棋の方に力をいれていくことに
なります。将棋の実力を上げ、将来的には女
流棋士のタイトルをとりに行きたい。その目
標に向かっての努力とฒ行して、大学では、
ۤ手な理系科目をࠀ෰したいですね。ついݏ
なことからಀげてしまうので、ۤ 手に立ち向
かう࢟੎を஁えてࠀ෰できたなら、きっと自
信につながるはず。
　同志社大学は、授業が細分化されていて、
専門的に学ぶことも、広く学ぶこともでき、

「自分で決めていいよ」という自由な空気があ
ります。単位が取れなくてもٹ済してもらえ
ない、という厳しい面もあるのですが。それ
は、自由には責任が伴うということで、まさ
に新島襄が掲げた自由主義。勉強する環境と
しても最高で、京田辺キャンパスは広くて៉
ྷで設備も整っています。自分がやりたいこ
とは、探せばઈ対に見つかるし、理૝の学び
を自分でつくりあげることができる大学だと
感じています。
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࢜عྲྀঁ

Ҫ�Ҁࠓ
2001年、Ѫ知ݝ生まれ。2020年同志社大
学文化情報学部入学。2023年2月、日本将
棋連盟所ଐの女流棋士に。ࢣঊはਿ本ণ
ོീ段。
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新島にとって学生は「同志」。一人ひとりの個性と人格を
尊重する同志社の教育はさらに進化を続けている。
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命がけで世界に学んだ新島は、誰よりも「自由」を大切に
考えていた。その精神はリベラリズムの伝統として受け
継がれ、自治自立の人物を育てる土壌になっている。

17

諸君ヨ、
人一人ハ
大切ナリ
時代は幕末。個人の海外渡航が時代は幕末。個人の海外渡航が
国禁とされていた時代に国禁とされていた時代に
21歳の新島襄は、自由を求め、21歳の新島襄は、自由を求め、
密航して、アメリカに行きました。密航して、アメリカに行きました。
理想の学校をつくるという夢を抱いて帰国し、理想の学校をつくるという夢を抱いて帰国し、
生涯をかけて挑戦し続けた彼の志こそ、生涯をかけて挑戦し続けた彼の志こそ、
同志社大学の原点です。同志社大学の原点です。

　同志社大学のルーツとなる同志社　同志社大学のルーツとなる同志社
英学校の創立者、新島襄は上州（群馬英学校の創立者、新島襄は上州（群馬
県）安中藩の江戸屋敷で下級藩士の県）安中藩の江戸屋敷で下級藩士の
子として生まれました。子として生まれました。
　封建社会に行き詰まりを感じ、日本　封建社会に行き詰まりを感じ、日本
の行く末を案じていた新島は蘭学やの行く末を案じていた新島は蘭学や
漢訳聖書に触れ、欧米に関心を持つ漢訳聖書に触れ、欧米に関心を持つ
ようになります。ようになります。
　彼の直筆といわれる『My Younger 　彼の直筆といわれる『My Younger 
Days』『脱国の理由書』によると、アメDays』『脱国の理由書』によると、アメ
リカの地歴書『連邦志略』や小説『ロビリカの地歴書『連邦志略』や小説『ロビ
ンソン・クルーソー』も読んだとされンソン・クルーソー』も読んだとされ
ています。アメリカでは大統領が国民ています。アメリカでは大統領が国民
から直接に選挙で選ばれると知ってから直接に選挙で選ばれると知って
驚き、また、自ら困難を突破していく驚き、また、自ら困難を突破していく
ロビンソンの生き方に憧れたというロビンソンの生き方に憧れたという
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諸君ヨ、
人一人ハ
大切ナリ
時代は幕末。個人の海外渡航が
国禁とされていた時代に
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日本人として初めて大学で学
士号を受けた新島襄。母校・ア
ーモスト大学では彼の功績を
讃えて、学内のチャペルに肖
像画を掲げている。

ンドーヴァー神学校在学中に、新島は
明治新政府からアメリカでの経験と
英語力が評価され、岩倉使節団に同
行。使節団の一員としてイギリス、フ
ランス、スイス、ドイツ、ロシア、オラ
ンダ、デンマークを視察するなかで、
近代社会における教育の重要性を確
信しました。

民主主義社会の礎となる
一国の良心を育てたい
　明治新政府も教育を新しい国づく
りの根幹と考え、官立大学の設立を準
備していました。新島は国民の教育は
知性のみでは、片寄った人物を養成し
かねず、知性を正しく用いるための道

徳原理が存在しなければならないと
考えました。
その土台になるのが、キリスト教に
基づく徳育です。もともと聖書に関心
を持っていた新島は、“アメリカの父”
であるハーディーをはじめ会衆派教
会の人びとと出会い、彼らの人格や思
想に感化され、渡米の翌年に洗礼を
受けました。アンドーヴァー神学校で
の学びを経て、牧師、宣教師の資格も
取得。約８年間の欧米生活で人々の
品行と精神を支えるキリスト教の影
響を実感し、キリスト教に基づいた人
格教育によって高い倫理観と豊かな
人間性を育みたいと考えるようになっ
たのです。

アメリカからの帰国直前、グレイス
教会という小さな教会でアメリカン・
ボードの年次大会が行われ、新島は
日本にもキリスト教の学校を設立す
るための寄付を募る演説を行いまし
た。
　涙ながらの熱弁に莫大な寄付が集
まりましたが、そのなかには貧しい人
たちからの寄付もありました。一人の
ぼろをまとった老農夫が「帰りの汽車
賃の２ドルをあなたの学校に使って
ほしい」と言い、その後、教会を出た新
島に老寡婦が歩み寄って、わずかな蓄
えから同じく２ドルを託しました。こ
れらの励ましに新島は感動し、生涯忘
れることはなかったといいます。
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最大の恩人であるハーディー夫妻が所属していたボスト
ンのオールド・サウス教会。新島はキリスト教から他者
を敬い愛し、社会に貢献する精神を学んだ。
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今出川校地の新町キャン
パスにある尋真館と臨光
館をつなぐ渡り廊下の外
壁には、新島が遺した言
葉「諸君ヨ、人一人ハ大切
ナリ」が刻まれている。

Joseph Hardy Neesima
新島 襄
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1843
（天保14）

1月14日（ཅྐྵ2月12日）上भ安中藩江戸
屋敷で新島襄（༮名七五三太）஀生

1864
（元治元）

6月14日（ཅྐྵ7月17日）新島は国ېを൜
してവ館から米ધベルリン߸で海外に୤
出（21ࡀ）

1865
（慶応元）

7月 ボストン着
10月 上海で৐りかえたワイルド・ローヴ
Νー߸のધ主A.ハーディー෉࠺の援ॿを
うけ、フィリップス・アカデミーに入学

1866
（慶応2）

12月 アンドーヴΝー神学校付ଐ教会で
ચྱを受ける

1867
（慶応3）

フィリップス・アカデミー卒業。アーϞス
ト大学入学（24ࡀ）

1870
（明治3）

アーϞスト大学卒業。アンドーヴΝー神
学校入学（27ࡀ）

1872
（明治5）

અ団と会い、Ԥ米教育制度調࢖૔۩視ؠ
査の委৤を受け、文部理事官田中不二ຩ
に随行してԤ米各国の教育制度を視࡯

1874
（明治7）

アンドーヴΝー神学校卒業
10月 アメリカン・ボード海外伝道部の
年次大会で、日本にキリスト教主義学校
の設立をૌえ、5,000ドルの寄付の約ଋ
を得る
11月 横඿に帰着（31ࡀ）

1875
（明治8）

11月29日 官許同志社英学校開校。京都
府知事ᴳଜ正直、山本֮馬のࢍ同を得る。
上京第22区寺町通丸太町上ル松蔭町18
൪地高松保実邸の൒分をआりた校舎。教
員は新島襄とJ.D.デイヴィス。生徒は8人。
新島襄ॳ代社長にब任

1876
（明治9）

1月 山本֮馬のຓീ重と結ࠗ
4月 D.W.ラーネッド着任
9月 今出川校地へҠる。相国寺門前（薩
摩藩邸跡）に校舎2౩と食堂1౩を建て寺
町からҠる。この時期から۽本༸学校に
学んだ生徒（۽本バンド）が入学し始めた
10月 京都御ԓ内༄原邸に女子塾開設

1877
（明治10）

4月 同志社分校女ߚ場を開設
9月 女ߚ場を同志社女学校とվ称

1879
（明治12）

6月 英学校第1回卒業生（༨科15人）を出
す

1880
（明治13）

4月13日 ேྱの際、新島は自分のঠを৛
でଧち、自らをേして生徒に܇する「自責
の৛」事݅

1883
（明治16）

2月「同志社社ଇ」を制定

1884
（明治17）

4月 2度目の海外ཱྀ行に出発（1885年12
月帰国）
5月「明治専門学校設立ࢫझ」および「同
志社英学校設立始末」をҹ࡮൦෍
9月 同志社最ॳの࿃נ建築、জӫ館ॡ工

1886
（明治19）

ྱഈ堂（チャペル）ॡ工

1887
（明治20）

11月 書੶館（現・有終館）開館

1888
（明治21）

11月「同志社大学設立のࢫ意」を全国の
主要な雑誌・新聞に発表

1890
（明治23）

1月23日 新島襄Ӭ຾。
募金運動中に前ڮで౗れ、੩養先の神ಸ
川ݝ大үのཱྀ館百足屋で、ಙ෋ોๆ、小
道らに10か৚の遺言をୗしてӬ຾߂࡚

1月27日チャペル前で૴ّを営。（ࡀ46）
み、౦山若Ԧ子山௖に૴る。ุ ൾ໏はউ
海स筆

　同志社大学では、一国の良心ともい
うべき人物を育てるという建学の精
神に基づいた教育が行われています。
それを支えるのは、「キリスト教主義」、
「自由主義」、「国際主義」という３つの
教育理念です。
キリスト教の教えをもとに、精神と

品性を磨くこと。また、一人ひとりが自
ら行動し、持てる力を自由に発揮する
こと。そして、単にコミュニケーション
の道具として外国語を学ぶだけではな
く、世界の文化に触れて大きな視野で
ものごとを考えること。これらは、同志
社大学のキャンパス全体を包む学風
となっています。

　自由を愛し、人を敬った新島。彼が
遺した言葉はグローバル化やダイバ
ーシティが進む現代において、より輝
きを増しています。
「諸君ヨ、人一人ハ大切ナリ」
　世界は一人ひとりの人間で成り立
っていて、すべての人は尊重されなけ
ればなりません。人種、国籍、性別、文
化、価値観などがそれぞれに異なる多
様な個人が他者を認め合う。そして、
よりよい共存のあり方を探りながら、
これまで以上の社会を生み出してい
く。同志社大学では、そうした未来を
担う人物を育てる教育が実践されて
います。
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　同志社大学では、一国の良心ともい
うべき人物を育てるという建学の精
神に基づいた教育が行われています。
それを支えるのは、「キリスト教主義」、
「自由主義」、「国際主義」という３つの
教育理念です。
キリスト教の教えをもとに、精神と

品性を磨くこと。また、一人ひとりが自
ら行動し、持てる力を自由に発揮する
こと。そして、単にコミュニケーション
の道具として外国語を学ぶだけではな
く、世界の文化に触れて大きな視野で
ものごとを考えること。これらは、同志
社大学のキャンパス全体を包む学風
となっています。

　自由を愛し、人を敬った新島。彼が
遺した言葉はグローバル化やダイバ
ーシティが進む現代において、より輝
きを増しています。
「諸君ヨ、人一人ハ大切ナリ」
　世界は一人ひとりの人間で成り立
っていて、すべての人は尊重されなけ
ればなりません。人種、国籍、性別、文
化、価値観などがそれぞれに異なる多
様な個人が他者を認め合う。そして、
よりよい共存のあり方を探りながら、
これまで以上の社会を生み出してい
く。同志社大学では、そうした未来を
担う人物を育てる教育が実践されて
います。

1843
（天保14）

1月14日（ཅྐྵ2月12日）上भ安中藩江戸
屋敷で新島襄（༮名七五三太）஀生

1864
（元治元）

6月14日（ཅྐྵ7月17日）新島は国ېを൜
してവ館から米ધベルリン߸で海外に୤
出（21ࡀ）

1865
（慶応元）

7月 ボストン着
10月 上海で৐りかえたワイルド・ローヴ
Νー߸のધ主A.ハーディー෉࠺の援ॿを
うけ、フィリップス・アカデミーに入学

1866
（慶応2）

12月 アンドーヴΝー神学校付ଐ教会で
ચྱを受ける

1867
（慶応3）

フィリップス・アカデミー卒業。アーϞス
ト大学入学（24ࡀ）

1870
（明治3）

アーϞスト大学卒業。アンドーヴΝー神
学校入学（27ࡀ）

1872
（明治5）

અ団と会い、Ԥ米教育制度調࢖૔۩視ؠ
査の委৤を受け、文部理事官田中不二ຩ
に随行してԤ米各国の教育制度を視࡯

1874
（明治7）

アンドーヴΝー神学校卒業
10月 アメリカン・ボード海外伝道部の
年次大会で、日本にキリスト教主義学校
の設立をૌえ、5,000ドルの寄付の約ଋ
を得る
11月 横඿に帰着（31ࡀ）

1875
（明治8）

11月29日 官許同志社英学校開校。京都
府知事ᴳଜ正直、山本֮馬のࢍ同を得る。
上京第22区寺町通丸太町上ル松蔭町18
൪地高松保実邸の൒分をआりた校舎。教
員は新島襄とJ.D.デイヴィス。生徒は8人。
新島襄ॳ代社長にब任

1876
（明治9）

1月 山本֮馬のຓീ重と結ࠗ
4月 D.W.ラーネッド着任
9月 今出川校地へҠる。相国寺門前（薩
摩藩邸跡）に校舎2౩と食堂1౩を建て寺
町からҠる。この時期から۽本༸学校に
学んだ生徒（۽本バンド）が入学し始めた
10月 京都御ԓ内༄原邸に女子塾開設

1877
（明治10）

4月 同志社分校女ߚ場を開設
9月 女ߚ場を同志社女学校とվ称

1879
（明治12）

6月 英学校第1回卒業生（༨科15人）を出
す

1880
（明治13）

4月13日 ேྱの際、新島は自分のঠを৛
でଧち、自らをേして生徒に܇する「自責
の৛」事݅

1883
（明治16）

2月 「同志社社ଇ」を制定

1884
（明治17）

4月 2度目の海外ཱྀ行に出発（1885年12
月帰国）
5月 「明治専門学校設立ࢫझ」および「同
志社英学校設立始末」をҹ࡮൦෍
9月 同志社最ॳの࿃נ建築、জӫ館ॡ工

1886
（明治19）

ྱഈ堂（チャペル）ॡ工

1887
（明治20）

11月 書੶館（現・有終館）開館

1888
（明治21）

11月 「同志社大学設立のࢫ意」を全国の
主要な雑誌・新聞に発表

1890
（明治23）

1月23日 新島襄Ӭ຾。
募金運動中に前ڮで౗れ、੩養先の神ಸ
川ݝ大үのཱྀ館百足屋で、ಙ෋ોๆ、小
道らに10か৚の遺言をୗしてӬ຾߂࡚

1月27日チャペル前で૴ّを営。（ࡀ46）
み、౦山若Ԧ子山௖に૴る。ุ ൾ໏はউ
海स筆
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「
同
志
社
」が

大
切
に

し
て
い
る

こ
と

創立者・新島襄の建学の精神を
受け継ぐ同志社大学。
京都の豊かな文化の中で、多様な人と共に学ぶ
キャンパスライフは、どのようなものなのか。
そして、同志社大学が育みたい力とは――。
商学部３年次生の三浦千緋呂さんと、
理工学部３年次生の水谷優太さんが、
植木朝子学長にインタビューしました。

植
木
朝
子
学
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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Ӝɹ私は、卓球のスポーツ推薦で同志社大学の商学ࡾ
部に入りました。この春から体育会卓球部の主将を務
める一方、金融や商品学などを学んでいます。植木学
長は、どんな学生時代を過ごされていたのでしょうか。
振り返ってどんな力がついたと思いますか。
২໦ɹ日本の古典文学を研究していて、当時の日本は
バブル期でしたが、図書館にこもってよく古い本を読
んでいました。学問とはどういうものかがまがりなりに
もわかったのは、４年間の集大成として卒業論文をま
とめた経験からです。知識を蓄積していく中で、通説
や常識といわれているものを鵜呑みにせず、自分で納
得するまで調べる。そして、「これは違うんじゃないか」
と考えたところで、自分の独自性が見出せます。「○○
だと思います」というのは単なる感想で、なぜそう言え
るのか、根拠を持って論じることが重要です。常識を
疑い、自分で調べて、根拠を持ってものごとを論じる
力を身につける。そのきっかけが、学生時代に掴めた
かなと思います。
Ӝɹ納得するまで考える、という点では、スポーツもࡾ
共通する部分があります。私は、「自分に足りないもの
は何か」を知りたい、考えたい、と思うのは「失敗した」

と感じた時です。それは卓球の試合に負けた時。とて
も悔しい負け方をした経験もありますが、その時は、
「自分に何が足りなかったか」をビデオを何度も見返し
て課題を克服しようと努力しました。もし勝ってしま
っていたら、きっと「嬉しい」で終わってしまっていた。
負けた方が、これからどうするかを考えることができ
るのだと思います。
২໦ɹ素晴らしいですね。ダメだったと反省すること
は、成長のきっかけになります。悔しいけれど、無駄じ
ゃない。一つのことに取り組む中で、順調に進みすぎる
と気づかないけれど、つまずいたときにいろいろ気づ
く。間違えて気づくこともあります。いつもうまくいっ
ていたら、「これでいいんだ」と思ってしまう。自分の正
しさを過信すると危険な場合もありますね。自分を振
り返らなければいけない時もある。それは、どの分野で
も同じですね。
　　　　　　　　　　　＊
ਫ୩ɹ僕は岐阜県の出身です。理工学部数理システム
学科で学んでいるのですが、幼少期から池坊の華道も
習っていて、伝統文化のある京都に惹かれていました。
外国人が多く、街中には外国人に向けた看板などもあ

岐ෞݝ出身。4I&%ࡏ籍、キリスト
教文化センター学生スタッフ。

理޻学部਺理シεςϜ学科3年次生

Mizutani Yuta

水谷優太
出身。体ݝ口ࢁ 育 会 ୎ ٿ 部 主 将、
2�22関੢学生リーグय़ق・ळق༏উ。

঎学部঎学科3年次生

Miura Chihiro

三浦千緋呂

植
木
朝
子
学
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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ふれているし、そんな京都の独特の空気感に憧れてい
ました。学長のご出身である関東と比較して、京都の
学生生活はどのような違いがあると思われますか。
২໦ɹ祇園祭や華道や茶道、西陣織や京料理などの伝
統文化がごく身近にある。それが関東と比べた時の京
都の大きな特徴ですよね。私は、日本の古典文学を専
攻していたので、古典の舞台もある京都に来られるこ
とになって、本当に幸せでした。祇園祭の時期に、浴衣
で学生がキャンパスを歩いているなんて、素敵ですよ
ね。歴史ある寺や神社もあふれています。その一方で、
京都発の最先端の企業もあり、古いものと新しいもの
が共存しています。
Ӝɹ私は山口県の出身で、中学から６年間、大阪でࡾ
暮らしました。今は京田辺市在住ですが、同じ関西で
もにぎやかな大阪とは違い、京都は自然がありながら
日本の文化にも触れられていいなと思っています。
২໦ɹ大阪も京都も、共通しているのは言語文化が成
熟していること。関西の府県には共通点もあるけれど、
独自の文化もあって、少し足を伸ばせば違った文化に
触れられる。東京は広く一色なので、その点は大きく違
います。狭い範囲に多様性があるのが面白いですね。
　　　　　　　　　　　＊
ਫ୩ɹ同志社大学は、2021年3月にダイバーシティ推
進宣言を制定しました。僕は国際交流の推進を目指す、
留学生課の組織「SIED」のスタッフとして活動してい
ます。その活動を通じて、同志社大学にはいろいろな
人がいるなという実感をもっています。ダイバーシテ
ィの取り組みには、どのようなものがあるのでしょうか。
২໦ɹ創立者の新島襄は、アメリカでキリスト教の中
でも多様性を重んじる会衆派の信仰を身に受け、日本
に戻って同志社をつくりました。その精神を、私たちも
引き継いでいきたいと思っています。ダイバーシティ
推進のための取り組みは多岐にわたりますが、当面取
り組む４つの柱の一つが多文化共生・国際理解です。
21年には国内の学生と留学生が生活を共にして学び
合う教育寮の「継志寮」が誕生しました。「SIED」は、大
学側が引っ張っていくのではなく、学生さんがダイバ
ーシティを自ら体現してくれる存在ですね。
ਫ୩ɹ「SIED」スタッフも国籍はさまざまです。各自の
個性やルーツを活かし日本らしさ、京都らしさを学び
たい留学生とローカル学生が国際交流できるイベント
を実施しています。活動を通じてさまざまな国のこと
を知れることに加え、僕自身も伝統文化を紹介するた
めに学びなおし、新たな発見がありました。
২໦ɹまさに多様性ですね。残りの柱は、障がい者支
援と男女共同参画・ライフサポート、そしてSOGI

（Sexual Orientation and Gender Identity：性的指向
と性自認）理解・啓発です。多文化共生・国際理解を推
進するための施策の一例に京セラ株式会社と取り組
んでいる「わかりやすい字幕表示システム」の実証実験
があります。話した内容がリアルタイムにスクリーン
に文字として表示されるボードを設置していて、言語
の切り替えもできるので、耳が不自由な人や外国の人
をサポートできます。小さなことですが、そういうボー
ドが「置いてある」ことで、今まで意識していなかった
人が「そうか、困っている人がいるんだな」と思う。そこ
が大事かなと思っています。
　　　　　　　　　　　＊
Ӝɹ学長に就任された直後に新型コロナウイルスࡾ
感染症の感染拡大があり、大変だったと思います。コ
ロナ禍の中で、感じられたことはありますか？ 
২໦ɹコロナ禍の３年間を経験して、対面で人が触れ
合うのがいかに大事か、ということをあらためて思い
ました。困難の中でも得たものもあります。コロナをテ
ーマに、あらゆる分野の先生から研究を募集して、「All 
Doshisha Research Model」をつくることができたので
す。生命学の分野、経済への影響、働き方、文学、信仰
などさまざまな視点から、想定の倍を超える77もの研
究が集まりました。
Ӝɹ私も、入学して３年間、学長と同じようにコロナࡾ
禍での大学生活でした。自宅でトレーニングして、練
習時間が短い中で集中して取り組まなくてはいけない
状況でしたが、関西学生リーグ春季・秋季優勝を果た
せたことは心に残っています。学長は、この３年間でど
んなことに力を入れられたのですか。
২ ໦ɹ 創 立150周 年 を 迎 える2025年 に向 けた
「VISION2025」の推進です。初期の施策の重点はリー
ダー養成プログラムにありましたが、私が学長になっ
てからはそれに加えて「広がり」をキーワードに、全学
に波及する取り組みを進めています。英語教育改革で
は、レベル別指導をさらにきめ細やかにし、将来の職
業も意識した多彩な科目を設置しました。そして今年
から始めたのが、同志社データサイエンス・AI教育プ
ログラムです。リテラシーを身につけ、段階を踏んで高
度な知識を習得し、最終的には大学院生に専門的に学
んでもらう想定です。研究分野でも「広がり」を意識し
ており、先ほどのAll Doshisha Research Modelはそ
の一例です。また、産学連携を進め、本学卒業生が取
締役会長を務めるダイキン工業株式会社と一緒に、
CO2削減に向けた研究に取り組んでいます。
　　　　　　　　　　　＊
Ӝɹ同志社大学の学生たちには、4年間で何を身にࡾ
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つけてほしいと考えていますか。
২໦ɹ私が学生時代に培ったような、常識を疑って自
分で調べ、根拠を持ってものごとを論じる力をぜひ身
につけてほしいですね。そのためには、知識が必要で
す。知識がないと独自性も生まれないと思うので、頭の
柔らかい時にたくさん吸収してほしい。アウトプット
重視の時代になっているようにも感じられますが、ど
れだけ資料を綺麗に作っても、中身がないと表層だけ
になってしまいます。アウトプットだけでなく、インプ
ットも大事です。
ਫ୩ɹ僕は、純粋数学を専攻していますが、教授から
は「知識を蓄えて、自分の中で学問の世界をイメージで
きるようになりなさい」と言われました。定義、定理を学
び問題を解けるようになることは知識があるというこ
とです。そこから、それらの意義や、仕組み、なぜ成り立
つのかということが見えるまで、より学びを深めて自分
のものにしていく。そうすると、新しい分野に進んだ時
に、証明が成り立つ論文が書けるらしいです。そういう
意味では数学の分野は、知識を大事にしているんです
よね。
Ӝɹ私は、大学に入るまではとにかく卓球を頑張っࡾ
てきましたが、金融や商業のことを学ぶうちに勉強の
面白さに目覚める、という経験をしました。私の周りに
は、卓球を頑張ってきた人も、勉強を頑張ってきた人
もいますし、卓球のプレースタイルもそれぞれ違いま
す。みんなが得意なことを伸ばせるように意識してチ
ームを作ってこられたことは、よかったかなと思って
います。
২໦ɹ自分と違うタイプの人に出会ったとき、その人
が何を考えているのか理解しようとすることは、ダイ
バーシティにつながってきます。知識を蓄える時は、そ
れぞれの専門家や著者に対して敬意を払う。ディスカ
ッションするときも、相手の考えにきちんと耳を傾け
る。それが、混迷の時代を生き抜く力の基礎になる気
がします。多様性を重んじ、他者を尊重できる人に育
ってほしいです。
　　　　　　　　　　　＊
ਫ୩ɹ正直に言うと、純粋数学は社会に出てもすぐに
は役に立たない気がします。でも、学ぶことはとても楽
しいです。学長は、同志社大学が世に送り出したい人
物像のイメージはお持ちでしょうか。
২໦ɹ私も日本の古典文学を研究していて、「何の役
に立つのか」と言われてきました。けれど、「役に立つ」
という判断基準は、不安定なものですよね。30年ほど
前にAIの研究を始めた先生が、当初は「何の役に立つ
のか」と言われたそうです。そう言われながら研究して
いた20年、30年があるから、大事な時に生きる。コロナ

のワクチンもすぐに開発できたのは、それまでに基礎
研究が重ねられていたから。そもそも「役に立つ・立た
ない」というのは一つの価値観でしかないのですから、
一方的な狭い視野で短期的に考えるのではなく、広い
視野で長期的に考えられる人を送り出したいですね。
ਫ୩ɹ「役に立つ・立たない」という基準に関係なく自
由に学ばせてもらえる環境は、魅力です。同志社大学
の教育理念には、自由主義がありますね。自ら動かな
ければ何も得られないけれど、活動すれば力になって
もらえる。聞きに行けば、教授はいろんなことを教えて
くれます。「SIED」のほか、キリスト教文化センターの
学生スタッフとしても活動しているのですが、積極的
に自分から飛び込めば大学がサポートしてくれます。
২໦ɹ新島襄は、「自ら立ち、自ら治むる」という言葉を
残しています。育てたいのは、責任感を持って自由に
行動できる人。キリスト教主義的にいえば、神の前で
良心に恥じないように責任を持って行動できる人です。
同志社大学は、自分でやろうと思えば機会が与えられ
る大学です。
Ӝɹ勉強もスポーツも、環境が整っていて自分がやࡾ
りたいと思うことを思いっきりできる大学だと、あらた
めて思います。これから同志社大学を目指す受験生に
向けて、メッセージをお願いします。
২໦ɹ同志社大学は、新島襄の精神を受け継いで、多
様性に満ちた寛容な大学だと思います。本学が大事に
している「多様な他者を理解する」という学びのために
は知識も必要なので、受験勉強はきっと大学での学び
に生かされます。一人一人が輝けるキャンパスですか
ら、ぜひ本学の門をくぐってください。

1���年、お஡のਫ女子大学文教育学部国文学
Պଔ業。��年、ത࢜ʢ人文Պ学ʣʢお஡のਫ女子
大学ʣ。2���年から同志社大学文学部国文学Պ
ॿ教त、��年同教त。文学部長ʢ1�年ʣ、෭学長

ʢ1�年ʣを経て、2�年4݄から現職。

ಉࢤ社େ学学௕

Ueki Tomoko

植木朝子
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教育理念のひとつに「国際主義」を掲げる同志社大学は、
開学以来、「世界」を見据えた教育を行ってきました。

その伝統は現在も受け継がれています。

ੈքΛ
஌Δ

ಉ ࢤ ࣾ 5 0 1 * $ S

新島襄がアメリカにॳ上陸した
ボストンの֗ฒみ。



同志社大学のなかに
アーモスト大学を

0 1 グローバル・リベラルアーツ副専攻

　同志社大学のルーツである「同志社
英学校」創設時には、すでに外国人宣
教師を中心とした国際的な教育環境
の中で少人数教育が行われていまし
た。この良き伝統を継承しながら新島
が若き日に学んだアーモスト大学の
リベラルアーツを同志社大学のなか
に取り入れています。その取り組みの
１つが、「良心と進取の気性に溢れ、
グローバル化する世界で新たな価値
を創造できる人物」を養成することを
目的とした「グローバル・リベラルア
ーツ副専攻」です。
　人文・社会・自然科学にわたる幅広
い学問分野と日本の伝統・文化に関
する授業内容を、留学生とともに英語
で学ぶ「グローバル・リベラルアーツ

副専攻英語開講科目」では、少人数で
グループワークやディスカッション
中心の対話型授業を通して、柔軟な
思考力と異なる文化や多様な価値観
を持つ人々と協働する力を身につけ
ることができます。そのほかにも、キ
リスト教への理解を深める科目など
の教養科目を幅広く日本語で履修し、
自分の専攻分野とは異なる様々な学
問分野を学ぶことにより、広い視野を
もって多元的に物事を思考する力を
養います。
　本副専攻は、全ての学部の学生が
受講可能です。定められた要件をみた
すことで副専攻の修了証明書が発行
されます。

P O I N T

⃝外国人教員または海外の大学で学位を取得した教員が担当
　「グローバル・リベラルアーツ副専攻英語開講科目」は、原則、外

国人教員または海外の大学で学位を取得した教員が担当します。
⃝海外留学のための準備、帰国後のフォローアップに
　海外留学のための準備、帰国後のフォローアップに「グローバル
・リベラルアーツ副専攻英語開講科目」を受講すると効果的です。
⃝副専攻英語開講科目は、1科目のみでも受講可能
　「グローバル・リベラルアーツ副専攻英語開講科目」は、1科目の

みでも受講することができます。したがって副専攻の修了を目
標にしていない場合でも、科目内容への関心に応じ、1科目から
チャレンジすることができます。

新島襄が学んだアーモスト大学のキャンパス。
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��� ಉࣾࢤ大学ςϡʔϏンήン&6キャンパス

৽ౡ᧜のཧ૝Λ
Խͨ͠ݱ۩
Ϥʔϩούʹ͓ Δ͚
఺ڌのڀݚҭɾڭ
　2017年に本学ॳの海外キャンパス
となるテュービンゲンEUキャンパス
が設置され、19年度からは同志社大
学テュービンゲンEUキャンパス（以
下、EUキャンパス）で約５カ月間学ぶ

「EUキャンパスプログラム」を開講し
ています。
　ドイツのテュービンゲンは人口
̕万人΄ど。ヨーロッパの中心部に位
置し、人口の３分の１程度が学生や大
学関係者という学術都市です。EUキ
ャンパスを置くテュービンゲン大学
は、1477年に創立されたドイツで２
൪目に歴史が長い大学です。学生数
は大学院生も含めて２万8000人΄ど
で本学と΄ぼ同じ規模です。これまで
11人のノーベル৆受৆者を世に送り
出し、ドイツの大学全体の質を向上さ
せることを目的としたエクセレンス・

イニシアティブにも選ばれ、まさにド
イツのトップ大学の一つといえます。
　そのようなテュービンゲン大学にあ
るEUキャンパスは、学生交流のためだ
けのものではなく、18年には教員交換
೿ݣの協定を結び、さらに協同でシン
ポジウムを開催するなど、交流は広が
りながらਂ化しています。EUキャンパ
スはドイツにとどまることなく、広くヨ
ーロッパにおける本学の教育・研究の
拠点として、活動を展開していきます。

��� ڭ ҭ ྈʮ ܧ ࢤ ྈ ʯ

಺ֶੜɺླཱྀࠃ ֶੜの
۠ผͳ͘ ੜ׆Λڞʹ͠ ɺ
ֶͼ͋͑ Δڭҭྈ

　2021年̕月、今出川キャンパスの
近くに教育ྈ「継志ྈ」が開ྈしまし
た。継志ྈの名は創立者、新島襄が
1889年にしたためた書؆の一文「୭
カ༨೭志を継きࠑ事業を成बセしむ
るあるへしと௠へたるなり」に由来し
ます。
　継志ྈは「国内学生と留学生が区別
なく生活を共にし、学びあえるྈ」を
۩現化し、従来の学生ྈの域を超え
た「教育ྈ」となります。高さを抑えた
３階建てで、外観は周ғの֗ฒみと調
和するデザインになっており160室
の居室があります（他に短期受入留学
生用に20室あります）。国内学生と留
学生がリビングを共有するユニット
で生活し、ྈ内で多文化共生を実現し
ます。
　継志ྈに฻らすす΂ての学生は、
地域の人や社会との関わりを通した
実践学習に取り組み、そこで得られた
成果や経験などを発表し、課題を見つ
け、振りฦりを行うRLP（Residential 
Learning Program）への参加が義務
付けられています。

プϩάϥϜ ืूਓ਺ ؒظमݚ
υΠπޠ・ҟจԽཧղ
&6キャンパスϓϩάϥϜ

約15໊ 3݄ॳ०ʙ�݄ॳ०

Ϥーϩϐアン・スλσΟーζ
&6キャンパスϓϩάϥϜ

約15໊ �݄ॳ०ʙ1݄下०
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৽ౡ᧜のʮ志ʯΛ
୅΁ᙋΒͤɺݱ
ֵ৽తͳ૑଄ੑͱ
༥߹ͤ͞Δ

　創立150周年を迎える2025年に向けて、創
立者 新島襄が同志社英学校を設立した原点に
立ちฦりながら、本学の進む΂き行࿏を共有す
るための基本理念としてVISION 2025をࡦ定
し、全学が一丸となって取り組んでいます。
　本学がकり続けてきた建学の精神を受け継
ぎながら、同時にそれぞれの時代എܠに適応し
た同志社教育の新たなかたちを示していかな
ければなりません。一人ͻとりの個性を尊重す
る多様性と׮容に満ちたキャンパスで、これま
で積み上げてきた本学の歴史と伝統を革新的
な創造性に融合させ、不ಁ明な時代のտとなる
良心に満ちた人物をഐ出してまいります。

1

2

3

4

5

6

キャンパスライフの質的向上
多様性を重んじ、推し進めた
新島襄の理૝をԡし広げる

学びのかたちの新展開
一人ͻとりの可能性を৳ばす
教育࢟੎を現代に生かす

創造と共同による研究力の向上
知と知をつなげ、新たな知を創出する

『志』ある人物の受入れ
様々な志を受け入れ、
個性のഐ出を望んでいた新島襄の૝いを、
世界中のあらゆる人につなげる

「国際主義」の更なる深化
異文化にඈび込み、新たな考えや知識を
収しながら成長を促す学習環境をຏくٵ

ブランド戦略の展開
教職員や卒業生はもちろん、学生一人ͻとりが

「同志」となり、理૝の大学の׬成を目指す

ʦ�ͭの7*S*0Nʧ

ʦ৽ͨな学೥ྐྵのイϝʔδʧ

Պ目の性࣭により、オンデマンドत業を2 ʙ 14ि目の教室でのत業期間தに実ࢪしたり、
オンデマンドत業を行わず、શて教室౳でत業を実ࢪしたりすることもあります。
また、શてオンデマンドत業で実ࢪするՊ目もあります。

तۀɹि໨� ௕ٳظՋ

DO
WEEK

ࣗ෼͚ͩの
学ͼのػձ
ւ֎ཹ学、

ϑΟʔϧυϫʔク、
各छ࣮श、

インλʔンγップ、
ϘϥンςΟア׆ಈ

など

ཤमՊ໨ొ࿥
ΦリΤンςʔγϣン

�
Φンσマンυ
तۀ

तۀɹि໨�
ʙ ि໨��

௨ৗの
Ͱのࣨڭ
तۀ

ʢࣨڭͰの
तؒظۀऴྃޙʣ

तۀɹɹि໨��

Φンσマンυ
तۀ

तۀの૯ׅ΍
のݧࢼ຤ظ
ղઆ・ߨධなど

චݧࢼه・
Ϩϙʔトݧࢼ

など

ݧࢼ຤ظ

ಉ ࢤ ࣾ 5 0 1 * $ S

����೥౓
৽学೥ྐྵのಋೖ

*$5のϝϦοτΛ
͠༺׆ʹݶେ࠷
৽ֶ͍͠ͼの
͔ͨͪ Λ࣮ݱ

　2024年度から、ICTをޮ果的に取り入れた、
13िの教室での授業と2ि分のオンデマンド
授業を基本とする新たな学年ྐྵを導入します。
学期ॳめの１ि間である「Doshisha Opening 
Week（DO Week）」では、各種オリエンテーシ
ョンとฒ行してॳ回のオンデマンド授業を受講
し、新しい学びがスタートします。
　2ि分のオンデマンド授業は、イントロダク
ション（1ि分）と授業の総括や期末試験・レポ
ート試験の解説・講評等（1ि分）が基本となり
ます。イントロダクションでは、履修科目ొ࿥
に先立ち授業内容を֬認することで、ొ ࿥科目
のミスマッチが回避でき、履修したい科目をよ
り的֬に選択できるようになります。また、総
括や解説・講評等のオンデマンド授業を授業期
間や試験期間終了後に受講することで、授業内
容の理解がよりਂまります。
　さらに夏期やय़期のٳՋ期間が多く֬保さ
れることで、フィールドワーク、各種実習、イン
ターンシップ、ボランティア活動等の新たな主
体的な学びの機会が生まれます。また、海外留
学プログラムや留学生プログラムへも参加し
やすくなる΄か、課外活動等に取り組む時間も
長く֬保できるようになります。
　この新たな学年ྐྵにより、一人ͻとりのニー
ズにあわせた新しい学びのかたちを実現します。
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ϦϕϥϧΞʔπڭҭの
఻౷Λड͚͗ܧ
෯͘޿
ֶͿͨΊʹ

　本学では、す΂ての学部学生を対象に全学共
通教養教育科目を設置しています。建学の精神
である「良心教育」を、「キリスト教主義」「自由
主義（自治自立の精神）」「国際主義」という３つ
の教育理念の下で幅広い学問分野に࿱って展
開し、人間としての総合力（知・ಙ・体）に優れ
た人物の育成を目指しています。
　科目の特性や分野ごとに、「同志社科目」「キ
ャリア形成支援科目」「国際教養科目」等、11の
科目グループにまとめ、様々な特色ある科目を
展開しています。ྫ えば「キャリア形成支援科
目」では、ಇき方や価値観が多様化する現代に
おいて、ಇく意識や人生観について考え、自身
の人生を設計する能力を養成することを目的と
しています。また、本学がキャンパスを構える
京都は、伝統文化を重んじつつも、常に先進性
を積極的に取り入れてきた都市です。この京都
の地で、日本の伝統、文化、芸術への高い関心
を育み、「感性価値」の創造と受容の基礎となる
力を身につけ、創造力を涵養することを目的と
した「クリエイティブ・ジャパン科目」を開設し
ています。「日本文化のັ力とはԿか」「グロー
バルに受容される価値とはԿか」について考࡯
し、「京都から日本全国、そして世界へ」と広が
る視野を養うことも目指します。
　複雑化する現代社会では、多֯的な視点で物
事を捉えることが求められています。学部の֞
ࠜを超えて、様々な学部の学生が共に学ぶこと
を通じ視野を広げていくことができるのも、全
学共通教養教育科目の大きなັ力の１つです。

ಉࣾࢤσʔλサイΤンス・
ҭプϩάϥϜڭ*"

શ学ڞ௨
ҭՊ໨ڭཆڭ

σδλϧ社ձʹඞਢの
஌ ɾٕࣝ ೳΛ
਎ʹ͚ͭΔ

ʕ%%"4)Λ֦ॆ
　文理を問わず、デジタル社会に必要な「数理・
データサイエンス・AI」に関する知識・技術を身
につけ、各自の専門分野での学修や社会生活で
これらを道۩として活用し、新たな価値を創造
できる人物の養成を目的として、2022年度よ
り「同志社データサイエンス・AI教育プログラ
ム（DDASH ディーダッシュ）」を開設しました。
　DDASHは23年度からは、22年度開設の「リ
テラシーレベル」に加え、「応用基礎レベル」や、
各学部で開設している50科目以上の学部専門
科目を選択科目とする「データサイエンス・AI
副専攻」を提供、３段階で構成する教育プログ
ラムです。プログラムの必要単位を満たせば、
卒業可否に関わらず学習歴のデジタルূ明で
ある「オープンバッジ」を希望者に発行。ब職活
動、学内外でのスキルのূ明にも活用できます。
ঘ、「データサイエンス・AI副専攻」修了者には
履修ূ明書も発行可能です。

　科学技術が高度に発達した現代社会では、
様々な事象や人々の行動は膨大な量のデータ
として蓄積され、あらゆる分野で活用されてい
ます。データやAIの利活用は、今や各国にとっ
て経済成長を਱げるうえでの最重要課題と言
ってもա言ではありません。専門分野を問わず、
これからを生きる多くの学生に学んでもらいた
い現代社会の教養です。
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ʮֶͼʯΛɹ஌Δ
同志社大学は14学部がそろう総合大学。

2万5000人を超える学生たちが、
幅広い教養と高度な専門性を身につけるため、

日々、「学び」を続けています。

ಉࣾࢤ大学学෦঺հ

I n t r o d u c t i o n  o f  

D o s h i s h a  U n i v e r s i t y  

F a c u l t i e s
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ʮֶͼʯΛɹ஌Δ
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学 部 ・ 学 科 I N D E 9
学部 ページࡌܝ 学科（1学年定員） 特৭ 学びのキーワード 設立年 取得できる免許・資格 関連のある主な資格 ଔ業後の主たる進路 専任教員数

（஫�）
学生数

（஫�）

神学部
⾣1�03� ਆֶՊʢ63ʣ 1�キリスτڭ、ΠスϥʵϜ、ϢμϠڭͷ3ͭͷ

ҰਆڭΛֶͿੈք༗਺ͷڭҭڥ؀
2�「จ໌ͷڞଘ」Λ໨ͯ͠ࢦ、

༂で͖Δਓ෺Λཆ੒׆ʹతࡍࠃ

⃝ࣗ由౓ͷ高いΧリΩュϥϜ
⃝一神教
⃝文明ͷ共ଘ
⃝グローバルͳࢹ఺
⃝ऑऀ΁ͷまͳ͟͠

1�75年同志社૑ཱҎདྷͷ
ਆֶؔػڀݚ

˔খֶڭߍ་Ұछʢ஫1ʣ̝ தֶڭߍ་Ұछʢफ
ʣ̝ڭ ʣ̝ڭ་Ұछʢफڭߍ౳ֶߴ ਤॻؗ࢘ॻ
་˔ത෺ֶؗܳһ ͳͲڭॻ࢘ਤॻؗߍֶ˔

຀ࢣ ͳͲ اେख˔ࢣ຀˔ࢱҭ・෱ڭ˔
ۚ、ʢϝーΧーۀ ༥、αーϏス、
঎社ͳͲʣ̝ ・Ոࠃ˔ؔػࡍࠃ
地ํެ຿һ˔େֶӃਐֶ

�� ���
உࢠ����
����ࢠঁ

文学部
⾣1�036 ӳจֶՊʢ315ʣ

఩ֶՊʢ70ʣ
ඒֶܳज़ֶՊʢ70ʣ
จԽֶ࢙Պʢ125ʣ
จֶՊʢ125ʣࠃ

1�೔ຊจԽ఻౷ͷ地、京౎で
ຊ෺ͷจԽʹ৮Ε、ੜֶ͖ͨͼΛମײ

2�গਓ਺ڭҭʹΑΔઐ໳ڭҭͱ
૯߹తֶࡍతͳڭཆڭҭ

⃝教ཆ
⃝リϕϥルΞーツ
⃝Թނ知新ͷ学ͼ
⃝多༷ੑ
⃝ཹ学

1�75年同志社૑ཱҎདྷͷ
ӳจֶՊΛ͸͡Ί、
5ֶՊでߏ੒

˔খֶڭߍ་Ұछʢ஫1ʣ̝ தֶڭߍ་Ұछʢӳ
社ձʣ̝、ޠࠃ、ޠ ࠃ、ޠ་Ұछʢӳڭߍ౳ֶߴ
ެ、࢙地ཧྺ、ޠ ຽʣ̝ ਤॻؗ࢘ॻ˔ֶߍਤॻ
་˔ത෺ֶؗܳһ ͳͲʢ஫2ʣڭॻ࢘ؗ

ͳͲ ࢣֶٕݹߟ
ʢ஫3ʣ

、ʢۚ༥ۀاେख˔ࢱҭ・෱ڭ˔
出൛、αーϏスͳͲʣ̝ Ո・地ࠃ
ํެ຿һ˔ത෺ֶؗܳһ˔ਤ
ॻؗ࢘ॻ˔େֶӃਐֶ

�� �
���
உࢠ��
���

��ࢠঁ���

社会学部
⾣1�03� 社ձֶՊʢ�0ʣ

社ձ෱ֶࢱՊʢ��ʣ
ϝσΟアֶՊʢ��ʣ
Պʢ�7ʣֶ܎ؔۀ࢈
ҭจԽֶՊʢ7�ʣڭ

1�ਓؒͱ社ձͷؔΘΓΛয఺ʹ、
社ձݱ৅Λཧ࿦తʹղ໌

、ҭڭફతͳ࣮ͨ͠ࢹΛॏݧ৔ͷମݱ�2
ϑΟールυϫーΫͱ࣮श͕ॆ࣮

⃝社会福ࢱ
⃝地域社会ͱࠃ際社会
⃝ϝσィΞͱジϟーφリζϜ
⃝ಇきํվֵ
⃝教ҭ文化学

2005年౓։ઃɻ
社ձ、社ձ෱ࢱ、ϝσΟア、
ҭจԽͷڭ、܎ؔۀ࢈
5ֶՊでߏ੒

˔খֶڭߍ་Ұछʢ஫1ʣ̝ தֶڭߍ་Ұछ
ʢ社ձʣ̝ ެ、࢙་Ұछʢ地ཧྺڭߍ౳ֶߴ ຽ、
෱ࢱʣ̝ ਤॻؗ࢘ॻ˔ֶߍਤॻؗ࢘ॻڭ་˔
ത෺ֶؗܳһ ͳͲʢ஫2ʣ

社ձௐࠪ࢜、社ձ෱࢜ࢱ、
ਫ਼ਆอ݈෱࢜ࢱ ͳͲ

ʢ஫3ʣ

Ո・地ํެ຿ࠃ˔ࢱҭ・෱ڭ˔
һ˔γンΫλンΫ˔େखۀا

ʢϚスίϛ、αーϏス、ۜ อ、ߦ
ূ、ݥ ݊ͳͲʣ
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法学部
⾣1�0�0 ๏཯ֶՊʢ6�3ʣ

੓ֶ࣏Պʢ210ʣ
๏຿、δャーφリスτͳͲকདྷͷઐ໳ۀا�1

キャリアͷͨΊͷ࣮ફతڭҭΛల։
2�େֶӃͱͷఏܞʹΑΔ

ҭΛల։ڭ౓ͳઐ໳ߴ

⃝What,Why,How toʙ
⃝リーΨルϚΠンυ
੍・૝ࢥ⃝ ౓・ա程
⃝ฆ૪ղܾ
⃝グローバル化ͱடংมಈ

1��1年։ߍͷ
੓๏ֶߍ੓࣏Պ͕前਎

˔খֶڭߍ་Ұछʢ஫1ʣ̝ தֶڭߍ་Ұछ
ʢ社ձʣ̝ ެ、࢙་Ұछʢ地ཧྺڭߍ౳ֶߴ ຽʣ
˔ਤॻؗ࢘ॻ˔ֶߍਤॻؗ࢘ॻڭ་˔ത෺
ֶؗܳһ ͳͲ

หࡋ、࢜ޢ൑׭࡯ݕ、׭、
ެೝձ࢜ܭ、੫ཧ࢜、
、࢜੓ॻߦ、࢜๏ॻ࢘
୐地ݐ෺औҾ࢜、
社ձอݥ࿑຿࢜ ͳͲ

˔หࡋ、࢜ޢ൑ࠃ˔׭࡯ݕ、׭
Ո・地ํެ຿һ˔δャーφリス
τ˔େखۀاʢۚ༥、ྲྀ ௨、ϝー
ΧーͳͲʣ
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経済学部
⾣1�0�2 Պʢ��3ʣֶࡁܦ 、΁ͷཧղΛਂΊֶࡁܦ�1

࿦ཧతߟࢥ΍੓ཱࡦҊೳྗΛཆ੒
・ڥ؀・૝・地Ҭࢥ・จԽ・࢙2�ॆ࣮ͨ͠ྺ

৘ใڭҭʹΑΓ社ձで׆༂で͖Δਓ෺Λ
ཆ੒

⃝経済学తߟࢥ
⃝՝୊ൃ見力・ղܾ力
⃝情報ॲ理能力
⃝ΞΫςィϒϥーニング
⃝෯広い研究分野

1��1年։ߍͷ
੓๏ֶߍཧࡒՊ͕前਎

˔খֶڭߍ་Ұछʢ஫1ʣ̝ தֶڭߍ་Ұछ
ʢ社ձʣ̝ ެ、࢙་Ұछʢ地ཧྺڭߍ౳ֶߴ ຽʣ
˔ਤॻؗ࢘ॻ˔ֶߍਤॻؗ࢘ॻڭ་˔ത෺
ֶؗܳһ ͳͲ

ެೝձ࢜ܭ、੫ཧ࢜、
தখۀا਍அ࢜、
*5パスϙーτ、
、ຊ৘ใٕज़ऀج
ωοτϫーΫスϖγャリスτ ͳͲ

˔େखۀاʢۚ༥、ϝーΧー、ྲྀ
௨、ϚスίϛͳͲʣ̝ γンΫλン
Ϋ、ίンαルςΟンά˔ࠃՈ・
地ํެ຿һ˔ެೝձ࢜ܭ、੫
ཧ࢜
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商学部
⾣1�0�� ঎ֶՊʢ��3ʣ 1�ެೝձ࢜ܭ、੫ཧ࢜ͳͲͷ߹֨ऀ਺͸

શࠃτοϓϨϕル
2�͞ま͟まͳ分໺ͷ࣮຿ՈʹΑΔ

࣮ફతͳतۀΛల։

⃝Ϛーケςィング
⃝経Ӧઓུ
際Ϗジωスࠃ⃝
⃝情報・統ܭ分ੳ
⃝؅理会ܭ

1�22年։ߍͷ
ઐ໳ֶߴߍ౳঎ۀ෦͕
前਎

˔খֶڭߍ་Ұछʢ஫1ʣ̝ தֶڭߍ་Ұछ
ʢ社ձʣ̝ ެ、࢙་Ұछʢ地ཧྺڭߍ౳ֶߴ ຽ、
঎ۀʣ̝ ਤॻؗ࢘ॻ˔ֶߍਤॻؗ࢘ॻڭ་˔
ത෺ֶؗܳһ ͳͲ

ެೝձ࢜ܭ、੫ཧ࢜、
தখۀا਍அ࢜、
ূ݊アφリスτ、
ϑΝΠφンγャル・ϓϥンφー
ͳͲ

˔ެೝձ࢜ܭ、੫ཧ࢜˔େख
ূ、ݥอ、ߦʢۜۀا ݊、ίンα
ルςΟンά、ϝーΧー、ྲྀ ௨ͳ
Ͳʣ̝ Ո・地ํࠃ˔Ӧऀܦۀا
ެ຿һ
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政策学部
⾣1�0�6 ੓ֶࡦՊʢ�20ʣ 1�ࣗら໰୊Λൃ͠ݟ、

ղܾで͖ΔೳྗΛҭ੒
2�ଟ֯తͳࢹ఺で、੓ࡦ՝୊ΛֶͿ

ઐ໳ڭҭΛల։

⃝ιーシϟルΠノϕーション
⃝՝୊ൃ見力・ղܾ力
内֎ͰͷフィールυϫーΫࠃ⃝
ۀى⃝
⃝公共ੑͱ市民ҙࣝ

200�年౓։ઃɻ
੓ߦ・࣏੓ֶ、๏ֶ、ֶࡁܦ、
૊৫࿦ͷ�ྖҬΛ౷߹ͨ͠
ֶ෦

˔খֶڭߍ་Ұछʢ஫1ʣ̝ தֶڭߍ་Ұछ
ʢ社ձʣ̝ ་Ұछʢެຽʣ̝ڭߍ౳ֶߴ ਤॻؗ࢘
ॻ˔ֶߍਤॻؗ࢘ॻڭ་˔ത෺ֶؗܳһ ͳ
Ͳ

ެೝձ࢜ܭ、੫ཧ࢜、
தখۀا਍அ࢜、
、࢜੓ॻߦ、࢜๏ॻ࢘
୐地ݐ෺औҾ࢜、
社ձอݥ࿑຿࢜ ͳͲ

˔େखۀاʢاը・ࡍࠃ・ਓࣄ
ͳͲʣ̝ ˔Ո・地ํެ຿һࠃ
ؔػࡍࠃ˔0)/、10/
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グローバル
地域文化学部

⾣1�0�� άϩーバル地ҬจԽֶՊʢ1�0ʣ 「τϐοΫʗΠγュー」「σΟγϓリン」「地Ҭ」「ޠݴ」�1
ͱ͍͏�ͭͷ࣠Λ૊Έ߹ΘͤͨΧリキュϥϜ

2�ෳ਺ͷޠݴӡ༻ͷೳྗΛૅجʹ、άϩーバルͳॾ໰୊
΍地Ҭͷྺ࢙・จԽ・՝୊ʹؔ͢Δֶࡍతͳ஌ࣝΛ਎ʹ
͚ͭΔ͜ͱで、ࣗ ら໰୊Λ൷൑తʹ͢࡯ߟΔํ్ΛֶͿ

⃝ෳ਺ݴ語をशಘ͢Δ
⃝ʮグローバルʯͱʮ地域ʯをͭͳ͙
⃝人々ͷѩ͠みʹײԠ͢Δ
⃝希望あΔ共生社会をߏ૝͢Δ

2013年౓։ઃɻ
Ϥーϩοパ、アδア・ଠฏ
༸、アϝリΧͷ3ίース

˔খֶڭߍ་Ұछʢ஫1ʣ̝ தֶڭߍ་Ұछ
ʢ社ձʣ̝ ʣ̝࢙་Ұछʢ地ཧྺڭߍ౳ֶߴ ਤॻ
་˔ത෺ֶؗܳڭॻ࢘ਤॻؗߍֶ˔ॻ࢘ؗ
һ ͳͲ

50&'-�ςスτ、50&*$�ςスτ、࣮ ༻ӳٕޠೳ
、ݧࢼ定ݕೳٕޠʣ、*&-54ä、υΠπݕ定ʢӳݕ
(PFUIF�;FSUJpLBU、࣮ ༻ϑϥンスٕޠೳݕ定ࢼ
ޠスϖΠン、,4(、ݧࢼ定ݕޠࠃத、'-&%、ݧ
ٕೳݕ定、%&-&、ϩγアޠೳྗݕ定ݧࢼ、「ϋ
ンάル」ೳྗݕ定ݧࢼ、ؖ ͳͲ ݧࢼೳྗޠࠃ

˔ւ֎ల։͍ͯ͠Δۀاʢϝー
Χー、঎社、ཱྀ Ϛスίϛͳ、ߦ
Ͳʣ̝ ࡍࠃ˔Ո・地ํެ຿һࠃ
తͳެڞαーϏスʢۭۭߤ、ߓʣ
಺֎ͷେֶӃਐֶࠃ˔
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⾣1�050 จԽ৘ใֶՊʢ2��ʣ 1�ਓؒͷӦΈで͋Δ「จԽ」Λ分ੳ͠、
新ͨͳํݟΛൃݟ

、౓ͳσーλ分ੳೳྗΛमಘ͠ߴ�2
৘ใΛ͍͜࢖ͳͤΔೳྗΛҭ੒

⃝文化ʹΑͬͯ人間を理ղ͢Δ
⃝σータαΠΤンス
⃝文理༥合
⃝࿦理తߟࢥ力
⃝୳究ܕΧリΩュϥϜ

2005年౓։ઃɻ
จཧ༥߹ͷֶ෦

˔খֶڭߍ་Ұछʢ஫1ʣ̝ ་Ұछڭߍ౳ֶߴ
ʢ৘ใʣ̝ ਤॻؗ࢘ॻ˔ֶߍਤॻؗ࢘ॻڭ་˔
ത෺ֶؗܳһ ͳͲ

社ձௐࠪ࢜、
৘ใॲཧٕज़ऀ ͳͲ

˔େखۀاʢۜߦ、঎社ͳͲͷ
৘ใ分ੳʣ̝ γスςϜΤンδニ
ア˔γンΫλンΫ˔ത෺ֶؗ
ܳһ˔େֶӃਐֶ
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理工学部
⾣1�052 ΠンςリδΣンτ৘ใֶ޻Պʢ�3ʣ৘ใγスςϜσβΠンֶՊʢ�3ʣ

Պʢ�0ʣిֶ޻ؾి Պʢ�6ʣֶ޻ࢠ
Պʢ70ʣֶ޻ցཧػՊʢ�6ʣֶ޻ցγスςϜػ
Պʢ�3ʣֶ޻ੜ໋ԽֶՊʢ�3ʣԽֶγスςϜ૑੒・ࢠೳ分ػ
γスςϜֶՊʢ51ʣ਺ཧγスςϜֶՊʢ�1ʣڥ؀

、୅ͷٕज़ֵ新ʹରԠ͢ΔͨΊੈ࣍�1
ཧֶ޻ͷૅجΛపఈతʹڭҭ

2�ੈքτοϓϨϕルͷࢪઃΛ׬උ͠、
େֶӃਐֶ཰͸50ˋҎ্

⃝人間ͷͨΊͷ科学ٕज़
⃝ઌ୺科学ٕज़センター
⃝社会人基ૅ力
⃝ALL DOSHISHA共修プログϥϜ
ܞ学࿈׭࢈⃝

1��0年։ߍͷ
ϋリスཧԽֶ͕ߍ前਎ɻ
200�年౓վ૊࠶ฤ

˔খֶڭߍ་Ұछʢ஫1ʣ̝ தֶڭߍ་Ұछʢ਺
ֶ、ཧՊʣ̝ ་Ұछʢ਺ֶ、ཧՊ、৘ڭߍ౳ֶߴ
ใʣ̝ ਤॻؗ࢘ॻ˔ֶߍਤॻؗ࢘ॻڭ་˔ത
෺ֶؗܳһ ͳͲʢ஫2ʣ

、ओ೚ٕज़ऀؾి
、࢜ࣄ޻ؾి
཮্ແઢٕज़࢜、
หཧ࢜ ͳͲ

ʢ஫3ʣ

˔େखۀاʢ௨৴、ి ෦඼、൒ࢠ
ಋମ、ػց、ి ࣗ、ؾ ಈं、Խֶ
ͳͲͷٕज़・ڀݚ෦໳ʣ̝ େֶ
Ӄਐֶ˔ࠃ˔ؔػࡍࠃՈ・地ํ
ެ຿һ
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⾣1�05� ҩֶ޻Պʢ100ʣ
ҩ৘ใֶՊʢ100ʣ
ҩੜ໋γスςϜֶՊʢ65ʣ

ͱҩֶͷ༥߹分໺ʹ͓͚Δઌ୺Պֶྖֶ޻�1
Ҭで׆༂͢ΔΤンδニア΍ऀڀݚΛҭ੒

ੜ෺ֶͳͲଟ༷ͳֶ໰ૅج、ҩֶ、ֶ޻�2
ͱͷ༥߹తڭҭڀݚ

⃝工学ͱ医学ͷ༥合ʹΑΔઌ୺科学
ց工学ͱ医学ͷ༥合領域ػ⃝
⃝工学ͱ理学を෯広͘学Ϳ学科
⃝ΞルツϋΠϚーප・؞・౶೘ප

200�年౓։ઃɻ
޻ ・ֶҩ ・ֶཧֶͷ༥߹తͳ
ϑΟールυʹ͓͍ 「ͯੜ໋」Λ
ର৅ͱͨ͠ઌ୺తͳڭҭڀݚ
Λ͏ߦ

˔খֶڭߍ་Ұछʢ஫1ʣ̝ தֶڭߍ་Ұछ
ʢ਺ֶ、ཧՊʣ̝ ་Ұछʢ਺ֶ、ཧՊʣڭߍ౳ֶߴ
˔ਤॻؗ࢘ॻ˔ֶߍਤॻؗ࢘ॻڭ་˔ത෺
ֶؗܳһ ͳͲʢ஫2ʣ

หཧ࢜、ٕ ज़࢜、
৘ใॲཧٕज़ऀ ͳͲ

˔େखۀاʢҩྍثػ、ࣗ ಈं、
ి、ցػ ి・ؾ ੡ༀ、৘、ثػࢠ
ใ௨৴、ԽֶͳͲʣ̝ େֶӃਐ
ެ・ۀا˔ֶ తؔػڀݚͷݚ
ࢱҭ・෱ڭ˔։ൃ৬・ڀ
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⾣1�056 スϙーπ݈߁ՊֶՊʢ221ʣ 1�ਓʑͷ݈૿߁ਐ、スϙーπͷ社ձత
ൃలʹݙߩで͖ΔਓࡐΛҭ੒

2�ֶ಺֎ͷڀݚ・ҩྍؔػͱ࿈͠ܞ、
ڙΛఏڥ؀ڀݚ࣮ͨ͠ॆ

⃝2OLʢ生活ͷ࣭ʣ向上
⃝フレΩシϒルͳ科໨બ୒
⃝健康・༧๷医学
⃝スポーツϚーケςィング
⃝中学・高ߍͷ保健ମҭ

200�年౓։ઃɻ
ଟ֯తかͭՊֶతͳࢹ఺で
スϙーπͱ݈߁ͷؔ܎ʹͭ
ֶ͍ͯम͢Δ

˔খֶڭߍ་Ұछʢ஫1ʣ̝ தֶڭߍ་Ұछ
ʢอ݈ମҭʣ̝ ་Ұछʢอ݈ମҭʣ̝ڭߍ౳ֶߴ
ਤॻؗ࢘ॻ˔ֶߍਤॻؗ࢘ॻڭ་˔ത෺ؗ
ֶܳһ ͳͲ

、࢜ಋࢦӡಈ߁݈
֤छスϙーπࢦಋऀ֨ࢿ、
ো͕͍ऀスϙーπࢦಋһ ͳͲ

˔େखۀاʢҩྍ、݈ 、৯඼、߁
スϙーπؔ࿈ʣ̝ த ・ֶߴ ౳ֶ
һ˔スϙーπৼڭอ݈ମҭߍ
興ͷ࣏ࣗମ৬һ˔ϓϩスϙー
πϚωδϝンτ˔େֶӃਐֶ
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心理学部
⾣1�05� ৺ཧֶՊʢ15�ʣ 1�3ͭͷཤमίースʹΑΔମܥతで

ઐ໳ੑͷڭ͍ߴҭΛల։
2�఻౷ͷগਓ਺ڭҭͷ΋ͱ࣮ݧ・࣮ शͷॆ

࣮、社ձʹリンΫ͢ΔϓϩδΣΫτڭܕҭ
ͳͲʹΑΓ࣮ફత໰୊ղܾೳྗΛҭ੒

⃝こころͷϝΧニζϜ
⃝Χ΢ンセリング
⃝行ಈͷ科学
情ͱύーιφリςィーײ⃝
⃝ൃ達ͱ教ҭ

200�年౓։ઃɻ1�27年։ઃͷจֶ
෦఩ֶՊ৺ཧֶઐ͕߈前਎ɻઐ໳త
ͳ͓ٛߨΑͼগਓ਺Ϋϥスʹ͓͚Δ
ԋश・࣮ शΛ௨ͯ͡ߴ、 ౓ͳ஌ࣝͱٕ
ೳΛ਎ʹ͚ͭΔ

˔খֶڭߍ་Ұछʢ஫1ʣ̝ தֶڭߍ་Ұछ
ʢ社ձʣ̝ ་Ұछʢެຽʣ̝ڭߍ౳ֶߴ ਤॻؗ࢘
ॻ˔ֶߍਤॻؗ࢘ॻڭ་˔ത෺ֶؗܳһ ͳ
Ͳ

ೝ定৺ཧ࢜、
ೝ定৺ཧ࢜ʢ৺ཧௐࠪʣ、
ެೝ৺ཧࢣ ͳͲ

˔େखۀاʢϝーΧー、αーϏ
ス、ۚ ༥、঎社、Ϛスίϛʣ̝ ڭ
ҭ・ҩ ・ྍ෱ࠃ˔ࢱՈ・地ํެ຿
һ˔େֶӃਐֶ
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⾣1�060 άϩーバル・
ίϛュニέーγϣンֶՊʢ15�ʣ

1�୎ӽ࣮ͨ͠ફత֎ޠࠃӡ༻ೳྗΛҭ੒
1年ؒͷ4UVEZ "CSPBE͕ඞम

ʢӳޠίース、தޠࠃίースʣ
2�άϩーバル社ձでGBDJMJUBUPS、OFHPUJBUPS、

BENJOJTUSBUPSͱͯ͠׆༂で͖Δਓ෺Λҭ੒

⃝コミュニケーション
⃝ҟ文化理ղ
語ӡ༻能力ࠃ֎⃝
⃝グローバル社会
⃝多文化共生

2011年౓։ઃɻ
ӡ༻ೳྗͱͱ΋ޠࠃ֎౓ͳߴ
ʹ、෯ڭ͍޿ཆ、ҟจԽཧղ
ྗΛཆ͏

˔খֶڭߍ་Ұछʢ஫1ʣ̝ தֶڭߍ་Ұछʢӳ
ʣ̝ޠ ʣ̝ޠ་Ұछʢӳڭߍ౳ֶߴ ਤॻؗ࢘ॻ
་˔ത෺ֶؗܳһ ͳͲڭॻ࢘ਤॻؗߍֶ˔
※தޠࠃίース、೔ຊޠίースʹ͸、ڭ৬՝ఔ͓Αͼ
་՝ఔ͸ઃஔ͞Ε͍ͯまͤΜɻڭॻ࢘ਤॻؗߍֶ　

50&'-�ςスτ、50&*$�ςスτ、*&-54ä、࣮ ༻ӳ
ࢼ定ݕޠӳޠ༺ެ߹࿈ࡍࠃ、ʣݕ定ʢӳݕೳٕޠ
45࣮&�5+、,4(、ݧࢼ定ݕޠࠃʣ、தݕ࿈ӳࠃʢݧ
༻೔ຊݕޠ定、#+5Ϗδωス೔ຊޠೳྗςスτ、
υΠπٕޠೳݕ定ݧࢼ、(PFUIF�;FSUJpLBU、࣮ ༻ϑ
ϥンスٕޠೳݕ定ݧࢼ、%&-'�%"-'　ͳͲ

˔େखۀاʢϝーΧー、৘ใ௨
৴、ྲྀ ௨、ۭߤ、ཱྀ ͳͲʣ̝ߦ ࠃ
Ո・地ํެ຿һ˔ؔػࡍࠃ˔େ
ֶӃਐֶ

�� ���
உࢠ����
����ࢠঁ

スポーツ健康科学部

文化情報学部

生命医科学部

グローバル・
コミュニケーション学部

ʢ஫1ʣ  ਆ戸਌࿨େֶ௨৴ڭҭ෦͓Αͼဠڭେֶڭҭֶ෦ʢ௨৴ڭҭ՝ఔʣͱͷ࿈ܞϓϩάϥϜʹΑΓ、தֶߍҰछ໔ڐঢ়まͨ͸ߴ౳ֶߍҰछ໔ڐঢ়ͱͱ΋ʹ、খֶߍҰछ໔ڐঢ়Λऔಘ͢Δ͜
ͱ͕Մೳʢάϩーバル・ίϛュニέーγϣンֶ෦άϩーバル・ίϛュニέーγϣンֶՊதޠࠃίース、೔ຊޠίースΛআ͘ʣ※ϓϩάϥϜཤमྉ͸、ผ్ඞཁ

ओͨΔߍ஍ʜ今出川

ओͨΔߍ஍ʜ今出川

ओͨΔߍ஍ʜ今出川

ओͨΔߍ஍ʜ今出川

ओͨΔߍ஍ʜ今出川

ओͨΔߍ஍ʜ今出川

ओͨΔߍ஍ʜ今出川

ओͨΔߍ஍ʜ今出川

ओͨΔߍ஍ʜ京田辺

ओͨΔߍ஍ʜ京田辺

ओͨΔߍ஍ʜ京田辺

ओͨΔߍ஍ʜ京田辺

ओͨΔߍ஍ʜ京田辺

ओͨΔߍ஍ʜ京田辺
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学部 ページࡌܝ 学科（1学年定員） 特৭ 学びのキーワード 設立年 取得できる免許・資格 関連のある主な資格 ଔ業後の主たる進路 専任教員数
（஫�）

学生数
（஫�）

神学部
⾣1�03� ਆֶՊʢ63ʣ 1�キリスτڭ、ΠスϥʵϜ、ϢμϠڭͷ3ͭͷ

ҰਆڭΛֶͿੈք༗਺ͷڭҭڥ؀
2�「จ໌ͷڞଘ」Λ໨ͯ͠ࢦ、

༂で͖Δਓ෺Λཆ੒׆ʹతࡍࠃ

⃝ࣗ由౓ͷ高いΧリΩュϥϜ
⃝一神教
⃝文明ͷ共ଘ
⃝グローバルͳࢹ఺
⃝ऑऀ΁ͷまͳ͟͠

1�75年同志社૑ཱҎདྷͷ
ਆֶؔػڀݚ

˔খֶڭߍ་Ұछʢ஫1ʣ̝ தֶڭߍ་Ұछʢफ
ʣ̝ڭ ʣ̝ڭ་Ұछʢफڭߍ౳ֶߴ ਤॻؗ࢘ॻ
་˔ത෺ֶؗܳһ ͳͲڭॻ࢘ਤॻؗߍֶ˔

຀ࢣ ͳͲ اେख˔ࢣ຀˔ࢱҭ・෱ڭ˔
ۚ、ʢϝーΧーۀ ༥、αーϏス、
঎社ͳͲʣ̝ ・Ոࠃ˔ؔػࡍࠃ
地ํެ຿һ˔େֶӃਐֶ

�� ���
உࢠ����
����ࢠঁ

文学部
⾣1�036 ӳจֶՊʢ315ʣ

఩ֶՊʢ70ʣ
ඒֶܳज़ֶՊʢ70ʣ
จԽֶ࢙Պʢ125ʣ
จֶՊʢ125ʣࠃ

1�೔ຊจԽ఻౷ͷ地、京౎で
ຊ෺ͷจԽʹ৮Ε、ੜֶ͖ͨͼΛମײ

2�গਓ਺ڭҭʹΑΔઐ໳ڭҭͱ
૯߹తֶࡍతͳڭཆڭҭ

⃝教ཆ
⃝リϕϥルΞーツ
⃝Թނ知新ͷ学ͼ
⃝多༷ੑ
⃝ཹ学

1�75年同志社૑ཱҎདྷͷ
ӳจֶՊΛ͸͡Ί、
5ֶՊでߏ੒

˔খֶڭߍ་Ұछʢ஫1ʣ̝ தֶڭߍ་Ұछʢӳ
社ձʣ̝、ޠࠃ、ޠ ࠃ、ޠ་Ұछʢӳڭߍ౳ֶߴ
ެ、࢙地ཧྺ、ޠ ຽʣ̝ ਤॻؗ࢘ॻ˔ֶߍਤॻ
་˔ത෺ֶؗܳһ ͳͲʢ஫2ʣڭॻ࢘ؗ

ͳͲ ࢣֶٕݹߟ
ʢ஫3ʣ

、ʢۚ༥ۀاେख˔ࢱҭ・෱ڭ˔
出൛、αーϏスͳͲʣ̝ Ո・地ࠃ
ํެ຿һ˔ത෺ֶؗܳһ˔ਤ
ॻؗ࢘ॻ˔େֶӃਐֶ

�� �
���
உࢠ��
���

��ࢠঁ���

社会学部
⾣1�03� 社ձֶՊʢ�0ʣ

社ձ෱ֶࢱՊʢ��ʣ
ϝσΟアֶՊʢ��ʣ
Պʢ�7ʣֶ܎ؔۀ࢈
ҭจԽֶՊʢ7�ʣڭ

1�ਓؒͱ社ձͷؔΘΓΛয఺ʹ、
社ձݱ৅Λཧ࿦తʹղ໌

、ҭڭફతͳ࣮ͨ͠ࢹΛॏݧ৔ͷମݱ�2
ϑΟールυϫーΫͱ࣮श͕ॆ࣮

⃝社会福ࢱ
⃝地域社会ͱࠃ際社会
⃝ϝσィΞͱジϟーφリζϜ
⃝ಇきํվֵ
⃝教ҭ文化学

2005年౓։ઃɻ
社ձ、社ձ෱ࢱ、ϝσΟア、
ҭจԽͷڭ、܎ؔۀ࢈
5ֶՊでߏ੒

˔খֶڭߍ་Ұछʢ஫1ʣ̝ தֶڭߍ་Ұछ
ʢ社ձʣ̝ ެ、࢙་Ұछʢ地ཧྺڭߍ౳ֶߴ ຽ、
෱ࢱʣ̝ ਤॻؗ࢘ॻ˔ֶߍਤॻؗ࢘ॻڭ་˔
ത෺ֶؗܳһ ͳͲʢ஫2ʣ

社ձௐࠪ࢜、社ձ෱࢜ࢱ、
ਫ਼ਆอ݈෱࢜ࢱ ͳͲ

ʢ஫3ʣ

Ո・地ํެ຿ࠃ˔ࢱҭ・෱ڭ˔
һ˔γンΫλンΫ˔େखۀا

ʢϚスίϛ、αーϏス、ۜ อ、ߦ
ূ、ݥ ݊ͳͲʣ

�� �
���
உࢠ����

��ࢠঁ���

法学部
⾣1�0�0 ๏཯ֶՊʢ6�3ʣ

੓ֶ࣏Պʢ210ʣ
๏຿、δャーφリスτͳͲকདྷͷઐ໳ۀا�1

キャリアͷͨΊͷ࣮ફతڭҭΛల։
2�େֶӃͱͷఏܞʹΑΔ

ҭΛల։ڭ౓ͳઐ໳ߴ

⃝What,Why,How toʙ
⃝リーΨルϚΠンυ
੍・૝ࢥ⃝ ౓・ա程
⃝ฆ૪ղܾ
⃝グローバル化ͱடংมಈ

1��1年։ߍͷ
੓๏ֶߍ੓࣏Պ͕前਎

˔খֶڭߍ་Ұछʢ஫1ʣ̝ தֶڭߍ་Ұछ
ʢ社ձʣ̝ ެ、࢙་Ұछʢ地ཧྺڭߍ౳ֶߴ ຽʣ
˔ਤॻؗ࢘ॻ˔ֶߍਤॻؗ࢘ॻڭ་˔ത෺
ֶؗܳһ ͳͲ

หࡋ、࢜ޢ൑׭࡯ݕ、׭、
ެೝձ࢜ܭ、੫ཧ࢜、
、࢜੓ॻߦ、࢜๏ॻ࢘
୐地ݐ෺औҾ࢜、
社ձอݥ࿑຿࢜ ͳͲ

˔หࡋ、࢜ޢ൑ࠃ˔׭࡯ݕ、׭
Ո・地ํެ຿һ˔δャーφリス
τ˔େखۀاʢۚ༥、ྲྀ ௨、ϝー
ΧーͳͲʣ

�� �
���
உࢠ��
���

��ࢠঁ���

経済学部
⾣1�0�2 Պʢ��3ʣֶࡁܦ 、΁ͷཧղΛਂΊֶࡁܦ�1

࿦ཧతߟࢥ΍੓ཱࡦҊೳྗΛཆ੒
・ڥ؀・૝・地Ҭࢥ・จԽ・࢙2�ॆ࣮ͨ͠ྺ

৘ใڭҭʹΑΓ社ձで׆༂で͖Δਓ෺Λ
ཆ੒

⃝経済学తߟࢥ
⃝՝୊ൃ見力・ղܾ力
⃝情報ॲ理能力
⃝ΞΫςィϒϥーニング
⃝෯広い研究分野

1��1年։ߍͷ
੓๏ֶߍཧࡒՊ͕前਎

˔খֶڭߍ་Ұछʢ஫1ʣ̝ தֶڭߍ་Ұछ
ʢ社ձʣ̝ ެ、࢙་Ұछʢ地ཧྺڭߍ౳ֶߴ ຽʣ
˔ਤॻؗ࢘ॻ˔ֶߍਤॻؗ࢘ॻڭ་˔ത෺
ֶؗܳһ ͳͲ

ެೝձ࢜ܭ、੫ཧ࢜、
தখۀا਍அ࢜、
*5パスϙーτ、
、ຊ৘ใٕज़ऀج
ωοτϫーΫスϖγャリスτ ͳͲ

˔େखۀاʢۚ༥、ϝーΧー、ྲྀ
௨、ϚスίϛͳͲʣ̝ γンΫλン
Ϋ、ίンαルςΟンά˔ࠃՈ・
地ํެ຿һ˔ެೝձ࢜ܭ、੫
ཧ࢜

�� �
���
உࢠ��
���

��ࢠঁ���

商学部
⾣1�0�� ঎ֶՊʢ��3ʣ 1�ެೝձ࢜ܭ、੫ཧ࢜ͳͲͷ߹֨ऀ਺͸

શࠃτοϓϨϕル
2�͞ま͟まͳ分໺ͷ࣮຿ՈʹΑΔ

࣮ફతͳतۀΛల։

⃝Ϛーケςィング
⃝経Ӧઓུ
際Ϗジωスࠃ⃝
⃝情報・統ܭ分ੳ
⃝؅理会ܭ

1�22年։ߍͷ
ઐ໳ֶߴߍ౳঎ۀ෦͕
前਎

˔খֶڭߍ་Ұछʢ஫1ʣ̝ தֶڭߍ་Ұछ
ʢ社ձʣ̝ ެ、࢙་Ұछʢ地ཧྺڭߍ౳ֶߴ ຽ、
঎ۀʣ̝ ਤॻؗ࢘ॻ˔ֶߍਤॻؗ࢘ॻڭ་˔
ത෺ֶؗܳһ ͳͲ

ެೝձ࢜ܭ、੫ཧ࢜、
தখۀا਍அ࢜、
ূ݊アφリスτ、
ϑΝΠφンγャル・ϓϥンφー
ͳͲ

˔ެೝձ࢜ܭ、੫ཧ࢜˔େख
ূ、ݥอ、ߦʢۜۀا ݊、ίンα
ルςΟンά、ϝーΧー、ྲྀ ௨ͳ
Ͳʣ̝ Ո・地ํࠃ˔Ӧऀܦۀا
ެ຿һ

�� �
���
உࢠ��
���

��ࢠঁ���

政策学部
⾣1�0�6 ੓ֶࡦՊʢ�20ʣ 1�ࣗら໰୊Λൃ͠ݟ、

ղܾで͖ΔೳྗΛҭ੒
2�ଟ֯తͳࢹ఺で、੓ࡦ՝୊ΛֶͿ

ઐ໳ڭҭΛల։

⃝ιーシϟルΠノϕーション
⃝՝୊ൃ見力・ղܾ力
内֎ͰͷフィールυϫーΫࠃ⃝
ۀى⃝
⃝公共ੑͱ市民ҙࣝ

200�年౓։ઃɻ
੓ߦ・࣏੓ֶ、๏ֶ、ֶࡁܦ、
૊৫࿦ͷ�ྖҬΛ౷߹ͨ͠
ֶ෦

˔খֶڭߍ་Ұछʢ஫1ʣ̝ தֶڭߍ་Ұछ
ʢ社ձʣ̝ ་Ұछʢެຽʣ̝ڭߍ౳ֶߴ ਤॻؗ࢘
ॻ˔ֶߍਤॻؗ࢘ॻڭ་˔ത෺ֶؗܳһ ͳ
Ͳ

ެೝձ࢜ܭ、੫ཧ࢜、
தখۀا਍அ࢜、
、࢜੓ॻߦ、࢜๏ॻ࢘
୐地ݐ෺औҾ࢜、
社ձอݥ࿑຿࢜ ͳͲ

˔େखۀاʢاը・ࡍࠃ・ਓࣄ
ͳͲʣ̝ ˔Ո・地ํެ຿һࠃ
ؔػࡍࠃ˔0)/、10/

�� �
���
உࢠ����
����ࢠঁ

グローバル
地域文化学部

⾣1�0�� άϩーバル地ҬจԽֶՊʢ1�0ʣ 「τϐοΫʗΠγュー」「σΟγϓリン」「地Ҭ」「ޠݴ」�1
ͱ͍͏�ͭͷ࣠Λ૊Έ߹ΘͤͨΧリキュϥϜ

2�ෳ਺ͷޠݴӡ༻ͷೳྗΛૅجʹ、άϩーバルͳॾ໰୊
΍地Ҭͷྺ࢙・จԽ・՝୊ʹؔ͢Δֶࡍతͳ஌ࣝΛ਎ʹ
͚ͭΔ͜ͱで、ࣗ ら໰୊Λ൷൑తʹ͢࡯ߟΔํ్ΛֶͿ

⃝ෳ਺ݴ語をशಘ͢Δ
⃝ʮグローバルʯͱʮ地域ʯをͭͳ͙
⃝人々ͷѩ͠みʹײԠ͢Δ
⃝希望あΔ共生社会をߏ૝͢Δ

2013年౓։ઃɻ
Ϥーϩοパ、アδア・ଠฏ
༸、アϝリΧͷ3ίース

˔খֶڭߍ་Ұछʢ஫1ʣ̝ தֶڭߍ་Ұछ
ʢ社ձʣ̝ ʣ̝࢙་Ұछʢ地ཧྺڭߍ౳ֶߴ ਤॻ
་˔ത෺ֶؗܳڭॻ࢘ਤॻؗߍֶ˔ॻ࢘ؗ
һ ͳͲ

50&'-�ςスτ、50&*$�ςスτ、࣮ ༻ӳٕޠೳ
、ݧࢼ定ݕೳٕޠʣ、*&-54ä、υΠπݕ定ʢӳݕ
(PFUIF�;FSUJpLBU、࣮ ༻ϑϥンスٕޠೳݕ定ࢼ
ޠスϖΠン、,4(、ݧࢼ定ݕޠࠃத、'-&%、ݧ
ٕೳݕ定、%&-&、ϩγアޠೳྗݕ定ݧࢼ、「ϋ
ンάル」ೳྗݕ定ݧࢼ、ؖ ͳͲ ݧࢼೳྗޠࠃ

˔ւ֎ల։͍ͯ͠Δۀاʢϝー
Χー、঎社、ཱྀ Ϛスίϛͳ、ߦ
Ͳʣ̝ ࡍࠃ˔Ո・地ํެ຿һࠃ
తͳެڞαーϏスʢۭۭߤ、ߓʣ
಺֎ͷେֶӃਐֶࠃ˔

�� ���
உࢠ����
����ࢠঁ

⾣1�050 จԽ৘ใֶՊʢ2��ʣ 1�ਓؒͷӦΈで͋Δ「จԽ」Λ分ੳ͠、
新ͨͳํݟΛൃݟ

、౓ͳσーλ分ੳೳྗΛमಘ͠ߴ�2
৘ใΛ͍͜࢖ͳͤΔೳྗΛҭ੒

⃝文化ʹΑͬͯ人間を理ղ͢Δ
⃝σータαΠΤンス
⃝文理༥合
⃝࿦理తߟࢥ力
⃝୳究ܕΧリΩュϥϜ

2005年౓։ઃɻ
จཧ༥߹ͷֶ෦

˔খֶڭߍ་Ұछʢ஫1ʣ̝ ་Ұछڭߍ౳ֶߴ
ʢ৘ใʣ̝ ਤॻؗ࢘ॻ˔ֶߍਤॻؗ࢘ॻڭ་˔
ത෺ֶؗܳһ ͳͲ

社ձௐࠪ࢜、
৘ใॲཧٕज़ऀ ͳͲ

˔େखۀاʢۜߦ、঎社ͳͲͷ
৘ใ分ੳʣ̝ γスςϜΤンδニ
ア˔γンΫλンΫ˔ത෺ֶؗ
ܳһ˔େֶӃਐֶ

�� �
���
உࢠ����
����ࢠঁ

理工学部
⾣1�052 ΠンςリδΣンτ৘ใֶ޻Պʢ�3ʣ৘ใγスςϜσβΠンֶՊʢ�3ʣ

Պʢ�0ʣిֶ޻ؾి Պʢ�6ʣֶ޻ࢠ
Պʢ70ʣֶ޻ցཧػՊʢ�6ʣֶ޻ցγスςϜػ
Պʢ�3ʣֶ޻ੜ໋ԽֶՊʢ�3ʣԽֶγスςϜ૑੒・ࢠೳ分ػ
γスςϜֶՊʢ51ʣ਺ཧγスςϜֶՊʢ�1ʣڥ؀

、୅ͷٕज़ֵ新ʹରԠ͢ΔͨΊੈ࣍�1
ཧֶ޻ͷૅجΛపఈతʹڭҭ

2�ੈքτοϓϨϕルͷࢪઃΛ׬උ͠、
େֶӃਐֶ཰͸50ˋҎ্

⃝人間ͷͨΊͷ科学ٕज़
⃝ઌ୺科学ٕज़センター
⃝社会人基ૅ力
⃝ALL DOSHISHA共修プログϥϜ
ܞ学࿈׭࢈⃝

1��0年։ߍͷ
ϋリスཧԽֶ͕ߍ前਎ɻ
200�年౓վ૊࠶ฤ

˔খֶڭߍ་Ұछʢ஫1ʣ̝ தֶڭߍ་Ұछʢ਺
ֶ、ཧՊʣ̝ ་Ұछʢ਺ֶ、ཧՊ、৘ڭߍ౳ֶߴ
ใʣ̝ ਤॻؗ࢘ॻ˔ֶߍਤॻؗ࢘ॻڭ་˔ത
෺ֶؗܳһ ͳͲʢ஫2ʣ

、ओ೚ٕज़ऀؾి
、࢜ࣄ޻ؾి
཮্ແઢٕज़࢜、
หཧ࢜ ͳͲ

ʢ஫3ʣ

˔େखۀاʢ௨৴、ి ෦඼、൒ࢠ
ಋମ、ػց、ి ࣗ、ؾ ಈं、Խֶ
ͳͲͷٕज़・ڀݚ෦໳ʣ̝ େֶ
Ӄਐֶ˔ࠃ˔ؔػࡍࠃՈ・地ํ
ެ຿һ

��� �
���
உࢠ��
���
����ࢠঁ

⾣1�05� ҩֶ޻Պʢ100ʣ
ҩ৘ใֶՊʢ100ʣ
ҩੜ໋γスςϜֶՊʢ65ʣ

ͱҩֶͷ༥߹分໺ʹ͓͚Δઌ୺Պֶྖֶ޻�1
Ҭで׆༂͢ΔΤンδニア΍ऀڀݚΛҭ੒

ੜ෺ֶͳͲଟ༷ͳֶ໰ૅج、ҩֶ、ֶ޻�2
ͱͷ༥߹తڭҭڀݚ

⃝工学ͱ医学ͷ༥合ʹΑΔઌ୺科学
ց工学ͱ医学ͷ༥合領域ػ⃝
⃝工学ͱ理学を෯広͘学Ϳ学科
⃝ΞルツϋΠϚーප・؞・౶೘ප

200�年౓։ઃɻ
޻ ・ֶҩ ・ֶཧֶͷ༥߹తͳ
ϑΟールυʹ͓͍ 「ͯੜ໋」Λ
ର৅ͱͨ͠ઌ୺తͳڭҭڀݚ
Λ͏ߦ

˔খֶڭߍ་Ұछʢ஫1ʣ̝ தֶڭߍ་Ұछ
ʢ਺ֶ、ཧՊʣ̝ ་Ұछʢ਺ֶ、ཧՊʣڭߍ౳ֶߴ
˔ਤॻؗ࢘ॻ˔ֶߍਤॻؗ࢘ॻڭ་˔ത෺
ֶؗܳһ ͳͲʢ஫2ʣ

หཧ࢜、ٕ ज़࢜、
৘ใॲཧٕज़ऀ ͳͲ

˔େखۀاʢҩྍثػ、ࣗ ಈं、
ి、ցػ ి・ؾ ੡ༀ、৘、ثػࢠ
ใ௨৴、ԽֶͳͲʣ̝ େֶӃਐ
ެ・ۀا˔ֶ తؔػڀݚͷݚ
ࢱҭ・෱ڭ˔։ൃ৬・ڀ

�� �
���
உࢠ����
����ࢠঁ

⾣1�056 スϙーπ݈߁ՊֶՊʢ221ʣ 1�ਓʑͷ݈૿߁ਐ、スϙーπͷ社ձత
ൃలʹݙߩで͖ΔਓࡐΛҭ੒

2�ֶ಺֎ͷڀݚ・ҩྍؔػͱ࿈͠ܞ、
ڙΛఏڥ؀ڀݚ࣮ͨ͠ॆ

⃝2OLʢ生活ͷ࣭ʣ向上
⃝フレΩシϒルͳ科໨બ୒
⃝健康・༧๷医学
⃝スポーツϚーケςィング
⃝中学・高ߍͷ保健ମҭ

200�年౓։ઃɻ
ଟ֯తかͭՊֶతͳࢹ఺で
スϙーπͱ݈߁ͷؔ܎ʹͭ
ֶ͍ͯम͢Δ

˔খֶڭߍ་Ұछʢ஫1ʣ̝ தֶڭߍ་Ұछ
ʢอ݈ମҭʣ̝ ་Ұछʢอ݈ମҭʣ̝ڭߍ౳ֶߴ
ਤॻؗ࢘ॻ˔ֶߍਤॻؗ࢘ॻڭ་˔ത෺ؗ
ֶܳһ ͳͲ

、࢜ಋࢦӡಈ߁݈
֤छスϙーπࢦಋऀ֨ࢿ、
ো͕͍ऀスϙーπࢦಋһ ͳͲ

˔େखۀاʢҩྍ、݈ 、৯඼、߁
スϙーπؔ࿈ʣ̝ த ・ֶߴ ౳ֶ
һ˔スϙーπৼڭอ݈ମҭߍ
興ͷ࣏ࣗମ৬һ˔ϓϩスϙー
πϚωδϝンτ˔େֶӃਐֶ

�� ���
உࢠ����
����ࢠঁ

心理学部
⾣1�05� ৺ཧֶՊʢ15�ʣ 1�3ͭͷཤमίースʹΑΔମܥతで

ઐ໳ੑͷڭ͍ߴҭΛల։
2�఻౷ͷগਓ਺ڭҭͷ΋ͱ࣮ݧ・࣮ शͷॆ

࣮、社ձʹリンΫ͢ΔϓϩδΣΫτڭܕҭ
ͳͲʹΑΓ࣮ફత໰୊ղܾೳྗΛҭ੒

⃝こころͷϝΧニζϜ
⃝Χ΢ンセリング
⃝行ಈͷ科学
情ͱύーιφリςィーײ⃝
⃝ൃ達ͱ教ҭ

200�年౓։ઃɻ1�27年։ઃͷจֶ
෦఩ֶՊ৺ཧֶઐ͕߈前਎ɻઐ໳త
ͳ͓ٛߨΑͼগਓ਺Ϋϥスʹ͓͚Δ
ԋश・࣮ शΛ௨ͯ͡ߴ、 ౓ͳ஌ࣝͱٕ
ೳΛ਎ʹ͚ͭΔ

˔খֶڭߍ་Ұछʢ஫1ʣ̝ தֶڭߍ་Ұछ
ʢ社ձʣ̝ ་Ұछʢެຽʣ̝ڭߍ౳ֶߴ ਤॻؗ࢘
ॻ˔ֶߍਤॻؗ࢘ॻڭ་˔ത෺ֶؗܳһ ͳ
Ͳ

ೝ定৺ཧ࢜、
ೝ定৺ཧ࢜ʢ৺ཧௐࠪʣ、
ެೝ৺ཧࢣ ͳͲ

˔େखۀاʢϝーΧー、αーϏ
ス、ۚ ༥、঎社、Ϛスίϛʣ̝ ڭ
ҭ・ҩ ・ྍ෱ࠃ˔ࢱՈ・地ํެ຿
һ˔େֶӃਐֶ

�� ���
உࢠ����
����ࢠঁ

⾣1�060 άϩーバル・
ίϛュニέーγϣンֶՊʢ15�ʣ

1�୎ӽ࣮ͨ͠ફత֎ޠࠃӡ༻ೳྗΛҭ੒
1年ؒͷ4UVEZ "CSPBE͕ඞम

ʢӳޠίース、தޠࠃίースʣ
2�άϩーバル社ձでGBDJMJUBUPS、OFHPUJBUPS、

BENJOJTUSBUPSͱͯ͠׆༂で͖Δਓ෺Λҭ੒

⃝コミュニケーション
⃝ҟ文化理ղ
語ӡ༻能力ࠃ֎⃝
⃝グローバル社会
⃝多文化共生

2011年౓։ઃɻ
ӡ༻ೳྗͱͱ΋ޠࠃ֎౓ͳߴ
ʹ、෯ڭ͍޿ཆ、ҟจԽཧղ
ྗΛཆ͏

˔খֶڭߍ་Ұछʢ஫1ʣ̝ தֶڭߍ་Ұछʢӳ
ʣ̝ޠ ʣ̝ޠ་Ұछʢӳڭߍ౳ֶߴ ਤॻؗ࢘ॻ
་˔ത෺ֶؗܳһ ͳͲڭॻ࢘ਤॻؗߍֶ˔
※தޠࠃίース、೔ຊޠίースʹ͸、ڭ৬՝ఔ͓Αͼ
་՝ఔ͸ઃஔ͞Ε͍ͯまͤΜɻڭॻ࢘ਤॻؗߍֶ　

50&'-�ςスτ、50&*$�ςスτ、*&-54ä、࣮ ༻ӳ
ࢼ定ݕޠӳޠ༺ެ߹࿈ࡍࠃ、ʣݕ定ʢӳݕೳٕޠ
45࣮&�5+、,4(、ݧࢼ定ݕޠࠃʣ、தݕ࿈ӳࠃʢݧ
༻೔ຊݕޠ定、#+5Ϗδωス೔ຊޠೳྗςスτ、
υΠπٕޠೳݕ定ݧࢼ、(PFUIF�;FSUJpLBU、࣮ ༻ϑ
ϥンスٕޠೳݕ定ݧࢼ、%&-'�%"-'　ͳͲ

˔େखۀاʢϝーΧー、৘ใ௨
৴、ྲྀ ௨、ۭߤ、ཱྀ ͳͲʣ̝ߦ ࠃ
Ո・地ํެ຿һ˔ؔػࡍࠃ˔େ
ֶӃਐֶ

�� ���
உࢠ����
����ࢠঁ

ʢ஫2ʣ  औಘで͖Δڭһ໔ڐͷڭՊ͸ֶՊʹΑͬͯҟͳΔ
ʢ஫3ʣ  ؔ࿈ͷ͋Δ֨ࢿ͸ֶՊʹΑͬͯҟͳΔ

ʢ஫�ʣ  ڭһ਺、ֶ ੜ਺͸2023年5݄1೔ࡏݱ

⾣各学෦の大学案内webサイトはこちら
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ਆ学Պ

फ教を通して
世界と社会を考える

ਆֶ෦
S c h o o l  

o f  

T h e o l o g y

キリストڭ、ϢμϠڭ
イスϥʔϜ΋ڀݚ

キリスト教の研究・教育に取り組んできた歴史
をもつ神学部。2001年9月11日に発生したアメ
リカ同時多発テロ以߱はユダϠ教、イスラーム
も学びの対象とし、多様な文明や価値観の共存
について探究しています。聖書に「真理はೊを
自由にする」と記されているように、学びによっ
て人間は自由になれます。神学部では、学生一
人ͻとりの個性を最大限尊重した学びを通し
て、「他者や社会のために自分ができることは
Կか」を考え、自ら行動する力を育みます。

34
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༝
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と
社
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実
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01
̏ͭのҰਆڭΛ学ͼ
৘੎Λཧղ͢Δࡍࠃ
　テロや戦૪、難民といった現代の諸問題だけ
ではなく、政治や経済に至るまで、「いま世界で
Կがىきているのか」を理解するうえで、その
എܠにあるफ教について学ぶことは有ޮなア
プローチになります。キリスト教、ユダϠ教、イ
スラームを信ڼしている人々は世界人口の55
ˋに上るともいわれています。同志社大学神学
部は、これら３つの一神教を本格的に学΂る世
界でもك有な研究・教育機関であり、फ教を学
ぶことでグローバルな視点を養います。

03
গਓ਺ならͰはの
ର࿩ڭܕҭ

04

ऑऀ΁の·な͟しΛ
๨Εͣ、ࠩ ผ΍֨ࠩなど
଍ݩの໰୊ʹऔΓ૊Ή
　元来、神学と෱ࢱは੾り཭せません。౦日本
大਒ࡂのඃࡂ地におけるボランティア活動、日
い࿑ಇ者・野॓者支援、ホスピスでのケアなޏ
ど、神学部には社会෱ࢱの活動にਂく関わって
きた伝統があります。社会的ऑ者に寄りఴい、
ࠩ別や格ࠩなど日本社会や地域の問題に取り
組むʕ。फ教家や社会ى業家はもちろん、企
業人も利५の௥求だけではなく社会貢献の責
任が問われる時代において、こうした社会実践
の経験は社会に出てからも役立つはずです。

02

ؔ৺΍໨ඪʹԠͯ͡
ΧリキϡϥϜΛ
ࣗ༝ʹઃܭͰ͖Δ
　創立者・新島襄は、型にはまらず自分の಄で
考え、自分で判断することができる人間を同志
社で育てようと考えました。建学の精神がଉづ
く神学部では「自由」を学びのキーワードとして
います。必修はキリスト教、ユダϠ教、イスラー
ムの基礎を知る「神学入門」１科目のみ。３つの
फ教を幅広く学ぶ、１つのफ教を専門とする、
関連した歴史、芸術、఩学も学ぶ、他学部の設
置科目を多数受講するなど、自らの関心や将来
目指す方向に応じて自由に学びを設計できます。

　1学年あたりの定員は、全学部の中でもっと
も少ない63人。学生と教員のڑ཭が近く、アッ
トホームなงғ気の中での対࿩型の教育を重
視しています。また、カリキュラムの自由度が高
いため、一人ͻとりの志向に合った授業を探す
ためのガイダンスをきめ細やかに行っています。
学生間のつながりも強く、お互いに勉強や進࿏
の相談をしやすいのも特長です。「自分の居場
所」を見つけやすい環境が整っていますので、安
心して勉学に集中することができます。

古典語を含む
多彩な言語科目

　現代語（英語、ドイツ語、フラン
ス語、中国語、スペイン語、ロシア
語、コリア語、イタリア語）の΄かに、
神学部独自の科目である聖書ϔブ
ライ語、現代ϔブライ語、新約ギリ
シア語、神学ドイツ語、ペルシア語、
アラビア語も学΂ます。これらの言
語は、一神教をਂく学ぶうえで重要
な役割を果たします。

TOPICS

ハイブリッドで学ぶ
「宗教と社会福祉2」
　オンライン授業と対面授業、フィ
ールドワークを組み合わせて、社会
実践について学ぶ科目「फ教と社会
෱ࢱ」が2019年からスタート。フィ
ールドワークでは、知的োがいのあ
る方が฻らす施設「ࢭ༲学Ԃ」を๚
れます。入居者の方と食事を楽しみ、
活動を共にする体験は、自分自身を
見つめ直すよい機会になります。

大学案内
8&#サイト

学෦Φリδφϧ
サイト

ਆ学෦
Φリδφϧ
パンϑϨット

での交流のͻととき「༲学Ԃࢭ」
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จֶ෦
F a c u l t y  

o f  

L e t t e r s

ਓؒのӦΈΛͭݟΊ
ࣾձのຊ࣭Λཧղ͢ΔこͱͰ

ܹಈ͢Δ࣌୅Λ
ੜ͖ൈく࣠Λ਎ʹ͚ͭΔ

急଎な技術革新や国際情੎の変化によって、時
代の先行きはますます不ಁ明になっています。
文学部の学びは、文学、言語、఩学、美術や芸術、
歴史など、人間が生み出してきたものを考࡯し、
人間社会の本質を理解すること。これにより、
複雑に変化する世界を生き抜くための軸とな
る、ී ว的なものの見方を養います。

ඒ学ܳज़学Պ

美や芸術の本質と歴史を学び
感性と知性をഓう

จԽ࢙学Պ

人間の営みを歴史から理解し
ະ来の文化を創造する

จ学Պࠃ

日本語学、日本文学を௥究し
世界と対࿩できる人間力をഓう

英語学、英米文学を
体系的に学び世界へ

ӳจ学Պ

人間と世界についての
ࠜ本的な問題を探求する

఩学Պ
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01
、ཆΛ学ͼڭく͔らのݹ
ະདྷΛల๬͢ΔྗΛഓ͏
ʮԹނ஌৽ʯの学ͼ

　本学部の歴史は1875年に஀生した同志社英
学校にまでさかのぼることができます。本学部
ではリベラルアーツの伝統のもと、先人たちが
長きにわたって築き上げてきた教養を学び、文
化の意ຯを現代の視点から問い直します。こう
したԹ故知新の学びは、その時々の流行に࿭わ
されることなく、ະ来を展望することのできる
力をഓいます。数えきれない΄ど多くの有形、
無形の文化が今なおଉづく京都の֗を෣୆に、
幅広い教養を身につけ、学びをਂめましΐう。

03

　文学部生は積極的に留学に௅戦しており、海
外の協定校への೿ݣ学生のうち、多くを文学部
生が઎めています。一方で、海外からの留学生
も多く、日本人学生にとって大きなܹࢗになっ
ています。単にコミュニケーションツールとし
て外国語を習得するだけでなく、体系的な学問
として語学や文学を学ぶこと。そして、留学や
国際交流を通じてະ知の文化や価値観に৮れ
ること。これらによって、真に世界に通じる「も
のの見方」を身につけることができます。

04

ओٛͱଟ༷ੑࡍࠃ
ਅʹάϩʔόϧな
఺Λഓ͏ࢹ

02

ઐ໳෼໺Λ֩ͱしͯ
͞·͟·な஌ࣝΛ
༗ػతʹͭな͛Δ
　多くの大学において文学部を学際化する܏
向がみられる中、同志社大学文学部は各学科の
専門性を高めていくという選択をしました。そ
れぞれの専門分野のਂい知識を習得すること
で、それを「核」として、学生が自らの興ຯに応
じ、さまざまな知識を有機的につなげることが
できると考えるからです。本学部には英文学科、
఩学科、美学芸術学科、文化史学科、国文学科
の５学科があり、入学時から学科に分かれ、専
門性の高い教育を受けられます。

ҙݟΛަΘしͯ
学ͼΛਂΊΔ
গਓ਺੍ڭҭ
　１年次から10 ～ 20名で行う演習科目が展
開されます。アカデミックな文ষの書き方や文
献の検索方法など、大学での学習に必要なこと
がらを学んだうえで、専門的な学びへ。３年次
からはゼミに所ଐして、一人ͻとりの研究テー
マを௥究します。̐ 年次には担当教員の指導の
もと、学びの集大成として卒業論文をࣥ筆しま
す。教員と学生が少人数で向かい合い、意見を
交わして学びをਂめるʕ。大学教育の真਷が
ここにあります。

จ
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複眼的視座を養う
副専攻制度

　所ଐする学科での学びに加え、
他学科の講義や演習を履修する

「学科型副専攻」、学科の࿮を超え
て人文学総合・メディア文化・アジ
ア文化・国際専修という̐つのテ
ーマを学ぶ「横断型副専攻」、科学
分野でىこる社会問題を正しくಡ
み解き、解説できる力を養う「サイ
エンスコミュニケーター養成副専
攻」を展開しています。

TOPICS

就職先はさまざま
教員、学芸員

司書を目指す道も
　文学部の学びは特定の職業に直
結するものではありません。だから
こそ、学んだ教養を活かしてさまざ
まな職種を選ぶことができます。卒
業後の進࿏は金融や流通、マスコ
ミ、メーカーといった一般企業、公
務員など多ذにわたります。また、
文学部では教員、学芸員、司書の໔
許が取得可能で、それらを目指す学
生も多くいます。

大学案内
8&#サイト

学෦Φリδφϧ
サイト

จ学෦
Φリδφϧ
パンϑϨット
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ࣾձֶ෦
F a c u l t y  

o f  

S o c i a l  

S t u d i e s

มֵ͕ٻΊらΕΔ࣌୅ʹ
ΑΓΑく฻らͤΔ

ࣾձのしくΈΛ͑ߟΔ
社会学部では人と人、個人と社会の関係を研究
しています。現在、世界と日本は、家族、ಇき方、
医療、介護、メディア、コミュニケーションなど、
さまざまな事象において変革をഭられています。
たちはどのように向かい合い、社会のしくみࢲ
をどう変えていけばよいのか。これこそが社会
学部の学びのテーマです。

ϝσΟア学Պ

メディアの情報をಡみ解く
感受性と൷判力を養う

学Պ܎ؔۀ࢈

人が޾せにಇけるしくみを
プロデュース

ҭจԽ学Պڭ

世界の新しい教育の流れを
リードする人材を育成

ࣾձ学Պ

人と社会の関係を
せにするॲ方ᝦを考える޾

す΂ての人が自分らしく
฻らせる社会を目指して

ࣾձ෱ࢱ学Պ
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01
学のਫ਼ਆ͔らଓくݐ
ऑऀ΁の·な͟し
　社会学部は2005年に文学部から独立する形
で஀生しましたが、それぞれの学科には古い歴
史があります。なかでも社会෱ࢱ学科は1931
年に日本の大学ではॳめての社会事業学専攻
として創設されました。創立者・新島襄は単に
知識や技術を授けるだけではなく、良心を手࿹
にそれらを運用する人物を育てることを同志社
の建学の精神としました。それに基づき、ऑ者
に寄りఴう社会෱ࢱの実践者や教育研究者を
育成してきたのが社会෱ࢱ学科の歴史であり、
学部全体にその伝統は受け継がれています。

03

　幅広く社会問題に目を向け、問題を明֬にし
たうえで解決する力をഓうために、本学部では
副専攻制度を導入しています。所ଐ学科の学び
を主専攻としつつ、࢒り4学科に「ジェンダー」

「社会心理」「国際社会」を加えた7分野から副専
攻を選΂ます。これらの副専攻を修了すると、
卒業時に修了ূ明が発行されます。主専攻でま
ず軸足を定めてਂく探究し、そこからさらに自
分の興ຯや関心を広げていける。それが社会学
部の副専攻制度の特色です。

04

く͍ͯ͛޿ຯ΍ؔ৺Λڵ
෭ઐ੍߈౓

02

ਓͱࣾձΛͭݟΊΔ
�ͭのੑݸతな学Պ
　人と社会の関係性や、社会のしくみについて
幅広く研究する「社会学科」、高齢者、োがい者、
いじめや不ొ校で೰む人など、社会で生活する
うえで困っている人々に必要な施ࡦや活動を
考࡯し実践する「社会෱ࢱ学科」、新聞、テレビ、
SNS、アニメなどあらゆるメディアを研究対象
とする「メディア学科」、よりよいಇき方やޏ用
のあり方について考える「産業関係学科」、学校
だけではなく社会のあらゆる場における人間形
成の理念と۩体的方法について研究する「教育
文化学科」の５学科を設置しています。

ϑΟʔϧυϫʔクͰ
、͚܏৔の੠ʹࣖΛݱ
࣮ূతなௐࠪڀݚΛ͏ߦ
　社会学を学ぶためには、講義を聴いたり文献
をಡ解したりするだけでなく、教室を出て、企業
や学校、地域などで行うフィールドワークが欠
かせません。インタビュー調査やアンケート調
査で現場の声を聞き、データを集めるといった
実ূ的な調査研究を行い、それをもとに理論化
することが社会学の手法です。また、社会学部
には公的機関や෱ࢱ施設、企業で行われる現場
実習、海外での調査実習など実践的なプログラ
ムも豊෋に用意されています。
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ハワイの実践例を学ぶ
「国際社会福祉実習」

　国際的な視野を持つソーシャル
ワーカーの育成を目的とした国際
社会෱ࢱ実習ではハワイを๚問。
先住民やҠ民のための社会෱ࢱ施
設やNPOを๚れ、多文化社会なら
ではの支援方法を実践ྫから学修。
ශ困とホームレス、ༀ物ཚ用といっ
た問題に対するユニークな取り組
みについても学ぶ΄か、ハワイ大学
では社会෱ࢱの授業に参加します。

TOPICS

多文化共生社会を体感
「異文化体験実習」
　異文化体験実習では、多文化共
生社会として知られているカナダ
へ。日系Ҡ民のライフヒストリー・
インタビュー、日本語学校での教育
実践、英語࿩者がフランス語で教
育を受ける༮ஓԂ・小学校の๚問
などを通して、多文化共生社会特
有の教育文化をഽで感じ、世界的
な視野に立って日本のະ来の教育
について考えます。

大学案内
8&#サイト

学෦Φリδφϧ
サイト

ࣾձ学෦
Φリδφϧ
パンϑϨット
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๏ֶ෦
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L a w

๏཯・੓࣏のઐ໳஌ࣝΛ学ͼ
ࣾձの͞·͟·な໰୊ʹ

ʮΑΓΑ͍ʯղܾࡦΛఏࣔ͢Δ
大੾なのは、「なͥʁ」という論理的な問い。法
཯学科では、法཯を通して「物事の見方、考え
方」「結論を出すためのプロセス」をపఈ的に学
びます。政治学科では、ઈえ間なく変動する国
内外の政治をྫྷ੩に分析し、21世紀のある΂
き࢟を構૝する֬かな力を身につけます。将来
の進࿏は法曹、外交官、公務員、企業法務、ジャ
ーナリスト、研究者など多様なキャリアをඳけ
ます。

法的問題の
ଥ当な解決を図る

๏཯学Պ

ܹ動の国際政治、
日本政治をಡみ解く

੓࣏学Պ
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01
ཤमՊ໨Λ
ࣗ༝ʹ૊Έ߹Θͤͯ
キャリアܗ੒ʹ͔͢׆
　法学部では専門的な科目の履修に先立ち、入
門科目と基礎科目を履修します。その上で法཯
学科は展開科目、政治学科は発展科目を履修す
ることで体系的に学修できます。展開・発展科
目はさまざまな科目から自由に選択できますが、
目指す進࿏に直結する専門知識をޮ཰的に修
得するためのガイドラインとして、履修Ϟデル
やコースも用意。これを参考に、各自の目標と
関心に合った履修科目を組み合わせることで、
自分らしいキャリアへの道が開けます。

03

　政治学科は、２年次のळから３つのコースに
分かれます。政ౘ、選ڍ、行政、地方自治、有権
者の政治意識などを学び、現代政治のメカニズ
ムを理解する「現代政治コース」。日本・アジア
・ヨーロッパの政治に関する歴史とࢥ૝の大き
な流れを理解する「歴史・ࢥ૝コース」。安全保
ো・国際機構・国際政治経済の知識をਂめ、ア
メリカ・ヨーロッパ・中国・౦ೆアジア・アフリ
カなどの政治を総合的に೺Ѳする「国際関係コ
ース」。それぞれのコースには、最新の政治学研
究に基づいた専門的な学びがあります。

04

ྺ、࣏୅੓ݱ 、૝ࢥ・࢙
の�ίʔスͰ܎ؔࡍࠃ
学Λ学Ϳ࣏৽の੓࠷

02

大学Ӄͱの࿈ܞΛॏࢹ
ඈͼೖ学੍౓΋、ۀଔظૣ
　ଈ戦力のスキルや、ワンランク上の専門性を
養う΂く、大学院との連携を重視しています。学
部に在੶しながら大学院の科目を受講できる΄
か、3年間で学部を卒業して大学院に進学する

「早期卒業」制度や、4年次をඈび越えて進学す
る「ඈび入学」制度もあります。また、成績優秀
な学部在学生向けには、筆記試験なしで進学す
る「特別選抜入学試験」制度も。大学院進学཰が
高いのも法学部の特௃で、5 ～ 6年間の高度な
教育によって実社会で活躍できる力を養います。

άϩʔόϧԽの࠷લઢʹ
௅ઓ͢Δ࣮຿ՈΛҭͯΔ
　グローバル化の進展に伴い、社会問題やฆ
૪の解決が国境を越えることが増え、法཯や政
治を手࿹に活躍する実務家にも、国際的な視点
が求められています。法学部では、海外提携大
学と同志社大学にそれぞれ一定期間修学し྆
大学の学位を取得できるダブル・ディグリープ
ログラムや海外の大学へ留学する単位互換制
度、サマープログラムを学部独自に実施してお
り、留学制度が充実しています。また、正課科目
でも模擬ࡋ判などの国際大会出場を目指す特
घ講義などを開講しており、グローバルな学び
を展開しています。
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法曹養成プログラムで
基礎的能力を身につけ、
学内外の法科大学院へ
　法学部では、法曹養成プログラ
ム（法曹コース）を設置しています。
法཯学科の学生で本プログラムを
修了見込みの者は、連携先の同志
社大学と神戸大学の法科大学院は
もちろん、その他の大学の法科大
学院が実施する特別選抜入試を受
験することができます。法曹養成プ
ログラム向けの早期卒業制度もあ
り、最短5年で司法試験の受験資格
を得ることができます。2022年度
は15名が本プログラムを修了し、
学内外の法科大学院に進学してい
ます。

TOPICS

学びと実務を結ぶ
企業法務プログラムと
実務家連続講義

　法཯学科の「企業法務プログラ
ム」では、企業の法務関連部門での
インターンシップを行う「リーガル
・フィールドワーク」を正課科目と
して開設。実務の場で法務関連の
課題を௥究し、「生きた法཯」を体験
できます。政治学科の「実務家連続
講義」では、外交官など国際協力に
携わる実務家や新聞社の現場の記
者による講義を実施。政治や外交
の第一ઢで活躍する実務家の࿩を
聞くことで、政ࡦ決定・実施の現場
の理解につながります。

大学案内
8&#サイト

学෦Φリδφϧ
サイト

๏学෦
Φリδφϧ
パンϑϨット
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೔ৗの͋らΏΔこͱΛ
Ͱ෼ੳしߟࢥ学తࡁܦ
ࣾձʹ͢ݙߩΔ
ਓ෺Λཆ੒͢Δ

たちの日常生活のあらゆる事象には経済活ࢲ
動が関連しています。本学部は経済学的ࢥ考・
分析力や論理をベースとして、現代社会が抱え
る諸問題を「理論」「政ࡦ」「歴史」などの観点か
ら分析し、解決への方法を探ります。また、これ
らを通じて、経済学への理解をਂめ、論理的ࢥ
考力や政ࡦ立案能力を養い、社会の中で力を発
。できる人物を育みますش

経済学的視点から
世の中を見通す力を育成

学Պࡁܦ
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01
౷త・ஈ֊త学शͰܥ
Λ਎ʹ͚ͭΔૅج学のࡁܦ
　入学後はまず大学での学修を進めるために
必要な技能を学びながら、経済現象や経済学の
基本的な知識を修得します。ซせて、日本経済
の現状や課題などをテーマに経済学の基礎的
な考え方や今後の行方などを考࡯し、さまざま
な見解に৮れ、柔軟なࢥ考と経済学的な見方で
世の中を捉える࢟੎を養っていきます。また、
情報技術の進歩に対応するため、データから正
しいエビデンス（ূ拠）を得るのに必要な統計
学、計量経済学などのデータ分析が学΂る科目
も数多くあります。

03

　本学部は授業やゼミなどのSTUDY（正課）の
΄か、ACTION（課外活動）も充実しています。

「学生プロジェクト」は学生たちがチームを組み、
൒年～ 1年をかけて自分たちが設定した問題の
解決に取り組みます。「ཬ山きゃんͺすプロジェ
クト」「リニアϞーターカーによる環境への影
響」など、そのテーマは多ذにわたります。その
΄か、「ビジネスアイデア大会」「ディベート大
会」など多くの学びの場を提供しています。

04

S56%:�"$5*0NͰ
学ͼの෯Λ͞らʹ͛޿Δ

02

ੈのதの͋らΏΔこͱ͕
ࣗ෼のڀݚのςʔマʹ
　金融や財政、SDGsの諸問題からコンサート
や美術館、マンガ・アニメなどの文化活動まで、
研究対象は無限に広がります。経済学的なもの
の考え方、論理的ࢥ考を身につけた後、自分の
好きなことをテーマに研究を進められることが
本学部のັ力のͻとつです。自身が考える小さ
なٙ問、ニュースで報道されているਂࠁな問題、
さらには子どもたちをসإにする方法も経済
学を学ぶことで解決のࢳ口を見つけられるか
もしれません。

গਓ਺ڭҭͱθϛͰ
Λ஌Δࡁܦઌ୺の࠷
　1年次のळ学期から履修することのできる「エ
コノミクス・ワークショップ（プライマリ・アド
バンスト）」では、少人数で最先端のトピックス
を探求することができます。テーマは毎年見直
され、「MMT（現代՟ฎ理論）をಡむ」「京都と日
本の食文化」「ジェンダーとベーシックインカム
について英語でಡむ」など多ذにわたり、興ຯが
あればԿ科目でも履修が可能です。ゼミは2年
次のळ学期から始まり、関心のあるトピックの
専門性をਂめていきます。
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産官学連携キャリア
形成プログラム

　企業や地域社会といった実社会
をケースとしたプログラムを実践
することで、社会人としての基礎力
や課題発見・問題解決能力を養い
ます。また、卒業後の進࿏選択の۩
体化、多様化を図ることも目的のͻ
とつです。実社会を理解し、イノベ
ーション人材として活躍するため
の好機となるプログラムです。

TOPICS

「いま」を知るための
充実した科目

　情報系科目はゼミを含め20科目
以上あり、基本的なITリテラシーの
΄か、社会人としても通用する実践
的ITスキル、AIの活用法なども学΂
ます。́ か、金融業界やフΝッショ
ン業界、ものづくりなどの最前ઢで
活躍しているビジネスリーダーに
よる講義を通じて、ビジネスの現場
を知ることができる科目も設置し
ています。

大学案内
8&#サイト

学෦Φリδφϧ
サイト

学෦ࡁܦ
Φリδφϧ
パンϑϨット
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F a c u l t y  
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C o m m e r c e

のมಈ͕ܹし͍ࡁܦ
୅ࣾձʹରԠͰ͖Δݱ

ੜ͖ͨ஌ࣝͱスキϧΛͭ࣋
άϩʔόϧਓࡐΛҭ੒

本学部は自発的な問題発見能力とྫྷ੩な判断
能力を݉ね備え、経済の変動がܹしい現代社会
でグローバルに活躍できる人物の育成を目指
します。流通やマーケティング、๵қ、金融、保
会計、経営など、۩体的な経済活動にয点、ݥ
を当て、将来のキャリアビジョンを形成しなが
ら、職業分野と直結した実践的な内容を学んで
いきます。

ビジネスを見通す
力を修得する

঎学Պ
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　本学部では「฽記学」「会計学」「フΝイナンシ
ャルプランナー基礎・応用・実践」など、資格試
験に関連する多くの科目を卒業単位にࢉ入さ
れる正課科目に組み入れています。また、各種
資格試験講座を課外講座として開講しており、

「公認会計士入門講座」「੫理士入門講座」「日
本商工会議所฽記検定対ࡦ講座」「中小企業਍
断士入門講座」など資格試験にチャレンジする
ためのバックアップ体制を整えるとともに、資
格取得のための自習室も׬備しています。

04

ਖ਼՝Պ໨ͱ՝֎࠲ߨͰ
औಘΛサϙʔト֨ࢿ

02

άϩʔόϧ・ϏδωスΛ
ഽͰମ͢ײΔཹ学੍౓ͱ
ւ֎ݚमプϩάϥϜ
　同志社大学の೿ݣ留学制度の΄かに学部独
自にؖ国、マレーシア、୆࿷、タイ、ドイツの大
学と提携しており、学生の೿ݣを行っています。
また、海外研修プログラム科目として「海外ビ
ジネスᶘ」を設置しており、実際に海外に行っ
て現地の日系企業や商業施設などの見学や現
地スタッフとの交流を通じて、海外ビジネス、
および、日本企業の海外進出の現状について学
びます。

03

ʮݱ৔ʯʹ ͍ۙ学ͼΛ
ల։͢Δଟ࠼なθϛ
　少人数クラスのゼミは教員とのڑ཭も近く、
密度のೱい研究が行われています。そのテーマ
は、経営、マーケティング、国際電子商取Ҿ、観
ޫ、会計、金融、経済など多方面にわたります。
その内容も、マーケティングをྫにすると「ケー
ススタディー（事ྫを࢖った分析）による研究」

「他大学の学生と交流しながら卒業論文を発表
する」「企業から持ち込まれた課題についてマ
ーケティングの手法を用いて解決ࡦを探る」な
ど実務現場に役立つ視点を重視しています。

01
�ͭの学ܥͱ
�ͭのίʔスͰ
෯͍޿学ͼΛ࣮ݱ
　商学に関する専門科目は「経済・歴史」「商業・
金融」「๵қ・国際」「企業・経営」「฽記・会計」
の５つの学系に分類されています。コースは「商
学総合コース」「フレックス複合コース」の2種
類あり、「商学総合コース」は５つの学系から主
学系と副学系の２つを選択し、専門領域を総合
的・体系的に学びます。「フレックス複合コー
ス」には特定の分野をより重点的に学ぶ「専門特
化型」と副専攻の選択科目の幅が広い「副専攻
型」の２つがあります。
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リアルなビジネスを
実感する講座を用意

　企業やビジネスに関して幅広く
学΂る授業として、企業の経営者
や実務者をটき、ビジネスの現場の
リアルを学ぶリレー形式の講座が
用意されています。また実際の現場
を体験し、ビジネスについてよりਂ
い理解を得ることを目的とした「イ
ンターンシップ・プログラム」など
も展開しています。

TOPICS

5年一貫
教育プログラム

　このプログラムは学部4年次に
生まれる時間的༨༟を大学院への
ステップとして活用することで、5
年で修士学位の取得を目指すもの
です。学部から大学院へと継続的
に指導を受けることで、幅広い視野
とਂい専門知識を修得し、国内外
の企業・産業が直面する諸課題を
理解・分析できる高度な専門知識
を有する人物を育成します。

঎学෦
Φリδφϧ
パンϑϨット

大学案内
8&#サイト

学෦Φリδφϧ
サイト

�ͭのίʔスの
ҧ͍ʹ͍ͭͯ
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F a c u l t y  

o f  P o l i c y  

S t u d i e s

複雑化する社会問題を発見・解決する
次世代のリーダーを育てる

੓ࡦ学Պ

੓ࡁܦ、࣏、๏཯、૊৫
͞·͟·なࢹ఺͔ら

、しݟ୅ࣾձの໰୊Λൃݱ
ʮ੓ࡦʯΛཱ案͢Δ

「国と国が手をつなぎ環境をकるために必要な
ものとはʁ」「地域社会を元気にするためには
ʁ」など社会が抱える問題を発見・解決するた
めには、幅広い知識が必要です。政ࡦ学部では、
政治、行政、法཯、経済学、組織論など多様な視
点を通して現代社会を見つめて問題を発見し、
解決するための「政ࡦ」を立案、実施・評価でき
る力をഓいます。
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01
࣮ࣾձのॾ໰୊Λ୊ࡐʹ
ʮ੓ࡦʯΛڀݚ

　国際機関や国、自治体、民間企業、NPOなど
さまざまな組織の問題発見から解決までのプ
ロセス 「́政ࡦ」が研究の対象。社会で実際にى
こるリアルな状گを૝定しながら理論的かつ体
系的に政ࡦを学び、政治・行政、経済、法཯、組
織、国際社会などの۩体的な知識や技術を身に
つけます。創立者・新島襄の言葉「䍸ၯ不ᠠ」

（独立心が旺盛で常يでは཯しがたい自由な精
神）をڳに、新しいアイデアで社会にイノベー
ションをىこす人物の育成を目指します。

03

　2年次ळ学期からは大多数の学生がゼミに所
ଐします。「公共政ࡦ」「コミュニティ創造」「観
ޫ振興」「෱ࢱ行政」「スポーツ政ࡦ」「家族社会
学」「金融」など、ゼミのテーマはさまざま。各ゼ
ミでは4 ～ 5人程度のチームに分かれて政ࡦ立
案コンテストやディベート大会への参加、自治
体職員と協ಇした実際の政ࡦづくり、国内外で
のフィールドワークなどに取り組みます。ゼミ
活動は自分の可能性を広げるチャンス。将来の
目標に向けて、ະ来につながる力を身につけま
しΐう。

04

�೥൒のθϛ׆ಈͰ
ະདྷʹͭな͕Δ
ྗΛ਎ʹ͚ͭΔ

02

学໰のख๏Λ਎ʹ͚ͭ
ઐ໳త͔࣮ͭફతな学ͼ΁
　1年次から２年次य़学期にかけては、情報へ
のアクセス方法やレポートの作成方法、ಡ解・
分析・伝達のスキルなど、大学で学ぶために必
要な手法や知識と、社会科学全般の基礎知識
を身につけます。2年次ळ学期以߱は、多様な
科目群の中から自身の問題意識やキャリアイ
メージに合った科目を選択。特に演習（卒業研
究プロジェクト）では、社会の現場に出て学ぶ

「フィールドワーク」を通じて各自のテーマを実
践的にਂく௥究します。

஥ؒͨちͱ੾᛭ୖຏし
Λྲྀしな͕ら׼৔Ͱݱ
学ͼΛਂΊΔ1#-
　政ࡦ学部ではపఈした少人数教育やアクテ
ィブラーニングを重視しています。「プロジェク
トベースドラーニング（PBL）」では、少人数のチ
ームごとに課題を設定。国内外の多種多様なフ
ィールドに行き、公的機関や民間企業、̣ ̥ ・̤
̣̜̤などとともに課題解決に௅みます。こう
した実践を通して物事を多֯的にとらえるࢥ考
力をਂめるとともに、グループワークにおける
チームビルディングや、自分の意見を的֬に伝
えるプレゼンテーションの能力をຏきます。

䍸
ၯ
ෆ
ᠠ
の
ਫ਼
ਆ
Ͱ

৽
͠
い
Ξ
Π
σ
Ξ
を
ଧ
ͪ
出
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会
に
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政策等立案コンテストに
多くのゼミ生が参加

　2022年度はRESASやV-RESAS
等を活用した地域課題の分析を踏
まえた、地域を元気にするような政
アイデアを募集するコンテストࡦ
である「地方創生ˑ政ࡦアイデアコ
ンテスト2022」の全国審査で地方
創生担当大ਉ৆受৆（全国1位）と
協ࢍ企業৆5つを受৆。学生向けの
伝統ある全国コンテスト「日ۜグラ
ンプリ」で「優秀৆」受৆。柔軟な発
૝や創造力と市外から見た若者の
視点による新たな政ࡦを募る「たつ
の市地域創生アイデアコンテスト」
で4年連続最優秀৆受৆。その他各
種大会で多数の受৆を果たしてお
り、ゼミ活動を通じた取り組みが高
く評価されています。

TOPICS

グローバルに活動する
海外フィールドワーク
　バルカン൒島で国際政治の現場
を体感する、アメリカの学校でقઅ
感を大੾にしながら日本語を教え
るʜʜ。政ࡦ学部では多様な海外
フィールドワークを積極的に行っ
てきました。新型コロナウイルス感
છ拡大による渡航自ॗ期間には
Zoomを活用した్上国の子どもた
ちの学びのサポートなどを実施。規
制؇和により、࠶び海外フィールド
ワークを実施する予定です。

大学案内
8&#サイト

学෦Φリδφϧ
サイト

੓ࡦ学෦
Φリδφϧ
パンϑϨット
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άϩーόϧ
஍ҬจԽֶ෦

F a c u l t y  o f  

G l o b a l  a n d  

R e g i o n a l  

S t u d i e s

地域の歴史や文化を理解し
国際的な相関性にまで視野を広げる

άϩʔόϧ
஍ҬจԽ学Պ

ੈքのॾ໰୊Λڀݚし、
૝͢ΔߏੜࣾձΛڞ๬͋Δر
加଎度的なグローバリゼーションによって、国
際社会を構成する諸地域の間で言語、फ教、歴
史観などのҧいにى因する無数の問題が相互
に絡み合いながらますます複雑化しています。
こうしたグローバルな問題の解決方法を考え
るためには、地域の文化や課題についてのਂい
理解が必要です。グローバル地域文化学部では、
世界各地域の文化・歴史・課題を学際的に研究。
共生社会の実現は難しいと理解しつつ、それで
もなお希望あるະ来を構૝する志を育てます。
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01
ෳࡶʹӨڹし߹͏
άϩʔόϧͱϩʔΧϧ
　ローカルなى源から世界中に感છ拡大した
新型コロナウイルス感છ症。複数の国にわたっ
て活動し、国家以上の資本力と政治力を持つ多
国੶企業。これらの事ྫを見ると地域の事象と
グローバルな事象は複雑に影響し合い、世界は
常に変化し続けているとわかります。こうした
世界の動きをダイナミックに捉えるのがグロー
バル地域文化学部の目指すところです。まずは
100ԁショップやフΝストフΝッションの商品
はなͥ安いのかというような身近な問題からグ
ローバルな視野を広げていきましΐう。

03

02

ෳ਺の֎ޠࠃΛशಘし
ଟ༷なࢹ఺Λ֫ಘ͢Δ
　外国語は地域を理解するための基礎スキル
です。グローバル地域文化学部では英語、ドイ
ツ語、フランス語、スペイン語、中国語、ロシア
語、コリア語、インドネシア語、トルコ語、ポル
トガル語、アラビア語、イタリア語の12言語の
カリキュラムを用意し、2つ以上の外国語の習
得を目標にしています。英語だけではなく、フ
ランス語も、中国語もʜʜと࢖える外国語が多
くなると、その分だけ新しい視点が増えて世界
の見え方や文化の見え方が変化します。

　学問の方法に৮れる導入セミナー、地域文化
研究の方法を学ぶ入門セミナー、各ディシプリ
ンのアプローチを学ぶ教養セミナー、原書・原
語で学ぶセミナー、自らのテーマを発見しਂく
探究する発展セミナー・専門セミナーなど、す
΂ての年次に少人数セミナーを配置し、最終目
標の卒業論文ࣥ筆につなげます。

04

গਓ਺セϛφʔͰ
�೥ؒの学ͼΛஈ֊తʹ
ੵΈ্͛Δ

ઐ͢߈Δ஍ҬΛ௥ڀし
ؔ࿈͢Δଞ஍Ҭʹ͍ͭͯ΋
ԣஅతʹ学Ϳ
　ヨーロッパ諸国の歴史、文化、現代の諸問題
を協調、対立、摩ࡲ、調和といったさまざまな関
係の中から೺Ѳする「ヨーロッパコース」、急ܹ
な経済成長を਱げるアジアとオセアニア地域
の今を学ぶ「アジア・太平༸コース」、ೆ ๺アメ
リカ大陸およびカリブ諸島など周辺地域全体
を視野に入れ、国際情੎との相関性を研究する

「アメリカコース」の3コースを設置。いずれも
地域の歴史、文化、課題の3つのଆ面から学び、
さらに他コースの科目を履修して視野を広げる
こともできます。
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多彩な
海外留学プログラム

　サマープログラム、スプリングプ
ログラム、セメスタープログラム、
EUキャンパスプログラム、೿ݣ留
学など、同志社大学で実施している
留学プログラムの他に、学部独自の
研修プログラム（ウェスタン・ミシ
ガン大学）、海外インターンシップ
を用意。

TOPICS

「グローバル」と「地域」を
つなぐ体験型プログラム

　2022年度より、国内でグローバ
ルな体験ができる「グローバル地域
文化学の実践」を新たに設置。水ມ
やԄ美大島へのフィールドワーク
や、Ҡ住者コミュニティとの交流、
映૾制作、子どもの権利に関する
プロジェクトを実践し、その成果を
英語で発信するスキルを身につけ
ます。

大学案内
8&#サイト

学෦Φリδφϧ
サイト

άϩʔόϧ
஍ҬจԽ学෦
Φリδφϧ
パンϑϨット
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F a c u l t y  o f  

C u l t u r e  a n d  

I n f o r m a t i o n  

S c i e n c e

文化を科学する
新しい学びを実現

จԽ৘ใ学Պ

ྖҬの࿮Λ௒͑
จԽΛσʔλサイΤンスの

ख๏Ͱղ໌し、
ਓؒのຊ࣭ʹഭΔ学ͼ

文化とは人間が創り出した、人間の本質を表す
ものです。つまり文化を理解することは、人間
そのものを理解することにつながります。文化
情報学部は、芸術や言語、社会、経済、歴史、心
理などの人間の営みを文化と捉え、文化現象を
データサイエンスによって分析・解析すること
で、これまでの手法では見えなかった事実を探
っていく、文理融合型の学部です。

จԽ
৘ใֶ෦
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01
จཧの֞ࠜΛӽ͑ͯ
ଟ༷なจԽڀݚのํ๏Λ学Ϳ
　本学部は文系・理系の֞ࠜを越えた「文化情
報学」の学びのため、文化に関わる多彩な科目
を配置した「文化科学系科目群」、統計科学・数
理科学・計ࢉ機科学に関する科目を体系的に
配置した「データ科学系科目群」、学融合的な知
見や最先端の研究動向を扱う「先端・融合系科
目群」を提供しています。また、文化情報学に関
する教養を身に付けるため「文化情報学トピッ
クス」など文化に関する教養科目を設置する΄
か、現代の「ಡみ書きそろばん」と言われる「数
理・AI・データサイエンス」のリテラシーレベル
プログラムであるDDASH-L（全学共通プログ
ラム）を必修としています。これらを経て、3年
次ळ学期からは多様なテーマをଗえた研究室
に所ଐし、これまでの学びを発展・融合させた
独自性の高い研究へと展開していきます。

03

　本学部には、様々なテーマの研究室があり、
興ຯをもった文化現象をデータサイエンスの
手法を用いて分析・解析しています。そのよう
な活動を通じて、単なる知識としてのデータサ
イエンスではなく、実践的なデータサイエンス
の手法を身につけるとともに、分析結果に基づ
くਂいࢥ考力をഓうことができるのです。ྫ え
ば、人文情報学研究室では、学芸・ࢥ૝をデー
タサイエンスの射程に入れた学際的研究を促
進し、伝統音楽の特௃をAI技術と結びつけて音
楽文化の伝೻・変ભを示すϞデル構築を行っ
ています。また、データ駆動科学研究室では、物
理学でしばしばొ場する考え方を応用し、一見
異なるテーマに対して同じ方法で௅めないか
を模索しながら研究に取り組んでいます。

04

リサʔν・プϩδΣクトΛ௨͡、
σʔλサイΤンスの࣮ફతख๏ͱ
Λ਎ʹ͚ͭΔ02ྗߟࢥ͍ਂ

ٞ࿦Λ௨ͯ͡学Ϳ
จԽ৘ใ学のཧ೦
　1年次では「文化情報学とはԿか」について学
生同士の議論による探究（「文化情報学1」）、上
級生の研究発表やキャリアビジョンの紹介に
関する聴講・議論（「文化情報学2」）を行い、本
学部における学びについての理解をਂめます。
さらに2年次では各回複数の教員が文化情報学
の最先端の研究を紹介し、融合の可能性につい
て学生を交えて議論します（「文化情報学3、4」）。
この議論を通じて、学生は異分野融合がもたら
す革新的な知の創出のためのࢥ考法を養うと
ともに、文化情報学の理念についてࢥ考を८ら
せます。

学ੜͱڭһͱ͕
ಉ͡໨ඪΛڞ༗͢Δ
୳ܕڀの学ͼ
　3年次では、異分野の教員同士で担当する探
究型演習授業において、これまでに学んだ文化
現象の知識やデータ科学のスキルを活用し、グ
ループで協ಇして問題を発見・解決する力を養
います（「ジョイント・リサーチ」）。ळ学期から
は研究室に所ଐし、先行研究の調査や課題の整
理を行い、研究テーマをߜり込んでいきます

（「リサーチ・セミナー」）。4年次では、学びの集
大成として、教員から指導を受けつつ、時には
議論を交わしながら、学生主体の研究活動を実
践します（「リサーチ・プロジェクトᶗ、ᶘ」）。こ
うした研究活動を通じて、学生は、֬ かなデー
タ源・情報源を基にした学問的探究のଶ度と能
力を習得することができます。
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　文学部との共同事業として、主に
1、2年次生を対象とした「論理的ࢥ
考教育プログラム」を開発していま
す。これまで日本の大学で教えられ
ることが少なかった論理的ࢥ考の
ための技術と知識を育成する多彩
な内容となっており、同志社大学の
伝統である良心教育にଇり、論理
的ࢥ考を社会のために正しく用い
る力を養います。

TOPICS

伝統文化から現代文化まで
古今の多彩な文化に触れる

　「文化」を科学する文化情報学部
において、実際に「文化に৮れる」こ
とは極めて重要です。「文化情報学
トピックス」では、伝統文化、現代
文化などを取り上げ、伝承者をはじ
めとする第一ઢの講ࢣが、文化に
関わる技能や伝承について解説す
る科目や、現代において「文化」を考
えることの意ຯについて考える科
目を複数設置しています。

大学案内
8&#サイト

学෦Φリδφϧ
サイト

จԽ৘ใ学෦
Φリδφϧ
パンϑϨット

国際レベルの論理的思考力
を養う教育プログラム
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ཧֶ޻෦
F a c u l t y  o f  

S c i e n c e  

a n d  

E n g i n e e r i n g

学Պ޻ցཧػ

人と環境や科学の視点から理工学と
融合した最先端の機械を学ぶ

・ࢠೳ෼ػ
ੜ໋Խ学Պ

新素材・バイオに
「分子」の機能からഭるʂ

Խ学γスςϜ
૑੒޻学Պ

化学技術で持続可能な
社会を創成する

γスςϜڥ؀
学Պ

資源・エネルギーを活用し
環境への影響を検討する

਺ཧγスςϜ
学Պ

数学・数理科学を活用して
社会に貢献できる人材を育成

インςリδΣント
৘ใ޻学Պ

高度な情報ॲ理技術を
۩現化できる研究者に

人とシステムをつなぎ
社会基൫となる技術を学ぶ

৘ใγスςϜ
σβイン学Պ

社会を支える電気エネルギーと
そのࠜװ技術を学ぶ

学Պ޻ؾి

ະ来の情報通信を੾り拓く
エレクトロニクス技術を学ぶ

学Պ޻ࢠి

ものづくりを原点に
さまざまな機械の開発者を育成

ցγスςϜػ
学Պ޻

lྑ৺ڭҭzの΋ͱ、
༏Εͨ஌ࣝͰ

ਓؒのͨΊのՊ学ٕज़の
ਐาʹد༩͢Δ

科学技術の発展に伴い、その基൫となる理工学
は専門化・高度化を਱げています。新島襄の言
葉「優れた知識や技術は、正しい良心のもとで
扱われる΂きである」に基づき、知ಙを݉ね備
えた世界平和の構築と人々の޾せに貢献でき
る学生を育成します。イノベーションの創出に
取り組み、医学などさまざまな分野との融合に
より知識と技術が身につきます。
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01
Պ学・޻学のૅجͱԠ༻の
ཧ࿦Λे෼ʹशಘ͢Δ
　社会の変化や技術革新に対応するには、理
工学の基礎を身につける必要があります。1年
次からそれぞれの分野で基礎となる科目を設
置し、演習や実験を܁りฦすことで基礎理論が
身につくカリキュラムを導入。集めた情報や技
術を自ら創造し、科学技術の発展に寄与できる
応用理論もపఈ的に学びます。先端的な研究課
題に取り組み、理工学に必要なものの見方、問
題発見・解決方法を会得した人物を育成します。

03

　学部間協定により、世界トップレベルの大学
で専門分野を学΂ます。視野を広げる「短期留
学」や専門知識をຏく「長期留学」だけでなく、
所定の৚݅を満たしてプログラムを修了すると、
本学と೿ݣ校૒方の大学から修士学位または
博士学位を同時に取得できるダブルディグリー
制度も充実。学අ໔আや奨学金など、留学への
手厚いサポートも。優れた研究者を目指して自
らの専門分野をਂく探究でき、国際化を見ਾえ
た学びは今後のキャリア形成に役立ちます。

04

ੈքతࢹ໺Ͱ
ઐ໳෼໺Λ学Ϳ
μϒϧσΟάリʔ੍౓

02

ੈքトップϨϕϧの
ઃඋΛͭ࣋
ઌ୺Պ学ٕज़センλʔ
　文化・学術・研究の一大集積地である「関੢
文化学術研究都市」に位置し、学部౩だけでな
く機械実習工場や各種実験౩など、最先端の高
度な実験施設・設備を׬備しています。京田辺
校地の周ғには企業や研究者、学術研究施設
が集まり、イノベーションを創造する拠点とし
て、理૝的な教育・研究環境を実現しています。
世界トップレベルの先端科学技術センターも
ซ設し、毎年、50ˋ以上の学生が大学院に進学
しています。

๛͔なະདྷࣾձΛ
ΔͨΊ͢ݱ࣮
ʮগਓ਺ڭҭʯͰ学Ϳ

　ハードウェア、人工知能、高度な情報ॲ理技
術、電力、電子回࿏、資源・エネルギーの有ޮ活
用、数値シミュレーションʜʜ。変化する科学
技術を柔軟に学΂る10学科には、専門科目や自
然科学系・人文科学系などの幅広い科目が用意
され、個性を尊重した多֯的な視野を養う力を
৳ばします。「基礎学力」を重視し、学生一人ͻ
とりの能力を大੾にしながら、ものづくりの興
ຯを育てて社会で活かすことができる人物育成
のために、少人数教育をపఈしています。
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ALL DOSHISHAと
産官学連携

　身体・生໋、先端技術、情報を中
心とする本学部では、実験や実習に
重点を置き、生໋医科学部ならび
にスポーツ健康科学部との教育・
研究の連携も積極的に図っていま
す。また、理工系関連企業や研究機
関、地方自治体などの学外の機関
とも連携し、ܹ 変する技術革新に
対応する人物の育成に力を注ぎま
す。

TOPICS

国際交流プログラムで
多様な価値観を育てる
　理工学部生しか受講できない科
目「 A c a d e m i c  E n g l i s h  f o r 
Science1 ～ 4」の授業は外国人講
らを中心としてす΂て英語で実ࢣ
施され、レポートのࣥ筆もす΂て英
語です。「語学レッスン」は、理工学
研究科国際科学技術コース（ISTC）
の外国人留学生から母国語のレッ
スンを受けられる制度で、希望留学
先の言語が学΂ます。

大学案内
8&#サイト

学෦Φリδφϧ
サイト

ཧ޻学෦
Φリδφϧ
パンϑϨット
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学ͱҩ学の༥߹͔ら޻
৽ͨなՁ஋Λ૑଄͢Δ

現代の先進医療を支え、次世代のより質の高い
医療を開発するためには、メカトロニクスやエ
レクトロニクスなどのテクノロジーと分子生物
学などのサイエンスの密接な連携が必要です。
本学部では、「医工学科」「医情報学科」「医生໋
システム学科」の3学科を設置し、実践力をഓう
カリキュラムによって工学と医学の融合分野
における先端科学領域で活躍するエンジニア
や研究者の育成を目指しています。

ҩੜ໋γスςϜ学Պ

人体の機能の
秘密を解き明かし、 
医療の可能性にഭる

機械工学と医学の2領域における
卓越した「研究力」と「ब職力」によって
社会で活躍できる人物を育成する

ҩ޻学Պ

カラダ・生体から学び、
情報・電子・科学の新分野で、
カラダを見कる技術を創生する

ҩ৘ใ学Պ

F a c u l t y  o f  

L i f e  a n d  

M e d i c a l  

S c i e n c e s

ੜ໋ҩՊֶ෦

ҩ޻学Պ

機械工学と医学の2つの専門分野を修得するこ
とで、高度な専門性を有し、社会のニーズに応
える人物を育てることを目指しています。近年、
工学分野のみならず、多様な分野において“ヒ
ト”の特性を理解した上で੡品開発を行う必要
性が高まっており、医工学領域の知識を有する
人材が求められています。医工学科では、先端
研究を通して、医学と工学の融合的な見地から
“医工学”の可能性を探究し、最先端の「ものづく
り」分野において社会に貢献できる技術者・研
究者を世に送り出しています。

ҩ৘ใ学Պ

医情報学科は、情報工学・電子工学・科学の幅
広い分野を学΂る学科です。リベラルアーツと
自然科学基礎から、AIやIoTなどの情報ॲ理、音
響や画૾のような技術を医療や生物に応用す
る生 ・໋生物工学の先端技術を、講義や演習、
実験を通して身につけることができます。卒業
研究では、生体情報工学、೴科学や動物行動学
にまで踏み込み、自発的に問題発見・解決を行
い、それを伝えることのできる創造力を身に付
けて、企業や研究所等において活躍する人材を
養成します。

ҩੜ໋γスςϜ学Պ

医生໋システム学科は、ヒトをͻとつの生໋シ
ステムと捉え、それを維持する生理機構やその
ഁ୼による各種疾පの発症機構、さらにはその
治療・予防について、生໋科学、ༀ学、基礎医学、
ྟচ医学に関する講義、ならびにこれらと密接
に関連した実験実習をとおして、体系的な理解
能力と実践的な問題解決能力を身に付けて、生
໋科学、基礎医学、健康科学の関連分野におい
て活躍する人材を養成することを目的とします。

学 ෦ の ಛ ৭
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03 ҩੜ໋γスςϜ学Պ01 ҩ޻学Պ

ઐ໳ੑͱ࣮ફྗのᔻཆ
　講義、実験実習科目、卒業研究を通じて、機
械工学と医学に関わる専門分野で活躍できる
人材の育成を目指したカリキュラムを提供して
います。学部卒業者の多くが進学する大学院ま
での一貫した教育により、高度な専門性や次世
代の先端技術を生み出せる能力の養成に努め
ています。また、医工学科では、全ての講義・実
験実習科目が基礎学力の向上とスキルの修得
に向けて明֬に位置付けられており、カリキュ
ラムを通して実践力を養うことができます。

ҩྍʹ͢ݙߩΔਓ෺ཆ੒
　ヒトはප気になりやすい൒面、ڻく΂き回෮
力を秘めています。医生໋システム学科では、
こうしたヒトが持つ高度な機能を、医学・生໋
科学領域のあらゆる֯度から探究し、ප気の原
因解明や治療、予防法、そして健康増進を目指
した研究を進めていきます。これらの学びを通
じて、ヒトの健康を基礎医学から支える人物の
育成を目指しています。

ଟ࠼なڭһͱΧリキϡϥϜ
　医生໋システム学科の教員には医ࢣやༀࡎ
も多数在੶しており、分子生物学などの生ࢣ
໋科学だけでなく、基礎医学やༀ学分野とい
った専門科目、さらに問題解決能力の向上を
目指した多くの実習など幅広いカリキュラム
が用意されています。卒業研究では、新たな研
究結果、発見が得られる興ฃをじかに感じる
ことができます。

୎ӽしͨྗڀݚͱब৬ྗ
　医工学科では、基礎研究だけに留まらず、社
会や人の生活に貢献できる研究に主؟を置いて
います。先端研究を通して専門性をਂ化させる
だけでなく、学会参加や、大学・企業との共同研
究を通じて、ब職後においてもଈ戦力として活
躍できる能力が身につきます。
　医工学科の研究力は、科学研究අิॿ事業

（科研අ）の࠾択実績からも裏付けられています。
択཰を維持して࠾択཰は学部内でも常に高い࠾
いるだけでなく、大学内においてもトップクラス
となっており、先端研究に携わった卒業生は、技
術者・研究者として、社会からඇ常に高い評価
を受けて活躍しています。
　また、数々の日本トップメーカーへのब職事
ྫがあり、大学で習得する能力と、ब職後に必
要となる能力をシームレスに繋げる、高い「研究
力」と「ब職力」を特色とする学科となっています。
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医科大学・医療機関との
連携による研究・教育体制

　京都大学、京都府立医科大学と
の研究交流に関する協定だけでな
く、国立研究機関やソルボンヌ大
学、ウィーン工科大学、チェコ工科
大学΄か世界有数の大学と連携。
生໋科学・医学分野における研究
環境の充実に取り組んでいます。ま
た、科学と社会のՍけڮになるヒト
を育てる「サイエンスコミュニケー
ター養成副専攻」を開設しています。

TOPICS

高い就職実績を誇り
大学院への進学も多い
　医療機ثメーカーだけでなく、医
ༀ品・化粧品メーカーや電気・電子
系の企業、情報・通信系の企業など、
日本のトップメーカーへのब職実
績があります。卒業生の多くは、大
学の演習や講義での学びを活かし、
研究や開発など幅広い分野で活躍
しています。より高度な学習や研究
テーマに௅みたいと、大学院へ進学
する学生が多いのも特௃です。生
໋医科学部における教育・研究を
通して、将来にわたり、社会に貢献
できる高い能力が身につきます。

ब৬ͱਐ学࣮੷͍ߴ
　医生໋システム学科の卒業生は、医ༀ品をは
じめ、食品、化粧品などの企業において、医学と
生໋科学の幅広く高度な知識、研究力を持った
専門家として活躍しています。また、大学院へ
進学し、より高度な研究に௅む学生も多くいま
す。医生໋システム学科をより詳しく知りたい
方は、ͥ ͻ学科webサイトにアクセスしてみて
ください。

　高齢者の歩行や動作をロボットでサポートす
る、超音波਍断装置やMRIなど体内を可視化す
る技術を用いて生ଶ情報を詳細に得る、タンパ
ク質を創ༀ標的にしてアルツハイマーප予防に
௅戦するなど、生໋医科学部では最先端の研究
を数多く進めています。医学・生໋科学のみな
らず、工学・情報・化学などを含めた幅広い多
֯的な学びにより、工学と医学の融合から新た
な価値を創造します。

トϐック04ڀݚ

大学案内
8&#サイト

学෦Φリδφϧ
サイト

ੜ໋ҩՊ学෦
Φリδφϧ
パンϑϨット

ώト΍ੜ෺の৘ใʹؔ͢Δ
஌ࣝͱٕज़Λ෯޿く学Ϳ

ҩ৘ใ学Պ02

⃝ώϡʔマンインϑΥマςΟクスࣨڀݚɿ৘ใ޻学
⃝௒Ի೾ΤϨクトϩχクス・ੜମܭଌࣨڀݚɿ
ੜ໋ҩ޻学・ҩ༻ి޻ࢠ学

⃝೴ਆߦܦಈ޻学ڀݚ ɿࣨਆߦܦಈ学・ੜ෺Ի޻ڹ学
⃝ੜମ৘ใࣨڀݚɿ༗ػԽ学・෼ੳԽ学
⃝ੜ໋෺ཧՊ学ࣨڀݚɿ෺ཧ学
⃝਺ཧ౷ܭՊ学ࣨڀݚɿ౷ܭ学

　ヒトや生物の情報に関する知識や技術を広
く身につけることができるのが、医情報学科で
す。卒業論文੡作時には、下記の研究室に所ଐ
して、幅広い分野で最先端の研究を行います。

"*・σʔλサイΤンスのઌΛߦく
　医情報学科では、AI・データサイエンスの知
識と技術をヒトの理解とウエルビーイングのた
めに࢖えるエンジニアを育みます。
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スϙーπ
Պֶ෦߁݈

健康の増進とスポーツの
社会的発展に寄与・貢献

スϙʔπ݈߁
Պ学Պ

ʮスϙʔπʯͱʮ݈߁ʯの
ΤキスパʔトΛҭ੒し、

ଟ֯తなࢹ໺Ͱઐ໳スキϧΛ学Ϳ
生活スタイルの変化により、多くの人が健康の
重要性を認識している現代社会において、スポ
ーツ・運動は「健康増進・生活充実・老化防ࢭ」
と密接に関わっています。スポーツ健康科学部
では、「スポーツ」と「健康」、「QOLの向上」を視
野に入れながら、それを取り巻く社会環境に関
連する知見や理論などを学修し、社会の中のス
ポーツ・健康分野において幅広く貢献できる人
材を養成します。

F a c u l t y  

o f  

H e a l t h  

a n d  

S p o r t s  

S c i e n c e
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01
̏ͭの学໰ྖҬΛ
ԣஅత͔ͭෳ߹తʹ学श͢Δ
　身体の構造・機能を基礎にした健康・体力維
持・増進を学び、スポーツ・運動を通じた健康
づくりの意義を学ぶ「健康科学領域」、競技力向
上のためのトレーニング法や生涯スポーツにつ
ながる運動習慣の獲得方法を学修する「トレー
ニング科学領域」、スポーツを取り巻く社会環
境の整備・充実やスポーツビジネスについて学
ぶ「スポーツ・マネジメント領域」の３つを多֯
的に考࡯します。人間の健康増進とスポーツの
発展に向けた分野を体系的に履修できます。

03

　スポーツӫ養・生化学や、スポーツ心理学、
バイオメカニクス、運動負荷試験、統計調査実
施法など、全員が受講する「基礎実習」をよりਂ
化し充実させるため、教育研究౩には最先端の
実験設備や機ثが設置されています。また、教
員໔許状（中学校および高等学校の一種໔許状
の保健体育）の΄か、特定のカリキュラムを習
得すれば健康運動指導士の試験受験資格や日
本スポーツ協会公認スポーツ指導者受験資格
を取得できるのも、本学部のັ力のͻとつです。

04

ઌ୺のキャンパスͰ学ͼ࠷
কདྷのब৬ʹ΋໾ཱͭ
͞·͟·な͕֨ࢿऔಘՄೳ

02

গਓ਺Ͱのࢦಋମ੍ͱ
各೥࣍のಛ৭͋Δ学ͼ͕
ઐ໳ՈのୈҰาΛ͑ࢧΔ
　1年次に必修科目として少人数制のフΝース
ト・イϠー・セミナーを設置し、専門分野の教
員から、きめ細やかな指導が受けられます。2年
次は約20人のグループに分かれ、異なったテ
ーマでの実験実習を毎ि実施します。トレーニ
ング法やテーピングなどの実践に加え、自然・
社会科学の実験・分析手法が身につきます。3
年次は各ゼミにおいて専門領域の学びをਂめ、
研究テーマを֬立。研究技法の能力を身につけ
て、4年次には大学での学びの集大成として卒
業論文を׬成させます。

૯߹大学のϝリットΛੜ͔し
ଞ学෦のઐ໳Պ໨Λڞ௨Խ
ॆ࣮しͨ学शڥ؀ʹ
　本学部の科目に加えて、生໋医科学部や心
理学部などと専門科目の一部を共通化してい
ます。医学・健康科学関連項目の強化だけでな
く、さらに他学部の関連科目も選択できるなど、
学習環境が充実しています。遺伝子を解析し、
それが人の健康やスポーツにどう関わっていく
のかʜʜ「ミクロからマクロまで」を考えられる
のが本学部の特௃です。他学部の科目も含め、
横断的にスポーツを学ぶことができ、学生同士
でもいいܹࢗになっています。
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　「スポーツ健康科学特घ講義S」
を設置し、1ि間程度の海外生活を
通じて現地のスポーツ事情に৮れ、
国内では得ることのできない幅広
い知見を身につけます。本学教員
がҾ཰するので、安心して参加でき
ます。また、ドイツやスペイン΄か、
海外の大学と学部間協定を結んで
おり、長期も含めた多様な留学機
会もあります。

TOPICS

文理融合かつ多角的に
「スポーツ」を追究する

　競技力を高めるために、人体のし
くみなどの生理学や遺伝子に関す
る分子生物学を学んだり、଎く૸る
ために動作解析をしたりしてトレ
ーニング法を構築するなど、物理的
・科学的な検ূはもちろんのこと、
日本のスポーツを今後世界にී及
させていくための政ࡦやビジネス
を模索する社会学も学΂ます。理
論と実践の྆面が学΂る文理融合
も学部の特௃です。

大学案内
8&#サイト

学෦Φリδφϧ
サイト

スϙʔπ
Պ学෦߁݈
Φリδφϧ
パンϑϨット

世界のスポーツ事情に触れ
幅広い知見が身につく
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৺ཧֶ෦
F a c u l t y  

o f  

P s y c h o l o g y

人の心を科学的に
分析する

৺ཧ学Պ

ࣾձのࠜఈʹ͋Δ
৺のຊ࣭Λղ͖໌͔͢
ʮࣾձΛͭݟΊΔ؟ʯΛ

मಘ͢Δ
心理学は人の心を科学する学問です。90年以
上にわたり続けてきた同志社大学の心理学研
究の伝統は「基礎研究を行う者は常にྟচ・応
用に؟を向け、ྟ চ・応用の分野で実践を行う
者は常に基礎研究に؟を向ける」というもの。
この学部では心の基礎メカニズムとその応用
となるྟচ心理の྆方をバランスよく修得す
ることを目指します。
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01
఻౷のগਓ਺ڭҭͰ
͖Ί細΍͔なࢦಋΛ࣮ݱ
　1年次のフΝーストイϠーセミナーから4年
次の演習（ゼミ科目）まで、全学年で少人数科目
を設置しています。そのため学生と教職員のڑ
཭が自然と近くなり、きめ細やかな指導を実現
している΄か、学生同士もしっかりと向き合っ
て学ぶ機会が設けられています。これにより、
高いコミュニケーション能力に加え、共に問題
の解決を目指す協ಇ性が養われます。

03

　学生の視野を広げるため、心と行動の神経・
生理的な基൫と行動そのもののメカニズムを
学習する「神経・行動心理学コース」、心の問題
の解決を目指す「ྟচ・社会心理学コース」、生
涯発達的な視点から心の発達と教育に関する
メカニズムとその支援の専門知識を学ぶ「発達
・教育心理学コース」の３つを設置しています。
卒業までにす΂てのコースから3科目以上履修
することが求められ、1つのコースから6科目以
上履修するとコース修了認定が受けられます。

04

ࣗ༝ʹཤमͰ͖Δ
̏ͭのઐ໳ίʔス

02

शΛத৺ͱし࣮ͨ・ݧ࣮
ΧリキϡϥϜ
　実験・実習施設には最新機ثが設置されて
おり、体系的な専門知識の教育や、統計解析ソ
フトの܇練などを通じて、目的に合わせた実験
・調査の専門スキルを身につけ、研究を進めて
いきます。また、心理学の現場をഽで知るため、
学外での研修やボランティア活動も積極的に
取り入れています。これらの実践的、体験的学
習を通じて、人の心に寄りఴいつつ、社会の問
題を解決していく総合的な人間力を育ててい
きます。

৺ཧ৬ॳのࠃՈ֨ࢿ
ʮ公ೝ৺ཧࢣʯ́ ͔
औಘサϙʔト΋ॆ࣮֨ࢿ
　公認心理ࢣとは、保健医療、෱ࢱ、教育など
の分野において心理学に関する専門的知識や
技術をもって、支援を必要とする人の心理状ଶ
を観࡯・分析し、相談・指導したり、その関係者
にॿ言をしたりする専門職です。2017年に施行
された公認心理ࢣ法に基づき、同志社大学心理
学部、および同大学院心理学研究科では、受験
資格を得られる教育体制を構築しています。́
か、心理学を専門とする民間資格などについて
も、学生の多様な要望に対応できる環境を整え
ています。

ݱ
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学部の垣根を越えた
総合的な学び

　生໋医科学部・研究科やスポー
ツ健康科学部・研究科、文化情報学
部・研究科、グローバル・コミュニ
ケーション学部、理工学部・研究科
といった京田辺校地にある学部群
と連携して総合的な学びが可能に
なりました。́ か、産業界や教育・
医療機関などと連携した実践的な
教育・研究を進めていきます。

TOPICS

社会問題と向き合う
「こころの科学研究センター」

　「こころの科学研究センター」で
は、いじめや体േなどの教育現場で
の問題や、ಇく女性の子育ての難
しさの問題、心のපや発達ো֐を
抱える人々の問題など、心理学が
中心となる研究領域について、೴
科学、行動科学的な基礎研究を行
い、子どもの発達支援、教育支援、
高齢者支援を視野に入れた実践的
研究への展開を目指します。

大学案内
8&#サイト

学෦Φリδφϧ
サイト

৺ཧ学෦
Φリδφϧ
パンϑϨット
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F a c u l t y  o f  

G l o b a l  

C o m m u n i c a t i o n s

世界へ通じる
対࿩力を育成

άϩʔόϧ・
ίϛϡχέʔγϣン学Պ

࣮ફతな֎ޠࠃӡ༻ೳྗͱ
άϩʔόϧࣾձʹؔ͢Δ
͚ͨͭʹғの஌ࣝΛ਎ൣ޿
ਅのੈքਓΛҭ੒͢Δ

同志社大学は創立以来「国際主義」を教育理念
に掲げてきました。グローバル・コミュニケーシ
ョン学部は、その伝統を発展させ、現代のグロ
ーバル社会に対応する人物の育成を目指しま
す。本学部には英語コース、中国語コース、留学
生を対象にした日本語コースの３つのコースが
あり、実践的な外国語運用方法に加え、言語の
എܠとなる文化・社会についてもਂく学びます。

࣮ફతな֎ޠࠃӡ༻ೳྗͱ
άϩʔόϧࣾձʹؔ͢Δ
͚ͨͭʹғの஌ࣝΛ਎ൣ޿
ਅのੈքਓΛҭ੒͢Δ

άϩーόϧɾ
ίϛュχέーγϣン
ֶ෦
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01
పఈしͨগਓ਺ڭҭͰ
学ੜͨちの੒௕Λサϙʔト
　本学部が育成する人物は単に外国語を流ெ
に࿩す人ではなく、幅広い教養とಎ࡯力を持ち、
互いを結び、心を通わせることのできる人です。
少人数クラスを編成し、教員のきめ細やかな指
導 で、社 会 の 人 と 人 を つ な̡͙ facilitator 、r
人 と 交 渉 す る̡ negotiator 、r人 を ま と め る

ʲadministrator とrして社会で活躍するためのࢥ
考力や国際感֮をຏいていきます。

03

　コミュニケーションの語源はラテン語の
communicareで、「分かち合う」という意ຯです。
この学部のັ力はカリキュラムだけではなく、
異なるഎܠを持つ学生たちが互いにܹࢗを与
え合い、高め合っていく「学びの共同体」として
の環境が、正課科目・課外活動を問わず整って
いることです。世界の分断が広がる現在、人と
人をつなぎ、共に分かち合うことのできるコミ
ュニケーション能力がより一૚必要とされてい
ます。

04

キʔϫʔυは
ʮ෼͔ち߹͍ʯ
ʮ学ͼのڞಉମʯのߏங

02

ӳޠ・தޠࠃίʔスͰ
ඞमͱなΔ
SUVEZ�"bSPBE
　言葉の力をຏき、異なる文化への理解をਂめ
るため、英語・中国語コースではStudy Abroad

（留学）が必修となっています。英語コースでは
2年次にアメリカ、イギリス、カナダ、オースト
ラリア、ニュージーランドにある15校の提携大
学のいずれかで学びます。所定の英語レベルを
クリアすれば、その大学の正課科目を受講する
ことも可能です。中国語コースでは2年次のळ
学期から3年次のय़学期にかけて、中国と୆࿷
にある4校の提携大学のいずれかで1年間の留
学を行います。

ཆͱ࣮ફのڭ
όϥンス͕ͱΕͨ
ΧリキϡϥϜΛ࠾༻
　コミュニケーションは、理論だけを学んでも
実践が伴わなければ意ຯがなく、そのٯもまた
しかりです。教養としては、コミュニケーション
を言語、社会、文化のそれぞれのଆ面から考࡯
する学際的な講義の΄か、関心のあるテーマを
ਂく掘り下げる演習があります。実践としては、
外国語のスキル系科目に加え、̐ 年間の学びの
集大成として、３つのコースの学生が互いに協
力して文化交流や国際問題に関するプロジェク
トに取り組むSeminar Projectがあります。

理
論
と
実
践
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
学
び

グ
ロ
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バ
ル
社
会
の
担
い
手
と
な
る

人
物
を
社
会
に
送
り
出
す

互いの文化の壁を越える
タンデム・パートナー制度
　英語・中国語コースの学生と日
本語コースの留学生がペアになり、
互いの母語や得意な言語で相手の
外国語学習をサポートする制度で
す。英語・中国語・日本語の΄か、
留学生の母語であるコリア語やベ
トナム語を勉強するペアもあり、海
外からの留学生が約2割を઎める
本学部ならではの制度です。

TOPICS

専門分野以外の
ボーダレスな学びを提供

　英語・中国語コースの学生は、他
コースの講義系選択科目から6単
位まで、日本語コースの学生は英語
・中国語コースの講義系選択科目か
らそれぞれ6単位、合計12単位まで、
卒業単位としてࢉ入できます。コー
スの࿮を越えて他コースの講義科
目を履修することで、専門分野を越
えた広い視野と教養を養っていき
ます。また、日本語コースの伝統文
化や現代社会の演習・ワークショ
ップ系科目の一部は、英語・中国語
コースの学生も聴講が可能です。

άϩーόϧɾ
ίϛュχέーγϣン
ֶ෦

大学案内
8&#サイト

学෦Φリδφϧ
サイト

άϩʔόϧ・
ίϛϡχέʔγϣン

学෦
Φリδφϧ
パンϑϨット
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国際教育
インスティテュート
The Institute for the Liberal ArtsʢILAʣ

෯͍޿学ࡍతڭཆΛҭΈ、ࣾࡍࠃձʹݙߩͰ͖Δ
ίϛϡχέʔγϣンೳྗΛഓ͏ಉࣾࢤ大学ಠࣗのプϩάϥϜ

　同志社大学は教育理念として、
「キリスト教主義」「自由主義」とฒ
び「国際主義」を掲げています。「国
際教育インスティテュート（ILA）」
は、2011年に開設された「国際主
義」をよりਂ化させた同志社大学オ
リジナルの教育課程です。授業は
す΂て英語で行い、国際的に活躍
するために必要な幅広い学際的教
養、および国際的コミュニケーショ
ン能力を身につけた人物の育成を
目指します。
　「国際教養コース」は外国人留学
生や帰国子女の日本人学生が主な
対象で、ILAが独自の入試を実施し

て、入学者を選抜します。これまで
45以上の国・地域の学生が入学し、
学位（学士）を取得しています。
　履修分野は「日本の社会・文化

（Japanese Society and Global 
Culture）」「日本の経済・ビジネス

（Japanese Business and the 
Global Economy）」「日本の法・政
 と国際協力（Japanese Politicsࡦ
and Global Studies）」の３つからͻ
とつ選択しますが、他分野の科目も
選択可能で、自分の興ຯに合わせ
て幅広い分野を学ぶリベラルアー
ツ教育を実施します。
　「国際専修コース」は同志社大学

の学部に所ଐしている学生がILA科
目を履修し、ともに授業を受けるも
の。日本にいながら、多様なバック
グラウンドを持つ学生たちとの学
びを通じてグローバルな感֮を身
につけることが可能です。
　授業は少人数のディスカッショ
ン形式が中心で、教員と学生がパ
ートナーシップを築き、一ॹに知識
をਂめていきます。ディスカッショ
ンをԁ׈に行うためには、事前に課
題を調΂、自分の意見を持つことが
大੾になります。この授業を通じて、
自らٙ問を設定できるクリティカ
ル・リテラシーを育んでいきます。

ਅの
άϩʔόϧ
スλンμʔυ΁
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The Liberal Arts Program

The International Specialization Program

՝ఔͷリϕϥルアーπϓϩάϥϜʧ࢜ཆίʔスʦֶڭࡍࠃ

ཧղΛਂΊΑ͏ʂʧޓઐमίʔスʦҟจԽަྲྀで૬ࡍࠃ

*-"Φリδφϧ
サイト

*-"Φリδφϧ
パンϑϨット

point

3

ࠃ ࡍ ڭ ཆ ί ʔ ス ࡏ ੶ ऀ の ࠃ ੶ ౳

　ILAのカリキュラムに基づいて、
英語で行われる授業を4年間履修
することで学士（国際教養）を取得
することができます。専門教育では
なくオールラウンドな高等教育を
目指しているため、特定の分野に偏
るのではなく、さまざまな分野に関
心を抱かせるシステムです。

ಛ ৭

　所ଐ学部のカリキュラムに基づ
き、学部科目に加えてILA科目も
履修することができます。
　対象者の選考方法は学部により
異なりますので、詳細は志望学部
へお問い合わせください。

ಛ ৭

　重点的に履修する分野を分かり
やすくするため、所ଐと関連づけ
て「Japanese Society and Global 
Culture」「Japanese Business and 
the Global Economy」「Japanese 
Politics and Global Studies」の
３つのコンセントレーション（分
野）を設定していますが、複数のコ
ンセントレーションの科目も学ぶ
ことができます。

ΧリキϡϥϜ

　所ଐ（学部・学科）は、出願時の希
望と入学試験により、合格時に大
学が指定しますが、カリキュラム
や学位の種類は所ଐにかかわらず
共通です。

*-"Պ໨のΈͰ
学Ґʦ学࢜ʢڭࡍࠃཆʣʧΛ

औಘ

point

1
のঁࢠࠃؼ・ਓཹ学ੜࠃ֎
೔ຊਓ学ੜ͕ओなର৅
ʢࠃ内ߍߴଔऀۀ΋0,ʣ

point

2
*-"͕ಠࣗの
ೖࢼΛ࣮ࢪ

ʢೖ学ظ࣌は� ・݄�݄ʣ

point

1
学෦͝ͱʹબ͞ߟΕͨ
೔ຊਓ学ੜΛର৅

point

2
ੈք各ࠃのཹ学ੜͱ
ͱ΋ʹ学΂Δ

τルί ニューδーϥンυ アΠルϥンυφΠδΣリア パキスλン
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೔ຊ தࠃ Πンυωγア ΢ΫϥΠφアϝリΧ バンάϥσγュ ϩγア ίϩンϏアアϥϒट௕ࠃ࿈๜ ϑΟンϥンυΧφμΠΪリス
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これまでのଔ業生の進路先内訳 ������
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+BQBOFTF #VTJOFTT BOE 
UIF (MPCBM &DPOPNZ $PODFOUSBUJPO
学෦・঎学෦ࡁܦ

+BQBOFTF 1PMJUJDT BOE 
(MPCBM 4UVEJFT $PODFOUSBUJPO
๏学෦・੓ࡦ学෦
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「良心教育」の伝統は、現在も同志社大学
に受け継がれています

入学式／
オリエンテーション
新入学生履修指導期間は多くのサークルの先輩
たちが勧誘のために集まり、華やかな雰囲気で
す。「オリエンテーション実行委員会」などの先輩
が大学生活のスタートをサポートしてくれます。

݄4
݄5

Doshisha 
Spirit Week
毎年、春・秋学期開催のDoshisha Spirit Weekは、

「同志社を学び、知る」イベントです。チャペル・ア
ワー（礼拝）のほか、建学の精神や創立者新島襄に
ついての講演、同志社大学應援團の演舞、キャンパ
スめぐりなど、さまざまな企画をとおして、母校と
創立者への理解を深め、同志社人としてのアイデン
ティティを高める期間となっています。

同立戦とは同志社大学と立命館大学の運動部など
による対戦のことです。その歴史は1930年の硬式
野球部の対戦まで遡ります。春季（5月）と秋季（10
月）の対戦前には前夜祭が行われるなど、「伝統の
一戦」は大いに盛り上がります。

同立戦

硬式野球部による「同立戦」の様子

入学式後、いよい
よ大学生活がスタ
ートします

ೖֶલ
オープンキャンパスは入試や大学での学びについて知
ることができる機会です。実際にキャンパス内を歩き、
大学での4年間を想像してみてください。

学部入試
情報サイト

課外活動
情報

�

同志社大学での学び
C A M P U S  L I F E

4:FBST

F i r s t -
y e a r
入学・イベント参加

オープンキャンパス

オリエン
テーション

入学式

※各イベントは新型コロナウイルス感染拡大の状況により実施方法の変更、
　および中止の可能性があります。
※本特集は4年間のモデルケースです。それぞれの制度やイベントの詳細は
　各サイトなどを確認してください。

チャペル・アワー
「キリスト教主義」の大学である本学が、最も大
切な時間として学生に提供しているプログラ
ムの1つがチャペル・アワー（礼拝）です。毎週
3回、今出川・京田辺両キャンパスで行われて
おり、「キリスト教・聖書」「同志社大学の建学
の精神・歴史・人物」「人生における自身の経験
や考え」などをテーマにしたメッセージを通じ
て、様々な分野の方や本学の諸先輩方の貴重
な人生経験に触れることができます。
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݄7

݄8 秋学期開始
夏の暑さが徐々に和らぐころに秋学期が始まります。大
学生活にも慣れてきたころですので、改めて自身の今後
の「学び」など、将来へ向けての準備について考えてみま
しょう。スポーツフェスティバルや大学祭など、イベン
トも多く、あっという間に日々が過ぎていきます。

݄9

同志社クローバー祭／
同志社EVE
京田辺校地では、学生、教職員、京田辺市民の交流の
場として同志社クローバー祭（10月下旬または11月
上旬）が開催されます。今出川校地では同志社大学の
創立記念日（11月29日）を祝し、同志社EVEが開催さ
れます。いずれもテント出店、教室出店、ステージで
のパフォーマンスなど、見所が盛りだくさんです。

݄11

今出川図書館には、創立
時から収集されてきた蔵
書約70万冊がそろう

京田辺キャンパス
のラーネッド記念
図書館

今出川校地で行われた
同志社EVEの様子

政策学部で金融政策やマーケティングを
学び、給付型の育英奨学金をいただきま
した。学外の活動に積極的に参加し、二つ
のビジネスコンテストで受賞した成果が
認められて、励みになりました。コンテス
ト参加のための交通費がかかり、アルバ
イトもできなかったので、奨学金が学費
等の経済的負担を軽減してくれることに

なり、両親もとても喜んで
くれました。

দԬ࿨૗͞Μ
弁護士になりたくて、法学部の法律学科
で学んでいました。３年間での早期卒業
制度を利用してロースクールに進学しま
したが、大学在学中は、成績優秀者に贈ら
れる育英奨学金をいただきました。家か
ら2時間かけて通学していたのですが、奨
学金を一人暮らしの初期費用にあてるこ
とができ、勉強の時間をしっかり確保でき
ました。この経験を糧に、司法試験合格を
目指します。

૔ᖒࡊඒ͞ܙΜ

奨 学 金

奨学金情報

クラブ・
サークル合宿
同志社大学では約300のクラブ・サークル
が活動しており、この時期に合宿を行う団体
も多数あります。高校時代とは異なる学生
による自主的な活動は、社会に出るための
大切な経験となるはずです。

同志社大学は春学期と秋学期の2学
期制です。春学期の期末試験は通常
は7月末から。今出川・京田辺の両校
地とも、試験前は図書館が通常より
賑わいます。試験後は9月上旬まで夏
期休暇に入ります。

期末試験
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新島塾夏期プログラムの様子

�S e c o n d -
 y e a r
プログラム参加・世界を広げる

新島塾入塾݄4

日本三大祭のひとつにも数えられる
祇園祭。山鉾巡行は1カ月にわたって
行われる祭のメインイベント

祇園祭
祇園祭は平安時代の869年、多数の死者を出した疫病
の退散を祈って66本の矛を神泉苑に立て、神輿を担い
で参集したのが起源といわれています。古都・京都には、
長い歴史を感じさせる行事、神社仏閣がいまも残り、「学
び」の対象にもなっています。

݄7

新島塾

新島塾とは2019年から始まった同志
社大学独自のリーダー養成教育プログ
ラムで、選考を経て2年次生から1.5年
間プログラムに参加します。学部の垣
根を超えた対話・討論を通じて、複合的
視点で考察するなどリーダーに必要な
素養を身に付けます。

早稲田大学との
学生交流ほか多
様な制度を用意
しています

他大学との連携

他大学との連携
早稲田大学との学部学生交流はそれぞれの学生を
1年間、または半年間の派遣・受け入れを行い、単位
を認定する制度です。ほか、同志社女子大学との単
位互換制度のほか、京都を中心に約50の大学・短
期大学が提供する科目を学ぶ「大学コンソーシアム
京都単位互換」制度などもあります。



67

外国人との交流に関心がある人は、留学
生の日本語学習などをお手伝いする「ピア
サポーター」としての活動がおすすめです。
最初に自分の言語レベルに合わせたマッ
チングをしてくれて、僕はこれまでに、台
湾とドイツ、中国の3人の留学生を担当し
ました。対面やオンラインで週1回程度会
話をして、留学生の力になることもできる
し、視野を広げることもできて、自分自身
の成長にもつながります。

ؔ୩�ཌྷ͞Μ

ピ ア サ ポ ー タ ー

クリスマス・
イルミネーション点灯式／
京田辺アドベント礼拝
京都の冬の風物詩として広く親しまれてい
るクリスマスツリー点灯式は、毎年両校地
で行われ、多くの人が集います。2019年度
まで開催された「同志社京田辺クリスマス燭
火讃美礼拝」に代わり、2023年度より新た
に「京田辺アドベント礼拝」が行われます。地
域の方々と学生、教職員がともに作りあげ
る大切な行事として揺るぎないものとなっ
ていくことが期待されます。

EUキャンパスプログラムには2年次のときに参
加しましたが、新型コロナウイルスの影響で開始
直後に緊急帰国となりました。そのリベンジも兼
ねて4年次に再度参加しました！このプログラム
に参加した理由は、移民の多いドイツで様々な価
値観に触れてみたかったことに加え、大学の手
厚いサポートがあったからです。留学中は学業や
自分のしたいことにも集中でき、現地のサークル
に参加したり、一人旅に出たりする学生もいまし
た。また、ドイツ語の授業は各レベルに合わせて
行われるので、それぞれの語学力を適した環境
で伸ばすことのできる最高のプログラムです！

ଠాါཬ͞Μ

留 学

留学制度
紹介

京田辺キャンパス
ツリー点౮式

今出川キャンパス
ツリー点౮式

ピアサポーター

EUキャンパス
プログラム

「左大文字」の送り火は今出川校地の
建物から見えることも

݄8 継志寮夏祭り／
五山送り火
小学生や地域の方々を対象にした夏祭りを継志寮
で開催します。また、お盆のころに行われる五山送
り火は、京都の夏の風物詩となっています。

ʙ݄11 ݄12

国際主義を教育理念の一つとして掲げる
同志社大学は、留学や国際交流を重視し
ています。海外協定大学への派遣留学生
制度（6カ月～ 1年間）のほか、ドイツの同
志社大学テュービンゲンEUキャンパスで
学ぶEUキャンパスプログラム（約5カ月）
など、短期（約1カ月）から長期まで多様な
プログラムを用意しています。

多彩な
海外留学制度



68

インターンシップ
プログラム
3年次生から就職活動への準備も本格化していきます。
同志社大学では、1 ～ 2年次生向けのキャリア体感プロ
グラムや3年次生向けの同志社限定インターンシップ・
仕事研究プログラムのほか、正課科目として企業と連携
した「キャリア形成とインターンシップ」などを設置。就
職活動に活かせる教育プログラムが充実しています。

函館キャンプ
「創立者・新島襄の生き方を学び、同志社を見つめ、人と
人との出会いや触れ合いの中、自分自身を振り返ろう」
との趣旨で、例年、新島が幕府の禁を犯して、米国へと
向かった地である函館でプログラムを開催しています。
※申し込みにあたり、学部・学年等の制限はありません。

学部・学年を超えて
多くの人と出会える
機会となっています

当日は多数の卒業生が集まり、
旧交を温めます

就職関連プログラムも
豊富にそろっています

�T h i r d -
 y e a r

݄8

ホームカミングデーは、卒業生に友人や教職
員との旧交を温めてもらうほか、同志社大学の

「いま」を知ってもらう日で、毎年11月に開催
されます。在学生による催しもあり、多くの卒
業生が今出川キャンパスを訪れます。

݄11

݄1

就職活動
3年次生の後期から本格化した
就職活動もあと少しでゴールで
す。キャリアセンターでは、企業
情報提供のほか、自分のキャリ
アについてなど就職に関する疑
問、困りごとなどをサポートする
体制が整っています。

݄3

進路選択・力をつける

ホーム
カミングデー

ホーム
カミングデー

資格サポート
裁判官、検察官、弁護士、公認会計士、税理士、中
小企業診断士などの資格取得をめざす学生のた
めに、課外講座を開設しています。また、教職免
許の資格取得をめざす学生のために、両校地に
教員養成サポート室を設けています。教員採用
試験対策講座、集団面接練習会、模擬授業練習会
のほか、個別指導も実施しています。
※教職、博物館学芸員、図書館司書、学校図書館
司書教諭、学校司書の資格サポートは免許資格課
程センターまで。教職免許等の資格取得は1年次
生から計画的に履修することをおすすめします。

݄10

໔許資格課程
センター

キャリアセンター

プロジェクト科目とは、実践型・参加型の学
習機会を重視したプロジェクト・ベースド・
ラーニング（PBL）を基本とする授業科目。
報告会では学生が、1年間かけて取り組んだ
プロジェクトの成果を発表します。

プロジェクト科目
成果報告会
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教育実習
教職免許の取得を目指す学生
の多くは、4年次生の5～6月
に2～3週間の教育実習を行
います。自身の母校で実習を
行うのが一般的です。

݄5

同志社大学育英賞は、勉学意欲旺盛で、
学術、文化・芸術、スポーツ、社会活動
において優れた成果をあげ、かつ学業、
人物ともに優秀な学部学生を表彰し、
奨学金を給付するものです。毎年約
100人の学生が受賞しています。

同志社大学
育英賞表彰式

݄2

卒業式
4年間の大学生活はこの
日が最終日です。学生そ
れぞれが、新たな場所へ
と旅立っていきます。

݄3

卒業論文
学部、ゼミによって異なりますが、
4年次生の12月～ 1月が卒業論文
の提出期限です。論文作成は、4年
間の学びの集大成となります。

ʙ݄12 ݄1

文化情報学部で、医療や生物など多岐に
わたる分野の垣根を超え、統計学やデー
タを使って知見を獲得するプロセスを学
んでいます。もう少し深く研究して、身に
つけた知見を社会に還元したいと思い、
大学院進学を決めました。大学院への進
学を迷ったときは、ぜひ先生を頼ってみ
てください。学生からの質問には丁寧に回
答してくださる先生ばかりなので、一緒に
考えてもらえると思います。

ຊ݈ଠ͞Μࡔ

大 学 院 進 学

4F o u r t h -
 y e a r
就職・大学院進学

同志社大学
外国語honors
外国語honors制度（外国語科目成績優秀者
表彰制度）は、高度な外国語運用能力と国際
的な視野と見識を備えた人材の育成を目標
に、外国語について優秀な成績を修めた学
生を表彰する制度で、受賞者には学長表彰
と成績証明書への記載を行います。ほかに
グローバルに活躍できる人材育成のため「グ
ローバル・リベラルアーツ副専攻」も用意し
ています。

݄11

同志社大学
外国語honors
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KYOTO

ཹ 学・ࠃ 際 ަ ྲྀ

　ಉࢤ社大学で͸、ນ末の࠯国が続く最中に海を౉った創立者・新島᧜の精神が今も生きています。
留学や国際交流をॏ視し、できるͩけ多くの学生が参加できるよう、学生の目標やレベルに合わͤ、
多࠼なプログラムを実ࢪ。঑学金などの支援体制もॆ実しています。

海外留学プログラム

37
ʢ2023年3݄31೔ࡏݱʣ

カ国・地域176大学 1,300約 ໊
೿ ݣ 可 能

大 学 数

����೥౓தʹಉࣾࢤ大学の
ཹ学プϩάϥϜʹΑΓཹ学しͨ学ੜ਺

※ཹֶΛଔۀͷཁ݅ͱͯ͠定Ί͍ͯΔֶ෦΋ؚΉ
71 1,144

ʢ2022年5݄1೔ࡏݱʣ

カ国・地域 約 ໊
ಉࣾࢤ大学Ͱ学Ϳ
ཹ学ੜ਺

ʦ ୹期 ʧサマープログラム・スプリングプログラム

　長期ٳՋを利用して海外で語学研修を行うプログラムです。本学での事前授業と留学先での研修によって集中的に
外国語運用能力を高めるとともに、研修先の国の文化・社会への理解をਂめ、国際的な視野を養います。

長期ٳՋ中に、集中的に語学を学びます。

約̐カ月間の଺在で、じっくり英語を学びます。

約5カ月間、ドイツのಉࢤ社大学テュービンゲンEUキャンパスで学びます。ʦ 中期 ʧEUキャンパスプログラム

　ドイツのテュービンゲン大学内に設置した「同志社大学テュービンゲンEU
キャンパス」で開講する教育プログラムです。
　य़学期には、ドイツ語の運用能力向上を主目的とした「ドイツ語・異文化理解EU
キャンパスプログラム」、ळ学期には、英語または日本語でドイツやヨーロッパへの
学びをਂめる「ヨーロピアン・スタディーズEUキャンパスプログラム」を開講し
ています。

研म校・研म地 ื集人数 研म期間

ίーΫ・ΧϨοδେ ʤֶアΠルϥンυʥ 約15໊ �݄ॳ०ʙ�݄ॳ०

アリκφେ ʤֶアϝリΧʥ 約20໊ �݄த०ʙ�݄ॳ०

ΧリϑΥルニアେֶ
αンσΟΤΰߍʤアϝリΧʥ 約20໊ �݄下०ʙ�݄த०

ΧリϑΥルニアେֶ
σーϏスߍʤアϝリΧʥ 約25໊ �݄ॳ०ʙ�݄ॳ०

έンϒリοδେ ʤֶΠΪリスʥ 約�0໊ �݄ॳ०ʙ�݄下०

ϤーΫେ ʤֶΠΪリスʥ 約2�໊ �݄ॳ०ʙ�݄ॳ०

σΟーキンେ ʤֶΦースτϥリアʥ 約20໊ �݄ॳ०ʙ�݄த०

ήルϑେ ʤֶΧφμʥ 約�0໊ �݄ॳ०ʙ�݄ॳ०

τンϓιン・リバーζେ ʤֶΧφμʥ 約30໊ �݄த०ʙ�݄த०

ηϒҩՊେֶఏܞ
$BNQVT -BOHVBHF $FOUFSʤϑΟリϐンʥ 約30໊ �݄ॳ०ʙ�݄下०

ϚルςΟン・ルλーେ ʤֶυΠπʥ 約20໊ �݄ॳ०ʙ�݄ॳ०

ϑϥンγュʹίンςେ ʤֶϑϥンスʥ 約20໊ �݄ॳ०ʙ�݄ॳ०

๺京େ ʤֶதࠃʥ 約20໊ �݄ॳ०ʙ�݄下०

ϥス・アϝリΧスେ ʤֶϝキγίʥ 約20໊ �݄ॳ०ʙ�݄ॳ०

ϩγアཱࠃαンΫτϖςルϒルΫ
େࡁܦ ʤֶϩγアʥ 約20໊ �݄த०ʙ�݄ॳ०

Ԇੈେ ʤֶؖࠃʥ 約20໊ �݄下०ʙ�݄த०

サ マ ー プ ロ グ ラ ム

研म校・研म地 ื集人数 研म期間

ΧリϑΥルニアେֶアーバΠンߍʤアϝリΧʥ 約25໊ 2݄த०ʙ3݄த०

ϤーΫେ ʤֶΠΪリスʥ 約2�໊ 2݄த०ʙ3݄下०

ϗーιン・ϝルϘルンӳߍֶޠʤΦースτϥリアʥ 約25໊ 2݄下०ʙ3݄下०

ηンτ・ϝアリーζେ ʤֶΧφμʥ 約30໊ 2݄下०ʙ3݄த०

ηϒҩՊେֶఏܞ
$BNQVT -BOHVBHF $FOUFSʤϑΟリϐンʥ 約30໊ 2݄下०ʙ3݄ॳ०

ΦーΫϥンυେ ʤֶニューδーϥンυʥ 約20໊ 2݄下०ʙ3݄த०

Φλΰେ ʤֶニューδーϥンυʥ 約25໊ 2݄த०ʙ3݄下०

ϑϥΠϒルΫେ ʤֶυΠπʥ 約16໊ 3݄ॳ०ʙ3݄下०

$"7*-".�"MMJBODF 'SBOÇBJTF
ʢΫϨルϞン・ϑΣϥンେֶ؂मʣʤϑϥンスʥ 約20໊ 2݄த०ʙ3݄下०

՚౦ൣࢣେ ʤֶதࠃʥ 約20໊ 2݄下०ʙ3݄த०

αϥϚンΧେ ʤֶスϖΠンʥ 約20໊ 2݄下०ʙ3݄த०

େ⁝ܚ ʤֶؖࠃʥ 約20໊ 3݄ॳ०ʙ3݄下०

スプリングプログラム

研म校・研म地 ื集人数 研म期間

΢Οニϖάେ ʤֶΧφμʥ 約30໊ �݄ॳ०ʙ12݄下०

σΟーキンେ ʤֶΦースτϥリアʥ 約30໊ �݄த०ʙ12݄த०

ϋϫΠେֶϚϊアߍʤアϝリΧʥ 約30໊ �݄下०ʙ12݄下०

セメスタープログラム（英語）

プログラム ื集人数 研म期間
υΠπޠ・ҟจԽཧղ

&6キャンパスϓϩάϥϜ 約15໊ 3݄ॳ०ʙ�݄ॳ०

Ϥーϩϐアン・スλσΟーζ
&6キャンパスϓϩάϥϜ 約15໊ �݄ॳ०ʙ1݄下०

ʦ 中期 ʧセメスタープログラム（英語）

　ळ学期１セメスターのうち約̐カ月間、海外で英語研修を行う留学プログラム
です。य़学期の事前授業で、研修先の国・地域の文化・社会や歴史への理解をਂ
め、ळ学期に外国語教育に定評のある海外の教育機関で集中的に英語研修を受
け、英語の運用能力を高めます。じっくり英語を学びたい方、長期留学を目指す方
に人気のあるプログラムです。

留 学 を 支 え る さ ま ざ ま な サ ポ ー ト

঑学金制度

　本学では「同志社大学外国೿ݣ留学促進のための奨
学金」を設けています。短期・中期の留学プログラムや長
期の೿ݣ留学により留学する学生が対象です。この奨
学金制度によって留学අ用の負担をݮらし留学への道
を開くサポートをしています。

語学力向上

　本学では、正課科目以外にも、課外で各種語学試験の
対ࡦ講座を開講しています。また、学内でTOEFL ITP®

テストを年間7回実施している他、留学ਃ請を目指して
外部語学試験を受験した場合に受験料の൒ֹをิॿす
る等、学生の語学力向上を支援しています。

留学相談

　留学に関する豊෋な知識を持った留学コーディネー
ターをラーニング・コϞンズ（今出川）または国際課（京田
辺）に配置しています。留学にあたって、どこから取り組
めば良いのか、අ用や準備のことなど、あらゆるٙ問・質
問や不安に対して適੾なアドバイスを行っています。

スマートフォンから海外留学制度
঺介動画が視聴できます。

※2021年౓からஈ֊తʹཹֶΛ࠶։͍ͯ͠ま͢ɻ

※「ॳम」͸ӳޠҎ֎ͷ֎ޠࠃʹΑΔϓϩάϥϜͱͳΓま͢ɻ
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ʦ 長期 ʧ外国協定大学೿ݣ留学生制度

　同志社大学は、37カ国（地域）176大学（2023年3月31日現在）と学生交換協定をక結しています。外
国協定大学೿ݣ留学生制度はこれらの協定校に൒年間または1年間留学するプログラムで、現在300名
以上を海外の協定大学へ೿ݣすることが可能です。所ଐ学部にかかわらず出願でき、留学中も同志社大
学に在学することになり、4年間で卒業することも可能です（留学先大学の授業料は原ଇとして໔আ）。留
学先では現地の学生と同様に専門科目を履修できます。

（202�年�月�1日現在）⾣ ೿ݣ留学先大学

ཹ
学
・
ࠃ
ࡍ
ަ
ྲྀ

　アーϞスト大学への೿ݣ留学生制度は、「新島スカラー」（同志
社の創立者・新島襄を記念してアーϞスト大学が1954年に設
立）、「同志社新島スカラー」（寄付金の一部を利用して同志社が
1984年に設立）の２種類があり、ִ 年で実施されますので、事実
上毎年1名をアーϞスト大学に೿ݣするもので、アーϞスト大学
の3年生に正規学生として編入する制度です。応募資格は同志
社大学または同志社女子大学の3年次または4年次在学生、同
大学院博士課程（前期課程）在学生、修士課程在学生、専門職学
位課程在学生です。留学期間は２年間となっており、アーϞスト
大学の学位（BA）が取得できます。また、その間の授業料、ྈඅ、
食අ、学生活動අ相当ֹの奨学金が支給されます。

ア ー モ ス ト 大 学 へ の ೿ ݣ 留 学 生 制 度

6Χ݄ʙ̍年ؒでҟจԽཧղͱަྲྀΛਂΊま͢ɻ
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。用されない場合があります࠾用人数に限度があるため基準内であっても࠾用者数<出願者数> は2022年度実績。同志社大学奨学金は࠾ （1※
※2） 家計基準は、4人家族（྆親のうち1名がब࿑、本人ɿ自୐通学文系、ຓまたはఋɿ公立高校通学）をϞデルケースとした場合の収入（所得）金ֹです。

˞ৄ細͸別࡭子h ಉࢤ社大学大学院案内202� をɦ参照してくͩさい。

঑ 学 金 ੍ ౓
　ಉࢤ社大学で͸、経済的な理由によりम学困೉な学生が安心して学業に専念できるよう、大学独
自の঑学金制度や日本学生支援機構঑学金、民間・地方公共団体঑学金など、多種多様な঑学金制
度により支援を行っています。現在、本学学部生の̐人に̍人が何らかの঑学金を受څしています。
　また、大学院生のための঑学金制度˞もॆ実しています。

ʦ 安心して学Ϳためにʧ

学外の機関等による঑学金

໊শ 種類 金ֹ
対象 採用（˞1）

ʦ出ئʧ
出ئ期間 採൱決定 備考

家計基準（˞2） 成੷基準

日本学生支援機構
第一種঑学金

ି༩
（無利子）

月ֹ20,000〜6�,000ԁ
˞入学年度により異なる

༩ऩ入：789万ԁ以下څ
営業所得：�81万ԁ以下

1年次：高校成੷評定平均値��5 以上
2年次以上：学部ŋ学科上位1��以内
かつ所定୯位数以上をम得

一種
16�
二種
280

Ģ�6�Ĥ

û月上०〜
û月中०
ï予定ð

家計がٸ変した
場合͸ਵ時対応

þ月上०
ï予定ð

標準म業年ݶまでି༩
外国人留学生͸出ئ不可
第二種঑学金の金利の種類͸、利率ݻ定方式、
利率見直し方式がある。利率の上ݶ͸�ˋ。日本学生支援機構

第二種঑学金
ି༩

（有利子）
月ֹ20,000〜120,000ԁ
˞入学年度により異なる

༩ऩ入：1,1�2万ԁ以下څ
営業所得：72�万ԁ以下

1年次：入学をもって基準をຬたす
2年次以上：所定୯位数以上をम得

ಉࢤ社校༑会
঑学金 付څ 年ֹ �00,000ԁ 成੷優लかつ経済的支援をඞ要とする2年次生以上の者 ü÷ 公ื͸しない ø月下० ̍カ年ݶり（推薦制）

民間・地方
公共団体঑学金

付څ
また͸
ି༩

֤঑学団体により異なる
֤঑学団体により異なる。学業・人物ともに優लで、
経済的な理由によりम学が困೉な者

�7
大学推薦団体͸8月〜9月中०
公ื団体͸�月下०よりਵ時

大学推薦団体分͸ಉࢤ社大学঑学金とಉ時に
ื集（民間団体঑学金のみのొ࿥可）。
返 ：ؐି ༩の場合͸֤঑学団体により異なるがଔ業後10〜15年以内

ಉࢤ社大学঑学金制度一ཡ

໊শ 種類 金ֹ
対象 採用（˞1）

ʦ出ئʧ
出ئ期間 採൱決定 備考

家計基準（˞2） 成੷基準

民間団体঑学金
（入学લื集）

付څ
また͸
ି༩

֤঑学団体により異なる
学業・人物ともに優लで、
経済的な理由によりम学が困೉な者

1�
2月上०〜
2月下०

5月中०〜
返 ：ؐି ༩の場合͸֤঑学団体により異なるが
ଔ業後10〜15年以内

入学લにื集する঑学金

大学独自の঑学金

໊শ 種類 金ֹ
対象 採用（˞1）

ʦ出ئʧ
出ئ期間 採൱決定 備考

家計基準（˞2） 成੷基準

ಉࢤ社大学঑学金 付څ

神、文、社会、法、経済、商、政策、
グ ロ ー バ ル 地 域 文 化 学 部：
年ֹ�00,000ԁ
文化情報、スポーツ健߁科学部：
年ֹ�20,000ԁ
理工、生命医科学部：
年ֹ��0,000ԁ
心理、グローバル・コミュニケー
ション学部：年ֹ��0,000ԁ

2022年度採用実੷
༩ऩ入：595万ԁ以下څ
営業所得：2�2万ԁ以下

1年次：入学をもっ
て基準をຬたす
2年次以上：学部ŋ学
科上位1��以内かつ
所定୯位数以上を
म得

175
ʦ�09ʧ

8月〜
9月中०
（予定）

11月中०
（予定）

̍ ： 付期間څ カ年ݶり
（ຖ年出ئ可）
外国人留学生͸出ئ不可
高等教育のम学支援新制度とのซڅ͸できない。

ಉࢤ社大学
म学特別支援
঑学金

付څ 年ֹ 200,000ԁ

災害・病気また͸不ྀの事ނ等で
家計支持者がࢮ亡また͸後Ҩ症
によりब労不能となった場合、災
害等により住宅が半յ以上のඃ
害を受け、家計がٸ変した場合。
日本学生支援機構第二種঑学金
家計基準内であること。

1年次：所定୯位数以
上をम得
2年次以上：学部ŋ学
科上位2��以内かつ
所定୯位数以上を
म得

7
Ģ7Ĥ

8月〜
9月中०
（予定）

11月中०
（予定）

りݶ付期間 ： 1カ年څ
出ئ：事由発生から1年以内であること

ಉࢤ社大学
育英঑学金 付څ 年ֹ �00,000ԁ

学術、文化、スポーツ活動等に優れた成果をあ͛、
かつ、学業、人物ともに優लな者

100
公ื及び学部推薦

（学部により異なる）
1月中०
（予定）

りݶ付期間 ： 1カ年څ
（ຖ年出ئ可）

ಉࢤ社大学
寄付঑学金 付څ 年ֹ 100,000ԁ 学部長等に推薦された学力・人物ともに優लな者 17 公ื͸しない

5月下०
（予定）

り（推薦制）ݶ付期間 ： 1カ年څ

ಉࢤ社大学
୹期ି付金

ି༩
（無利子）

ᶃ一般ି付  �0,000ԁ以内
ᶄ特別ି付 100,000ԁ以内

やむを得ない事情で、一時的に生活費支หが困೉になった
者

ᶃ0
ᶄ1

の場合ਵ時対応ٸۓ
返 ：ؐ一般ି付の返ؐ͸�カ月以内、

特別ି付͸10カ月以内の月ොによる

ৄしい出ئ期間、出ئ方法に関し
て͸、本学XeCサイトの「঑学金」

のページを͝確認くͩさい。

入学後にื集する঑学金

໊শ 種類 金ֹ
対象 採用（˞1）

ʦ出ئʧ
出ئ期間 採൱決定 備考

家計基準（˞2） 成੷基準

日本学生支援機構
付঑学金څ 付څ

免ֹ͸ݮ、付ֹڅ
世帯ऩ入により異なる
ৄしく͸、本学XeCサイトの

「঑学金」のページを参照

住民税非課税世帯
また͸それに準じ
る世帯

（ৄ細͸文部科学
省、日本学生支援
機構のXeCサイト、
本学XeCサイトの

「঑学金」のページ
を参照）

1年次：次のいͣれかに֘౰する者
ᶃ高校等の評定平均値が��5以上
ᶄ入学ࢼ験の成੷が上位1�2以上
ᶅ高校ଔ業程度認定ࢼ験の
　合格者
ᶆ学मの意ཉや目的、ক来の人生

設計等が学म計画書により確
認できる

196
ʦ�2�ʧ

�月上०〜
5月上०
（予定）

9月中०〜
10月中०（予定）

家計がٸ変した
場合͸ਵ時対応

7月上०
（予定）

ଞに国籍・在留資格等に関する要件、大学等に
進学するまでの期間等に関する要件あり。
標準म業：（免期間ݮもしく͸授業料）付期間څ
年ݶまで。たͩしܧ続にあたりຖ年学業成੷・
学म意ཉ、経済ঢ়گについての৹査あり。
本制度による支援を受ける者͸、日本学生支援
機構ି༩঑学金（第一種）のି༩金ֹが制ݶさ
れる場合がある。
ಉࢤ社大学঑学金とのซڅ͸できない。

授業料等ݮ免
授業料

等
免ݮ

12月
（予定）

高等教育のम学支援新制度
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঑
学
ۚ
੍
౓
／
学
ੜ
ࢧ
ԉ

　「学生をஸॏにѻいなさい」「学生の個性を৳ばしてあ͛なさい」と
教職員に説いた創立者・新島᧜の精神に則り、学生一人ͻとりの生活や
֤自の成長をஸೡにサポートできる総合的な体制を੔えています。

ʦ キャンパスライフをサポート ʧ

学 生 ࢧ ԉ

⾣ なんでも相談（学生支援課）

　Կかٙ問にࢥったとき、どこに聞けばよいのかわからないとき
に気軽に立ち寄れる場所、それが学生支援課です。学生支援課で
は相談の内容により、学内外の専門部署と連携して、あなたとと
もに解決法を考えます。

വ館キャンプ

　創立者新島襄が1864年に国
を൜して୤国した地、๺海道വې
館市を3ധ4日で๚れます。新島
襄の生き方に৮れ、人と人との৮
れ合いの中で自分自身を見つめ
直します。

C - A P（くらっ΀）

　演劇・音楽などのワークショッ
プを学期ごとに行う体験型プロ
グラム。;だん௅戦する機会のな
い人でも観る立場から表現する
立場へ。కめくくりには成果発表
会を開催します。

8 O T（ワット）

、ക館ハーディーホールにてפ　
映画上映やコンサートなど多彩
なイベントを開催します。

ৄ͘͠͸ͪ͜ら

D - - i W e（課外活動 X e C サイ ト）

　クラブ・サークル情報を中心として
課外活動の「今」を配信します。試合や
イベント、クラブ紹介などに加え、課外
プログラムの映画・LIVE情報まで満載
です。

⾣ 課外プログラム

　学生支援センターでは、学生生活をより充実したものにするため、さまざまなセミナー・プログラムを開催しています。セミナーやプログラ
ムへの参加を通じた実体験や、色々な世代や考え方の人とのコミュニケーションにより、自身の考え方や価値観、視野を広げることができま
す。

⾣ ボランティア支援（ボランティア支援室）

　ボランティア支援室では、ボランティア活動への参加を通じ
て、学生が市民社会の構成員であることの自֮を持つこと、社
会のニーズや直面している問題を「自分ごと」として捉えられ
るようになることなど、様々な「気付き」を促すための支援に取
り組んでいます。また、実社会において活躍する幅広い世代・分
野の人々との交流を通じて、自己成長・自己発見することがで
きるよう、学生のボランティア活動を全面的にバックアップし
ます。
　また、学生／大学と地域の連携・交流・つながりをさらに発展
させることで、地域活性化や地域と大学のإの見える関係づく
りを目指します。

⾣ 健߁管理（保健センター）

　保健センターでは、心身ともに健康な学生生活が送れる
ようサポートしています。主に次のような業務を行っていま
す。

⁞定期健߁਍断
疾පの早期発見や健康の維持・促進を目的に、毎年1回実施。

 健߁管理
定期健康਍断の結果を基に࠶検査、精密検査および਍療を行う。

⁠健߁相談
心身に関わること、ༀ、医療について様々な相談に対応。

⁡精神保健相談（予約制）
⁢਍療

月～金༵日のޕ後、内科の਍療を実施。
⁣ 「健߁਍断証明書」の交付

奨学金、教育実習、進学、ब職などに必要。
⁤応ٸ処置

軽いոզなどのॲ置や、体調不良で੩養を希望する場合に対応。
⁥救ٸ

学内での体調不良や௧み等による症状で自ら来所できない場合は؃護ࢣ
が出向きます。

⾣ 学生相談（カウンセリングセンター）

　充実した学生生活を送るためには、心身ともに健康であること
が大੾です。大学に入学したばかりの学生は、一人฻らしを始め
自分で判断しなければならないことが増えるなど、これまでとൺ
΂て、環境が大きく変わります。それによって、色々な೰みが生じ
るかもしれません。そこで本学では、今出川・京田辺྆校地に「カ
ウンセリングセンター」を設け、学業や将来の進࿏、対人関係や健
康などについて、学生生活を送る上での様々な相談や質問を受け
付けています。専門のカウンセラーがお࿩をうかがい、必要に応
じて学内の他部課や学外の機関を紹介することもできます。もち
ろん個人の秘密は厳कされるため、安心して相談してください。

相談内容（ྫ）

˔ मֶʹؔ͢Δ͜ͱ

˔ কདྷͷਐ࿏ʹؔ͢Δ͜ͱ

˔ ରਓؔ܎ʹؔ͢Δ͜ͱ

˔ ৺਎ͷ݈߁ʹؔ͢Δ͜ͱ

˔ ੜ׆શൠʹؔ͢Δ͜ͱ

˔ ൃୡো͕͍ʹؔ͢Δ͜ͱ

生活
支援

ボランティア
支援

なんでも
相談

課外活動
支援

自己ܒ発
支援

⾣ 学生相談（スチューデントダイバーシティ・
　 アクセシビリティ支援室）

　身体、精神／発達にোがいのある学生が、学生生活を送る上で
必要かつ適੾な支援と機会を得られるよう、授業保ো、情報保ো
を中心に様々な支援を行っています。また、学生が相互に多様な
人格と個性を尊重し合いながら共生できるように、全学における
協力体制を推進しています。
　修学における支援や、োがい学生をサポートするサポートス
タッフ、ジェンダーやセクシュアリティに関する相談や質問があ
る方は、当室にお気軽にお越しください。



74

⾣ 生活支援

　学生が安心して学生生活を送れるよう、健康面から住居に至るまで幅広い支援を展開。
あらゆる問題を解決するため、窓口での相談に応じています。

下 ॓

　本学学生の約4割が下॓生活をしています。新入生は講義を受ける校地の周辺地
区に下॓するケースが多く見られますが、クラブ活動やアルバイトなどの関係から、
྆校地の中間点である宇治、৓ཅ、෬見地区や通学に便利な地下鉄Ԋઢに下॓して
いる学生もいます。学生生活課では、修学援ॿの一環として経済的負担が少なくてす
むアパート、一ݢ家（間आり）などの物݅を業務委ୗにより紹介しています。

学 生 教 育 研 究 災 害 傷 害 保 険

　学生の教育研究活動中の֐ࡂに対して必要な給付を行うই֐保ݥ制度で、正課
中・学校行事中はもちろん、課外活動中も含めた教育研究活動中の΄とんどのই֐
事故がิঈの対象となっています。本学の正規学生については、大学が保ݥ料を負
担して「学生教育研究֐ࡂই֐保ݥ」に加入しています。また、特約により通学中の事
故、学校施設間のҠ動中の事故についてもิঈの対象となっています。

厚 生 ࢪ 設 ঺ 介

　クラブ、ゼミ合॓や保養、レクリエーションのための施設として、本学には同志社
びわこリトリートセンターと൩੖૲堂があります。
　2000年ळ、࣎լݝ๺小松にオープンした同志社びわこリトリートセンターは、創
立125周年記念事業の一環として「キリスト教主義教育・国際交流」のための施設と
して建設されました。
　൩੖૲堂は山中ބ൞にあるಙ෋ોๆゆかりの建物です。自然環境に恵まれた別天
地で、ࢥい੾りリフレッシュできる施設として、学生や教職員、卒業生に利用されて
います。

学 生 ྈ

　同志社大学は、京都市内に複数の学生ྈを用意しています。

　継志ྈは、2021年9月に開設した教育ྈです。人種、性別、োがいの有無、文化等
の様々なҧいやഎܠを持つ学生が多様な価値観を理解し合い、そのҧいを新たな
創造へと導く力を持つ人物の養成をコンセプトとしています。国内学生と留学生
が生活を共にし、多文化共生、地域社会との異世代共生を実践します。ྈ生は全員
Residential Learning Program（RLP）とݺばれる、地域社会との関わり等を通した実
践学習に参加します。

健 ߁ 関 連 の 取 り 組 み

　本学の正規学生を対象に、ࣃ科検਍など、学生の健康に関する事業を実施してい
ます。

ア ル バ イ ト

　アルバイトは、学අや留学අ用、生活අ、小ݣいを工面するなど目的は人それぞれ
ですが、同志社大学生以外の様々な世代の人と出会えたり、アルバイトを通して職業
観をは͙くむ一ॿとなるなど、貴重な社会勉強の機会といえます。本学学生は、同志
社大学アルバイト紹介システム（https://www.aines.net/doshisha）から、いつでもど
こでもアルバイト情報の検索が可能です。アルバイトをしてみようと考えている方
は、学生の本分である学業がૄかになることのないよう十分注意の上、経験してみて
ください。

ྈ໊ 入ྈ資格 定員（人） ྈ費（月ֹ）˞ ྈ食 住ډ形式

ܧ
ㇲ㇤ㇹ㈬㈩㇦

ྈࢤ
本学学生

ˎ在ྈ期間̎年

���
ʢ内༁ʣஉࢠϑϩア ��
ɹɹɹ ϑϩアࢠঁ ��

ˎଞʹ୹ཹظ学プϩάϥϜ༻ ��

60,000ԁ
ˎೖྈ࣌ʹೖྈඅͱし
ͯ ��
��� ԁΛ௃ऩ

なし
ユニット形式

5つのډ室（個室）につき
̍つのリビングを共用

य़ྈ、松蔭ྈは、舎අを௿ֹに抑え、入ྈ選考では家計審査を実施するなど、学ࠑ　
生の経済的支援のニーズにも応えられるようにしています。それぞれのྈの伝統や
文化を尊重した運営を行っています。

ྈ໊ 入ྈ資格 定員（人） ࣷ費（月ֹ）˞1 ྈ食˞2 住ډ形式

ࠑ
ㇹ

य़
ㇹ㈧㈵

ྈ
㈬㈩㇦

本学学生（உ子） �� 2�,900ԁ˞� ˞� 朝 ・ ༦ 2年間2人部԰˞5　�年目から1人部԰

দ
ㇹ㈩㇦

ӂ
㇤㈵

ྈ
㈬㈩㇦

本学学生（女子） 72 27,500ԁ˞� ˞� ༦ 2年間2人部԰˞5　�年目から1人部԰

※1ʣ2023・202�年౓ͷࣷඅで͢ɻ
※2ʣྈ৯͸ر๬ऀͷ஫จ੍ɻே৯ฏ150ۉԁ、༦৯ฏ300ۉԁで͢ɻͳ͓、֤ ྈͱ΋ࣗਬઃඋ͕͋Γま͢ɻ
※3ʣ ֤ࣨݸʹΤアίンΛઃஔ͍ͯ͠ま͢ɻΤアίンΛؚΉࣨډͷిؾ୅Λࣷඅͱ͸ผʹ௃ऩ͠ま͢ɻ
※�ʣ8J�'Jڥ؀Λ੔උ͓ͯ͠Γ、ར༻ྉ͸ࣷඅʹؚまΕ͍ͯま͢ɻ
※5ʣ新ܕίϩφ΢Πルスײછ֦େ๷ࢭͷͨΊ、Ұ࣌తʹ2ਓ෦԰Λ1ਓで࢖༻͍ͯ͠ま͢ɻ

※ ྈඅʹ͸、ॅ ి、අ、ਫಓྉۚډ ྉ、৸۩リース୅ؚ͕まΕま͢ɻ༺࢖ྉۚ、Πンλーωοτؾ

　また、ドミトリー・アシスタント（DA）（大学院学生）がྈ生とともに居住しながら、
ྈの管理運営のิॿにあたるとともに、RLPの関連業務を担います。

ྈࢤܧ
ಛઃサイト

ৄしく͸こͪら
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ະདྷ΁の४උ
ʮզ͕ߍの໳Λく͙ΓͨΔ΋のは、੓࣏ՈʹなΔ΋Αし、

फڭՈʹなΔ΋Αし、࣮ 、ՈʹなΔ΋Αしۀ
ҭՈʹなΔ΋Αし、จ学ՈʹなΔ΋Αしʯڭ
こΕは、૑ཱ ・ऀ৽ౡ᧜のݴ༿Ͱ͢ɻ

ࣗ෼のਐ࿏、͞ らʹはࣗ෼のਓੜʹ͍ͭͯ൑அし、ܾ ఆΛԼ͢のは、
学ੜࣗ਎Ͱ͢ɻキャリアセンλʔは、学ੜ͕ࣗらのྗͰ

ࣗ෼のকདྷʹ͍ͭͯ͑ߟ、ܾ அし、ಓΛ੾Γ։͍͍ͯくこͱ͕Ͱ͖ΔΑ͏、
学ੜҰਓͻͱΓʹدΓఴͬͯ੣࣮ʹサϙʔトし͍ͯ·͢ɻ

　まずは正課・課外のプログラムを通じて、主体
的な行動と社会ྙ理観の大੾さを認識し、ライフ
プランニングや職業観のৢ成、能力開発を目指
すところからスタート。

⾣ ʦਖ਼՝Պ໨ʧキャリア։ൃͱֶੜੜ׆
⾣ ʦਖ਼՝Պ໨ʧキャリア։ൃͷ՝୊ͱํ๏
⾣ ʦਖ਼՝Պ໨ʧ࿑ಇࢢ৔ͷಈ޲ͱキャリアܗ੒
⾣ ʦਖ਼՝Պ໨ʧެ ੒ʦϓϩδΣΫτՊ໨ʧܗキャリアܕื
⾣ キャリアൃݟηϛφー
ηϛφーݟൃݾࣗ ⾣
⾣ େֶੜ׆ͷա͝͠ํηϛφー
⾣ ֶ֤෦でͷキャリアΨΠμンス
⾣ キャリアମײϓϩάϥϜ
⾣ 50&*$� -�3 *1ςスτ
⾣ 50&*$� -�3 *1ςスτର࠲ߨࡦ

キャϦΞܗ੒ࢧԉظ

・ֶ ੜੜ׆ͷ໨ඪઃ定Λ͢Δ
・社ձ΁ͷೝࣝΛਂΊΔ�೥࣍ʙ�೥࣍

S T E P 1

　自分の目標達成に向けて۩体的に行動する3
年次ळから本格的なब職支援へと進みます。社会
や࢓事、自己を知るためのプログラムを通じて、そ
れぞれの目標に合わせたサポートを行います。

ब৬׆ಈࢧԉظ

、৬छΛ஌Γ、ۀا、քۀ・
 ब৬ʹ͚࣠ͨ޲Λ໌֬ʹ͢Δ�೥࣍ळʙ�೥࣍

⾣ ब৬ΨΠμンス
分ੳηϛφーݾࣗ ⾣
ηϛφーڀݚࣄ࢓ ⾣
⾣ Τンτリーγーτηϛφー・
　 ϫーΫγϣοϓ
⾣ ໘઀ηϛφー・ϫーΫγϣοϓ
⾣ άルーϓσΟスΧογϣン
　 ηϛφー・ϫーΫγϣοϓ
ηϛφーۀا ⾣
⾣ ֶ಺ۀاઆ໌ձ
ੜର৅ʣ࣍ձʢ�年ߟબ༺࠾ۀا ⾣
⾣ චݧࢼهରࡦηϛφー

⾣ 6λーン・*λーンηϛφー
⾣ 6λーン・*λーン૬ஊձ
⾣ ެ຿һ・ެ ຿આ໌ձʢશֶ年ର৅ʣۀһڭߍֶཱ
ࣗ・ி׭ ⾣ આ໌ձʢશֶ年ର৅ʣ༺࠾ମ৬һ࣏
આ໌ձʢશֶ年ର৅ʣ༺࠾һڭ ⾣
⾣ 0#・0(ަྲྀձʢશֶ年ର৅ʣ
⾣ ಺定ऀ࠲ஊձʢશֶ年ର৅ʣ

S T E P 3

⾣ ʦਖ਼՝Պ໨ʧキャリアܗ੒ͱ
　 Πンλーンγοϓʢ2年࣍ੜҎ্ର৅ʣ
⾣ େֶίンιーγアϜ京౎Λར༻ͨ͠
　  Πンλーンγοϓʢશֶ年ର৅ʣ
Πンλーンγοϓܕืެ ⾣
⾣ 夏Πンλーンγοϓ・ڀݚࣄ࢓ʹ
ηϛφーۀاͷ͚ͯ޲ 　
⾣ 同志社ݶ定Πンλーンγοϓ・
ϓϩάϥϜڀݚࣄ࢓ 　
⾣ キャリアΨΠμンス
分ੳηϛφーݾࣗ ⾣
ηϛφーڀݚࣄ࢓ ⾣

⾣ චݧࢼهରࡦηϛφー
⾣ Τンτリーγーτηϛφー・
　 ϫーΫγϣοϓ
⾣ ໘઀ηϛφー・ϫーΫγϣοϓ
⾣ άルーϓσΟスΧογϣン
　 ηϛφー・ϫーΫγϣοϓ
ηϛφーۀا ⾣
⾣ ެ຿һ࠲ߨΨΠμンス
⾣ ֶ಺ެ຿һ࠲ߨ
　ʢ3年࣍य़ΑΓ։ߨʣ
⾣ 0#・0(ަྲྀձʢશֶ年ର৅ʣ

　STEP1でਂめた認識を、実際の現場で体験するプログラムで
す。興ຯのある࢓事や企業の業務の一端に৮れることで、ಇくこ
とへの意識を高めるとともに、自ら考え行動する力を養い、より
明֬な将来の目標設定を目指します。

ब৬ମࢧݧԉظ

・কདྷ΁ͷ໨ඪઃ定Λ͢Δ
Λ֦େ͢Δࣝݟ・

S T E P 2

�೥࣍य़ʙ
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�೥͔࣍らのキャリアڭҭͰ
ब৬׆ಈΛ͖Ί細͔くόックアップ

　1･2年次生のときから職業観醸成のためのプログラム
を展開しています。「キャリア発見セミナー」「キャリア体
感プログラム」では社会で働くことの意味を多角的に考
えるきっかけとします。また、自分の将来設計を考える契
機とすることを目的としてインターンシップや仕事体験
などを全学部生を対象に実施しています。
　就職活動のバックアップについても、綿密な年間スケ
ジュールを組み、さまざまな催しを行っています。3年次
生への進級時には第1回キャリアガイダンスを実施し、就
職活動の具体的な準備をスタート。キャンパスで開催さ
れる各種セミナーや先輩たちの就職活動体験記を参考
に、業界・企業研究を深めます。また、公務員・教員志望
者のために、希望に合わせたガイダンスやセミナー、講
座を開催しています。

学ੜҰਓͻͱΓͱのݸผ໘ஊの΄͔
ࣗ୐͔らͰ΋ݟらΕΔσʔλϕʔスΛ׬උ

　学生との個別面談もキャリアセンターの大きな役割で
す。各学生からの活動状況の報告や相談を受け、個々の
状況に合わせて適切にアドバイスします。企業等での経
験豊かなキャリアアドバイザーも配置し、本学で学んだ
知識をどのように活かすか、社会でどのような自己実現
を目指すか、一人ひとりの希望・特性にふさわしい就職
実現を目指してサポートを行っています。
　対面での相談だけでなく、オンラインや電話での相談
にも対応しています。
　就職活動に関する情報が氾濫する中、本学では企業の
最新情報を収集・蓄積し、正確でタイムリーな情報を提
供しています。キャリアセンター内の資料コーナーでは
公務員やUIターンなどの様々な情報を、PCコーナーでは
ビジネス向けオンラインデータベースサービスを利用し、
企業情報を閲覧することができます。また、キャリアセン
ター独自の情報を提供するwebシステム「e-career」は就
職活動の貴重なツールとなっています。

　おじがห護士をしており、法曹界に進みたいと考え、法学
部に進学しました。判ྫやࡋ判ྫなどを勉強していくうちに
法曹界の前ྫ主義的なところが自分に合っていないと感じ、
IT、特に企業の情報システムを構築するSI（システムインテグ
レーション）企業へ進むことに଩を੾りました。というのは、
水泳コーチのアルバイトをしていたのですが、教えること以
外の業務に๩ࡴされることがありました。ITでޮ཰化すれば
本業に集中できる、これはここだけの問題ではない、もっとIT
で豊かな社会にしたいと考えたのがきっかけです。
　ब職活動ではwebテストの対ࡦで出஗れてしまいました。
しかし、オンラインでの面接の練習やエントリーシートのఴ
など大学のサポートがしっかりしていたので、巻きฦすこ࡟
とができました。新型コロナの感છ状گが少しམち着いてか
らは、対面での面接練習や相談など柔軟に対応してもらい、
精神的な面でも心強いຯ方になってもらいました。キャリア
センターは自分から求めればあらゆる情報やさまざまな場を
提供してくれます。
　大学の3、4年はコロナ禍で大変な時期でしたが、オンライ
ンでの授業や友人との会࿩、さらにアルバイトでのコーチの
経験など、直接会える機会が少ないからこそコミュニケーシ
ョンの大੾さを学びました。出会いを大੾に、安Ҫにཔんだら
大ৎ෉とࢥわれる།一無二の存在になりたいです。

๏学部
๏཯学科

安
や す

井
い

稜
りょう

隼
と

಺ఆۀا

ιϑトόンク

　中学生のころからお՛子メーカーでಇきたいという夢を持
っていました。お՛子が身近にあり、家族で一ॹにお՛子を
食΂ていたことが大事なࢥい出になっているからです。大学
は、お՛子メーカーでಇくための知識を身につけようと商学
部に進学しました。入学して勉強の面だけでなく、いろんなタ
イプの人にめ͙りあい、いろんな考え方を持ち、得るものが多
くありました。その一つがサークルです。サークルではカンボ
ジアへ向けたボランティア活動をしていたのですが、現地の
子どもたちが食΂ているお՛子を自分も食΂てみました。そ
れも美ຯしいのですが、もっと美ຯしいお՛子がある、この子
どもたちにも食΂て΄しいというࢥいが強くなりました。
　ब職への道は困難なものでした。面接は次の段階や最終面
接へと進むのですが、不࠾用がいくつも続き、精神的にかな
りམち込みました。そこでキャリアセンターで相談すると、じ
っくりࢲの࿩を聞いてくださり、その上で࿩をするスピード
や長さ、伝え方など۩体的なアドバイスをいただき、修正して
いきました。それがうまくいき、最終的にカルビーにब職が決
まりました。ब職活動中、キャリアセンターは精神的に大きな
支えになりました。
　「じゃがりこ」を食΂ると一ॹに食΂た友だちとの楽しかっ
た出来事をࢥい出します。多くの子どもたちにࢲのようにお
՛子とともに楽しいࢥい出をつくって΄しいとࢥいます。

঎学部
঎学科

郷
ご う

田
だ

真
ま

由
ゆ

಺ఆۀا

ΧϧϏʔ
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͞ · ͟ · な キャ リ ア ࢧ ԉ

　小さいころから動くものが好きで、中でも自動車に関わる
っていました。できれば自動車を開発するࢥ事がしたいと࢓
ଆになりたいと考え、大学院に進み、自動車の部品の一つで
あるCVTの研究をしました。CVTとは無段変଎機のことで、
一般の変଎機にൺ΂て૽音もなく、省エネにもつながります。
ब職先は自動車の事業をメインにする本田技研工業に決まり
ました。同社は自動車にとどまらず、さまざまな技術を研究開
発している企業です。自動車だけでなく、Ҡ動するϞビリティ
にも興ຯがあったので、その希望が׎いました。
　ब職活動に関してはサポートが多ذにわたっていたので、
とてもཔりになりました。面接はす΂てオンラインだったの
ですが、画面越しで、自分が࿩したことが伝わっているのか不
安にࢥっていました。キャリアセンターの方から、声をワント
ーン上げたり、通信でのタイムラグを考ྀして少し間を置い
たりと、۩体的なアドバイスをもらったことで、コツがつかめ
ました。
　また同社の社員の方と࿩すとօさんに「܅のやりたいこと
はԿかʁ」と聞かれました。そういう情熱を持っている人が多
く、夢を大事にする会社だと強くࢥいました。
　同志社大学は、自分たちの夢や希望の実現をサポートして
くれ、一つͻとつのٙ問や課題に一ॹに向き合ってくれます。
これからは研究者として環境負荷と事故をゼロにする、とい
う夢に取り組んでいきます。

理޻学ڀݚ科
߈学ઐ޻ցػ

村
む ら

井
い

大
だ い

樹
き

಺ఆۀا

ຊాٕۀ޻ݚ

※ 一部の学部では、異なる໊শで։ߨしています。

インλʔンγップ

　学生のインターンシップへの関心は年々高まって
おり、企業・団体によっては࠾用選考以上のഒ཰と
なり選考が実施されることもあります。特に、3年次
生の夏に開催されるインターンシップは、多くの学
生にとってॳめてのब業体験の場となります。
　キャリアセンターでは、インターンシップの選考
対ࡦとして3年次生のय़から自己分析セミナーやエ
ントリーシートセミナー、面接セミナーといったさま
ざまなプログラムを実施し、学生を支援しています。
　また、正課科目として「キャリア形成とインターン
シップ」※を設置し、業界、企業、職種への理解をਂめ
る機会を提供しています。

ब৬ࢧԉڌ఺΋੔උ

　関੢企業だけでなく、౦京本社の企業へのब職も多
いため、౦京と大阪に「౦京サテライト・キャンパス」

「大阪サテライト・キャンパス」を設置。ब職相談（大阪
のみ3月中०～ 6月上०に実施）、パソコン利用、ূ 明書
の発行、ब職情報誌のӾ覧、活動中のܜٳができます。

6λʔン・*λʔンब৬の
サϙʔト

　地方へのब職を目指す際に考えておく΂きことや、
ब職活動の進め方等を説明する「U・Iターンセミナー」
や、各都道府ݝ・地域の担当者と交流ができる「都道府
別U・Iターンセミナー」を開催しています。また、各自ݝ
治体主催のイベント情報の提供や、各自治体が実施し
ている交通අิॿ等の支援制度に関する情報提供も
行っています。

άϩʔόϧʹ׆༂し͍ͨํ΁

　将来グローバルに活躍したい本学学生を対象に、キ
ャリア形成を目的として「グローバルキャリアフェア」

（य़学期実施・全学年参加可能）を開催しています。国際
機関やさまざまな分野でグローバルに活躍されている
社会人の方による講演会や、企業が求めるグローバル
人材を理解するセミナーなどを通じて、有意義な学生
生活を送るヒントを得ることができます。
　また、外国人留学生を対象に、日本でब職するための
心構えやब職活動の֓要を紹介するガイダンスを開催
し、早期からब職活動を始められるよう支援しています。

ো͕͍学ੜʹର͢Δ
キャリアࢧԉ

　キャリアセンターでは、௿年次生も参加可能なイン
ターンシップなど、学内外の各種機関とも積極的に連
携し、োがい学生のキャリア形成につながる様々な情
報や行事を提供しています。また、োがいのあるOB・
OGのब職実績や、ब活体験談などを参রできる΄か、
専門スタッフによる個別相談も実施しています。

公຿һΛ໨͢ࢦਓ΁の
ब৬ࢧԉ

　官ிや自治体職員による公務員業務説明会（全学年
参加可能）の開催や、公務員の࠾用情報やイベント情
報等の提供を行っています。
　また、公務員を目指すには࠾用試験科目の専門的な
勉強が必要です。同志社大学では、大手予備校講ࢣが
学内に来て講義を行う学内公務員講座を実施していま
す。同志社大学生に合わせたオリジナルの内容で、外
部予備校とൺֱして௿価格で受講することができます。

ଔ ۀ ੜ の ब ৬ ׆ ಈ ମ ݧ ஊ



学 部 業種別比率 ब職先ྫ

神学部　

文学部

社会学部

法学部

経済学部

商学部

政策学部

グローバル
地域文化学部

文化情報学部

理工学部

生命医科学部

スポーツ
健康科学部

心理学部

グローバル・
コミュニケーション
学部
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13.3%

12.5%

11.2%

14.7%

13.3%

10.8%

16.3%

17.2%

14.3%

21.5%

6.1%

3.9%

உࢠ

ࢠঁ

39.7%

28.2% 14.1%

9.5% 14.6%

14.5%

18.1% 11.2%

18.5% 14.9%

6.9%

4.1%5.7%



学 部 業種別比率 ब職先ྫ

神学部　

文学部

社会学部

法学部

経済学部

商学部

政策学部

グローバル
地域文化学部

文化情報学部

理工学部

生命医科学部

スポーツ
健康科学部

心理学部

グローバル・
コミュニケーション
学部
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企業・団体໊ 2022年
�月採用 過9ڈ年間 合計

1 Ոެ຿һʢҰൠ৬ʣࠃ 5� 3�3 �51

2 三Ҫॅ༑ۜߦ 2� �1� ��2

3 ೔ຊੜ໋อݥ 2� 3�� 372

4 三ඛ6'+ۜߦ 13 3�� 361

5 京౎ۜߦ 36 315 351

6 Έͣ΄ϑΟφンγャルάルーϓ 10 31� 32�

7 ౦京ւ্೔ಈՐࡂอݥ 2� 235 263

8 Γͦͳάルーϓ 12 2�2 25�

9 京౎ࢢ 21 1�5 206

10 京౎தԝ৴༻ۚݿ 1� 1�3 201

10 ໺ଜᨽ݊ 15 1�6 201

12 ߦլۜ࣎ � 1�� 1�3

13 三Ҫॅ༑৴ୗۜߦ 2� 16� 1�2

14 4.#$೔興ূ݊ 7 17� 1�1

15 ॅ༑ੜ໋อݥ 1� 165 17�

16 三Ҫॅ༑ւ্Րࡂอݥ � 170 17�

17 ݥ田ੜ໋อ࣏҆໌ 15 161 176

18 ニτリ 11 163 17�

19 ෋࢜௨ 11 161 172

20 ׭੫ઐ໳ࠃ 22 1�7 16�

21 ָఱάルーϓ 2� 13� 167

22 ؔ੢Έら͍ۜߦ 10 153 163

22 େ࿨ূ݊άルーϓຊ社 � 155 163

24 ೔ຊ༣ศ � 15� 162

25 ୈҰੜ໋อݥ 12 1�5 157

26 ଛ֐อݥδャパン � 1�5 15�

27 ೆ౎ۜߦ � 1�3 151

28 パφιニοΫ 1� 135 1��

29 京౎෎ 23 122 1�5

30 Έͣ΄ূ݊ 15 10� 123

30 શ೔ຊۭ༌ 0 123 123

企業・団体໊ 2022年
�月採用 過9ڈ年間 合計

1 パφιニοΫ 11 176 1�7

2 μΠキンۀ޻ 13 106 11�

3 ೔ཱ੡࡞ॴ 13 �0 �3

4 τϤλࣗಈं � �1 �0

5 三ඛిػ � �0 ��

6 ଜ田੡࡞ॴ 11 76 �7

7 Τψ・ςΟ・ςΟ・σーλ 12 61 73

8 σンιー 2 65 67

9 ໺ଜ૯߹ڀݚॴ 6 5� 65

10 ຊ田ٕۀ޻ݚ 6 5� 6�

10 ෋࢜௨ 3 61 6�

12 ๛田ࣗಈ৫ػ � 55 63

13 川࡚ॏۀ޻ � 5� 62

13 ೔ࣗ࢈ಈं � 5� 62

15 ؔ੢ిྗ � 52 61

16 京ηϥ � �� 56

17 ੵਫԽֶۀ޻ 5 �3 ��

17 5*4 1 �7 ��

19 ೔ຊిؾ 7 3� �6

20 ϩーϜ 10 35 �5

20 খদ੡࡞ॴ � �1 �5

22 三ඛࣗಈंۀ޻ 1 �2 �3

23 μΠϋπۀ޻ � 33 �1

23 ੢೔ຊి৴ి࿩ 3 3� �1

23 ϝΠςοΫ 2 3� �1

26 スζキ 3 37 �0

26 -*9*- 3 37 �0

28 /55υίϞ 5 32 37

28 アΠγン 3 3� 37

28 Φリンパス 3 3� 37

28 ੢೔ຊཱྀ٬鉄ಓ 2 35 37

過10ڈ年間に見るब職者数の上位�0社（文科系・理工系別）

ब
৬
࣮
੷

※౷߹͕͋ͬͨձ社ʹ͍ͭͯ͸、౷߹前ͷ֤ձ社΁ͷब৬ऀ਺΋ؚΊͯࢉ出͍ͯ͠ま͢ɻ
ஂ・ۀا※ ମ໊͸2023年�݄1೔࣌఺ͷ໊শΛ͍ͯ͠ࡌهま͢ɻ

※2020年�݄࠾༻ʙ2022年�݄࠾༻ͷσーλで͢ɻ　※౷߹͕͋ͬͨձ社ʹ͍ͭͯ͸、౷߹前ͷ֤ձ社΁ͷब৬ऀ਺΋ؚΊ
ஂ・ۀا※　出͍ͯ͠ま͢ɻࢉͯ ମ໊͸2023年�݄1೔࣌఺ͷ໊শΛ͍ͯ͠ࡌهま͢ɻ

จՊܥ

⾣ Τψ・ςΟ・ςΟ・σーλ
⾣ Φリンパス
⾣ ໺ଜ૯߹ڀݚॴ
⾣ τϤλࣗಈं
⾣キϠϊンϝσΟΧルγスςϜζ
⾣ ೔ຊアΠ・Ϗー・ΤϜ

⾣ ౡ津੡࡞ॴ
⾣ パφιニοΫ
⾣ μΠキンۀ޻
⾣ ιニー

⾣ ෢田ༀ඼ۀ޻
⾣ Ԙ໺ٛ੡ༀ
⾣ খྛ੡ༀ
⾣ λΧϥバΠΦ
⾣ ৿Ӭೕۀ

〈
医
情
報
学
科
〉

〈
医
生
命
シ
ス
テ
ム
学
科
〉

⾣ τϤλࣗಈं
⾣ ೔ࣗ࢈ಈं
⾣ 川࡚ॏۀ޻
⾣ Τψ・ςΟ・ςΟ・σーλ
⾣ &/&04
⾣ 京ηϥ
⾣ ΫϘλ
⾣ 三ඛిػ

〈
機
械
系
〉

⾣ ఇਓ
⾣ %*$
⾣ େਖ਼੡ༀ
⾣ ໌ ࣏
⾣ Χΰϝ
⾣ 京ηϥ
⾣ パφιニοΫ
⾣ Ϛπμ

〈
化
学
系
〉

⾣ த෦ిྗ
⾣ ౦೔ຊཱྀ٬鉄ಓ
⾣ ੢೔ຊి৴ి࿩
⾣ ιニー
⾣ μΠキンۀ޻
⾣ 三ඛέϛΧル
ઃݐ༸ޒ ⾣
ݝլ࣎ ⾣

〈
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
〉

⾣ 三ඛ6'+ۜߦ
⾣ Γͦͳάルーϓ
⾣ Έͣ΄ϑΟφンγャルάルーϓ
⾣ Ώ͏ͪΐۜߦ
⾣ 三Ҫॅ༑৴ୗۜߦ
⾣ ໺ଜᨽ݊
⾣ ໺ଜ૯߹ڀݚॴ
⾣ パφιニοΫ

〈
数
理
シ
ス
テ
ム
学
科
〉

⾣಺田༸5*ߦιリューγϣンζ
⾣ϫίール
⾣μΠキンۀ޻
⾣川࡚ॏۀ޻
⾣5050

⾣キリンϗールσΟンάス
ߦլۜ࣎⾣
ݿۚ༺ౡ৴޿⾣
⾣Έͣ΄ূ݊
⾣େ࿨ূ݊άルーϓຊ社

⾣͍͓͍͋ニοηΠ同࿨ଛ֐อݥ
⾣೔ຊ年ۚߏػ
⾣೔ຊ์ૹڠձ
⾣౦京౎ڭһ
⾣京౎େֶ

⾣౦ւཱྀ٬鉄ಓ
⾣ಡച新ฉ౦京ຊ社
⾣തใಊϓϩμΫπ
⾣パφιニοΫ
⾣೔ཱ੡࡞ॴ

⾣෋࢜௨
⾣京ηϥ
⾣ϛΫγΟ
⾣アϚκン・δャパン
⾣δϣンιン・Τンυ・δϣンιン

⾣Χΰϝ
⾣阪ٸ阪ਆϗールσΟンάス
⾣αンτリーϗールσΟンάス
⾣֯川େөスλδΦ
⾣ιニーϛューδοΫάルーϓ

⾣ খদ੡࡞ॴ
⾣ ೔ຊ੓ۚࡦ༥ެݿ
⾣ ೔ཱ੡࡞ॴ
Ոެ຿һʢҰൠ৬ʣࠃ ⾣
⾣ (.0アυパーτφーζ

⾣ ,%%*
⾣ ϠϚϋൃಈػ
⾣ 京౎ڭࢢһ
ੜձ京౎෎පӃࡁ ⾣
⾣ ৸԰川ࢢ社ձ෱ٞڠࢱձ

⾣ ੕໺リκーτάルーϓ
⾣ ੵ ਫϋ΢ス
⾣ ౦ւཱྀ٬鉄ಓ
⾣೔ຊϚΫυφルυϗールσΟンάス
⾣ -*5"-*$0

⾣ ιニーάルーϓ
⾣ パφιニοΫ
⾣ 京ηϥ
⾣ ෋࢜௨
⾣ ೔ຊアΠ・Ϗー・ΤϜ

⾣ アΫηンνュア
⾣ ҏ౻஧঎ࣄ
⾣ ౦ւཱྀ٬鉄ಓ
⾣ 川࡚ॏۀ޻
⾣ Ϛπμ

⾣ ౦京ిྗϗールσΟンάス
⾣ ೔ਗ਼৯඼ϗールσΟンάス
⾣ δϣンιン・Τンυ・δϣンιン
௨৴社ࣄ࣌ ⾣
⾣ リΫルーτ

⾣ ੢೔ຊి৴ి࿩
⾣ ೔ຊੜ໋อݥ
⾣ ॅ ༑ੜ໋อݥ
⾣ ౦京ւ্೔ಈՐࡂอݥ
⾣ ੵ ਫϋ΢ス

⾣ ϨΠスάルーϓ
⾣ ニτリ
⾣ ָ ఱάルーϓ
⾣ 京ηϥ
⾣ 三Ҫॅ༑Χーυ

⾣ ιϑτバンΫ
⾣ パφιニοΫ
⾣ リΫルーτ
Ոެ຿һʢҰൠ৬ʣࠃ ⾣
⾣ 地ํެ຿һ

⾣ "QQMF +BQBO
⾣ ి ௨
⾣ ೔ਗ਼৯඼ϗールσΟンάス
⾣ 京ηϥ
⾣ 京౎தԝ৴༻ۚݿ

⾣ &:新೔ຊ༗ݶ੹೚؂ࠪ๏ਓ
⾣ ؂ࠪ๏ਓτーϚπ
⾣ 阪࿨興ۀ
⾣ ଜ田੡࡞ॴ
⾣Τψ・ςΟ・ςΟ・ίϛュニέーγϣンζ

ߦլۜ࣎ ⾣
⾣ (4Ϣアα
⾣ ೔ຊੜ໋อݥ
⾣ パφιニοΫ
⾣ 三ඛ6'+ۜߦ

⾣ Γͦͳάルーϓ
⾣ 京ηϥ
⾣ ҏ౻ϋϜ
⾣Τψ・ςΟ・ςΟ・ίϛュニέーγϣンζ
⾣ /55υίϞ

⾣ ໺ଜᨽ݊
⾣ ౦ւཱྀ٬鉄ಓ
⾣ ྑ ඼ܭը
⾣ ງ৔੡࡞ॴ
⾣ ιϑτバンΫ

⾣ શ೔ຊۭ༌
⾣ ౦京ւ্೔ಈՐࡂอݥ
⾣ アαώҿྉ
⾣ アΫηンνュア
Ոެ຿һʢ૯߹৬ʣࠃ ⾣

⾣ ニτリ
⾣ ྑ ඼ܭը
⾣ 三Ҫॅ༑ۜߦ
⾣ 京౎ۜߦ
⾣ ιϑτバンΫ

⾣/55σーλάϩーバルιリューγϣンζ
⾣ 5*4
⾣ തใಊ
⾣ ָ ఱάルーϓ
⾣ ੕໺リκーτάルーϓ

⾣ ੵ ਫϋ΢スෆಈؔ࢈੢
⾣ 阪ిٸ鉄
⾣ 京౎෎
⾣ 京౎ࢢ
⾣ ެ จڭҭڀݚձ

⾣ ੢೔ຊγςΟۜߦ
⾣ ೔ຊͨ͹͜ۀ࢈
⾣ ೔ຊిؾ
⾣ ໺ଜ૯߹ڀݚॴ
⾣ パφιニοΫ

⾣バンμΠφϜίΤンλーςΠンϝンτ
⾣ ೔ཱ੡࡞ॴ
⾣ ෋࢜௨
⾣ 三Ҫॅ༑ۜߦ
⾣ 三ඛిػ

⾣ 山࡚੡パン
⾣ ָ ఱάルーϓ
⾣ ྑ ඼ܭը
⾣地ํެ຿һʢ౦京౎、େ阪෎、京౎ࢢ、ଞʣ
⾣ ଛ֐อݥδャパン

⾣ ΦϜϩン
⾣ ϠΫルτຊ社
⾣ パφιニοΫ
⾣ 京ηϥ
⾣ τϤλࣗಈं

⾣ ೔ཱ੡࡞ॴ
⾣ /55υίϞ
⾣ തใಊ
⾣ ॅ ༑঎ࣄ
⾣ 三Ҫॅ༑ۜߦ

⾣ 三ඛ6'+ۜߦ
⾣ ໺ଜᨽ݊
⾣ શ೔ຊۭ༌
⾣ ੢೔ຊཱྀ٬鉄ಓ
⾣ อ݈ମҭՊڭ་

⾣ ҩྍ๏ਓ
⾣ ੕໺リκーτάルーϓ
⾣ Ϛπμ
⾣ 三Ҫॅ༑ۜߦ
⾣ ଜ田੡࡞ॴ

⾣ 社ձ෱ࢱ๏ਓ
⾣ ੢দ԰νΣーン
⾣ ϠϚβキφϏスί
⾣ 64&/�/&95 )0-%*/(4
⾣ ϩーτ੡ༀ

⾣ ֤ ౎ಓ෎࡯ܯ　ݝ
⾣ ѴԽ੒ϑΝーϚ
⾣ -*5"-*$0
࿨キリンڠ ⾣
⾣ ৅ҹϚϗーϏン

⾣ ָ ఱάルーϓ
⾣ リΫルーτ
⾣ ໺ଜᨽ݊
⾣ 三Ҫॅ༑ۜߦ
⾣ γンΨϙールۭߤ

⾣ ೔ຊۭߤ
⾣ શ೔ຊۭ༌
⾣ ੕໺リκーτάルーϓ
⾣ ҏ౻஧঎ࣄ
⾣ ςϨϏே೔

⾣ ೔ຊ์ૹڠձ
⾣ アΫηンνュア
⾣ δϣンιン・Τンυ・δϣンιン
⾣ アϚκン・δャパン
Պʣޠһʢӳڭߍֶཱࢲ ⾣

※൒਺Ҏ্ͷֶੜ͕ຊֶେֶӃʹਐֶ͍ͯ͠ま͢ɻ

※൒਺Ҏ্ͷֶੜ͕ຊֶେֶӃʹਐֶ͍ͯ͠ま͢ɻ

⾣ϙοΧαοϙϩϑーυˍϏバϨοδ
⾣ アαώϏール
⾣ ΧルϏー
⾣ ίーηー
⾣ アスςϥス੡ༀ
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　本学の入学ࢼ験͸、高等学校教育をଚॏしつつ、大学教育
を受けるに;さわしい能力と適性を備えた人物を公正かつଥ
౰に選ൈすることを目的としています。
　また、多様な学生をٻめるため、一般選ൈ入学ࢼ験の΄か、
大学入学共通テストを利用する入学ࢼ験、推薦選ൈ入学ࢼ
験・自己推薦入学ࢼ験（公ื制）やアドミッションズオフィス
方式による入学者選ൈ（AO入ࢼ）、海外म学経験者（ؼ国生）
入学ࢼ験、社会人特別選ൈ入学ࢼ験、さらにస入学・ฤ入学ࢼ
験、外国人留学生を選ൈするࢼ験などもあります。

入 学 ࢼ ݧ

⾣海外म学経験者（ؼ国生）
　入学ࢼ験

　スポーツ健康科学部では、本学の教
育理念の一つである「国際主義」のさら
なる発展のため、帰国生を含む海外修
学経験者を対象とした入学試験を実施
しています。

⾣社会人特別選ൈ入学ࢼ験

　生涯学習への関心など、時代のニー
ズに応え、勉学意欲旺盛な社会人を対
象とした制度です。

⾣外国人留学生入学ࢼ験

　各学部・大学院では、本学での教育・研
究を希望する外国人を対象とした入学
試験を実施しています。来日することな
く入学許可が得られる渡日前入学許可
制度も実施しており、毎年多数の外国人
留学生が入学しています。受け入れ身分
には正規学生（学部・大学院を卒業・修了
する目的で入学する者）および特別学生

（大学院で特定の科目を履修・研究指導
を受ける者）があります。

⾣国際教育インスティテュート
　入学ࢼ験

　国際教育インスティテュートが行う
入試は、海外での学習経験や国際バカ
ロレア資格を有する方および国際的な
評価団体（WASC、CIS、ACSI）の認定を
受けたインターナショナル・スクールで
12年の課程を修了される方も対象にし
ています。授業は英語で行われるため、
出願にはTOEFL iBT®テスト、IELTS™、
Duolingo Englishテストの一定以上の
スコア取得が必要です。書類審査と面
接により合否を決定します。経歴に応じ
て、入学時期は4月または9月の選択が
可能です。第３年次転入学・編入学試験
は、定員に欠員がある場合に実施しま
す。実施の有無は、国際教育インスティ
テュート事務室に事前にお問い合わせ
ください。

⾣一般選ൈ入学ࢼ験

　大学入学後の学部教育に対応しうる
学力を判定するために、筆記試験を実
施しています。入試問題は長期間にわ
たって慎重に審議・検討を重ね、高等学
校での着実な学習努力が報われるよう
に難問や奇問を避け、公平で偏りのな
い出題に留意しています。

⾣大学入学共通テストを
　利用する入学ࢼ験

　大学入学共通テストを利用する入学
試験は、学部・学科・方式によって選抜
方法が異なります。大学入学共通テス
トの出題教科・科目のうち、各学部の指
定する教科・科目の成績および個別学
力検査などにより総合的に選抜する方
法と、個別学力検査などは課さず各学
部の指定する教科・科目の成績のみで
選抜する方法があります。

⾣アドミッションズオフィス方式
　による入学者選ൈ（AO入ࢼ）

　本学で学びたいという意志を持ち、
かつ学力試験では評価できない多様
な能力、大きな可能性を秘めている学
生を積極的に迎え入れようとする能動
的な選抜方式で、いわゆる「一芸一能入
試」とは大きく異なります。書類（第一
次審査）と面接等（第二次審査）で入学
者を選抜します。自己紹介書、志望理由
書、エッセイなど時間をかけて審査し、
さらに直接会って、学習意欲や将来の
可能性までを含めて総合的に評価し、
入学者を決定します。出願資格を満た
していれば、自分の意志で出願するこ
とができる入試です。

⾣推薦選ൈ入学ࢼ験・
　自己推薦入学ࢼ験（公ื制）

　学力・人物ともに優秀で、本学で学ぶ
ことを強く希望する者が、学校長などの
推薦を受けて、あるいは推薦を受けなく
ても出願できる制度です。学部・学科・
コースによって、出願資格が異なります。

⾣స入学・ฤ入学ࢼ験

　第2年次転入学・編入学試験は、日本国
内や外国の4年制大学の第1年次修了（見
込）者、および学部によっては大学第2
年次修了（見込）者、短期大学卒業（見込）
者、高等専門学校卒業（見込）者など、入
学試験要項に記載の出願資格を有する
入学志願者について、転入学・編入学試
験を行い、選考の上、学部第2年次から
の転入学・編入学を許可する制度です。
　第3年次転入学・編入学試験は、日本
国内や外国の4年制大学第2年次修了

（見込）者、短期大学卒業（見込）者、高等
専門学校卒業（見込）者、および学部に
よっては専修学校専門課程修了（見込）
者など、入学試験要項に記載の出願資格
を有する入学志願者について、転入学・
編入学試験を行い、選考の上、学部第3
年次からの転入学・編入学を許可する制
度です。

※202�年౓ೖࢼでืू͢Δೖ۠ࢼ分、ֶ ෦・ֶ Պ・
ίースͳͲʹ͍ͭͯ͸、ඞ֤ͣೖֶݧࢼཁ߲で֬ೝ͠
͍ͯͩ͘͞ɻ
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ೖ
学
ࢼ
ݧ

※料金は要項到着後に同封の払込取扱票で郵便局から振り込んでください。
◎入学試験の種類によっては、インターネットによる出願をご利用いただけるものもあります（詳細は各入学試験要項をご覧ください）。

（2023年度一般選抜入学試験）
合格者数hئࢤ者数

東 北
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⾣ 入学ࢼ験要߲などの入手方法

⾣ 都道府ݝ別ئࢤ者・合格者数

छ ྨ ཁ߲ൃද ྉ ۚ ೖखํ๏ ͓໰͍߹Θͤઌ

Ұൠબൈೖ学ࢼ験・
େ学ೖ学ڞ௨テストΛ
ར༻͢Δೖ学ࢼ験

11݄1೔ʢ予定ʣ 無料
⾣ຊֶXFCαΠτからਃ͠ࠐΈ
⾣ຊֶ໳Ӵॴʢड෇ʣでೖख
⾣同志社େֶ౦京αςϥΠτ・キャンパス、େ阪αςϥΠτ・キャンパスでೖख

入学センター入学課
TE- ： 075�251�3210　
'A9 ： 075�251�30�2
E-mail ： KJ�OZVHL!NBJM�EPTIJTIB�BD�KQ

ৄしく͸こͪら

֤入学ࢼ験要߲͸XeCでもӾཡ可能です。

ਪનબൈೖ学ࢼ験・
験ʢެื੍ʣࢼਪનೖ学ݾࣗ

6݄1೔ʢ予定ʣ

1,000ԁʪૹྉؚΉʫ
ʢ予定ʣ

⾣ຊֶXFCαΠτからਃ͠ࠐΈ※

⾣ຊֶ໳Ӵॴʢड෇ʣでೖख
⾣同志社େֶ౦京αςϥΠτ・キャンパス、େ阪αςϥΠτ・キャンパスでೖख

アυミοションζΦϑィスํࣜʹΑΔ
ೖ学ऀબൈʢ"0ೖࢼʣ
ւ֎म学経験 ʢऀؼ国生ʣೖ学ࢼ験 5্݄०ʢ予定ʣ

社会ਓಛผબൈೖ学ࢼ験
6݄1೔ʢ予定ʣୈ�೥࣍సೖ学・ฤೖ学ࢼ験

ୈ�೥࣍సೖ学・ฤೖ学ࢼ験

国ࡍ教育インスティテュート
ೖ学ࢼ験 5݄下०ʢ予定ʣ

無料　　　

⾣XFCαΠτ「ڭࡍࠃҭΠンスςΟςューτ」からμ΢ンϩーυ
຿ࣨでೖखࣄҭΠンスςΟςューτڭࡍࠃ⾣

国際教育インスティテュート事務室
TE- ： 075�251�3302　'A9 ： 075�251�330�
E-mail ： KJ�JMB!NBJM�EPTIJTIB�BD�KQ
U3- ： IUUQT���JMB�EPTIJTIB�BD�KQ�

ɹɹɹ　　　　　　　　　　　　ֶ ෦ 5݄த०ʢ予定ʣ ⾣XFCαΠτ「同志社େֶ΁ͷཹֶΛر๬͞ΕΔํ」からμ΢ンϩーυ
⾣XFCαΠτ「同志社େֶ΁ͷཹֶΛر๬͞ΕΔํ」からਃ͠ࠐΈ
ηンλーཹֶੜ՝でೖखࡍࠃ⾣

国際センター留学生課
TE- ： 075�251�3257　'A9 ： 075�251�3123
E-mail ： KJ�JOUBE!NBJM�EPTIJTIB�BD�KQ
U3- ： IUUQT���JOUBE�EPTIJTIB�BD�KQ�　　　　　　　　　　　　　 େֶӃ ݄̒下०ʢ予定ʣ

֎国ਓཹ学生ೖ学ࢼ験

ৄしく͸こͪら

ର৅ߴɿ ʹੜʢओߍ ・̍̎ 年ੜʣ
೔ఔɿ�݄下०ʙ12্݄०ͷ౔༵೔ʢ予定ʣ  ਃࠐड෇ɿ�݄ॳ०ʢ予定ʣ 

同志社େֶֶशࢧԉ・ڭҭ։ൃηンλー 5&-ɿ075�251�3277

⾣ 大学入学準備講࠲
　大学で必要とされる学習の質と量を示し、学部選択の参考としてもら
うことを目的として、高校生を対象とした「大学入学準備講座」を開講し
ています。本学の教員が、それぞれの専門分野で扱う内容からテーマを選
び、実際の大学の講義を体験していただきます（受講は無料です）。

ৄしく͸こͪら

ର৅ɿจཧબ୒ʹ໎͏ঁࢠதߴੜʢஉࢠதߴੜ΋ԠืՄʣ
೔ఔɿ̔ ্݄०ʢ予定ʣ
৔ॴɿ同志社େֶ　ਃࠐड෇ɿ̒ ݄த०ʙ݄̓த०ʢ予定ʣ

αΠΤンスキャンϓࣄ຿ہʢ同志社େֶཧֶ޻෦・ཧڀݚֶ޻Պࣄ຿ࣨ಺ʣ
5&-ɿ077��65�6212

⾣ ガールズサイエンスキャンプ
　中学１年生～高校３年生の主に女子生徒を対象に、同志社大学の施設
などにてサイエンスキャンプを実施します。実験講義や工場見学、外国人
女子留学生による“科学と英語”講座など、「理系の楽しさ」を実感できる
体験型学習を提供しています。

ৄしく͸こͪら同志社େֶೖֶηンλー ೖֶ՝5&-ɿ075�251�3210

⾣ 学部入ࢼ情報サイト
　最新の入試情報、オープンキャンパスや入試説明会といったイベント
に関するお知らせなど、受験生に役立つ情報をお届けしています。大学・
学部紹介や入試説明、在学生による座談会等さまざまな動画の視聴や各
種資料・要項の請求も可能です。

ৄしく͸こͪら
同志社େֶ京田辺ߍ地૯຿՝ 5&-ɿ077��65�7007

京ా辺 恵まれた自然と最先端のキャンパスを見学
　京田辺キャンパスは、790,000㎡の広大な敷地に最先端の研究・実験
設備や体育施設を備えています。ツアーでは、設備の整った校舎やグラ
ウンドをはじめ、キャンパス内に点在する遺跡群や貴重な出土物を展示
する歴史資料館などを学生ガイドがご案内します。

同志社େֶ޿ใ෦޿ใ՝ 5&-ɿ075�251�3120

⾣ キャンパスツアー
今出川 同志社の歴史と伝統に触れる

　同志社大学の学生ガイドが、今出川キャンパスを案内します。重要文
化財である明治建築の建物から、意外なエピソードを秘めた隠れた名所
まで、多くの見どころが同志社大学の歴史と伝統を物語っています。

キャンパスπアー
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　クラブ・サークル͸、自主的な活動を通じてコミュニケーション力、チームワーク、対人力、೜଱力、決断力など、
社会でඞ要とされる人間力を総合的にຏくとともに、ಉࢤ社人としてのアイデンティティを高めるフィールドでもあり、
自主自立をうたうಉࢤ社教育の一ཌྷを୲っています。

஥間と出会い、人間力をຏく

Ϋϥϒ・α ーΫル  

⾣ 課外活動団体リスト（公認団体）

体育会本部／スポーツアトムฤ集ہ

アーチェリー部／合気道部／アイスホッケー部／アメリカンフット
ボール部／バドミントン部／馬術部／バレーボール部／バスケット
ボール部／ボードセイリング部／ボクシング部／ボート部／ボウリ
ング部／フェンシング部／フィギュアスケート部／ゴルフ部／ハンド
ボール部／居合道部／自動車部／自転車競技部／準硬式野球部／柔
道部／カヌー部／空手道部／剣道部／航空部／硬式野球部／弓道部
／軟式野球部／日本拳法部／ラグビー部／ラクロス部／レスリング部
／陸上ホッケー部／陸上競技部／サッカー部／山岳部／射撃部／少
林寺拳法部／ソフトボール部／ソフトテニス部／水泳部／スキー部／
相撲部／スピードスケート部／体操競技部／卓球部／テニス部／ワ
ンダーフォーゲル部／ヨット部／トライアスロン部／フットサル部

体 育 会

剣練会／卓球同好会／バスケットボールクラブINTENSITY／テコ
ンドー部／バスケットボールクラブWILD CATS／拳友会／同志社
プロレス同盟／Du&Do バドミントンハウス／硬式テニス同好会／
軟式テニス同好会／ラグビー同好会H&T／サッカー同好会三ツ葉
キッカーズ／ゴルフ同好会／アルティメットサークル同志社Magic
／ハイキング同好会／山岳同好会／ルナティックス・スキークラブ
／山岳スキー部／同志社サイクリングクラブ／ヨットクルージング
クラブ／釣研究会（DAS）／FCブルーローバーズ／熱気球チーム

ス ポ ー ツ 系 団 体

人文科学研究ブロック

文学研究会／地学研究会／考古学研究会／京都研究会／歴史美術
研究会／史跡同好会

自然科学研究ブロック

電気情報研究会／星の会／機械研究会／ロボット研究会／天文同好
会

社会科学研究ブロック

同法会／法学研究会／会計学研究会／政治学研究会

国際研究ブロック

E.S.A.／E.S.S.／グッドサマリタンクラブ／国際経済商学学生協会
（アイセック）／国際交流サークルDESA／国際居住研究会／KOREA
文化研究会／模擬国連（MUN）／学生団体CHAD

伝統文化ブロック

茶道部／志清会／書道部／同志社競技かるた同好会

文 化 系 団 体

ࣸਅブロック

フォトクラブ／カメラクラブ／写真同好会／卒業アルバム委員会

芸術ブロック

ART-SOZO／クラマ画会／neuf／陶芸サークル「土夢」／漫画研究会

演劇ブロック

第三劇場／演劇集団Q／同志社小劇場／喜劇
研究会／京田辺、演劇ないん会

伝統芸能ブロック

雅楽会／邦楽部／能楽部金剛会／能楽部観世
会／能楽部宝生会／能楽部狂言会

応援団

指導部／吹奏楽部／チアリーダー部

メディアブロック

学生放送局／学生新聞局／学生テレビ局／広
告研究会add's

表現ブロック

マジック＆ジャグリングサークルHocus-
Pocus／よさこいサークルよさ朗／Meahula 
Nohealani／タップダンスサークルShimSham
／Soul2Soul

合এブロック

学生混声合唱団C.C.D.／グリークラブ／混声合
唱団こまくさ／コールフリューゲル／リーダー
クランツ／One Voices／同志社学生聖歌隊文化系1ブロック

同志社ミステリ研究会／模型研究会／将棋研
究会／アニメーション・ヴォイス研究会／SF研
究会／同志社VOCALOID研究会Arpeggio

器楽ブロック

ギタークラブ／交響楽団／マンドリンクラブ／
ピアノ研究会／ハンドベル・クワイア／同志社
室内楽団

ܰ音ブロック

フォーク・アライブ・クラブ（F・A・C）／Folk Song 
Society（F.S.S.）／軽音楽部／軽音楽研究会

（I.P.C.）／LOVE & FREE／ライラックレイン
ボーズ／サザン・マウンテン・ミュージック研究
会（S.M.M.A.）／とんがりぼうし

文化系2ブロック

鉄道同好会／ワーキングコーラス／ユース・ホ
ステル・クラブ／同志社ヒーローショー同好会／
Shinmachi Activate Project／ASUVID京田辺

映像ブロック

映画研究会／F.B.I.
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　本学で͸多࠼な教育と最先端の研究のダイナミズムの中で、新たな世界観、生き方、
多様性を創出し、社会にߩ献することができる総合的な人間力を育んでいます。
今出川、京ా辺の྆校地で͸ೱີに集結する֤分野の最先端研究に触れることができます。

ಉࢤ社大学の研究体制 ʦ 教育とのダイナミズムを形成するʧ

研 究

˙ ਆֶڀݚՊ

˙ ঎ֶڀݚՊ
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教育と研究のダイナミズム

�研ڀ ɾऀઐ໳৬Ϧʔμʔͷཆ੒ Ӭଓత研ڀ ڀΛؚΉ૯ׅత研ܞ学࿈׭࢈

大学院

専門職大学院

研究所等 研究開発推進機構

高等研究教育院 共ಉ利用・共ಉ研究拠఺
・੺ͪΌΜֶڀݚηンλー

・ਓจՊֶڀݚॴ
・アϝリΧڀݚॴ
・ϋリスཧԽֶڀݚॴ
・ྺ ྉؗࢿ࢙
・同志社社ࢿ࢙ྉηンλー

⾣大学院

　近年、高度専門職養成の場として社会的役割が
増してきている大学院。標準修業年限２年の博士課程（前期課程）
および修士課程と、標準修業年限３年の博士課程（後期課程）、
標準修業年限５年の一貫制博士課程があります。

˔ ঑学金制度
同志社େֶେֶӃ঑ֶۚͳͲར༻͠΍͍͢঑੍ֶۚ౓͕༻ҙ͞Ε͍ͯま͢ɻ

˔ 外国協定大学೿ݣ留学生制度
ͷେߍ定ڠࠃ֎ ・ֶେֶӃʹཹֶで͖Δ੍౓で͢ɻ
ཹֶઌେֶͷतۀྉ͸ݪଇͱͯ͠໔আ͞Εま͢ɻ

˔ 関西࢛大学大学院୯位互換制度
ؔ੢େֶ、ؔ ੢ֶӃେֶ、ཱ ໋ؗେֶでͷେֶӃतۀՊ໨͕ཤमで͖Δ੍౓で͢ɻ

˔ 研म生制度
मֶ࢜ҐΛಘͨޙ、͞ らʹߴ౓ʹೳྗΛߴΊ͍ͨͱر๬͠、ڐՄ͞ΕΕ͹、ݚमੜͱ͠
ͯमֶΛڐՄ͢Δ੍౓Λઃ͚͍ͯま͢ɻ

˔ 研究生制度
ത࢜՝ఔظޙ՝ఔʹ6年ؒ、まͨ͸Ұ؏੍ത࢜՝ఔʹ�年ؒر、͕ऀֶͨ͠ࡏ๬͠、
ಋΛड͚Δ͜ͱ͕で͖Δ੍౓Λઃ͚͍ͯま͢ɻࢦڀݚੜͱͯ͠ڀݚ、Մ͞ΕΕ͹ڐ

˔ 長期履म学生制度
Λ௒͑ͯݶ年ۀΓ、ඪ४मݶʹでཤम・म͕ྃ೉ֶ͍͠ੜݶ৘ʹΑΓ、定ΊらΕͨ年ࣄ
ཤम͢Δ͜ͱΛೝΊΔ੍౓で ʢ͢ৄ͘͠͸֤ڀݚՊࣄ຿ࣨʹ͓໰͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ʣɻ

大 学 院 の 学 び を サ ポ ート す る 制 度

⾣専門職大学院

　専門職大学院は、専門分野の高度な知識や技能を持つ専門職として、
社会で実務的に活躍するための学びを目的としています。
本学では司法とビジネスに関する専門職課程を設けています。

　同志社の法学教育・良心教育の歴
史を受け継ぎ、社会のニーズに対応
する力を備えた法曹を養成します。
司法試験に備える基本七法を、習熟
度別クラス編成によりきめ細かく指
導しています。高度の専門能力を涵
養する展開・先端科目も手厚く指導
し、特に、段階的に学び、実地研修を
加えた外国法教育、渉外法務分野
のカリキュラム・留学支援体制は高
く評価されています。法学部との連
携により早期卒業を活用した法曹養
成についても先駆者の実績を誇り、
京都大学法科大学院との連携事業
も年々拡充しています。

司 法 研 究 科
（法科大学院）

　ビジネス研究科のミッションは、
「同志社建学の精神である良心教育
と京都に育まれた伝統と革新の知恵
に基づき、人間の尊厳を尊重し、企業
や組織の成長を担えるリーダーシッ
プを備えた人物を養成する」というも
のです。このミッションに基づき、「責
任ある経営」「革新（イノベーション）」

「リーダーシップ」を学習目的とした
教育を行っています。
　ビジネス研究科は、社会人を対象
としたビジネス専攻（専門職学位課
程）と、英語で学位を取得できるグ
ローバル経営研究専攻（修士課程）が
あります。ビジネス専攻では、幅広い
専門分野をカバーし、大阪での受講
も可能です。グローバル経営研究専
攻では、世界各国からの留学生ととも
に学び合いながら、国際ビジネスリー
ダーを育てます。

ビ ジ ネ ス 研 究 科
（ビジネススクール）

ク
ϥ
ϒ
・
サ
ồ
ク
ϧ
／
ݚ
ڀ

ਪਐ෦ڀݚ・
・リΤκンΦϑΟス
・஌త࢈ࡒηンλー
・ֶ ఺ڌڀݚతࡍ

・த֩తڌڀݚ఺
・ઌ୺తڭҭڌڀݚ఺
ϓϥοτϑΥーϜڀݚҭڭ・
ϓϩδΣΫτڀݚҭڭ෇د・



84

⾣ 研究所

　同志社大学は各学部内での独立した研究だけでなく、大学内共同研究の
環境を整備し、本学の独自性を持った研究を展開しています。

⾣ 歴史資料館

　国内外での学術的な調査研究活動によって
収集された100万点を超える考古・民族・民俗
資料、古文書（重要文化財を含む）・浮世絵などの
歴史資料を収集・展示しています。今出川校地と
その周辺は、室町幕府の「花の御所」や江戸時代
の薩摩藩邸や公家屋敷があった地域です。キャ
ンパス内での発掘調査で出土した、古代から近
世に至る膨大な資料の整理・研究も継続してい
ます。京田辺校地には田辺天神山遺跡・下司古
墳群・大御堂裏山古墳（いずれも京都府指定史
跡）など随所に遺跡が保存されています。

⾣ ಉࢤ社社史資料センター

　同志社社史資料センターは1963年に設置さ
れた同志社社史史料編集所を前身とし、2004
年5月に発足しました。センターの目的は、創立
者新島襄や同志社諸学校に関係する史資料を
収集、整理、保存、活用して、創立以来の歴史と伝
統を後世に継承し、同志社の教育活動の充実と
発展に寄与することです。この目的に従い、研究
紀要（『同志社談叢』『新島研究』）の発行や研究
会の開催、ハリス理化学館同志社ギャラリーで
の展示活動（常設展示と企画展示）や公開講演
会を通じて、同志社の歴史や建学の精神に関す
る有形無形の啓蒙活動を実施しています。また、

『同志社百五十年史』の編纂事業も行っていま
す。

人 文 科 学 研 究 所

　人文科学研究所は、1944年「同志社大学研究
所」として発足し1957年に今日の名称となりまし
た。広く人文・社会科学の諸分野にわたって専門の
学術の理論・応用に関する総合的研究を行い、学
内外において文化の創造と発展に寄与することを
目的としています。第1の活動は、学際的な共同研
究の推進です。3年を1サイクルとする部門研究会
を複数設置し、学内外の研究者による活発な研究
活動が展開されています。その成果は『キリスト教
社会問題研究』（年1回刊）、『社会科学』（年4回刊）
の機関誌や研究叢書などの刊行物、公開講演会・
公開講座の場で発表しています。第2の活動は、日
本の近現代史関係の資料の収集・管理・公開です。
特にキリスト教と日本の社会問題との関係資料
や、京都を始めとする近現代日本の地域資料を多
く所蔵しており、学内外に公開することで当該分
野の研究に貢献しています。

ア メ リ カ 研 究 所

　アメリカ研究所は、アメリカ研究の振興と日米
相互理解の促進を目的として、1958年に設立され
ました。以来、日本のアメリカ研究をリードする拠
点となり、学内外の研究者による学際的な研究が
行われてきました。2023年には設立65周年を迎
え、さらに日本と世界のアメリカ研究に寄与する決
意を新たにし、現在に至っています。本研究所は、
約10万冊を超える蔵書、マイクロフィルムなどの
一級の研究資料を備え、学内外に広く公開してい
ます。本研究所の特色を活かした共同研究が7部
門にわたり行われており、それらの成果は、定期刊
行誌『同志社アメリカ研究』、単行本、学術雑誌など
で発表されています。また研究所では、国内や海外
の優れた研究者による公開講演会やコロキアムも
適宜開催しています。

ハ リ ス 理 化 学 研 究 所

　創立者新島襄の科学への熱意に共鳴したJ.N.ハ
リスの寄付により、1890年に設立された「ハリス
理化学校」を前身としています。独創的で先進的な
研究の一方、全学の自然科学教育も担い、国内外と
の共同研究も実施。その一つ「部門研究」では、5つ

のテーマで研究を展開しています。さらに数々の業
績をあげた故・加藤与五郎博士（ハリス理化学校出
身）の遺志を継承し、学生の教育・研究の活性化に
も注力。創造科学教育夏期研修の開催や、研究奨励
金の給付を行っています。

※2023年�݄1೔ࡏݱ

⾣ 研究開発推進機構

　先端的・学際的研究拠点を形成し、また総括的に研究活動を支援するために、
教育研究拠点群と支援組織を構成し、研究成果の教育への還元や社会貢献に取り組んでいます。

研 究 推 進 部

　研究推進部は、学外資金の獲得をはじめとする
研究力強化のために、本学の学術研究活動の推進、
研究戦略の検討・提言、若手研究者の養成を担いま
す。研究推進部はリサーチ・アドミニストレーショ
ン機能を有し、本学や大学を取り巻く研究開発推
進に関する現状の調査・分析・評価、研究戦略の検
討・提言、および学術研究活動の推進・支援に必要
となる新たな制度、事業を提案し、本学の研究活
動の充実と発展に寄与することを目的としていま
す。

リ エ κ ン オ フ ィ ス ・ 知 的 財 産 セ ン タ ー

　リエゾンオフィスは、大学と産業界、国・自治体、
地域社会とを結ぶ“窓口”となり、研究成果を基に
広く社会と連携することを目的としています。全学
的な組織として、学際的な産官学共同事業にも対
応しながら、新しい産業やビジネスの創出を目指し
ます。一方で、総合大学としての本学の機能をトー
タルコーディネートし、技術や研究に関するアドバ
イスや相談などのサービスを提供できる体制を整
えています。

　知的財産センターでは、教育・研究成果などの
知的財産を創出する支援を行います。知的財産を
保護し、増強するだけでなく、社会への還元と活
用を通して社会に貢献することを目的としていま
す。学生や教職員の知的財産創出の支援、知的財
産の権利化や維持・管理、知的財産のライセンス
活動といった事業を通して、本学の知的財産を活
用して社会に新しい活力をつくり出す重要な拠
点として、今後も多彩な活動を展開します。

教 育 研 究 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

　教育研究プラットフォームは産官学連携を基
軸とし、教育、研究、特に研究成果の社会実装や
事業化を推進し、人類共通の課題解決への提案
や貢献を目的として設置しています。

ஙͷͨΊͷ「ΧーϘンリαΠߏଓՄೳͳ社ձ࣋
Ϋル」ΛςーϚͱֶͨ͠׭࢈ͷ࿈ܞΛ࣠جʹ͠
੒Ռͷ社ձ࣮૷ΛਪڀݚΑͼ͓ڀݚ、ҭڭ、ͯ
ਐ͢Δ͜ͱΛ໨తͱ͓ͯ͠Γ、ΧーϘンニュー
τϥルΛ࣮͢ݱΔ͚ͩでͳ͘、$02リαΠΫル
社ձͱͯ͠、͜ Εまでղܾ͕ࠔ೉ͱ͞Ε͍ͯͨ
ॾ໰୊ΛҰؾʹղܾ͢ΔՄೳੑΛൿΊͨ、ま͞
੒Λܗ൫ͷجΔֵ新తͳٕज़͑ࢧ୅Λੈ࣍ʹ
໨͍ͯ͠ࢦま͢ɻ

カーボンリサイクル教育研究
プラットフォーム

先 端 的 教 育 研 究 拠 ఺

　卓越した教育研究拠点またはこれに相当する先端的教育研究拠点形成事業の中核となる研究セン
ターなどで構成されます。

宇宙生体医工学による「人間の健康」を
テーマに、地球上の歩行困難者への新規
運動療法やリハビリテーション、肥満症の
予防などに貢献する研究を進めます。

Ӊ஦生体医工学研究プロジェクト 

人類が存続可能な地球環境の維持のた
め、環境調和型エネルギー変換に関わる
基礎学問分野と応用技術の融合を目指
し、先駆的かつ体系的な研究を行います。

エネルギー変換研究センター

ダイキン工業株式会社との連携協力によ
り、環境課題をテーマにした実践的研究開
発を推進し、「協創イノベーション人材」の
育成にも取り組みます。

ಉࢤ社ーダイキン「次の環境」研究センター
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学 際 的 研 究 拠 ఺ ・ 中 核 的 研 究 拠 ఺

　同志社大学では、文理融合や領域横断に
よる創造的研究活動を推進し、学術研究の
進展および新しい研究分野の開拓に資する
ことなどを目的として、研究センターを設置
しています。各研究センターは、機能別に「学
際的研究拠点」「中核的研究拠点」のいずれか

の拠点として活動し、研究活動の戦略的活性
化をさらに推進しています。また、本学の多く
の専任教員が研究員として加わるだけでな
く、外部資金の積極的な導入を図り、特定任
用研究員、特別研究員などを迎え、より高度
な研究拠点の構築を目指しています。

寄 付 教 育 研 究
プ ロ ジ ェ ク ト

　寄付教育研究プロジェクトは、個人、法人、企業やその他学外機
関からの寄付を受けて、本学の教育研究活動を活性化し、多様化
することを目的として設置するプロジェクトです。研究センターと
ともに独創的な研究拠点の形成を目指しています。また、個性豊か
な授業科目や公開講座などの寄付講座も開設しています。 

加齢に伴う生体の退行性変化を科学的な手法（プ
ロテオミクス、ゲノミクス解析）で捉え、その原因
の一つとして注目される抗糖化に関わる研究の体
系化を行います。

アンチエイジングリサーチセンター

ビジネス研究科を開設部署とし先端技術産業分
野でグローバルな事業展開を行っている株式会社
SCREENホールディングスの協力を得て実施して
いるプロジェクトです。2020年度の開始以来、同社
の実践的な事業経験を踏まえた授業を展開すると
ともに、2021年度には企業活動の社会価値評価な
どの共同研究に着手、2022年度から正規科目とし
てインターンシップ科目を開設しています。

産学連ܞによる.#A教育機能強化プロジェクト

糖化ストレスは還元糖やアルデヒド負荷による生
体への負の影響で老化や疾患を進行させる因子の
一つです。そのメカニズムの解明や制御は抗加齢
医学の観点から重要です。本プロジェクトでは糖
化ストレス測定方法の構築、抗糖化作用を有する
食品や化粧品素材の探索、終末糖化産物（AGEs）
の蓄積抑制に関する研究を行います。

糖化ストレス研究センター

⾣ 共ಉ利用・共ಉ研究拠఺ 
　 ੺ͪΌん学研究センター

　赤ちゃん学研究センターは発達科学
や発達神経科学あるいは情報科学など
をはじめとした多様な学問領域の融合
による「赤ちゃん学」に基づいて、認知行
動や社会性などの発達のメカニズムや
プロセスを明らかにするという基礎研
究と、その研究成果を育児や保育あるい
は教育に携わる人に還元することを目
的としています。また、2016年度からは
文部科学省による「共同利用・共同研究
拠点」事業において赤ちゃん学研究拠点
として認定され、大学その他の研究機関
などの研究者との共同利用・共同研究を
推進しています。

⾣ 高等研究教育院

　学問分野・領域に共通する基礎能力
の涵養を目的とした大学院教育プロ
グラムの開発・実施に取り組んでおり、
研究科横断副専攻プログラム「Comm 
5.0-AIデータサイエンス副専攻プロ
グラム-」の他、2021年度に開設した

「アドバンスト・リベラルアーツ科目群
（ALA科目群）」の下、ダイキン工業株式
会社との連携に基づく「次の環境」協創
コースや博士課程教育リーディングプ
ログラムを継承するグローバル・リソー
ス・マネジメント（GMR）コースを実施
しています。

その他にも、学部・研究科が開発・実施する特色ある教育プログラム「ALL DOSHISHA教育推進
プログラム」の強化・支援および全学波及に向けた取り組みや、学部生を対象とし、総合知を備え
た次世代を担う人物を養成するリーダー養成教育プログラム「新島塾」を実施しています。

ৄしく͸こͪら

ٕज़・ڝࡍࠃ・ۀا૪ྗڀݚηンλーʗϥΠϑリスΫڀݚηンλーʗߴ౳ڭҭ・ֶ ੜڀݚηン
λーʗઌ୺ෳ߹ࡐྉڀݚηンλーʗʪԄඒʵԭೄʵླྀٿʫڀݚηンλーʗ௒Ի೾ҩՊֶڀݚη
ンλーʗػߴೳඍཻڀݚࢠηンλーʗ京౎ͱ஡จԽڀݚηンλーʗઌ୺バΠΦϚςリアルݚ
ηンλーڀݚηンλーʗϑΣϛニスτ・δΣンμー・ηΫγュアリςΟڀݚηンλーʗྑ৺ֶڀ
ʗೆγφւڀݚηンλーʗ8FMM�CFJOHڀݚηンλーʗバΠΦϚΠΫϩϑルΠσΟΫαΠΤンス
ΠンϑϥγスςϜࡍࠃηンλーʗڀݚ୅Պֶٕज़社ձίϛュニέーγϣンੈ࣍ηンλーʗڀݚ
஌޻ηンλーʗਓڀݚ予๷֐ηンλーʗスϙーπইڀݚϚωδϝンτۀاηンλーʗதখڀݚ
ೳڀݚֶ޻ηンλーʗスϙーπϚωδϝンτڀݚηンλーʗώューϚン・σΟάニςΟڀݚη
ンλーʗϝΧϊバΠΦϩδーڀݚηンλーʗݹయࡐڭ։ൃڀݚηンλーʗจԽࡒอڀݚޢηン
λーʗٶఊจԽڀݚηンλーʗ"*ʷώューϚニςΟڀݚηンλーʗδャーφリζϜ・ϝσΟア・
アーΧΠϒスڀݚηンλーʗ社ձՁ஋ڀݚηンλーʗμΠバーγςΟڀݚηンλーʗࡉ๔อޢ
ηンλーڀݚηンλーʗスϙーπηンγンάڀݚηンλーʗපଶղੳڀݚੜγスςϜ࠶

国内外の研究機関や企業・自治体等との持続的な連携活動や
共同研究に取り組む研究拠点の形成を目指す研究センターで構成されます。

学際的研究拠఺

ҰਆڀݚࡍֶڭηンλーʗίリアڀݚηンλーʗϞϏリςΟڀݚηンλーʗφϊ・バΠΦαΠ
Τンスڀݚηンλーʗ૑଄ڀݚࡁܦηンλーʗ࣮ূʹͮ͘ج৺ཧ・社ձతτリーτϝンτڀݚ
ηンλーʗઌ୺パϫーτϨΠンڀݚηンλーʗࡍࠃऔҾ・ࡍࠃ๏຿ڀݚηンλーʗӉ஦ҩՊֶ
ηンλーʗスϙーڀݚηンλーʗ௒Ի೾Ԡ༻Պֶڀݚ৘ใՊֶௐࠪ࢈ηンλーʗจԽҨڀݚ
πҩՊֶڀݚηンλーʗϥςンアϝリΧڀݚηンλーʗਆܦมੑ࣬ڀݚױηンλーʗޠݴੜଶ
Պֶڀݚηンλーʗಇ͖ํͱՊֶٕज़ڀݚηンλーʗ45&.ਓڀݚࡐηンλーʗࣗݾ૊৫Խ
ՊֶڀݚηンλーʗߦಈਆܦՊֶڀݚηンλーʗσδλル๏੍ڀݚηンλーʗΠンΫルーγϒ
๷ࡂʢJ�#04"*ʣڀݚηンλーʗ๏ͱ社ձ੓ڀݚࡦηンλーʗιーγャルϚーέςΟンάڀݚη
ンλーʗएऀͱ社ձڀݚηンλーʗ地Ҭฆ૪ڀݚηンλーʗ౎ڞࢢੜڀݚηンλーʗԻڹφ
Ϗήーγϣンڀݚηンλーʗ「ؒ�ఇ࢙ࠃ」ڀݚηンλʵʗ社ձௐࠪڀݚηンλーʗՐࡂΨスத
ಟྍ࣏ༀ։ൃڀݚηンλʵʗαΠΤンスίϛュニέーγϣンڀݚηンλー

中核的研究拠఺

国際連携、社会連携、産学連携などの連携事業拠点として研究活動の
多様性を担う研究拠点の形成を推進する研究センターで構成されます。

※2023年�݄1೔ࡏݱ
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202�年౓ೖֶੜͷॾձඅʹ͍ͭͯ͸ֹۚΛม͢ߋΔ৔߹͕͋Γま͢ɻ֬ 定ֶͨ͠ੜೲ෇ۚ͸、ຊֶXFCαΠτでެද͠ま͢ɻ

第1年次合計
（入学手続時ೲ入ඞ要ֹ）

学費（年ֹ）  諸会費

入学金 授業料 教育ॆ実費 学会費 ෕฼会費

神学部 1,128,000（66�,000） 200,000 76�,000 16�,000 2,000 －

英文学科 1,1�5,000（667,500） 200,000 76�,000 16�,000 5,000 �,000

哲・美学芸術・文化史学科 1,1��,000（667,000） 200,000 76�,000 16�,000 �,000 �,000

国文学科 1,1�6,000（668,000） 200,000 76�,000 16�,000 6,000˞ �,000

社会学部 1,1�5,000（667,500） 200,000 76�,000 16�,000 5,000 �,000

法学部 1,1��,000（667,000） 200,000 76�,000 16�,000 8,000 －

経済学部 1,1�5,500（667,750） 200,000 76�,000 16�,000 �,500 5,000

商学部 1,1�6,000（668,000） 200,000 76�,000 16�,000 5,000 5,000

政策学部 1,1��,000（666,500） 200,000 76�,000 16�,000 7,000 －

文化情報学部 1,251,000（725,500） 200,000 87�,000 176,000 2,000 －

数理システム学科をআく 1,712,000（956,000） 200,000 1,26�,000 2�6,000 2,000 －

数理システム学科 1,6�5,000（917,500） 200,000 1,187,000 2�6,000 2,000 －

生命医科学部 1,719,000（959,500） 200,000 1,26�,000 2�6,000 2,000 7,000

スポーツ健߁科学部 1,290,000（7�5,000） 200,000 906,000 176,000 �,000 5,000

心理学部 1,�16,000（758,000） 200,000 92�,000 18�,000 �,000 6,000

グローバル・コミュニケーション学部 1,262,000（7�1,000） 200,000 87�,000 18�,000 5,000 －

グローバル地域文化学部 1,1�1,000（665,500） 200,000 76�,000 16�,000 5,000 －

国際教育インスティテュート 1,126,000（66�,000） 200,000 76�,000 16�,000 －  －

文
学
部

理
工
学
部

ʢ୯Ґ ɿ ԁʣ

1）入学金͸初年度のみ௃ऩします。
文化情報学部、理工学部、生命医科学部、スポーツ健߁科学部及び心理学部で͸、2022年度以લの入学生の学費͸、入学金、授業料、教育ॆ実費及び実験実習料の合計ֹとなっていましたが、202�年度以降の入学生の学費͸、実験実習料を
授業料に一体化し、授業料の中にैલの実験実習料に相౰するֹが含まれています。

2）授業料・教育ॆ実費について͸、֤ ʑ2分の1がय़学期学費およびळ学期学費です。
�）入学手続時ೲ入ඞ要ֹと͸、入学金全ֹと、य़学期学費および諸会費の2分の1です。

˞文学部国文学科の学会費͸、文化学会費（�,000ԁ）と、国文学会費（2,000ԁ）を௃ऩします。
ˎ学会について　֤学会͸、機関ࢽの発行等を通じ、本学の教育研究活動に寄༩することを目的に設置されています。
ˎˎ෕฼会について　֤෕฼会͸、本学の教育のॆ実と発展を目的に設置されています。

�）第̎年次から第̐年次の学費͸、ຖ年度上表のとおり௃ऩします。
஫）諸会費として、学会費（第1年次とಉֹ）をຖ年௃ऩします。

文学部・社会学部・経済学部・商学部・生命医科学部・スポーツ健߁科学部・心理学部について͸、෕฼会・教員෕฼連བྷ会費（第1年次とಉֹ）をຖ年௃ऩします。
また、第�年次に͸全学部生から校༑会費を、法学部・経済学部・商学部・理工学部・心理学部生から౰֘学部のଔ業生団体会費を௃ऩします。グローバル・コミュニケーション学部で͸、上記のଞ、StuEy ACroaE（留学）の費用がඞ要です。

授業料 教育ॆ実費

神・文・社会・法・経済・商・政策・グローバル地域文化学部／国際教育インスティテュート 第2・�・�年次 96�,000 16�,000

文化情報学部 第2・�・�年次 1,07�,000 176,000

理工・生命医科学部（理工学部 数理システム学科をআく） 第2・�・�年次 1,�6�,000 2�6,000

理工学部 数理システム学科 第2・�・�年次 1,�87,000 2�6,000

スポーツ健߁科学部 第2・�・�年次 1,106,000 176,000

心理学部 第2・�・�年次 1,12�,000 18�,000

グローバル・コミュニケーション学部 第2・�・�年次 1,07�,000 18�,000

ʢ୯Ґ ɿ ԁʣ

学 生 納 ෇ 金
⾣ 学生ೲ付金 （202�年度入学生）
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⾣ ಉࢤ社校༑会

　ಉࢤ社校༑会͸ಉࢤ社の発展に寄༩するという目的を͛ܝ、支部の基盤を強化し、
大学事業支援、学生支援、ଔ業後の社会人活動支援に࣠を置いて活動を行っています。
近年͸海外支部との連ܞもਂまり、大学のグローバルな展開の支援も行っています。

世界に広がるಉࢤ社ネットワーク ʦ ଔ業生がつな͛る交流のྠ ʧ

ߍ 友 ω ッτϫ ー Ϋ

活 動 の 概 要

❶卒業生と繋がる同志社校友会
2022年12月現在、国内に48の支部、海外に36の
支部が存在し、本部と連携しながら活動を行ってい
ます。「地元へ転職をしたい」、「転勤になって慣れな
い土地で生活するのが不安」、「海外での勤務は家
族も心配している」など、社会に出てから課題を抱
える卒業生に対して、現地の校友がサポートをして
います。
ホームページに各支部の連絡先を掲載しています。
https://www.doshisha-alumni.gr.jp/shibu/
shibu01.html

❷大学と繋がる同志社校友会
同志社大学と連携した学生へのサポート活動を
行っています。
・同志社大学が掲げる「VISION2025」の推進を目
的とした「リーダー育成事業支援」、「グローバル人
材育成」への支援やその財源となる「同志社大学 
2025 ALL DOSHISHA 募金」の活動支援等
・同志社ローム記念館プロジェクト等の「京田辺
キャンパス活性化支援」、同志社フェアなどのイ
ベントを通じた大学のプレゼンス向上のための

「同志社ゆかりの地連携支援」

❸学生を支える同志社校友会
「同志社校友会奨学金」、「同志社スポーツ奨学金」、
海外留学生支援として「グローバル人材育成奨学
金」など各種給付型の奨学金制度を通じて教育と
学生生活の充実がはかれるサポートを行っていま
す。また、学生緊急支援制度を設けており、コロナ禍
においては経済困窮学生の食生活を支援しました。

ϗーϜΧϛンάσー

ಉ ࢤ 社 大 学  校 ༑ 課

　同志社大学では卒業生（校友）との密接なネッ
トワークづくりを推進するため、広報誌『One 
Purpose』の送付、校友向けメールマガジンの配
信など、大学のさまざまな情報を提供していま
す。また、11月には約2,000人の卒業生が母校
に帰るホームカミングデーとリユニオンを開催
しています。

ಉࣾࢤେ学�校༑՝
˟602��5�0
京౎্ࢢ京۠今出川௨ӊؙ౦ೖ
5&-ɿ075�251�300�
'"9ɿ075�251�30�7
&�NBJM � KJ�LPZV!NBJM�EPTIJTIB�BD�KQ ଔ業生ページ

同志社校友会 Doshisha Alumni Association は、同志社設立10年後の1885年に「アルムニ会」
として卒業生による同窓会を発足したのが、同志社校友会の始まりです。その目的は、卒業生の
親睦と大学との連携を通じて学生や大学を支援することです。現在、約36万人の会員となり、国
内はもとより、世界各地に支部があります。

同志社校友会事務局
〒602-0867　京都府京都市上京区寺町通丸太町上る松蔭町140-4
TEL 075-251-4393　E-mail info00@doshisha-alumni.org
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専 任 教 員 ス タッフ・研 究 分 野 一 覧
神 学 部
⃝神学科
Ada Taggar-COHEN 教授 ユダヤ学・聖書学・古代近東の宗教と歴史

越後屋　朗 教授 旧約聖書研究、聖書考古学

勝又　悦子 教授 ラビ文献研究、ユダヤ教の歴史と思想

木谷　佳楠 准教授 アメリカ文化とキリスト教、環境神学

小原　克博 教授 キリスト教思想、宗教倫理、一神教研究

三宅　威仁 教授 宗教社会学、近現代の西洋における宗教哲学

三輪　地塩 助教 日本キリスト教史、キリシタン史

森山　央朗 教授 イスラーム史、ムスリム社会の形成と展開

村上　みか 教授 近世キリスト教史、宗教改革

村山　盛葦 教授 新約聖書学・初期キリスト教

中野　泰治 准教授 17-18世紀英米の神学・クエーカー研究

関谷　直人 教授 コミュニケーションと牧会

文 学 部
⃝英文学科
赤松　信彦 教授 英語教育学及び心理言語学（外国語学習）

David J. CHANDLER 教授 1780〜1850年の英文学研究

圓月　勝博 教授 近代英語詩、キリスト教文学

円浄　ゆり 助教 16・17世紀のイギリス文学と教育

石塚　則子 教授 19-20世紀アメリカ文学

金津　和美 教授 イギリス・ロマン主義時代の文学・文化

金谷　益道 教授 19世紀・20世紀イギリス小説

勝山　貴之 教授 英米演劇・映画研究

川島　健 教授 20世紀英米演劇からみる国家とジェンダー

鬼田　崇作 准教授 英語教育学

菊田　千春 教授 日英語の文法構造、認知言語学

桐山　恵子 教授 19世紀イギリス文学・文化

Mark RICHARDSON 教授 American literature, poetry

Michael Paul,MCGUIRE 准教授 データ駆動型学習、コーパス分析ツール

能登原　祥之 教授 英語教育学・コーパス言語学

大沼　由布 教授 10〜15世紀の英文学における西洋古典の受容

斎藤　彩世 准教授 19世紀から20世紀のアメリカ文学

下楠　昌哉 教授 アイルランド文学、幻想文学

白川　恵子 教授 人種的見地から考察するアメリカ文学・文化

Stefanie Alexa STADLER 教授 Intercultural Communication, Pragmatics, Discourse Analysis

菅原　真理子 教授 英語と日本語の音韻・音声の研究

杉浦　秀行 准教授 会話分析、ことばとジェスチャー

瀧田　健介 教授 生成文法・日英語を中心とした比較統語論

田中　貴子 准教授 英語教育学・学習者要因（学習動機）

臼井　雅美 教授 19世紀〜21世紀の英語圏文学の多様性

山辺　省太 教授 20世紀のアメリカ文学と文化

⃝哲学科
新　茂之 教授 経験主義の諸相

服部　敬弘 准教授 19-20世紀フランス哲学

林　克樹 教授 カント哲学、形而上学の問題

石田　隆太 助教 中世ヨーロッパの哲学・思想

鬼頭　葉子 准教授 現代英米圏の哲学・倫理学・キリスト教学

中川　明才 教授 ドイツ古典哲学

中村　拓也 教授 ドイツ哲学（現象学）

小川　雄 助教 論理実証主義における認識論とケアの哲学

⃝美学芸術学科
伊達　立晶 教授 詩と造形芸術との間の相互影響関係

越前　俊也 教授 20世紀以降の美術とその受容

清瀬　みさを 教授 西洋美術における表現の形と意味の分析

河野　道房 教授 中国山水画における奥行表現の研究

前田　朋美 助教 19世紀末ウィーンの芸術と文化

森田　團 教授 20世紀初頭のドイツ美学

大愛　崇晴 教授 ルネサンス・バロック期の西洋音楽

佐藤　守弘 教授 近現代日本における視覚文化とメディア

⃝文化史学科
阿部　俊大 教授 西洋中世史、地中海における異文化交流

土肥　歩 助教 近現代中国における異文化交流史

服部　伸 教授 ドイツ近代史、医療社会史

堀井　優 教授 中世・近世イスラーム史、中東・西欧関係史

井上　一稔 教授 日本美術史。主に仏像彫刻・宗教美術を研究

城地　孝 准教授 近世中国の政治文化史

岸本　廣大 准教授 古代ギリシア史

北　康宏 教授 日本古代史、文化史

小林　丈広 教授 日本近代社会史、地域史、公共歴史学

水ノ江　和同 教授 日本考古学と文化財保護

西岡　直樹 教授 日本近世民衆生活史

小野　直子 教授 アメリカ社会史

佐野　静代 教授 日本の水辺に関する歴史地理

山田　徹 准教授 日本中世の政治史・社会史・文化史

⃝国文学科
藤井　俊博 教授 日本語の歴史（語彙・文体・表記）の研究

岩坪　健 教授 源氏物語など平安文学の研究

垣見　修司 教授 万葉集や古事記など日本上代文学の研究

加藤　大生 助教 日本近現代文学、作品研究

源　健一郎 教授 平家物語を中心とする中世軍記物語の研究

三宅　宏幸 准教授 江戸時代の伝奇小説の研究

西川　貴子 教授 日本近代文学、幻想文学、作品研究

大山　和哉 助教 江戸時代の和歌文学

笹尾　佳代 准教授 日本近現代文学、文化研究

瀬崎　圭二 教授 日本近現代文学、文化研究

植木　朝子 教授 日本中世における歌謡および芸能の研究

山本　佐和子 准教授 中世日本語の語彙史・文法史、資料論

柳川　響 助教 平安・鎌倉時代の漢文学の研究

社 会 学 部
⃝社会学科
藤本　昌代 教授 働く事を通して個人、集団・組織、社会の関係を考える

板垣　竜太 教授 文化人類学、朝鮮近現代社会史

小林　久高 教授 現代人の社会意識についての研究

轡田　竜蔵 准教授 地域とグローバリゼーションの社会学的研究

森　千香子 教授 国際社会学、都市社会学

尾嶋　史章 教授 教育と社会的不平等

立木　茂雄 教授 社会現象としての災害の研究

鵜飼　孝造 教授 社会学理論、社会ネットワーク、歴史社会学

Mattias VAN OMMEN 助教 文化人類学、デジタル文化と社会

⃝社会福祉学科
郭　芳 助教 高齢者福祉、介護サービス評価

廣野　俊輔 准教授 障がい者についての歴史的研究

姜　民護 助教 子ども家庭福祉、ソーシャルワーク実践

木原　活信 教授 福祉哲学、福祉思想史、精神保健福祉論

小山　隆 教授 ソーシャルワーク

空閑　浩人 教授 社会福祉実践（ソーシャルワーク）論研究

Martha MENSENDIEK 准教授 多文化社会福祉・国際社会福祉

永田　祐 教授 地域福祉・コミュニティケア

野村　裕美 教授 社会福祉教育におけるケーススタディ法

小野セレスタ　摩耶 准教授 子ども家庭福祉・福祉計画評価

鈴木　良 教授 障害者福祉、障害学

⃝メディア学科
阿部　康人 准教授 コミュニケーション、市民メディア、科学と技術
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池田　謙一 教授 コミュニケーションの社会心理学

伊藤　高史 教授 表現の自由とジャーナリズム（社会学）

勝野　宏史 准教授 人工知能の社会実装に関する人類学的研究

河崎　吉紀 教授 メディア史

水出　幸輝 助教 災害のメディア研究

小黒　純 教授 ジャーナリズム、テレビ・ドキュメンタリー

佐伯　順子 教授 ジェンダーとメディアに関する学際的研究

竹内　幸絵 教授 広告史、メディア・デザイン表象と近代社会

⃝産業関係学科
阿形　健司 教授 職業の社会学

樋口　純平 准教授 人事・雇用システムの国際比較

松山　一紀 教授 組織のなかの人間行動とその管理

三山　雅子 教授 現代日本の非正社員労働問題

三吉　勉 助教 職場の労使関係と企業別労働組合の役割

寺井　基博 准教授 長時間労働、非正規雇用、D&Iの法と政策

冨田　安信 教授 仕事と生活の調和、多様な働き方

上田　眞士 教授 日系多国籍企業における雇用管理

浦坂　純子 教授 労働経済学、教育経済学

⃝教育文化学科
崔　紗華 助教 国際関係史、人の移動

兒島　明 教授 人の移動と教育

越水　雄二 准教授 ヨーロッパにおける教育と文化の歴史

中川　吉晴 教授 ホリスティック教育・アジアの教育思想

奥井　遼 准教授 わざの伝承・創造、身体による学び

William Robert STEVENSONⅢ 准教授 グローバリゼーションとエデュケーション

山田　礼子 教授 比較高等教育、ジェンダーと教育

吉田　亮 教授 日米教育文化交流史

法 学 部
⃝法律学科
新井　京 教授 武力紛争法（国際人道法）

浅田　正彦 教授 国際法

舩津　浩司 教授 会社法

後藤　倫子 助教 条約の解釈

濱　真一郎 教授 法哲学・法思想史

林　貴美 教授 国際私法、国際家族法

檜垣　伸次 教授 表現の自由に関する現代的諸問題

比嘉　義秀 助教 西洋法史、インド法

廣田　浩 教授 日本のグローバル企業の法務実務

池田　直人 助教 不作為による犯罪

井関　涼子 教授 知的財産法（特許法・著作権法・商標法等）

伊藤　靖史 教授 会社法・商法

戒能　通弘 教授 近代英米の法思想

梶　悠輝 助教 刑事訴訟法

梶山　玉香 教授 民法・民事執行法

釜田　薫子 教授 会社法

神谷　遊 教授 現代家族法

勝山　教子 教授 議会制度研究

川口　恭弘 教授 会社法、金融法、金融商品取引法

川崎　友巳 教授 刑法

川嶋　四郎 教授 民事訴訟法、民事救済法、倒産法、裁判法

川和　功子 教授 契約法、不法行為法、消費者法、情報法

金　春 教授 倒産法、中国法、アジア法

木下　麻奈子 教授 法社会学、法心理学

倉見　智亮 教授 税法

黒坂　則子 教授 環境法、行政法

西村　安博 教授 日本法制史における証拠法の研究

村瀨　健太 助教 刑事裁判における自白の研究

野々村　和喜 准教授 不法行為に基づく損害賠償の理論

沼本　祐太 助教 行政組織法

荻野　奈緒 教授 契約不履行と民事責任

岡田　幸宏 教授 民事判決の効力

佐伯　彰洋 教授 情報公開と個人情報保護

坂井　岳夫 教授 所得や医療の保障に関わる法律問題

佐藤　由梨 准教授 刑事訴訟法、刑事政策

瀬領　真悟 教授 市場経済下での企業・国家への法的規律研究

髙杉　直 教授 国際取引や国際結婚などに関する法律問題

田中　謙太 助教 信教の自由

土田　道夫 教授 労働法全般。特に労働契約の解釈論の研究

上田　誠一郎 教授 契約の基礎理論の比較法的研究

上田　達子 教授 労働法、社会保障法

渡邉　義広 教授 労働法と紛争解決制度

山田　慧 准教授 未遂犯の本質と成立要件

山根　崇邦 教授 知的財産法

⃝政治学科
阿部　亮子 助教 戦略学、アメリカの安全保障

浅野　亮 教授 現代中国政治、国際関係論

長谷川　一年 教授 西洋政治思想史

市川　喜崇 教授 政策過程、行政、地方自治、中央—地方関係

飯田　健 教授 政治行動論、政治学方法論

兼原　信克 特別客員教授 日本の安全保障政策と外交史

望月　詩史 准教授 日本政治思想史

森　裕城 教授 政治過程論

森　靖夫 教授 近現代日本政治史

村田　晃嗣 教授 戦後アメリカ外交、アメリカ政治と映画文化

西澤　由隆 教授 選挙と世論の統計分析

大﨑　祐馬 助教 国際政治経済学：アジア経済外交

大矢根　聡 教授 国際関係論、国際秩序をめぐる外交とその理論的分析

力久　昌幸 教授 現代イギリス政治、EU離脱問題

鈴木　絢女 教授 東南アジア政治・政治経済

寺田　貴 教授 国際政治経済：覇権を巡る協力と競争

鷲江　義勝 教授 地域研究（欧州）、特に欧州統合の分析

経 済 学 部
⃝経済学科
荒渡　良 准教授 財政政策と社会保障政策に関する研究

東　良彰 教授 生産、分配、貯蓄及び資本蓄積に関する研究

福岡　正章 教授 東アジアの工業化

船橋　恒裕 教授 福祉経済学

原田　禎夫 准教授 市民参加と地域の環境保全

本領　崇一 准教授 情報伝達の理論、ゲーム理論

堀田　悠生 助教 好景気と不景気が繰り返されるメカニズム

石田　葉月 教授 エコロジー経済学、資源・エネルギー経済学

岩澤　政宗 准教授 データの分析手法の提案と評価

笠井　高人 准教授 経済学の歴史と発展

河島　伸子 教授 芸術文化・コンテンツ産業に関わる公共政策

岸　基史 准教授 エコロジー経済学、環境経済学、理論経済学

北川　雅章 教授 日本経済とマクロ経済学

北坂　真一 教授 日本経済論、計量経済学、マクロ経済学

小橋　晶 准教授 企業の目的、組織、行動に関する研究

小林　千春 教授 日本経済とネットワーク産業

小藤　弘樹 教授 地域・都市経済研究

古賀　康士 准教授 日本経済史（貨幣の歴史、捕鯨業の歴史）

小暮　憲吾 助教 政治経済学、労働と技術・AI、ジェンダー

久保　徳次郎 教授 国際金融

三俣　学 教授 森川海の持続的利用・管理に関する研究
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宮本　大 教授 労働経済、人材育成に関する研究

宮崎　耕 教授 情報システムの研究

宮澤　和俊 教授 人口経済学、公共経済学

茂見　岳志 教授 一般均衡理論

長澤　勢理香 准教授 近世・近代イギリス貿易史

新関　三希代 教授 企業行動と金融市場の実証分析

西岡　幹雄 教授 企業家活動と近現代都市における経済思想

法雲　俊栄 准教授 社会科学における情報システムの研究

落合　仁司 教授 快楽と遠近法

奥田　以在 准教授 近代京都の都市史：都市コミュニティの歴史

大野　隆 教授 政治経済学（景気循環・不平等・搾取）

小野塚　佳光 教授 国際移民と国際通貨制度をめぐる論争

太下　義之 教授 文化政策、創造経済

迫田　さやか 准教授 所得や制度（医療・結婚）の不平等

鹿野　嘉昭 教授 日本経済と金融

菅　一城 教授 近現代イギリス社会経済史・都市史

髙井　才明 教授 ビジネス情報システム

竹廣　良司 教授 企業の組織と行動に関する分析

田中　靖人 教授 純粋および応用ミクロ経済学

谷村　智輝 教授 現代資本主義の循環と構造変化

角井　正幸 教授 アメリカ経済史

和田　喜彦 教授 エコロジー経済学、鉱山・核開発の環境影響

和田　美憲 准教授 経済政策、企業戦略に関する理論・実証研究

八木　匡 教授 公共経済学（創造経済論、教育経済学）

山森　亮 教授 連帯経済、ケアエコノミー、社会政策

横井　和彦 教授 経済のグローバル化と中国経済

四谷　晃一 教授 経済成長理論、教育の経済分析

商 学 部
⃝商学科
麻生　潤 准教授 産業研究、造船業・海運業

陳　燕双 助教 経営管理論

崔　容熏 教授 マーケティング

遠藤　敏幸 准教授 グローバリゼーションとアジア経済

福本　俊樹 助教 経営組織論・組織行動論

服部　茂幸 教授 世界金融危機と金融政策

久松　太郎 教授 国際貿易の古典理論

今西　宏次 教授 コーポレート・ガバナンス、企業と社会

稲見　亨 教授 会計基準の国際的調和化に関する研究

五百旗頭　真吾 教授 国際金融論

石田　大典 准教授 マーケティング・マネジメント

亀井　大樹 助教 経営史、経済史、商業史

河合　隆治 教授 会計情報を利用した経営

川満　直樹 教授 商品史研究

北村　友宏 助教 公益事業の効率性・生産性に関する実証研究

小島　秀信 准教授 市場の社会経済学的研究

國枝　陽輔 助教 顧客企業との関係管理

久納　誠矢 准教授 株式の自動取引と市場の安定性

牧　大樹 教授 計量経済学、時系列分析

丸茂　俊彦 教授 銀行論・金融論

溝渕　英之 准教授 経済指標・社会指標に関する研究

長沼　健 教授 eコマースの普及

内藤　徹 教授 地理情報システムを援用した都市集積の研究

中川　優 教授 グローバル化と管理会計

中道　一心 教授 事業システムと競争優位

西川　純平 准教授 東アジアの経済発展

西村　幸子 教授 観光に関わる消費者行動の分析

大原　悟務 准教授 コミュニティによる製品革新

太田原　準 教授 技術経営

櫻井　貴憲 准教授 財務会計情報に基づく企業価値評価

佐々木　一郎 教授 個人の年金加入行動に関する研究

佐藤　郁哉 教授 組織の社会学的分析・社会調査の方法論

佐藤　研一 准教授 グローバルビジネスコミュニケーション研究

佐藤　誠二 教授 財務報告制度の国際比較-会計と文化-

猿田　冬樹 助教 理論産業組織論、プラットフォームの研究

澤田　雄介 助教 会計情報を用いたインセンティブ設計

関　智宏 教授 中小企業とアントレプレナーシップ

志賀　理 教授 現代の会計

田淵　太一 教授 貿易・貨幣・権力から読み解く世界経済

田口　聡志 教授 心理と行動の会計学：フューチャーデザイン

髙橋　広行 教授 消費者行動にもとづくマーケティング

谷本　啓 准教授 サービス産業における人材活用の制度と構造

冨田　健司 教授 経営戦略

辻村　元男 教授 不確実性下における意思決定

植田　宏文 教授 金融的要因と経済活動

上田　雅弘 教授 産業組織の実証分析

瓜生原　葉子 教授 行動変容、ソーシャルマーケティング

肖　淼 助教 中国の会計制度

山本　達司 教授 会計制度と社会的厚生

山下　麻衣 教授 近現代日本における看護労働の歴史

山内　雄気 准教授 経営史

吉川　英一郎 教授 国際商取引法規範及び国際ビジネス紛争解決

政 策 学 部
⃝政策学科
足立　光生 教授 持続可能な社会に向けた投資、市場、企業

Ofer FELDMAN 教授 政治心理学

藤本　哲史 教授 ワーク・ファミリー・バランス

畑本　裕介 教授 社会福祉行政・生活構造

伊川　萌黄 助教 環境／エネルギー／貧困問題に関する実証研究

井口　貢 教授 文化・観光政策の要諦としての人文知の所在

入江　容子 教授 地方自治体の組織的問題-構造・管理・政策-

柿本　昭人 教授 近代社会システムを歴史的に探究する

川口　章 教授 ワーク・ライフ・バランスとジェンダー平等

川井　圭司 教授 スポーツの法と政策

川上　敏和 教授 ゲーム理論の応用

川浦　昭彦 教授 公共選択

風間　規男 教授 ガバナンス・ネットワークの構造と機能に関する研究

小阪　真也 助教 移行期の正義、平和構築、国際人権・人道法

小谷　真理 准教授 環境基準の正統性、行政裁量の統制

久保　真人 教授 働きやすい組織と個人のウェルビーイング

増渕　あさ子 助教 沖縄占領史・医療史

真山　達志 教授 行政学、政策形成論、政策実践論

三上　真嗣 助教 行政責任論、政策評価論（ODA評価）

三好　博昭 教授 技術を社会に活かす公共政策の研究

武藏　勝宏 教授 議会の立法過程・制度、直接民主制の実証分析

中島　恵理 教授 地域におけるSDGs実現と新しい手法での社会変革

中尾　祐人 准教授 法学、行政法、行政調査

中田　喜文 教授 技術者の働き方と創造性の研究

根岸　祥子 准教授 先進国・開発途上国における国際資本の役割

新見　陽子 教授 国際開発・貧困・格差・ジェンダー

野田　遊 教授 地方自治研究

野間　敏克 教授 地域経済にとって望ましい地域金融の研究

岡本　由美子 教授 フェアトレードの社会的インパクトと今後

大島　佳代子 教授 教育を受ける権利・生徒の人権

太田　肇 教授 個人を生かす組織の研究
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大和田　順子 教授 ソーシャルイノベーションと地域デザイン

多田　実 教授 感情科学に基づくマーケティングリサーチ

滝本　香菜子 助手 アジア諸国における幸福の研究

田中　秀樹 准教授 現代社会における人材・組織マネジメント

田中　宏樹 教授 少子高齢社会の地域経営

富樫　耕介 准教授 国際政治学（紛争研究）、旧ソ連地域研究

月村　太郎 教授 バルカン地域研究、地域紛争比較研究

山谷　清志 教授 政策評価と政府のアカウンタビリティ

吉田　徹 教授 政治学（比較政治学、ヨーロッパ政治）

グ ロ ー バ ル 地 域 文 化 学 部
⃝グローバル地域文化学科
阿部　範之 教授 中華圏の映画

穐山　洋子 准教授 スイス近現代史

浅羽　祐樹 教授 韓国政治外交、比較政治学、日韓関係

遠藤　徹 教授 アメリカの大衆文化論／身体論

二村　太郎 准教授 農と食の地理学、北アメリカ地域研究

James HEATHER 准教授 第二言語習得論、応用言語学、文化人類学

肥後本　芳男 教授 アメリカ史、アメリカ研究

稲垣　俊史 教授 第二言語習得論、英語教育学、言語学

石井　香江 教授 社会史（近現代ドイツ）／ジェンダーと「市民社会」

石野　未架 准教授 英語教育学、教室相互行為研究、会話分析

伊藤　玄吾 准教授 フランス・ルネサンス期の文学と思想

和泉　真澄 教授 北米文化の多様性と日系・アジア系アメリカ

亀谷　百合佳 助教 現代フランス社会・文化の研究

神崎　舞 准教授 カナダの舞台芸術

コ　ヨンジン 教授 朝鮮語の文法および南北朝鮮の言語政策

久野　聖子 准教授 マイノリティ研究、スペイン地域研究

倉科　一希 教授 アメリカ対外関係史、国際政治

Matthew LARKING 准教授 日本美術史、近代美術史・理論

見原　礼子 准教授 比較教育社会学、マイノリティ研究

宮嵜　克裕 助教 フランス地域文化論・表象文化論・視覚論

水谷　智 教授 イギリス帝国史／植民地研究

物部　ひろみ 准教授 ハワイの歴史と文化、日系アメリカ人史

向　正樹 准教授 グローバル・ヒストリー、海域イスラーム史

中野　幸男 助教 亡命ロシア文学、トランスリンガル文学

中嶋　洋平 助教 ヨーロッパ統合思想、西洋政治思想

NECHAEVA Angelina 助教 在外ロシア文化、亡命ロシア人社会

落合　明子 教授 アメリカ黒人の歴史と文化

小川原　宏幸 教授 近代における日朝関係の歴史的考察

大木　清香 助教 文芸学、文学理論、比較文化論

小野　文生 教授 ドイツ哲学、ユダヤ思想、教育思想史

尾崎　茂 教授 言語テスト学、国際理解教育、言語教育政策

朴　鍾厚 准教授 現代韓国語文法、韓国語教育学

Susanna PAVLOSKA 准教授 20世紀文学、文学と言語教育

Andres PEREZ RIOBO 助教 グローバルヒストリー、スペイン語教育

錢　鷗 教授 中国思想史、日中思想・文化交渉論

坂本　南美 准教授 外国語教育、ナラティブ研究、言語教師教育

﨑田　智子 教授 伝達言語の認知語用論的研究、ジェンダー論

柴田　修子 准教授 ラテンアメリカ地域研究、社会運動論

清水　穣 教授 現代美術と現代音楽の歴史と批評

副島　一郎 教授 中国古典学・江戸漢学

髙木　繁光 教授 近代から現代にいたる映像文化史

竹内　理樺 准教授 中国近現代史、中国女性史

David TARANCO 助教 翻訳、紀行文、日西関係

立林　良一 准教授 現代ラテンアメリカ文学

立石　洋子 准教授 ロシア・旧ソ連諸国の歴史と政治

宇佐見　耕一 教授 ラテンアメリカの社会政策・福祉政治

Aysun UYAR 准教授 国際関係論、国際政治経済、地域主義

若生　正和 准教授 日本語と韓国語の対照研究、第二言語習得論

王　柳蘭 准教授 越境する華人の社会変動、宗教と多元的共生

渡辺　文 助教 オセアニアの芸術と文化、人類学

尹　慧瑛 教授 イギリス・アイルランド研究

文 化 情 報 学 部
⃝文化情報学科
阿部　真人 助教 脳、行動、社会、生態系等の複雑システム

深川　大路 助教 離散最適化問題に対するアルゴリズム

福田　智子 教授 平安文学、和歌文学

Gaetan RAPPO 准教授 日本中世史、宗教史学、デジタル・ヒストリー

波多野　賢治 教授 ビッグデータの利活用に関する研究

星　英仁 准教授 言語理論（統語論）

飯尾　尊優 准教授 人間とロボットの社会的相互作用

伊藤　紀子 准教授 機能言語学と自然言語処理

蒲原　智也 助教 画像に対するハッシュタグ推薦手法の研究

河瀬　彰宏 准教授 デジタル・ヒューマニティーズ、文化解析

金　明哲 教授 文化とデータサイエンス

中西　義典 准教授 統計科学および統計物理学

中安　真理 准教授 東アジアの芸術文化史

斎藤　元幸 助教 思考についての認知科学

阪田　真己子 教授 身体を媒体として伝達される情報

眞田　英毅 助教 学校外教育、学校でのいじめ

佐野　明子 准教授 映像文化論

沈　力 教授 言語類型論の研究

下嶋　篤 教授 グラフィック表現を用いた説明や説得の効果

杉尾　武志 教授 視覚認知

田口　哲也 教授 日本と世界の文化を学び比較する

田中　雄 助教 言語学（音声学・音韻論）

津村　宏臣 准教授 地域社会と民族の資源共有と永続性の研究

宿久　洋 教授 多変量データ解析、計算機統計学

山縣　芽生 助教 排斥と調和の社会心理学

山内　信幸 教授 コーパスを用いたことばの記述的分析

鄭　躍軍 教授 社会現象の計量研究

理 工 学 部
⃝インテリジェント情報工学科
芳賀　博英 教授 コンピュ―タを用いた絵画解析

橋本　雅文 教授 モビリティロボットの自律・協調センシング

程　俊 教授 通信理論と通信技術

加藤　恒夫 教授 音声情報処理と行動信号処理

桂井　麻里衣 准教授 マルチメディア検索・データマイニング

木村　共孝 准教授 情報通信ネットワークの設計と分析

奥田　正浩 教授 知能情報処理、機械学習

小野　景子 准教授 進化的機械学習

土屋　誠司 教授 常識を持ったコンピュータ・ロボットの研究

渡部　広一 教授 自然言語理解と知能ロボット

⃝情報システムデザイン学科
井本　桂右 准教授 あらゆる音の理解と生成を可能とする知能情報処理の研究

木村　達明 准教授 情報通信システムと数理モデリング

小板　隆浩 教授 人間とクラウドによる分散システムの開発

大崎　美穂 教授 機械学習と知識発見

大久保　雅史 教授 ヒューマンインタフェース

佐藤　健哉 教授 モノのインターネットにおける分散処理技術

白浜　公章 准教授 人工知能のマルチメディア解析への応用

高橋　和彦 教授 知能制御システム

田村　晃裕 准教授 自然言語処理
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Ivan TANEV 教授 進化的方法論

土屋　隆生 教授 音空間レンダリングシステムの開発と応用

⃝電気工学科
馬場　𠮷弘 教授 環境電磁工学

藤原　耕二 教授 磁性材料の機能性評価

井上　馨 教授 モータシステムの高効率駆動と振動抑制

加藤　利次 教授 電気電子回路システムの動作解析および制御

近藤　弘一 教授 応用数学

小山　大介 教授 超音波を利用したデバイスと計測技術

松川　真美 教授 超音波エレクトロニクス、波動応用計測

長岡　直人 教授 電力・インフラシステムの数値解析と設計

髙橋　康人 教授 パワーマグネティクス・電磁エネルギー変換

和田　元 教授 放電プラズマの物理と工学

⃝電子工学科
出口　博之 教授 アンテナ工学、電磁界解析

衣斐　信介 教授 通信システムのための統計的信号処理

岩井　誠人 教授 無線通信システムにおける電波伝搬

粕谷　俊郎 教授 プラズマ物理学

大谷　直毅 教授 半導体光デバイス、光物性、新蛍光物質の合成

堺　健司 准教授 磁気を用いた先端計測法と物性評価法の開発

佐藤　祐喜 教授 機能性電子材料の開発と評価、工学的応用

鈴木　将之 教授 光工学

田中　智之 助教 偏微分方程式論

戸田　裕之 教授 マイクロ波フォトニクス、非線形ファイバ光学

辻　幹男 教授 超高周波帯での電磁界解析及び回路素子開発

⃝機械システム工学科
廣垣　俊樹 教授 制御システムとモノづくりの自動化・自律化

稲垣　和寛 助教 流体物理学・乱流のモデリング

稲岡　恭二 教授 熱と流れの動的制御、熱交換器の高性能化

松村　恵理子 教授 高効率・低公害化に関する噴霧燃焼制御

松岡　敬 教授 機械設計、複合材料

宮本　博之 教授 金属材料の加工と組織制御に関する研究

野口　尚史 准教授 熱・物質の輸送や混合にかかわる流体力学

小武内　清貴 准教授 先進複合材料の信頼性改善に関する研究

笹田　昌弘 教授 材料の変形メカニズムの解明と加工の高度化

多久和　英樹 教授 偏微分方程式論と数学的逆問題

辻内　伸好 教授 運動と振動の制御及び人間工学に関する研究

⃝機械理工学科
青山　栄一 教授 先進加工技術の開発と評価

原　峻平 准教授 微小の攪乱・物質添加による伝熱流動の改変

平田　勝哉 教授 機械工学上の流れ学、空気力学の諸問題

伊藤　彰人 教授 ロボットシステムの高度化に関する研究

中村　守正 教授 機械要素を高機能化する表面改質技術

大窪　和也 教授 環境に優しい天然繊維強化複合材料の開発

千田　二郎 教授 高効率・低公害燃焼法の解析的研究

高岡　正憲 教授 巨視的乱雑系の統計法則と自己組織構造

田中　達也 教授 金属、高分子や複合材料の加工に関する研究

湯浅　元仁 准教授 組織制御による高機能金属材料の開発

⃝機能分子・生命化学科
土井　貴之 教授 新しい電池反応系の開発

遠藤　太佳嗣 准教授 イオン液体の構造、運動性、及び物性

人見　穣 教授 活性酸素種と酸化反応の化学

稲葉　稔 教授 蓄電池および燃料電池材料の開発

加藤　将樹 教授 超伝導および関連物質の合成と物性評価

木村　佳文 教授 機能性流体の光反応化学と新規物質創製

北岸　宏亮 教授 人工ヘモグロビンの開発と医学分野への応用

小寺　政人 教授 生命現象解明のための高性能機能分子の開発

古賀　智之 教授 高分子化学、先端バイオマテリアル

水谷　義 教授 有機機械・電子材料の研究

西村　慎之介 助教 高分子バイオマテリアル、環境調和材料

太田　寛人 准教授 新しい磁性材料の探索と高機能化

⃝化学システム創成工学科
橋本　雅彦 教授 バイオセンシングテクノロジー

石田　尚之 教授 コロイドおよび界面の化学と工学

松本　道明 教授 環境適応型の生物分離プロセスの構築

塩井　章久 教授 非平衡化学システム

白川　善幸 教授 機能性微粒子の設計工学

田原　義朗 准教授 ドラッグデリバリーシステム

竹中　壮 教授 触媒化学

土屋　活美 教授 環境対策と混相分散流の移動現象論

塚越　一彦 教授 微小空間で見られる流体流れの不思議な世界

山本　大吾 准教授 非平衡現象と化学工学

吉田　幹生 教授 粒子の流動性と付着性の制御

⃝環境システム学科
赤尾　聡史 教授 環境衛生工学

福間　浩司 准教授 磁気から採る気候変動

後藤　琢也 教授 エネルギー創製・貯蔵・輸送・利用の研究

長谷川　元洋 教授 土壌の生物学

林田　明 教授 地球システム科学

加堂　大輔 准教授 物質と時空のミクロな構造の物理学

盛満　正嗣 教授 次世代二次電池・水電解技術の開発

大園　享司 教授 生態学・生物多様性科学・菌類

堤　浩之 教授 地震と活断層に関する研究

山根　省三 准教授 気象・気候現象の力学

横尾　頼子 助教 地球表層環境での元素の動態・循環

⃝数理システム学科
浅岡　正幸 教授 幾何学、力学系理論

今井　仁司 教授 コンピュータを用いた数理解析

川口　周 教授 代数幾何学

三木　啓司 准教授 応用数学、数理物理学

齋藤　誠慈 教授 常微分・差分方程式の定性理論

竹井　義次 教授 解析学、微分方程式

津田　博史 教授 金融工学、データサイエンス、観光科学

⃝実験実習センター
大西　慶一郎 実験講師 天然物有機化学、微生物代謝産物と生理活性

生 命 医 科 学 部
⃝医工学科
伊藤　利明 教授 非線形連続・離散数理モデルとその応用

川口　正隆 教授 機械・構造物の振動解析および低振動化

剣持　貴弘 教授 生命現象の物理科学

小泉　範子 教授 角膜再生医療と新規治療薬の開発

森田　有亮 教授 再生組織の足場材料・力学機能評価法の開発

奥村　直毅 教授 視覚障害に対する新規治療法の開発

田中　和人 教授 機械材料、複合材料、生体・医療材料、成形

積際　徹 教授 ロボット工学、制御工学

渡辺　公貴 教授 月面ローバー、バイオミミクリー、技術経営

山本　浩司 教授 生体組織の力学機能と分子発現解析

横川　隆一 教授 バイオメカニクス、バイオロボティクス

⃝医情報学科
秋山　いわき 教授 超音波イメージングと超音波の生体作用

廣安　知之 教授 ヒト情報のAIとICTによる知的処理

飛龍　志津子 教授 コウモリの超音波センシングの仕組みを解明

日和　悟 准教授 認知神経科学と脳情報学

小林　耕太 教授 神経行動学：聴覚と発声の生理メカニズム

大江　洋平 教授 有機化学：合成、錯体、触媒、分析
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太田　哲男 教授 生理活性化合物の効率的合成と機能の解明

貞包　浩一朗 准教授 生命現象の物理学、やわらかな物質の物理学

髙柳　真司 助教 超音波材料の作製・評価と超音波応用計測

谷岡　健資 助教 多変量データ解析法の開発

⃝医生命システム学科
舟本　聡 准教授 アルツハイマー病の発症と予防の基礎研究

市川　寛 教授 酸化ストレスと機能性食品医学

池川　雅哉 教授 細胞や組織を構成する生体分子の機能の解析

祝迫　惠子 教授 消化器疾患の基礎的・臨床的研究

角田　伸人 助教 アルツハイマ―病の脳内変化

小林　聡 教授 ガン発症と治療に対する基礎医学研究

三田　雄一郎 助教 糖尿病発症メカニズムの解析

西川　恵三 教授 骨代謝と免疫の基礎医学研究

西川　喜代孝 教授 細胞生物学に基づく創薬研究

野口　範子 教授 酸化ストレスによる病気と生体防御の機構

齋藤　直人 准教授 神経機能生物学

髙橋　美帆 助教 細胞内小胞輸送に関する研究

浦野　泰臣 准教授 脂質代謝と神経変性疾患に関する研究

和久　剛 准教授 がん微小環境に関する分子生物学的な研究

渡辺　政隆 特別客員教授 科学コミュニケ―ションの教育と実践

米井　嘉一 教授 老化と危険因子の評価、糖化ストレス

ス ポ ー ツ 健 康 科 学 部
⃝スポーツ健康科学科
新井　彩 准教授 トレーニング科学／バイオメカニクス

海老根　直之 教授 人間栄養学、エネルギー代謝、身体活動量

遠藤　華英 助教 スポーツを通じた国際協力、開発と平和のためのスポーツ

藤澤　義彦 教授 スポーツ選手の資質に関する研究

福岡　義之 教授 低温低酸素での呼吸・循環・体温の環境適応

北條　達也 教授 スポーツ外傷・障害の疫学および予防

石井　好二郎 教授 運動処方の開発および展開

石倉　忠夫 教授 運動技能学習、スポーツ心理学

岩田　昌太郎 准教授 良い保健体育授業の創造と教師の専門性開発

井澤　鉄也 教授 スポーツ生化学

上林　清孝 准教授 運動神経生理学、運動制御・学習

河西　正博 助教 障害者スポーツ論

松倉　啓太 准教授 スポーツにおけるコーチング

中村　康雄 教授 スポーツ・バイオメカニクス

二宮　浩彰 教授 スポーツ・マーケティング

庄子　博人 准教授 スポーツビジネス

高橋　克毅 助手 骨格筋デザイン

髙倉　久志 准教授 骨格筋の有酸素性代謝能力に関する研究

竹田　正樹 教授 スポーツ競技力とトレーニングの運動生理学

田附　俊一 教授 「コツ」や「カン」習得の理論と実践：スポーツ運動学

土屋　吉史 助教 骨格筋幹細胞の分化制御

若原　卓 准教授 骨格筋のメカニクス

栁田　昌彦 教授 介護・生活習慣病予防のための運動疫学研究

簗瀬　康 助教 リハビリテーション

横山　勝彦 教授 スポーツ政策論・スポーツ組織文化論

心 理 学 部
⃝心理学科
青山　謙二郎 教授 学習心理学、行動分析学、食行動の心理学

藤村　友美 准教授 精神生理学、感情のコミュニケーション

畑　敏道 教授 生理心理学（行動と脳の関係について）

石川　信一 教授 臨床児童心理学

神原　広平 助教 臨床心理学、認知行動療法

神山　貴弥 教授 開発的生徒指導と子どもの心理・社会的発達

毛利　真弓 准教授 犯罪心理学

武藤　崇 教授 行動分析学（臨床心理学）

中谷内　一也 教授 リスク認知と災害準備

及川　昌典 教授 社会心理学

興津　真理子 教授 臨床心理学、家族心理学

大屋　藍子 准教授 臨床心理学、行動分析学

杉若　弘子 教授 臨床心理学、パーソナリティ心理学

竹原　卓真 教授 認知心理学、顔魅力

田中　あゆみ 教授 ヒューマン・モティベーション

津田　裕之 助教 知覚心理学、認知心理学

津田　菜摘 助教 臨床心理学・臨床行動分析

内山　伊知郎 教授 乳幼児の認知・感情発達の研究

余語　真夫 教授 トラウマを含むストレス反応の予防・ケア

グ ロ ー バ ル・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 学 部
⃝グローバル・コミュニケーション学科
Regine DIETH 准教授 日本現代社会とジェンダー

Bettina GILDENHARD 准教授 移民研究、多文化共生

FUKUSHIMA Marcelo 准教授 国際経済、国際ビジネス

長谷部　陽一郎 教授 認知言語学、コーパス言語学

伊勢　晃 教授 20世紀フランス文学

郭　雲輝 教授 現代中国語学

河原　大輔 准教授 アメリカ文化研究、映画学

窪田　光男 教授 社会言語学

Dana John LINGLEY 助教 応用言語学部、第二言語モチベーション

松木　啓子 教授 言語人類学から考えるコミュニケーション

南井　正廣 教授 18世紀イギリス文学・文化

Ghislain MOUTON 助教 応用言語学、フランス語教育法

中村　艶子 教授 アメリカ研究（女性労働の日米比較）

中西　裕樹 教授 東南中国に分布する諸言語・方言の歴史研究

中田　賀之 教授 英語教育学、応用言語学

Peter NEFF 教授 英語教育、応用言語学

孫　樹喬 准教授 現代中国語学、中日対照言語研究

須藤　潤 准教授 音声コミュニケーション、日本語教育

鈴木　美紀子 助教 第二言語習得法　英語教授法

鈴木　伸子 教授 日本語教育、留学生のためのキャリア教育

諏訪　暁 助教 19世紀および現代のイギリス文学

Roehl SYBING 助教 異文化理解、多言語対話、定性調査の方法論

玉井　史絵 教授 19世紀イギリスの文化と文学

寺西　隆弘 教授 メタファー拡張による概念形成

唐　顥芸 准教授 台湾・中国の近現代文学

内田　尚孝 教授 中国近現代史、近現代日中関係史、中国外交

UCHINO Crystal Kimi 助教 カルチュラルスタディーズ、社会史、マイノリティ研究

脇田　里子 教授 日本語教育、ライティング教育

吉田　優子 教授 言語の変種、方言の音韻分析
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専 任 教 員 ス タッフ・研 究 分 野 一 覧

総 合 政 策 科 学 研 究 科

足立　光生 教授 持続可能な社会に向けた投資、市場、企業

Ofer FELDMAN 教授 政治心理学

藤本　哲史 教授 ワーク・ファミリー・バランス

原田　隆史 教授 図書館情報学

畑本　裕介 教授 社会福祉行政・生活構造

井口　貢 教授 文化・観光政策の要諦としての人文知の所在

入江　容子 教授 地方自治体の組織的問題-構造・管理・政策-

柿本　昭人 教授 近代社会システムを歴史的に探究する

川口　章 教授 ワーク・ライフ・バランスとジェンダー平等

川井　圭司 教授 スポーツの法と政策

川上　敏和 教授 ゲーム理論の応用

川浦　昭彦 教授 公共選択

風間　規男 教授 ガバナンス・ネットワークの構造と機能に関する研究

小谷　真理 准教授 環境基準の正統性、行政裁量の統制

久保　真人 教授 働きやすい組織と個人のウェルビーイング

真山　達志 教授 行政学、政策形成論、政策実践論

三好　博昭 教授 技術を社会に活かす公共政策の研究

武藏　勝宏 教授 議会の立法過程・制度、直接民主制の実証分析

中島　恵理 教授 地域におけるSDGs実現と新しい手法での社会変革

中田　喜文 教授 技術者の働き方と創造性の研究

根岸　祥子 准教授 先進国・開発途上国における国際資本の役割

新見　陽子 教授 国際開発・貧困・格差・ジェンダー

野田　遊 教授 地方自治研究

野間　敏克 教授 地域経済にとって望ましい地域金融の研究

岡本　由美子 教授 フェアトレードの社会的インパクトと今後

大島　佳代子 教授 教育を受ける権利・生徒の人権

太田　肇 教授 個人を生かす組織の研究

大和田　順子 教授 ソーシャルイノベーションと地域デザイン

多田　実 教授 感情科学に基づくマーケティングリサーチ

田中　秀樹 准教授 現代社会における人材・組織マネジメント

田中　宏樹 教授 少子高齢社会の地域経営

富樫　耕介 准教授 国際政治学（紛争研究）、旧ソ連地域研究

月村　太郎 教授 バルカン地域研究、地域紛争比較研究

王　嬌 助手 人的資源管理

山谷　清志 教授 政策評価と政府のアカウンタビリティ

吉田　徹 教授 政治学（比較政治学、ヨーロッパ政治）

グ ロ ー バ ル・ス タ デ ィ ー ズ 研 究 科

秋林　こずえ 教授 ジェンダー研究、平和教育研究

Gavin James CAMPBELL 教授 アメリカ史、アメリカ宗教研究

Anne GONON 教授 社会的暴力とケア研究

菅野　優香 教授 クィア・スタディーズ、映画・視覚文化研究

菊池　恵介 教授 グローバリゼーション論、レイシズム研究

三牧　聖子 准教授 アメリカ政治外交史、国際関係論

南川　文里 教授 社会学、人種エスニシティ研究、移民研究

峯　陽一 教授 開発研究、人間の安全保障

村田　雄二郎 教授 中国思想史、中国近現代史、日中関係史

内藤　正典 教授 国際移動論、現代イスラーム地域研究

中西　久枝 教授 中東ユーラシアの紛争防止、国際協力論

西川　由紀子 教授 国際関係論、平和研究、東・東南アジア地域

岡野　八代 教授 西洋政治思想史、フェミニズム理論

太田　修 教授 朝鮮半島研究、朝鮮近現代史、近現代日朝関係史

小山田　英治 教授 開発途上国と新興国のガバナンス問題研究

錢　鷗 教授 中国の思想と歴史、日中文化・学術交流史

冨山　一郎 教授 日本研究、沖縄近現代史研究

厳　善平 教授 現代中国の社会と経済、労働移動、農業と食糧問題

周　俊 助教 中国政治史、中国共産党史

脳 科 学 研 究 科

金子　奈穂子 教授 成熟脳内における神経細胞産生と再生

正水　芳人 教授 神経回路を創出するための技術開発と応用

松井　鉄平 教授 神経計算分野

御園生　裕明 教授 アルツハイマー病の分子メカニズム研究

元山　純 教授 脳発生発達過程の制御機構の解明

坂場　武史 教授 シナプス伝達・可塑性メカニズム

髙橋　晋 教授 認知行動機能を実現する脳神経機構の解明

髙森　茂雄 教授 神経伝達物質放出の分子メカニズム

司 法 研 究 科

浅野　有紀 教授 法哲学、私法の基礎理論、法多元主義

深谷　格 教授 民法（特に債権法）

濵田　毅 教授 刑事訴訟法

林　昭一 教授 民事訴訟における証拠法に関する研究

Colin P.A.JONES 教授 英米法・日本を中心とする比較法、ロボットと法;身分法

笠原　宏 特別客員教授 日EUの独占禁止法の法制度及び運用実務

木下　孝治 教授 保険契約法、保険監督法

松原　久利 教授 違法性の錯誤と刑事責任

松本　哲治 教授 憲法上の経済的自由権、自己決定権

御幸　聖樹 教授 憲法、権力分立論

村中　孝史 特別客員教授 労働法

中西　正 教授 倒産法（破産法、民事再生法、会社更生法）

大中　有信 教授 契約の基礎理論と意思表示法の比較法的検討

佐伯　祐二 教授 行政の活動と組織、行政と裁判をめぐる法

坂巻　綾望 教授 租税法、国際課税、所得税法、法人税法

佐久間　毅 教授 民法、信託法

佐々木　典子 教授 民法、ドイツ民法

洲見　光男 教授 日・米・独の刑事手続の比較研究

十河　太朗 教授 刑法、共犯論

園田　賢治 教授 民事訴訟法

洲崎　博史 教授 保険法

高橋　宏司 教授 国際取引法、国際私法、国際民事手続法

横田　光平 教授 子ども法

ビ ジ ネ ス 研 究 科

⃝ビジネス専攻

有井　健 教授 自然保護・環境保全

Philippe BYOSIERE 教授 革新的リーダーシップ組織におけるナレッジ

崔　裕眞 教授 京都と京都企業のデジタル戦略経営

藤原　浩一 教授 データサイエンスと経営戦略

井上　福子 教授 人的資源管理と組織開発

加登　豊 教授 管理会計、コストマネジメント

河南　順一 教授 マーケティング、コミュニケーション、戦略

児玉　俊洋 教授 中小企業、地域産業政策

森　良弘 教授 イノベーションマネジメント

文　世一 教授 都市経済学、交通経済学

野瀬　義明 教授 コーポレートファイナンスに関する実証分析

山下　貴子 教授 企業のマーケティング戦略と消費者行動

⃝グローバル経営研究専攻

Robert W. ASPINALL 教授 日本と英国における政治と教育

Isabell HANDLER 准教授 観光管理

飯塚　まり 教授 経営戦略（SDGs等）、ウェルビーイング、経営倫理、経営戦略と組織開発

和泉　真澄 教授 国際人口移動、北米人種関係史、法と自由

奥平　寛子 准教授 労働市場政策や人事に関するデータ分析

須貝　フィリップ 教授 持続可能なマーケティング、価値共創

殷　勇 教授 ものづくり経営学

吉田　悦章 教授 新興国ビジネス、イスラーム金融、フィンテック

⃝寄付教育研究プロジェクト

沖　勝登志 教授 経営計画におけるイノベーション戦略の活用



95

※2023年�݄1೔࣌఺ͷࡏ੶ऀ͓ΑͼॴଐͱͳΓま͢ɻ

ઐ
೚
ڭ
һ
ス
λ
ッ
ϑ
・
ݚ
ڀ
෼
໺
Ұ
ཡ

キ リ ス ト 教 文 化 セ ン タ ー

越川　弘英 教授 キリスト教の実践神学（礼拝、宣教、牧会）

森田　喜基 准教授 日本におけるキリスト教教育、歴史と実践

人 文 科 学 研 究 所

林田　秀樹 教授 開発経済学、インドネシア経済論

本岡　拓哉 助教 近現代日本の地域研究、都市の社会問題

関口　寛 准教授 近現代日本の社会史・思想史・文化史

ハ リ ス 理 化 学 研 究 所

桝　太一 助教 マスメディアの科学コミュニケ―ション

Philip TROMOVITCH 教授 人間の性に関する研究

鈴木　祐太 助教 その場資源利用のための物理化学

ア メ リ カ 研 究 所

石黑　安里 助教 アメリカ・ユダヤ人女性史、シオニズム思想

川鍋　健 助教 アメリカ憲法、憲法、日米裁判官任免手続

歴 史 資 料 館

浜中　邦弘 准教授 日本考古学ー瓦・寺院・都市ー

若林　邦彦 教授 考古学（弥生〜古墳時代）

学 習 支 援・教 育 開 発 セ ン タ ー

宮田　尚子 准教授 パーソナルネットワーク、職業意識

澤　宏司 准教授 数理科学、数理論理学

趙　智英 助教 中世日本文学、日韓の説話文学

木村　千夏 准教授 情報や情報技術の適切かつ効果的な活用

免 許 資 格 課 程 セ ン タ ー

原田　隆史 教授 図書館システム・情報システムの高度化

本多　千明 准教授 市民性教育、教育政策、教材開発

井上　浩史 教授 1人1人を徹底的に大切にする生徒指導

森口　洋一 准教授 社会科教育

中瀬　浩一 教授 特別支援教育、聴覚障がい教育

奥野　浩之 准教授 社会科のカリキュラム開発

佐藤　翔 准教授 図書館・情報サービスの利用分析

田中　希穂 教授 動機づけと適応、異文化間教育

山口　洋介 助教 認知心理学、創造的思考教育

柳澤　彰紀 教授 学校教育実践学

グ ロ ー バ ル 教 育 セ ン タ ー

Anya C. BENSON 准教授 現在日本のメディアと子供のメディア文化

有井　健 教授 自然保護・環境保全

Robert W. ASPINALL 教授 日本と英国における政治と教育

日 本 語・日 本 文 化 教 育 セ ン タ ー

大工原　勇人 准教授 現代日本語の談話分析

原田　朋子 助教 日本語学・日本語教育

平　弥悠紀 教授 日本語学／日本語教育

李　長波 教授 言語学、日本語史、比較文体史

松本　秀輔 准教授 日本語学・日本語教育

徐　潤純 教授 日本語学・社会言語学・日韓言語比較研究

国 際 教 育 イ ン ス テ ィ テ ュ ー ト

Colin DAVIS 教授 国際経済学、経済成長

Gregory POOLE 教授 教育・言語人類学

Gill STEEL 教授 比較政治、世論、投票行動

Jennifer MCGUIRE 准教授 教育人類学、ろう者学、障がい学

David UVA 助教 歴史教育、日本史、植民地の歴史

研 究 開 発 推 進 機 構

藤永　綾乃 助手 超越論哲学としてのショーペンハウアー研究

藤岡　慧明 准教授 コウモリの音響行動生態の工学的理解

廣光　佑哉 助手 運動学習・制御、観察学習、スポーツ心理学

板倉　昭二 教授 乳幼児における社会性の発達

加藤　正晴 准教授 人のコミュニケーションの発達

川見　文紀 助教 災害後のすまい・住宅再建の格差についての研究

木谷　彰宏 助手 歴史学（特に沖縄近現代史）

小畠　秀和 教授 環境科学と自然科学の融合

松原　耕平 助教 臨床児童心理学

西川　和樹 助手 近代日本の食文化史

奥田　耕平 助手 生体鉱物の模倣による高靭性複合材料の開発

嶋田　容子 助教 乳幼児と保育の音環境

城田　愛 学術研究員 ヒトの睡眠に関する科学的研究

平　光佑 助手 フランス政治思想

田中　聖也 助教 高温物質化学

滕　睿 教授 協調型モノのインターネット

高橋　侑里 助手 都市人類学（アジア系アメリカ人）

都竹　絢子 助手 英語教育学・外国語学習

八木　智生 助手 近世の寺院と芸能・説話

和田　昌也 助手 アーレント研究・現代フランス政治哲学

鈴木　赳生 学術研究員 多民族の対立と共存にかんする社会学的研究

⃝大学院高度化推進支援センター

畦地　裕統 助教 認知・行動を制御する脳神経機構の研究

塙　京子 准教授 脳神経伝達分子メカニズムの解明

橋本谷　祐輝 准教授 シナプス可塑性の分子メカニズム

林　健二 准教授 マウス大脳皮質一次視覚野の機能発達

井出　薫 助教 認知行動機能を実現する脳神経機構の解明

伊藤　優樹 助教 感覚情報を統合する神経メカニズム

河野　洋幸 助教 中枢神経系におけるシナプス伝達機構の研究

城所　比奈子 助教 発生過程における脳形成の原理

三木　崇史 准教授 中枢神経における神経伝達機序の統合的理解

西村　周泰 准教授 ヒトiPS細胞を用いた神経機能の再生研究

尾崎　弘展 准教授 痛みを生み出す脳神経回路の研究

蘇武　佑里子 助教 成体脳内新生ニューロンの移動機構の解析

鳥居　知宏 准教授 神経－グリア細胞間相互作用を司る基盤解析

米村　洋而 助教 タンパク質輸送の制御機構

高 等 研 究 教 育 院

石川　正道 特別客員教授 今の自分を未来に置くフューチャーデザイン

加治木　紳哉 准教授 巨大科学の歴史、省エネルギーの歴史

上浦　基 准教授 数理情報学、情報哲学
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※学年は取材当時

　日本では宗教、特に一神教に触れる機会が少ない
と思います。グローバル化が進むなか、様々な社会
の人々の根本にあるものが宗教なので、深く知りた
いと思い神学部に入りました。神学部では、世界で
起こっている事象を一般的に日本で報道されるのと
は違う側面、視点からアプローチします。今後はモ
ロッコへ留学予定です。現地でホームステイして、
座学では学べないことを体験し、これまで学んでき
たことの答え合わせをしてきます。将来的には日本
を飛び出し、海外で仕事をしたいと考えています。

Nishiyama Sayu

神学部神学科3年次生

西山桜由同志社人の
横顔 30ページからの「学び」を知るで

ご協力いただいた
学生の方たちの同志社での
学びを紹介します。

　大学で何を学ぼうか考えていたときに、
この学部の案内冊子で「経済学は社会を見
るモノサシである」という言葉を見つけ、
客観的に物事をとらえる視点を身につけ
たいと思い入学を決めました。学んでみて
感じたのは、経済学は自由な学問だという
こと。社会のあらゆる出来事が経済と結び
ついているため、学びは多岐にわたります。
IT系のベンチャー企業へ就職予定ですが、
ここで学んだ「論理的思考力」を生かして
いきたいと考えています。

経済学部経済学科4年次生

Maruyama Rintaro

丸山凜太朗

　この学部を選んだのは、グローバル
な経験を積むことのできる多彩なプ
ログラムが用意されていたから。学部
では、アメリカ史を学びましたが、歴
史の出来事ひとつをとってもマジョリ
ティ、マイノリティそれぞれの視点か
ら考えることの大切さを教わりました。
留学先のノースキャロライナ大学で
は、アメリカ南部史や女性史などを学
び、ウィメンズマーチにも参加しまし
た。多角的な視点と柔軟な発想力を身
につけるにはぴったりな学部だと思
います。

グローバル地域文化学部
グローバル地域文化学科4年次生

Nishizawa Hinako

西澤日南子



　オープンキャンパスでキラキラと輝
く先輩に憧れて入学を決めました。入学
後、Welcome GC!という学部内団体に
入り、私も後輩に学部の魅力を伝えたい
と思ったのですが、すぐコロナ禍に。活
動に制限があったものの、だからこそ留
学に多様な選択肢があることや、異文化
理解を深められる十分な環境がこの学
部にあることを発見できました。将来の
夢は英語の先生。私自身、海外からの留
学生や先生たちに支えられて苦手意識
のあった英語をレベルアップできまし
た。英語を使えることの楽しさを子ども
たちに伝えたいです。

グローバル・コミュニケーション学部
グローバル・コミュニケーション学科
3年次生

Kataoka Mariko

片岡満里子

　言語を学ぶことが好きだった関係で手話に興味を持ち、
また、アジアやアフリカにおける障害児の支援に関わる仕
事がしたいと思い、社会福祉を学ぶことに決めました。同志
社大学は社会福祉教育で長い歴史を持っていることに加え、
新島襄の生き方や建学の理念が社会福祉の考え方と共通
していることもあり、入学を決めました。今後、同志社大学
大学院に籍を置きつつ、「同志社新島スカラシップ」奨学生
として新島の母校・アーモスト大学で学ぶ予定です。

社会学部社会福祉学科4年次生

Yasuno Imari

安野伊万里

　オープンキャンパスに参加し
たとき、「大学4年間を実りあるも
のにするのは、君たちの自主性だ。
そのためにこちらは何でも用意
する」という当時の学長の言葉に
感銘を受け、入学を決めました。
オンラインを経て、ドイツのテュ
ービンゲン大学へ留学したとき
に感じたのは「自分はまだまだで
きないことが多い」ということ。
同時にできないことにチャレン
ジするガッツも身に付きました。
直近の目標はドイツ語で哲学を
学べるくらいまで語学力を磨く
こと。まだまだ学ぶことはたくさ
んあると思っています。

文学部哲学科3年次生

Yamakawa Sarasa

山川更紗

　高校2年生までは物理が好きだったので
すが、成績が伴わず文転しました。それで
も理系を捨てきれず、文理両方を学べる文
化情報学部を志望しました。6歳から三味
線を習っているのですが、日本の伝統文化
は口頭で伝えるものが多いんですね。これ
をデータサイエンスの手法で見える化す
れば、誰でも弾けるようになるのではと思
ったのも動機の一つです。ただ映画鑑賞も
好きだったので、いまは映像文化論研究室
でハリウッド映画の女性像の変容を研究
しています。将来は映画製作に携わりたい
と思っています。

文化情報学部文化情報学科4年次生

Tachibana Anna

立花杏奈

　小学生のころ学校に行けない時期があり、そのと
き相談に乗ってくれたのがカウンセラーでした。それ
がきっかけで私もカウンセラーになりたいと思い、1、
2年次生から実践的学習ができる同志社を選びまし
た。心理学は実験や統計分析など理系の要素もたく
さんあって、文系の私には大変ですが、もともと興味
があることなので難しくても楽しいです。大学院に進
んで公認心理師の資格を取り、受刑者の更生に携わ
る法務技官か、日本で暮らす外国人のためのカウン
セラーになりたいと思っています。

心理学部心理学科3年次生

Todo Aria

藤堂有絢
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詳しくはこちら

詳しくはこちら

建設中

改築工事中

今出川キャンパス
➀アーモスト館（登録有形文化財）

➁ゲストハウス
➂光塩館／法学部・法学研究科事務室

➃啓明館（登録有形文化財）

➄新島遺品庫
➅待辰館
➆神学館／神学部・神学研究科事務室

➇致遠館
➈有終館（重要文化財）

➉弘風館／情報教室、国際教養教育院事務室、入学センター

⑪明徳館／食堂、コンビニ、学生ラウンジ

⑫徳照館／文学部・文学研究科事務室

⑬図書館
⑭クラーク記念館（重要文化財）／キリスト教文化センター

⑮至誠館／商学部・商学研究科事務室

⑯扶桑館／国際センター、国際交流ラウンジ

⑰ハリス理化学館（重要文化財）／同志社ギャラリー

⑱同志社礼拝堂（チャペル） （重要文化財）

⑲彰栄館（重要文化財）

⑳真義館
㉑寧静館（改築工事中）※����年秋学期運用開始

㉒博遠館　　
㉓良心館／

情報教室、今出川キャンパス教務センター、経済学部・経済学研究科事務室、
学生ラウンジ、食堂、コンビニ、書籍・購買店舗、旅行カウンター、カフェ、ラー
ニング・コモンズ、ITサポートオフィス

烏丸キャンパス
㉔志高館／

情報教室、グローバル地域文化学部事務室、グローバル・スタディーズ研究
科事務室、総合政策科学研究科事務室、国際教育インスティテュート事務室、
学生ラウンジ、コンビニ

室町キャンパス
㉕寒梅館／

学生支援センター、カウンセリングセンター、保健センター、キャリアセンター、司
法研究科事務室、ビジネス研究科事務室、ハーディーホール、クローバーホール

新町キャンパス
㉖新創館（建設中）※����年秋学期運用開始

㉗尋真館／学生ラウンジ

㉘臨光館／
情報教室、社会学部・社会学研究科事務室、政策学部事務室、新町カフェ
テリア

㉙渓水館　
㉚学生会館（本館）／

クラブ・サークル部室、練習場、会議室、シャワー室、新町ショップ、学生ラウンジ
㉛新町別館／クラブ･サークル部室、練習場

その他　
㉜継志寮／多目的ルーム・体育施設

 こう えん かん

 けい めい かん

 たい しん かん

 しん がく かん

 ち えん かん 

ゆうしゅう かん

 こう ふう かん

めい とく かん

  とくしょう かん

 し せい かん

 ふ そう かん

しょうえい かん

しん ぎ かん

 ねい せい かん

 はく えん かん

 りょうしん かん

 し こう かん

かん ばい かん

 しん そう かん

 じん しん かん

 りん こう かん

 けい すい かん

 けい し りょう

建設中

改築工事中

今出川キャンパス
➀アーモスト館（登録有形文化財）

➁ゲストハウス
➂光塩館／法学部・法学研究科事務室

➃啓明館（登録有形文化財）

➄新島遺品庫
➅待辰館
➆神学館／神学部・神学研究科事務室

➇致遠館
➈有終館（重要文化財）

➉弘風館／情報教室、国際教養教育院事務室、入学センター

⑪明徳館／食堂、コンビニ、学生ラウンジ

⑫徳照館／文学部・文学研究科事務室

⑬図書館
⑭クラーク記念館（重要文化財）／キリスト教文化センター

⑮至誠館／商学部・商学研究科事務室

⑯扶桑館／国際センター、国際交流ラウンジ

⑰ハリス理化学館（重要文化財）／同志社ギャラリー

⑱同志社礼拝堂（チャペル） （重要文化財）

⑲彰栄館（重要文化財）

⑳真義館
㉑寧静館（改築工事中）※����年秋学期運用開始

㉒博遠館　　
㉓良心館／

情報教室、今出川キャンパス教務センター、経済学部・経済学研究科事務室、
学生ラウンジ、食堂、コンビニ、書籍・購買店舗、旅行カウンター、カフェ、ラー
ニング・コモンズ、ITサポートオフィス

烏丸キャンパス
㉔志高館／

情報教室、グローバル地域文化学部事務室、グローバル・スタディーズ研究
科事務室、総合政策科学研究科事務室、国際教育インスティテュート事務室、
学生ラウンジ、コンビニ

室町キャンパス
㉕寒梅館／

学生支援センター、カウンセリングセンター、保健センター、キャリアセンター、司
法研究科事務室、ビジネス研究科事務室、ハーディーホール、クローバーホール

新町キャンパス
㉖新創館（建設中）※����年秋学期運用開始

㉗尋真館／学生ラウンジ

㉘臨光館／
情報教室、社会学部・社会学研究科事務室、政策学部事務室、新町カフェ
テリア

㉙渓水館　
㉚学生会館（本館）／

クラブ・サークル部室、練習場、会議室、シャワー室、新町ショップ、学生ラウンジ
㉛新町別館／クラブ･サークル部室、練習場

その他　
㉜継志寮／多目的ルーム・体育施設

 こう えん かん

 けい めい かん

 たい しん かん

 しん がく かん

 ち えん かん 

ゆうしゅう かん

 こう ふう かん

めい とく かん

  とくしょう かん

 し せい かん

 ふ そう かん

しょうえい かん

しん ぎ かん

 ねい せい かん

 はく えん かん

 りょうしん かん

 し こう かん

かん ばい かん

 しん そう かん

 じん しん かん

 りん こう かん

 けい すい かん

 けい し りょう

建設中

改築工事中

今出川キャンパス
➀アーモスト館（登録有形文化財）

➁ゲストハウス
➂光塩館／法学部・法学研究科事務室

➃啓明館（登録有形文化財）

➄新島遺品庫
➅待辰館
➆神学館／神学部・神学研究科事務室

➇致遠館
➈有終館（重要文化財）

➉弘風館／情報教室、国際教養教育院事務室、入学センター

⑪明徳館／食堂、コンビニ、学生ラウンジ

⑫徳照館／文学部・文学研究科事務室

⑬図書館
⑭クラーク記念館（重要文化財）／キリスト教文化センター

⑮至誠館／商学部・商学研究科事務室

⑯扶桑館／国際センター、国際交流ラウンジ

⑰ハリス理化学館（重要文化財）／同志社ギャラリー

⑱同志社礼拝堂（チャペル） （重要文化財）

⑲彰栄館（重要文化財）

⑳真義館
㉑寧静館（改築工事中）※����年秋学期運用開始

㉒博遠館　　
㉓良心館／

情報教室、今出川キャンパス教務センター、経済学部・経済学研究科事務室、
学生ラウンジ、食堂、コンビニ、書籍・購買店舗、旅行カウンター、カフェ、ラー
ニング・コモンズ、ITサポートオフィス

烏丸キャンパス
㉔志高館／

情報教室、グローバル地域文化学部事務室、グローバル・スタディーズ研究
科事務室、総合政策科学研究科事務室、国際教育インスティテュート事務室、
学生ラウンジ、コンビニ

室町キャンパス
㉕寒梅館／

学生支援センター、カウンセリングセンター、保健センター、キャリアセンター、司
法研究科事務室、ビジネス研究科事務室、ハーディーホール、クローバーホール

新町キャンパス
㉖新創館（建設中）※����年秋学期運用開始

㉗尋真館／学生ラウンジ

㉘臨光館／
情報教室、社会学部・社会学研究科事務室、政策学部事務室、新町カフェ
テリア

㉙渓水館　
㉚学生会館（本館）／

クラブ・サークル部室、練習場、会議室、シャワー室、新町ショップ、学生ラウンジ
㉛新町別館／クラブ･サークル部室、練習場

その他　
㉜継志寮／多目的ルーム・体育施設

 こう えん かん

 けい めい かん

 たい しん かん

 しん がく かん

 ち えん かん 

ゆうしゅう かん

 こう ふう かん

めい とく かん

  とくしょう かん

 し せい かん

 ふ そう かん

しょうえい かん

しん ぎ かん

 ねい せい かん

 はく えん かん

 りょうしん かん

 し こう かん

かん ばい かん

 しん そう かん

 じん しん かん

 りん こう かん

 けい すい かん

 けい し りょう

建設中

改築工事中

今出川キャンパス
➀アーモスト館（登録有形文化財）

➁ゲストハウス
➂光塩館／法学部・法学研究科事務室

➃啓明館（登録有形文化財）

➄新島遺品庫
➅待辰館
➆神学館／神学部・神学研究科事務室

➇致遠館
➈有終館（重要文化財）

➉弘風館／情報教室、国際教養教育院事務室、入学センター

⑪明徳館／食堂、コンビニ、学生ラウンジ

⑫徳照館／文学部・文学研究科事務室

⑬図書館
⑭クラーク記念館（重要文化財）／キリスト教文化センター

⑮至誠館／商学部・商学研究科事務室

⑯扶桑館／国際センター、国際交流ラウンジ

⑰ハリス理化学館（重要文化財）／同志社ギャラリー

⑱同志社礼拝堂（チャペル） （重要文化財）

⑲彰栄館（重要文化財）

⑳真義館
㉑寧静館（改築工事中）※����年秋学期運用開始

㉒博遠館　　
㉓良心館／

情報教室、今出川キャンパス教務センター、経済学部・経済学研究科事務室、
学生ラウンジ、食堂、コンビニ、書籍・購買店舗、旅行カウンター、カフェ、ラー
ニング・コモンズ、ITサポートオフィス

烏丸キャンパス
㉔志高館／

情報教室、グローバル地域文化学部事務室、グローバル・スタディーズ研究
科事務室、総合政策科学研究科事務室、国際教育インスティテュート事務室、
学生ラウンジ、コンビニ

室町キャンパス
㉕寒梅館／

学生支援センター、カウンセリングセンター、保健センター、キャリアセンター、司
法研究科事務室、ビジネス研究科事務室、ハーディーホール、クローバーホール

新町キャンパス
㉖新創館（建設中）※����年秋学期運用開始

㉗尋真館／学生ラウンジ

㉘臨光館／
情報教室、社会学部・社会学研究科事務室、政策学部事務室、新町カフェ
テリア

㉙渓水館　
㉚学生会館（本館）／

クラブ・サークル部室、練習場、会議室、シャワー室、新町ショップ、学生ラウンジ
㉛新町別館／クラブ･サークル部室、練習場

その他　
㉜継志寮／多目的ルーム・体育施設

 こう えん かん

 けい めい かん

 たい しん かん

 しん がく かん

 ち えん かん 

ゆうしゅう かん

 こう ふう かん

めい とく かん

  とくしょう かん

 し せい かん

 ふ そう かん

しょうえい かん

しん ぎ かん

 ねい せい かん

 はく えん かん

 りょうしん かん

 し こう かん

かん ばい かん

 しん そう かん

 じん しん かん

 りん こう かん

 けい すい かん

 けい し りょう

建設中

改築工事中

今出川キャンパス
➀アーモスト館（登録有形文化財）

➁ゲストハウス
➂光塩館／法学部・法学研究科事務室

➃啓明館（登録有形文化財）

➄新島遺品庫
➅待辰館
➆神学館／神学部・神学研究科事務室

➇致遠館
➈有終館（重要文化財）

➉弘風館／情報教室、国際教養教育院事務室、入学センター

⑪明徳館／食堂、コンビニ、学生ラウンジ

⑫徳照館／文学部・文学研究科事務室

⑬図書館
⑭クラーク記念館（重要文化財）／キリスト教文化センター

⑮至誠館／商学部・商学研究科事務室

⑯扶桑館／国際センター、国際交流ラウンジ

⑰ハリス理化学館（重要文化財）／同志社ギャラリー

⑱同志社礼拝堂（チャペル） （重要文化財）

⑲彰栄館（重要文化財）

⑳真義館
㉑寧静館（改築工事中）※����年秋学期運用開始

㉒博遠館　　
㉓良心館／

情報教室、今出川キャンパス教務センター、経済学部・経済学研究科事務室、
学生ラウンジ、食堂、コンビニ、書籍・購買店舗、旅行カウンター、カフェ、ラー
ニング・コモンズ、ITサポートオフィス

烏丸キャンパス
㉔志高館／

情報教室、グローバル地域文化学部事務室、グローバル・スタディーズ研究
科事務室、総合政策科学研究科事務室、国際教育インスティテュート事務室、
学生ラウンジ、コンビニ

室町キャンパス
㉕寒梅館／

学生支援センター、カウンセリングセンター、保健センター、キャリアセンター、司
法研究科事務室、ビジネス研究科事務室、ハーディーホール、クローバーホール

新町キャンパス
㉖新創館（建設中）※����年秋学期運用開始

㉗尋真館／学生ラウンジ

㉘臨光館／
情報教室、社会学部・社会学研究科事務室、政策学部事務室、新町カフェ
テリア

㉙渓水館　
㉚学生会館（本館）／

クラブ・サークル部室、練習場、会議室、シャワー室、新町ショップ、学生ラウンジ
㉛新町別館／クラブ･サークル部室、練習場

その他　
㉜継志寮／多目的ルーム・体育施設

 こう えん かん

 けい めい かん

 たい しん かん

 しん がく かん

 ち えん かん 

ゆうしゅう かん

 こう ふう かん

めい とく かん

  とくしょう かん

 し せい かん

 ふ そう かん

しょうえい かん

しん ぎ かん

 ねい せい かん

 はく えん かん

 りょうしん かん

 し こう かん

かん ばい かん

 しん そう かん

 じん しん かん

 りん こう かん

 けい すい かん

 けい し りょう

建設中

改築工事中

今出川キャンパス
➀アーモスト館（登録有形文化財）

➁ゲストハウス
➂光塩館／法学部・法学研究科事務室

➃啓明館（登録有形文化財）

➄新島遺品庫
➅待辰館
➆神学館／神学部・神学研究科事務室

➇致遠館
➈有終館（重要文化財）

➉弘風館／情報教室、国際教養教育院事務室、入学センター

⑪明徳館／食堂、コンビニ、学生ラウンジ

⑫徳照館／文学部・文学研究科事務室

⑬図書館
⑭クラーク記念館（重要文化財）／キリスト教文化センター

⑮至誠館／商学部・商学研究科事務室

⑯扶桑館／国際センター、国際交流ラウンジ

⑰ハリス理化学館（重要文化財）／同志社ギャラリー

⑱同志社礼拝堂（チャペル） （重要文化財）

⑲彰栄館（重要文化財）

⑳真義館
㉑寧静館（改築工事中）※����年秋学期運用開始

㉒博遠館　　
㉓良心館／

情報教室、今出川キャンパス教務センター、経済学部・経済学研究科事務室、
学生ラウンジ、食堂、コンビニ、書籍・購買店舗、旅行カウンター、カフェ、ラー
ニング・コモンズ、ITサポートオフィス

烏丸キャンパス
㉔志高館／

情報教室、グローバル地域文化学部事務室、グローバル・スタディーズ研究
科事務室、総合政策科学研究科事務室、国際教育インスティテュート事務室、
学生ラウンジ、コンビニ

室町キャンパス
㉕寒梅館／

学生支援センター、カウンセリングセンター、保健センター、キャリアセンター、司
法研究科事務室、ビジネス研究科事務室、ハーディーホール、クローバーホール

新町キャンパス
㉖新創館（建設中）※����年秋学期運用開始

㉗尋真館／学生ラウンジ

㉘臨光館／
情報教室、社会学部・社会学研究科事務室、政策学部事務室、新町カフェ
テリア

㉙渓水館　
㉚学生会館（本館）／

クラブ・サークル部室、練習場、会議室、シャワー室、新町ショップ、学生ラウンジ
㉛新町別館／クラブ･サークル部室、練習場

その他　
㉜継志寮／多目的ルーム・体育施設

 こう えん かん

 けい めい かん

 たい しん かん

 しん がく かん

 ち えん かん 

ゆうしゅう かん

 こう ふう かん

めい とく かん

  とくしょう かん

 し せい かん

 ふ そう かん

しょうえい かん

しん ぎ かん

 ねい せい かん

 はく えん かん

 りょうしん かん

 し こう かん

かん ばい かん

 しん そう かん

 じん しん かん

 りん こう かん

 けい すい かん

 けい し りょう

建設中

改築工事中

今出川キャンパス
➀アーモスト館（登録有形文化財）

➁ゲストハウス
➂光塩館／法学部・法学研究科事務室

➃啓明館（登録有形文化財）

➄新島遺品庫
➅待辰館
➆神学館／神学部・神学研究科事務室

➇致遠館
➈有終館（重要文化財）

➉弘風館／情報教室、国際教養教育院事務室、入学センター

⑪明徳館／食堂、コンビニ、学生ラウンジ

⑫徳照館／文学部・文学研究科事務室

⑬図書館
⑭クラーク記念館（重要文化財）／キリスト教文化センター

⑮至誠館／商学部・商学研究科事務室

⑯扶桑館／国際センター、国際交流ラウンジ

⑰ハリス理化学館（重要文化財）／同志社ギャラリー

⑱同志社礼拝堂（チャペル） （重要文化財）

⑲彰栄館（重要文化財）

⑳真義館
㉑寧静館（改築工事中）※����年秋学期運用開始

㉒博遠館　　
㉓良心館／

情報教室、今出川キャンパス教務センター、経済学部・経済学研究科事務室、
学生ラウンジ、食堂、コンビニ、書籍・購買店舗、旅行カウンター、カフェ、ラー
ニング・コモンズ、ITサポートオフィス

烏丸キャンパス
㉔志高館／

情報教室、グローバル地域文化学部事務室、グローバル・スタディーズ研究
科事務室、総合政策科学研究科事務室、国際教育インスティテュート事務室、
学生ラウンジ、コンビニ

室町キャンパス
㉕寒梅館／

学生支援センター、カウンセリングセンター、保健センター、キャリアセンター、司
法研究科事務室、ビジネス研究科事務室、ハーディーホール、クローバーホール

新町キャンパス
㉖新創館（建設中）※����年秋学期運用開始

㉗尋真館／学生ラウンジ

㉘臨光館／
情報教室、社会学部・社会学研究科事務室、政策学部事務室、新町カフェ
テリア

㉙渓水館　
㉚学生会館（本館）／

クラブ・サークル部室、練習場、会議室、シャワー室、新町ショップ、学生ラウンジ
㉛新町別館／クラブ･サークル部室、練習場

その他　
㉜継志寮／多目的ルーム・体育施設

 こう えん かん

 けい めい かん

 たい しん かん

 しん がく かん

 ち えん かん 

ゆうしゅう かん

 こう ふう かん

めい とく かん

  とくしょう かん

 し せい かん

 ふ そう かん

しょうえい かん

しん ぎ かん

 ねい せい かん

 はく えん かん

 りょうしん かん

 し こう かん

かん ばい かん

 しん そう かん

 じん しん かん

 りん こう かん

 けい すい かん

 けい し りょう

キャンパスマップ



大学公式webサイト・公式SNS

各キャンパスの詳細、
アクセスなど
詳しくはこちら

アクセスマップ

※今出川キャンパスから京田辺キャンパスまで約60分

⃝学研都市キャンパス

・ 近鉄「木津川台」駅から徒歩15分

⃝京田辺キャンパス

・ 近鉄「興戸」駅から徒歩15分
・ 近鉄「新田辺」駅からバスで10分

・ 近鉄「三山木」駅からバスで7分
・ ＪＲ「同志社前」駅から徒歩10分

キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ
／
大
学
公
式
w
e
b
サ
イ
ト
・
公
式
S
N
S
／
ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ

公式Twitter 公式Facebook公式YouTube

大学案内
webサイト

公式webサイト
同志社大学　

⃝今出川校地

・ 地下鉄「今出川」駅から徒歩1分　・ 京阪「出町柳」駅から徒歩15分

継志寮

公式アプリ

※2023年夏、リニューアル予定
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